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なぜカ、? 建築に似あう。

住築家、インテリアデザイナ 一、ステンドグラス11: . 永のためのワ ークシヨ‘ ノフ。を析的

N S ヒツレ11併にオ ーフ。ンしました。

i LiI毛のステン ドグラス/ J . ] . i H:i l:ぷJ1111として多<I ! U. ; ' しされてし 、ますが、ニのたび 1)4 ド

イツ の し ｡ｭ｢･ｲｴ ｳＱ Ｑ Ｚ のステン ドグラスぷ材を ｉｬｪ ￍｬｾ人、 ｉｕ ゎ Ｔ し する こ とになりました 。 こ の ｉ ｲｦ ｪ

品は、 IIIWのステンドク‘ ラス“ ' ぶの 111
て、山 人.fi !: l 、われるノレートウ、イツヒ・シヤ

フラットが、住築相 ＱＱ ｜Ｑの ｪ 立 ｊ ｦＮｾＨこ ｬｪｦ んで似川する Ｂｫ ｦｾ で、引に ＱＱｬｦｬ ｜ｬｻ立 が ＱＱｕ ， て、

新宿 N Sビル1階にステンドグラスと焼物の“ ワーク

その J山町はインテリアのよ材として J1kuli のものと ，，われています。

このショールームて1ムステンドグラスの判長を什: かした、佐築シ! ' II¥J でのテマザイン

決定から、色の選択、胞 U hLの中1[，;主まて 1j なっております。また、 .m物/J . レリ ー

フ、佐築川タイノレのオリシナノレ作品か句、クラフ卜、心、 ｾｦ￩ 1 ぷ川の凶ぶとI! U光など 多

くの機能をiｬＺｴｾｪ しており、主主築Ｇふ、インテリアデ‘ザイナ ー に ｲＧｬ ＱＱＱ にご平 ｉｊ ｊｩ ｊ して 別 ける場

としてf' 刊; 止のご; j ( J，i; をお i. ' J ちしております。

株式会社 日本ステンド、クc ラス& セラミック販売

ショルーム 〒160 東京都新宿区西新宿2丁目 4番1号新宿NSビル IF T E L03- 349- 8993制

本 社 〒100 東京都千代田区丸の内3丁目 4番 l号新国際ビル8F806号 T E し03- 214- 7391

〈営業品 目〉ステンドグラス 素材 ー道 具 販 売 製 作 施 工 続物 壁画製作・範 工 素 材、クラフト、伝統工芸品販売

ショップ" オーフ。ン/

ステンドグラス とセラ ミックの庖
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謹 賀 新 年

1 9 8 4  

1984年 の 年頭 にあたって

社団法人日本建築協 会 会 長 福 田 朝 生

' 83年 は 前 年 に 引 き 続 き 披 淵 の 年 で あ り ま し た が 、 た だ ひ と つ 、 米 国 の 景 気

の 上 昇 を 反 映 し て 、 わ が 国 の 経 済 も 柑 々 明 る い 兆 し を 見 せ つ つ あ る こ と は

喜 ば し い こ と で す 。 とはい って も 建 築 界へ の 波 及 効 果 は い ま ひ と つ で 、 暗

いト ンネ ル を 抜 け る に は ま だ ま だ ほ ど 遠 い と 言 わ ね ば な り ま せ ん 。 しかし

昨 年 よ り は 少 し は 良 く な る の で は な い か と い う ー 織 の 望 み を も た せ る 年 頭

で は あ り ま す 。

き て 、 わ れ わ れ の 協 会 に と って ' 84年 は 忘 れ る こ と の で き な い 歴 史 的 な 年 に

な り ま し た 。 というのも 30年 近 く 住 み 馴 れ た 北 浜 の 地 か ら 大 阪 の 北 の 中 心 、

駅 前 第 3 ピ ル に 新 し い 事 務 所 を 移 し 、 新 し い 活 動 を 開 始 す る こ と に な った

か ら で あ り ま す。 60有 余 年 の 輝 か し い 伝 統 を 守 り つ つ 、 21世 紀 に 向 け て 新

し い 展 開 を は か る べ く 、 そ の 第一 歩 を 踏 み 出 す 年 だ か ら で あ り ま す 。

本 部 を 関 西 に も つ 唯一 の 建 築 団 体 で あ り 、 建 築 の 全 分 野 に わ た る 会 員 を 擁

す る き わ め て ユ ニ ー ク な 協 会 と し て 、 建 築 界 は も と よ り 、 そ の 周 辺 ひ い て

は 社 会 に 対 し て こ れ か ら 何 を し な け れ ば な ら な い か 、 ま た 何 が で き る か を 、

あ ら た め て 問 い 直 す 願 つで も な い 良 い 機 会 が 与 え ら れ た こ と を 感 謝 す る と

と も に 、 こ れ を 行 動 に 移 さ ね ば な ら な い 重 い 責 任 を 身 に 染 み て 感 ず る 次 第

で あ り ま す 。

昨 年 か ら お 約 束 し て お り ま し た 121世 紀 に 向 か つて 協 会 は い か に あ る べ き

か 」 を 審 議 し て い た だ く 企 画 委 員 会 も 回 を 重 ね て 熱 心 に 討 議 さ れ て お り 、

近 く 報 告 を い た だ く こ と に な ろ う か と 思 い ま す が 、 い ず れ に し て も 協 会 を

かh

真 に 愛 し て 下 さ る 会員 のみなさまの深いご理解と愉らぬこ了協力をいただく

こ と な し に は 、 今 後 の 協 会 の 発 展 は あ り 得 な い こ と は 明 ら か で あ り ま し て 、

何 卒 本 年 も よ ろ し く お 願 い す る 次 第 で す 。

な お 、 新 事 務 所 に は フ リ ー サ ロ ン と し て 会 員 の み な さ ま に 気 軽 く 利 用 し て

い た だ く ス ペ ー ス を 用 意 し て お り ま す。 小 グ ル ー プ の 会 合 や 待 ち 合 わ せ の

場 所 と し て 大 い に 活 用 し て い た だ く こ と を 念 願 い た し て お り ま す。

姐築と 社 会/ 19剖年 I 月号 1  



4 本 会 新 事 務 所 の 移 転 先

12月22 日闘に下記に移転します。

干530 大阪市北区梅田 1丁目 1番 3- 2100号

( 大阪駅前第 3 ピル 21階) T E  L06- 348- 0635 

( 再掲)

垂見健三に聞く -

一 日本建築協会会ロ

‘ ホ家具を斬る砂

- デ ザ イ ナ ー • 
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昭和59年 1月19 日附時

場

日

. 6 .  
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〔見学会予告〕

大阪 Y MC A会館

新築工事の見学

ニチメン本社ビル ー

定 員

参 加 会費

J I J i 新設備のオフィスビルと複合ビル、 Y M C A 会館の 2 ヵ所を同

[ . 1 に弘中いたします。

申 込 方 法

時 ( 予定) 昭和59年 2 月25 日 ( 上)

集合13:00→ 解 散 17: 00

定 員 50名

参加 会賀 会只 500円 ・会 以 外 700円

申込締 切 2 月20 日( 月)

。 詳細は会， ＮＮｴＮＲ 月号「会告側」にＮｊ ＱｈＦｾ 、たしますが、 Ｒ 月号の発行

が 2 }J 中旬頃になりますので、早い日にお 11] し込み下さい。

日

ｾ＠

. 日本建築協会の展示窓窓、こごご‘ -‘紹来紹百介 州州"川川"

一H昨1乍f王年手より、J、、文化.l . ' ぷ=好刊f判締術t小初、¥J の拠 l.(" をテー 7 として、奈良と大阪に往つー述の新しい文化施設や美術

館などをシリーズで展示してきましたが、今凶は、神戸 .Ij と<<ll i M市に新しく誕生した「神戸市立博物

館J と「兵庫県立歴史博物館」の 2 点を展示しました。

「神戸市立悼物館j は、「点京銀行神戸文明J (1日俄浜正金銀行) のill 物をJ i ' I 改築し、博物館として再

生されたもので、石1 & リの美しい外明はそのまま保存されており、いわゆる、近代建築の再利用のあ

リ}j を示すひとつの好例ともいえるものです。

一万、「兵庫県立歴史陣物館J は、名城の憐れ高い姫路城の、外j奈と内 i奈の If刊に主主てられた気品のあ

る他物で¥白御彩石を使った I船内な外観l立、隣接する姫路城と相まって見事なf詰鋭を創り出していま

す まさに、「城のコンセフトを現代風に活かして、城をパックアップする博物館J といえます。

展示JUJ 問は左記のとおりですω 京阪地下通路を通りがかりの節はぜひご覧下さい。

なお、本展示の企阿に| 努 b 、株式会社J反合建築研究所 ・株式会社 Ji J- r他三 郎rlfill 築設計研究所 ・

! 克仏建設株式会社 ・株式会社竹 "，工務庖の各社にご協賛をいただきました。よ上より厚くお礼申しあ

げます。

※上， Ｚ￨ｬｬｙ しは‘会 ｾｉｩｴ 制にて洋紡 Ｑ ご紹介いたしておリますので ζ 寄 ＱｾＱ トさい

第 四 回 展 示 写 真

「 文 化 ・ 芸 術 の 拠 点一 一兵庫」

一 神 戸 市 立 博 物 館 ・

兵 庫 県 立 歴 史 博 物 館一

惨展示期間

昭和581手12月 3 日より 2 ヵ月間( 予定)

惨展示場所

大阪、淀屋 橋 ~北浜問・地下通路

( 北浜寄り南側ショーケース)

19剖年 l 月号

闘士 ｾＱＸＺＰＰ

開 会 18:30→ 閉 会21 : 00 

大阪府立文化情報センター ・セミナー宅

大阪市北区中之 ｉ［ｾｪ 3 丁目 ・住友中之ぬビル 5 PI'r .  TEL06 444 1011) 

たfごし、大阪、地下鉄 ・Ilqツ僑線「肥後橋J 駅下 ¥1'- 、徒 1); 3 分 i/[ 辺橋南諸の朝

日新聞社の州隣リ。または地下鉄 ・御堂筋線かが阪氾 ¥1' の r i定kHi情」駅より徒歩

10分。l羽$!J.. 、大阪駅、 ftl止『日 /j( 面よりは徒歩 15分です

講 師 垂 ｾ＾ｌ 世ｬＡ三氏Ｈデザイナ一。ｉｉｩ ｊ ｌ 他 三デザ イン Ｇｊｾ 務所所

長) ( 必 il Y t はスライド併用)

40名

会 只 1 . 300円

Ｇｾｾ＠ ｾＺ｟｟Ｚ＠ ( 当日受付でいただきます )

会口外 1 ，600円

往復はがき 1 名に 1 枚 限りとし、氏名 ・年 令 ・勤務先名

. j j ! 給屯話番号 ・返信用宛名 ・1部俊番号を必ず記入し、

「家共を l祈る」と明記の上 1 月10 日( 必までに建築協会事業

:i' ..Itへ(( 干530) 大阪市北区梅田 l ー 1 - 3  - 2100. 大 阪 駅

前知 3 ビ ル ・21階、 T EL. 06 348一0633) 。ただし定員

超過の時は会員優先で抱せんにて決定しますので申込に

は会貝、会員外の区別をこ' 記入願います。

控穏と祉企2  



11111111111111111111111111111111111111 日 本 建 築 協 会 常 設 委 員 会 ・本 年 の 抱 負 11111111111111111111 111111111111111111

編 集 委 員 会 本 年 の 抱 負

編集委員長 横 山 誠 一

現代社会における建築のもつ重要性を考え、生活と建築のかかわり

を思うとき、建築に携わるものの使命の重さを痛感します。建築を

つくるということは、いろんな分野の人達の協力によ ってできるも

のであります。 日本建築協会が先人の努力によ って、建築に関係す

る各界の熱意を集めて育てられ、その果たしてきた役割は大きいも

のです。なかでも会誌「建築と社会J は技術情報誌として、また会

員のコミュニケーションのために大きな功絞をもつものと信じます。

編集委員一問、本年も心を新たにして、より充実した内容の会誌を

皆様にお届けしたいと思います。計画、構造、設備、施工、材料、

法規など建築をとりまくあらゆる分野について、時々の要請を先ど

りする特集記事を中心に、最新の情報を盛り込んで些かな誌面づく

りに取り組んでおります。 r建築と社会」を皆係の会誌 として、会

員の輪を広げるために一層の支援をお願いします。

出 版 委 員 会 の 抱 負

出版委員長 小 林 清

新年を迎え、わが委貝会の抱負を述べるのであるが、どうしたこと

か筆が進まない 。 というのも、昨年はあまりにも寡作であ ったから

である 。すなわち 4 月に入 って、国身障者 ・高齢者のための建築設

計をはじめに、園高層都市住宅の維持管理、国日本壁、 固身近な耐

震設計法、とわずか 4 冊 を刊行したに過ぎない 。

本企画の刊行をはじめてからこの新年で 7年目になる 。その間計37

冊 、部数にしてやく 17万部になろうとしているが、それぞれ読者に

向き不向きがあ って、よく売れる版を重ねたものもあれば、題名の

っけ方が不向きであ ったため芳しくないものもある 。出版とは水商

売であると、まことによく 言っ たものである 。

年改まり、事務所もまた旧ろう大阪駅前第 3 高層ビル21階に移った

から、新装な った編集室の高い窓からはるか下界を眺め、心機一転、

構想を練り、よき企画のもとに、刊行をつづけたい決意である 。

建材委員会本年の抱負

建材委員長 牧 閏 顛 治

昨年 1 年間に 10回の建材委員会を開催し、 10件のメイ ンテーマにつ

いて審議し、 11件の新建材を本誌「新建材紹介コーナー j にとりあ

げました 。当委員会では、新建材に関する情報を正確 ・迅速に皆様

に提供するための運営を行 っていますが、 51年以来、紹介コーナー

への掲載数は、累計 107 件に達しました。本年も新しい建築材料は

もちろんのこと、施工方法て噺しい方法や、維持保全に都合のよい

材料も、広〈取り上げ、建築界のために役立ちたいと思 っておりま

す。

本年からは、釈前第 3 ビル21階の新しい事務所で、事務が行われる

ことになり、より深いコミュニケーションをも って、われわれ26名

のメ ンバーで努力していきたいと思lいますので、よい材料がありま

したら、当委貝会にお知らせ下さいますようお願い申し上げます。

事 業 委 員 会 本 年 の 抱 負

事機委員長 三 品 哲 夫

永年にわたり会員に愛された北浜の建築会館を後にして、本年から

梅田の便利で明るい事務所で協会活動が進められることになりまし

た。これを機会に、新時代にふさわしい協会の基本的な運営方針の

確立が要請されていますが、事業活動もこれに基づくあり方が求め

られます。

当事業委員会は、従来見学 ・広報および若い会貝の集いの三活動を

軸として相当の成果を挙げてきたものと考えますが、今の協会の会

勢状態 ・運営状況の中て¥新たな観点に立ったいくつかの見直しが

必要と考えます。

具体的には、会の魅力の呼び戻しと、会員増強に資するような斬新

な卒業計画とその効率的な実施を図るとともに、他の委員会活動と

緊密有機的な述けいがなされるような体制を盤備することと、そし

て毎年触れることではありますが、若い会員層の活力と発想、が協会

発展の拠り所となるような場づくりを検討していきたいと 思います。

教 育 委 員 会 本 年 の 抱 負

教育委員長 多 胡 進

当委員会には講習会小委貝会、工高生教育小委員会があり、いずれ

も委員の方がたと会員の皆様のご努力により、徐々に成果をあげて

います。

講習会関係では、 3 年前から広島でも開催されております「建築エ

ギ笑務総沼会」は、 一昨年度より今後の技術に適合するようにテキ

ストを全面的に改訂し、昨年度も同じく成果をあげてまいりました。

また「建築技術選st 講座」は、著者の永年の研鎖と文化的香りの高

い技術選投を教材として建築づくりの勘所ないしは急所を講義いた

だき 、普械をもつようになりました 。

一方、 「工高生デザインコンクールj は諸先裁と参加生徒諸君の熱

意によりまして、本年は第30回目を迎えることになります。この催

しも参加者が実社会で活躍され、そろそろ審査員にな っていただけ

る時期に成長しました 。

これらは、諸先輩をはじめ、会員の皆様からお寄せいただいたご厚

意とご協力の賜と感謝しております。建築と社会とのつながりによ

り、次代への発展となるものがつくられつつあり、新しい企画のご

提供を願 って期待いたします。

委員会は微力ながら努力を致しますので、新しい展望や新機軸を含

めて種々ご教示いただきたく、合わせて変わらぬご指導とご援助 を

下さるようお願い申し上げます。

( 問 問の住宅委日会と法胤委員会は委只長未定のため 刈 に 委 只 長 の 抱 負1

は掲載しておりません。 ご了承ねがいます. J  

挫穏と社会 / 印刷年 1 月号 3  



日本建築協会企画・建築技術選書園

「百五日h a H

ｬｲ ご宇 ｫｾｩ
一一 専門家以外の人にもわかりやすい耐震思考法の手引き 一一

サ野、森建築事務所

前川陽一 著

新耐震設計法が施行されて 2 年を経過し，近年援害予防に対する社会的関心は非常に高まっている. しかし，その耐震

設計技術は専門家以外の人たちには理解しにくい内容と頭から忠われてしまい，本来の目的を達し得ていないようである.

本書は，地漢と建築のかかわり合いの過程から，耐渓設計の考え方を一般の建築家向きにわかりやすく説明した. 耐震

技術とは，ハード面の問題のみならず，ソフ卜面の物の考え方と運用の仕方に最も大きな意義があることを説く.
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・その過程でモーメン卜になったものとは何か
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斑 鳩 町 立 斑 鳩 中 央 公 民 館

設 計 監 理 福 本 設 計

施 工 清 水 組 建 設

ー

"  

東函入口廻リ

撮 影 河 野 豊



全 景

r  

• 

大 ホ ー ル



斑 鳩 町 立 斑 鳩 中 央 公 民 館

所 在 士 也 奈良県生駒郡斑鳩町龍 田南 2丁目 154ー 1

敷 地 面積 5，449 . 51m'  

建 築 面 積 2，173 . 84m'  

延 床 面積 3，868 . 19m'  

構 造 規 模 R C 、 8 1 、 2 F  

工 期 昭 和 57年 9 月~ 昭 和 58年 10 月

最 寄 釈 国鉄関西本線法隆寺駅 下車徒歩20分

斑 的flrr は、大手[ ] 平型fの北西部に位置し、 JJl_存

する Ｑ Ｑ ｾ 11] の木造，建築と言われる法附寺なと、

文化、芸術、歴史的遺産に Ｎｬｬ ｬ まれた 、 ｊ Ｙｬｾ光 ｬ リ｝

美な土地中川て“ ある 。

その環境の ＢＱ Ｇ 心的地域に往 ｾされた ＧＱ Ｎ Ｇ 央公民

館は、 IIITl( の社会教育や、生r丹市iillリj の坊とし

て、ヰlμ '1' 1しやす く、安らぎを与え、また縦し

みのある控物を長十回することが、最大の目的

とさ tL t.: 。

，ｪ，ｴＡｬＮ ｴ 也は、北 ｩｬｬｬｬ を Ｇｉ､ｾ 8  m の凶道25号線に- t 1l し、

来illll は将来自11市計幽道路が予定され、東西で

3. 5 m . f ' ，¥J J t の段差がイT るという、リIj !l. t也状況を

いかに有効利附するかと 言 うことが、“ 十阿の

喜21凶とな った。

処物は、段差のある敷地の利問、日 Jj 引乱制の

IUl 組、周| 狙への威圧! 色 、! 瓜1土地区への剥 fll 等

を巧 l伝して、地下 11折、地上 21群雄のHl 層 処

築とした 。

外観の ￥ｬ￯ｩｬｬｩ については、全イ本を手 ｕｊ 瓜ト ｾｴｴ でま

とめることによリ、周辺地減への融和を" * め、

また玄関は、法附守* 門の l感じを持たせ、 J)J:

I¥( llHTのイメージを表現した 。

内部設計にあた っては 、各機能目的 を草枕し 、

公民館書11門、ホール部門とに分自If させ、 rl
'
l1-¥1

ｭ に共用書 Ｑ｜ＱＢＱ を円 ＴＲＲ することにより、平 ｉｪｾ 日 ｲｦｦｩ

および竹旦 ｬｬｬｦｲｩ の充実を ｾ Ｎ ｉ っ た 。

また 、，建物の 中うたには 、日本庭凶 を設け、) J L )

予tの移りぎEわりによる、叫す1; 的な楽しみや、

f，'i 'Il HドJ な安らぎ、必ちつきを与える空間とし

た。

今後、 JAEMlfl りの伝統と肢史を t車検し、発展さ

せていくための: ? ? ? の場、だ! いの場として、

中i Mムく気料』二平IjJFl してし、ただけるような、公

l(fi. ，初、完成したと( I ' ( { 討している 。

(f i川、設計 )

外装仕上

外1:，十 へニヤ' ¥句作コ ;..- 7 リート 打l出し の 1-. 11
; ，、 H 9 イル

れ ｉｾＧｊ 化fIi!fI 'l 十字コ ノ 7 リー 卜i I 放し

hHl i  :  ';l lJl- H dLi .i .  ( し'_i :し)

ホ ー チ川、 1"， S の IOO!IJ 2  r  .1' タイ ル I!I;

外 観

• 

• 

エ ン トラン ス ホ ー ル
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.  
。o 15m 

1 階平面図

視 聴 覚 室

il な協 )J 主計 50行NiI

内裟 イ ン テ リ ア 城 野 川 町 '1 駒郡縄問町 iL肝 " '1・E し nI 157 5  2 州 タイル 岡 崎 タ イ ル 庖 人 ｐｉＧＮｲｨｈＱｾ ￘ｬ ｮｩｲｩ T  E  1. nil:ilj :$ ｉｦｾ［＠

金属筋 片山室生建 太恥" 内 1" ι : " I II，; l l ' ! 11 品川人阪トヨタビ 1l，.1)ド ｲｅ し川 ＵＺｾ ｬＺ 1571 綴 根 川 島 織物 ｫ 臥山ｾｴＱ ι ， ＧＺＱ［Ｚ ， Ｑ J  ＱＱＱ 品Ｚ［ｾ［ t洲 町 j ut' 川 市 I E  1. 出 : Ui 1) .151 

空間設備 カ ン ダ ン よPれ l i l Ll iI" ｉ ｊｩｾ＠ ，; 111 1 品 1 1; T  E  仁 川 “ i 2 ｊＲｾＱ＠ 舞台設備 三 晃 工業 A P，山flj(; i: 111 ｬ ，｣Ｎｩｩ同町 ｈ ，ｾ 2  l' ＱＱＲＰ 品 ｉｮｾ［Ｇ T  E  1. 01) 17.1 :Hlil  

硝子 田 口 硝 子 ｾｾｮｬｬｬｾ＠ Ｂ駒間［ｊＩ ｛ｉｉＺ 国｛，Ｉ，附Ｎｾ T E L  Oi 15i -5 刷 10 鋼 製 建 具 合 属 軽 天 田 口 商 庖 ｾＧＡｮｬｬｬｬＮＧＱ 駒山 ｉｊｉ 叩ｦｩＩ、肝， Ｑ ， T  E  1.  oi  157 I  261111 

給排水衛生設備 卜 ミ イ 工業 所 ｾＧＡｮ ｬｽ ｬｾ＠ Ｂ駒 ｭ［ ｊＩ ｆｉｉＺ 町自 ｈ 干 Ｎｾ［￯Ｙ T  E し 川 157 I  ｾＮＱＵｦｩ＠ 鉄骨 A L  C  不 二鉄 工 業 合J"!，liill 闘fl i lS T  E  L  川 12 1) 1  2277 

電気設備 松 本電 気 商 会 合 ｮｬｬｬｾＧＱ 明 ｭ［ 瑚 ＢＺ￦｛ ，￭ＡＮＱｬ Ｑ T  1: し 肝 157 : l 古川村 家具 ヤ ガ ミ 大 阪 支 唐 人日1' ( l l dd' <. U; PJ1I{ I  J  112 品 i ｾ［Ｎ＠ T  E  I 川 川 I 1'( 15:; 
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八幡市文化センター
荷 役 所

山下設計

フジタ工業

国

主監計設

施

エ

<<-

， ｾ＠ 制 吋

一

配置図

京 都 府 八 幡 市 高 畑

24 ，758 .30m' ( 八崎市セノター全体)

4，814 .28m'  

10，187 . 65m'  

R C ( 一部 S R C 、 S ) 、 8 1 、4 F 、P 1

昭 和56年 9 月~ 昭 和58年 8 月

京 阪 電 鉄 本 線 八 幡 市 駅

所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

僧 造 規 模

工 期

最 寄 駅

1I(l利50年以来進められて米た八怖 di センター

(  di 公共施設群フーロ γ ク) の往設は、すでに

ｩ ｬＧ￭ｬ 坊 Ｑｾ ＱＧ イ号、 ｲ ｬ￮ 庁合、保世ｊＡセンターと完成し、

M:f去の地設である文化センターの竣工で市セ

ン タ - ，i卜卵可も 完了した。

この文化センターは、 i  d1民会館J と「 中央

公 ｬＮＮＺｦｩ￮ ｕ の似合施設として ，ｬｉＧ ｾＱ 司 され、 ､￯ セン

ターの 小心である市民広場に 1Mし、 rli 庁令と

ヰ11刈する{ 立 iE に配置した 。 このため既存名地

設と，ｾｉＮｪｦ ｬｬ した ＧｨＧ ｩ 潔かつ明快なデザインをＩ ， ｾ［ｪｉＺ

とし、 9) 山の紋と周辺の 11'七I也になじむよう

アイポリ一 色のt石器11タイルと、スタ y コー状

l次イ・HI: 1-. の外壁とした。さらに住j丙地域Iλl で

住宅が近接する建物なので、| 碕I也の日! ! 任、 j瓜

l瓜、以 11'1こも充分配慮している

内部は 1. 2101 f ! ; の大ホール、展 i Jミt主主専の d11..: 会

館百 ＱＱ 分と、 ＷＰＰ 人収容の中ホール、必 ｾｐｉ 室、会

" 災主力、らなる中央公民館百11分に分けられるが

この二つのブロ y クは羽lilli 的利mを巧! 包し、

di 1": ロビーで述給している 。 dil..: ロビーは di

l ( 広場に 1(lj し、文化センタ - j 三H¥入 11として

の機能の他に、常H寺IJiJ)i 文されたコミュニケー

ションの J-Ci ともなるよう訂附している。

人: ホールは多目的ホールにならざるをえない

が、あらゆる ｩｾＨ F l に適応できる ?14114官HtJ の 設

定カ、 ｉｉｦ 能となるよう Ｔ 附鋭、 Ｙ ヶ ｉｾ 止の伐， ｽＮｾｉｉｔ

変装 ｩｉｌ を ｂ 没位した。これにより残， Ｎｉｾｻ 時 ｉｉ Ｚｊ は ＸＰ

% 利市 11字、 500ヘ ル ツ で1. 75紗から 1. 16秒ま

で数卜f' 日Ji の設定が可能であり、そのr J ' から

ｩｾＨ＠ 11 に11止i盛な銭号抑制i J を選定できる

(麻布! 日立/ 山下設，1I ' 大阪支社)

外" ，' :  ｴｬｩ＿ ｩ＾ ｮ タイル貼リ一部アルキャスト ｾｦｈ［ コンクリート ｦｊ 政 ｌＷＷ リル ｩＨ， 、スタ，コ ｾｫＢｸｈｈ

1; '111: 7 スワアルト防水コンタリート 1'1' え -m; 銅 ll.iIl ｾ＠ 軒 パ I旦ビ鋼牧スハンドレル

外装仕上

/

か

玄関ホＭ Ｉ レ Ｈ磁器 ｾ Ｚ ｓｓ 大阪Ｉ



ｾ＠

( 設備脇工)

南方電気工事( 電気設備)

高砂熱学工業大阪支届( 給排水・衛生空調設備)

丸茂電機大阪出張所( 舞台照明設備)

不 二 音響( 音響設備)

三菱電機関西支社( 昇降機設備)

.  oo::!:::::.:::: r--l嗣

|川市

包三
盟問

. '宅島

撮 影 河 野 豊

1 階平面図

断面図

ｃｩ ｾ ｝＠

2階平面図



滋 賀 県 立 近 代 美 術 館

設計監理 日建設計/ 大阪

全 景

ヱ ン トラ ン ス ホ ー ル 中庭廻り

施 工 竹 中 工 務 庖 ・ 笹 川 組 共

間 企 業 体

所 在 地 滋 賀 県 大 津 市 瀬 田 南 大

査 町 地 先

建 築 面 積 6，782m'  

延 床 面 積 8，552m'  

構 造 規 模 R C 、 8 1 、 2 F

工 期 昭 和 57年 3 月

~ 昭 和 58年 10 月

最 寄 駅 国 鉄 瀬 田 駅

外装 仕上 外貯何日 ｾ［ＺｪｴＧ￪ タイル ＱＱＺ 1  

wm :  ｾＮｬｦｉＮ ｩ 総，Ｎ，Ｎ ＱＱ Ｚ 1  

撮 影 : 黒 田青 巌

ｾ 、



ｾ＠

滋 ｴｾ り ｉ ｾ は、ひ ｐ わｻ占 ｾｊ や比 ｩ ｩｘ . 比五4、洲市アルフスを盟む必まれた環境である

iM汀'ti Ｑ ， ＧＱ 凌 ー Ｇｊｩ＿ を「ぴわ ｩ 占 ｾｊ 文化公邸主 ＱＱｭ J として指定され、当県立近代美術

館も、 ｪ 互い将米、リ ｉｾＧ の ｌｻｗｊ ビジョンである ｲ ｬｊｩｬｬＨ 休長以 ｊ f，Yi : t ! . ! の主袋な役

;'fll をになうものと巧えられる 。

さて、当 fifi は 、 広 < n 然に tとまれた .li: I也条件を' 主かして、 )13が拠を拡げた

ように、大地に や ＱＧ び や ＱＧ びと拡がりるがら、随所にひわ ｩｾｊｊ や比叡山などよＱｉ ， Ｇ ｩ

らしい眺望をとり入れた創i足式の展 7)、宗門己; ;'，: を試みている 。 作所に設けら

れた休忽をや、 '1' 雌をめぐる桜リ廊下は、美術I鑑nーによる粍い疲れを悠す

に充分な役' ，lfIJ をはたすであろう 。 また、 11MI; ') の '1' 嵯や、 AJIJ 部分に大き

なガラス I(II をとって、大いに外光を採り入れたり、人ーさな bHHて4 深い庇を

持ちながらも、特妹一文 'j-; f内i きき;品紋k-，'う廿j

一ル、内外の1 ' 1い大里I ! イ iやタイルの鐙f( Uなどに lこうたを凝らしたのは、当館

が近代美術館という ｴ ，にふさわしく、呆 ｲｾＺｩ ， ｈ ，をより身近にお』しめるように、

Ｑ リ ｬ るく、粍↑ ｊｾ で、しかも知的なぷ閥会 ｴ をかもし ｴ ｬｊさｊＮｌるようにとの円以直に

よるものてがある 。

‘ 1-: I(II ，11i'il jの第ーの特 徴は、 llii 佐式展示1; 配 Jt であるが、第二は、これにより

IM，，; 主に| 昨| まれた不等辺 IILJ¥変形の '1' 泌を作 ったことである 。 ここには、 A

カルダーのＡ↓ Ｑ ｾ ｢Ｚ ｉｊ rフラミンコ J が ;i
f

( かれる予定で、主i 併な散策は勿論、

ギセラリーの延長としての野外展示場や、小さなコンサート広場と利HJ ) j  

法は線々ある 。

第三の特徴は、ＭｋＮと災 Ｉｪ の出 ＱＱ 分、即ち ｊｬｴＧＱ［Ｕ 亘書 ＱＱ 門と、 ｾｾ ［ｾｉ ｇｦ 父宮 ＱＱ 門とを ＧＱＧ

泌を IWi てて、 191附に区分することにより、それぞれに過した宅 1::1 を'1三み tH

したことで、刊に、ともすれば ｉＩｉｊｾ に追いやられ ｉＱ 事ちな竹ＮｦＧ ｬｬ 古 ＱＱ ＱＢＱ に快 適で ｬ り ｬ

るい。 ｉｱＰｾＱＺ ｩＱを ｊｉｉ 立することが ｴｈ 米た 。

ll ，(: r主に、新しい試みとして JI 子jit に汗労したのは、 Ij { : i ) ; 志の移動 !!((I リ11{!f H で

ある 。 これは、必裂に応じて、望ましい{ 立; i ' cに、いくらでも、即時にポ )1

ｩｾ から引き Ｚｬ｟ｾ せる袋 ｩｬｩ で、一言でいうと、クレーンにＡＧＨＨＧリ ｬ 総 ｈ が取付けて

あり、これをリモートコントロールすることで、 II fll リj を移動させるわけで、

利m)ji 去によ っては IMI I い展示計同iが rH米そうである 。

:/:， ｦｩｦｩ は、一年比らずの ｩ｜ｬ､ｾｩｩ Wll i I I を経て、 II!{ 和59年 8 Jl IJfl6Hの二f " 定である 。

その tii には現イi 仁'1';' 1' の公 |主!日|ー附 も立派に完成され、 IJf lfiil 行 事である彫刻

Ａ長が、この起伏に ｬ ｟ ［ Ｂ Ｇ［ んだ内外の Ｇｾｉｪｩｬ を使 っ てＩ，ｾ ・ ＱＧ［ に ｪ 長Ｑｩ ｦＮ Ｑ されることを心か

らmlr.¥している 。

(  1: : 1往設，i I' )



京都ドイツ文化センター

基本設計・全体監督 ド イ ツ 連 邦 共 和 国 建 設 監 督 斤

設 計 監 理 設 計 事 務 所 ゲ ン プ ラ ン

施 工 大 林 組

鴨川河岸よ り望む( 酉面)

撮 影 東出清彦



京 都 鴨 川 i"ll ，告 に 完成 し た 「京 都 ド イ ツ 文 化 セ ンター」

は 、 ミ ュ ン ヘ ン に 本 古11をi i ' i <  [ " ゲーテ ・イ ンスティト

ウ ー ト 」 の il1t外 支 部の ひ と つ で 、 ドイツ Ｎ｣ｬ ｕｉ ［ｾ 毛 布 ｬ 同 に

おける文化、社会に| 則する的報の従f J l，、 ドイツ結の il(f

j止、およびさ ま ざ ま な 虫; イヒ的' 下術的 :な fli l しを fr な う た

め の 地訟 である 。 Ｉ，ｾイ メ［ｴ計 十 はドイＺ［ j!lf)'l IJ!毛布I 阿 佐 設 I，:; fi.

併 庁 に よ っ て 作 成 された 。 建 物全 体 は 大 きく 日 l同棟 と

Is; Jt'i fllZから f，Vtl i¥(;さオL ていて、向I f 利点には、 1  1; 皆にl : i ! h
l
):・

宅 、 2 P符に J1f 学教 宅 、 3 、 4 Ｑ［ 背に・ Ｉ ｾイＺｩｬＧ￬Ｇ￬ＧＮｦｬｬｩ日 ＱＱ ＱＢＩ 、館長

Ｈ 主ｽ Ｎｉ｟ｽ とい っ た 日 Ｇ ＮＺￎｾＮ Ｈｉｾｊ 機能 がまとめられている 。 これに

対し、 714fi 集会 、品川i 会 、 展 示 与 の !Ii ，し物に使 用 される

オ ー デ ィ ト リ ウ ム は 、 ヒ ューマンなスケーノレの l五外宅

Ii Uフ ォ ー ラ ム を は さ ん で{止Jt'i{!l i として 、イ正sii に 11 &妙な

角 j主をも っ て j! l i 紡している 。

本 館 1 1;皆1'ii 1，1):宅 liij ホ ー ル か ら 5 段 の 階 段 を 下 る と ホ ワ

イ エ が あ る 。 ホ ワ イ エ の - IJ) は 日 本 嵯 i刻に l而したミー

テ イ ン グ J レームとな っ ている 。 fIi ，しの夕べには、人々

はこのホワイエへ、フォーラムを ｩ￺ｩ っ て ＱｻＨ ＱｬｬＧ ｜Ｇｈ ｉｊ の ｈｾ

入 11 か ら 入 る こ と が で き る 。 そ し て ホ ワ イ エ の 宅 IHJは

ゆ った り と オ ー デ ィ ト リ ウ ム へ 流 入 し て 行 〈 。

ー

配置 1 階 平面 図

1  :  500 

ｵ 二林主主 ｉｉ ｉＧ ｩ Ｏ Ｎ ｕｴ Ｎ ｮ ・ ｊＧ ［ｾ Ｚｩｬ ｦｩＩ￭ ゲンプラＯ Ｉ

ゅ:

四) 11河〆

所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

構 造 規 模

工 期

最 寄 駅

京 都 市 左 京 区 吉 田 河 原 町1 9 - 3  

1，123 m'  

151 m・

2，093 m'  

R C 、 B 1 、 4 F  

昭 和 51年 8 月~ 昭 和 58年 7 月

国 鉄 京 都 駅、 京 阪 三 条 駅 、 阪 急 四 条 河 原 町 よ り パ ス

)'， :  ｾ ｊ ＾ 却Ａ の あるエ 〆 ト ラノ ス アプ ロ ー チ

トルソ )983 エマ ニュ エJ レ ンセーフエノベル 7 11

OJ': ＨＭｻｊｴｬｊｩ， ｬｾ 民 的 オ ーディト リ ア ム

ド10: 教主 J; 骨 ( 2  J祈)

ドイ i ' 1ヨJ. IHi ( 11椛)



愛媛県身体障害者更生センター

設 計 愛 媛 県 土 木 部 建 築 住 宅 課( 基本)

教育施設研究所広島事務所( 実施)

監 理 愛 媛 県 土 木 部 建 築 住 宅 課

施 工 門 屋 組( 建築)

協和電工( 電気設備)

千 代 田 設 備 工 業( 給排水衛生設備)

四 国 ダ イ キ ン 設 備( 空調換気設備)

南東面外観 外装仕上 ftl. H! ・} 内JUII イ: 絹lセメント板白 中庭

( アス 7 アルトルー 7 ィング22旬、

4年株" ーライトモルタノレ⑦ 40)

外1: ，" : コンクリート打紋し、引l' 刊 吹 H? イル

所 在 地 松 山 市 道 後 2 丁目

敷 地 面 積 11 ，333 m'  

建 築 面 積 1 ，553 m'  

延 床 面 積 2 ，268 m'  

構 造 規 模 R C、 2 F  

工 期 昭 和 57年 10 月~ 昭 和58年 B 月

最 寄 駅 国 鉄 予 讃 線 松 山 駅

総合福祉センター全景

撮 影 み つ ぎ 写真 事務 所



この施設は心身障害者とその家族が日本放古の

道後胤泉のもとで気軽に宿泊、休養しながら、

相互の税| 監を深めるとともに、各組の相談、研

修、機能回復訓練、レクリエーション等を通じて、

臨ー害者の社会参加を促進することを目的とした 。

設計に当た っては、この施設が住宅地の一回に

位置していることから、周辺の住宅に威圧! 惑を

与えず、税しみ」功い雰囲気を持つこと、また、

集会、研修、宿泊等の総合的な機能を布する主主

築であるため、利用者の動線を明快に伺: 保する

ことに留意した 。 そのため、アプローチ部分に

大きなエントランスホールを配し、機能別にゾ

ーニングを行 った。

周辺との調和については、手｛リ量 Ｎ ｶ 様式の寄棟 ｉ ｦＮｾｲＺ庄

のテザインを jJ，用し、建物周辺に組問を配する

とともに、屋似はグレー系の石綿セメント板 ij

とし、外壁は白壁風の白系の lりにイ寸タイルとし、

周辺の環境と司糾日させた 。

-' 

階段室をみる

ベ

ト

配置図

〈仁

内部については障害者専用の特殊施設であるた

め、床の高低差、出入口の開閉方法、エレベー

ター設置等のティテールに十分配慮し、また、

足! い、語らい、集いの場となるように要所にプ

ラントポ y クスを配置し、エントランスホール

には親しみのもてる壁画を設ける等、 IりJ るい室

内環境作りに努めた 。

( 沌針必行/ 仰 山 部 般 住 宅 訪:iHJ
7H竹 究/ 教育地えit研究所! ム J;:j 事務所長 j

体 育 開

司

1  :  2000 

2 階平面図

1階平面図
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愛 媛 県 身 体 障 害 者 更 生 指 導 所

所 在 地 松 山 市道 後 2 丁 目

敷 地 面積 2 ，340m'  

設 計 愛媛県土木部建築住宅課 ( 基本)

教育施設研究所広島事務所 ( 実施)

監 理 愛媛県土木部建築住宅課

南東函外観

施 工 愛 媛 土 建

共 立電気( 電気設備)

勝 山 水 道 工 業 所 ( 衛生設備)

愛 媛 冷暖房 ( 空調設備)

建 築面 積 1 ，012 m'  

延 床 面積 1，506 m'  

初 造規模 R C 、 2 F  

工 期 昭 和 57年 10月~ 昭 和 何 年 7 月

最 寄 駅 国鉄 予 讃 線 松 山 駅

外装仕上 bHN 毘 IWll イi 利1セメノト似 i)

( アスフアルトルーワイング22kg 特 殊 ハーライ| モルタル⑦40)

外情 コンクリー卜打放し 州刊吹トu，イル



障害者の重度化傾向に対応して 重度の障害ｼし、また、下ｼ暗からの延焼防止や一次ｩｬｬＱ ｾｪｴ 場

者を長期にわたり収容し、医学的管理のもと | 所として、さらに室内の気悦の調主主等にも利

でその更生に必要な治療、職業訓練および機

能回復訓練等を行い、社会復帰を図ることを

目的として建設されたものである 。

この施設は障害者が日常生活を行う場となる

ため、内部空間を明るい色彩で仕上げるとと

もに、バルコニーを設け 、防だまりの空間と

用できるようにした 。

外観および周辺環境に対しては、更生センタ

ーと隣接しているので同じ手法で統一するこ

とで調和 を図った 。

Ｈ升ｽｉ Ｑ Ｍ ｊｪＡ ｉ ｉＯｾ媛県土木叫悦諜 )  

吉竹 究/ 教育施設研究所広，: ，) 事務所長/

食堂

5. 400 

「一一一

撮 影 : み つ ぎ 写 真 事 務 所

配置図 1 :  1日目。

48. 600 

1階平面図



日本臓器製薬生物活性科学研究所( I BAS )

設計監理 安井建築設計事務所

施 工 竹 中 工 務 庖(建築)

第 2 研 究 棟、食 堂

須 賀 工 業( 給排水衛生設備)

大 気 社( 空調設備)

近 畿電 気 工 事(電気設備)

第 2 研 究 練、 ラウ ンジ

布、

撮 影 : ナトリ 光 房



t品州社H汀の閉園風景が展望できる小rz し、丘に立

つこの研究所は、医薬品の研究 . Im発および安

全性試験を目的としたハイレベルの民11¥1研究地

訟である 。

配 ift 計画のポイントは、与えられた n然、の勾配

と修去をできるだけ生かしながら、将米の施設

m設にも十分対応できることにあ った。建物は、

研究所の特殊性からユントランスホール、包: . f 1 I !

械、研 究 棟を各 々独立に椛成し、各機 ￍ￬ ｾの明確

な分雌を図 っている 。研究所は、 G L  P  )';J.I， i¥1jの

主 行に沿 った紋高の施設をめさして 、海外の最

新の研究施設の翻o : を改めて行ない、今固め計

阿に役立てている 。特に 、動物尖験室について

は動物への外的h移管i 国チをできるだけ排除する

ことに豆点をおき、綿密な 1;11克コ ン トロールを

，i l' (l lij し、モテ' ル実験を行な った上実地した 。 こ

の， ＧＨＡＮ ｉ ，氾 ｬ は他の，建築設や ｉｭｾｬ￯ ，Ｑ￯ｪにも表現されており、

ロダンの彫刻J ( イヴ 1881年作 ) が一 点のみ配

位 されたエントランスホールあるいは名械 をつ

なぐギャラリーは研究者の公持をやわらげると

共に、 n ｉｪ ｬ な思索の坊としての ｾＱ Ｚ ｩｊ を芯図して

いる 。 - }J 、住: 亙R僚は研究開発のパ ックア ップ

機能のみにとどまらず、控築主の「研究所こそ

本社である ｪ という理念のもとに、 ｈｌｾ 宅 ・ 会

議宅をはじめ Jt ; ( 新鋭の視聴111&1/111を{ 耐えた|五|際

会議場 ( 541.'1; ) 、ファイリングシステムを j;Rm

した l支lA 宅など充実した施設をもち、先端分野

の|人l外の利 "'j: 者との交流をめざした的報交換の

j坊を従供し ている 。

また 、数地内ー l凶の 1'1然、林の '1' には、本自立と機

能を ｹｾ にするｾＢＱ Ｒ 研究棟 Ｈ ゲストハウス Ｉ が辿

っ ている 。 この他物は ｋｊｾｊ Ｚￆ験をおこなう￺ｊ ｦ ｊｴ

fi や、約: g研究者の研究室あるいは 1i'，i(1地設と

しても利用されている 。 外装には ｾｉｾ 似 ｮ きとＧ， ｉｩｬｬ

ｊｉｉ ｌ タイルを ｊｔｊ い、研究 Ｑｾ 思ＡＴＺ ￱ ｮ とは追 っ たイメ

ージとぷ p司会t を立図しており、 |人j 部はくつろぎ

の空川 をテーマに、，J ，-くから' t l ' t h . rJ l . しんだ !'I 然

材料を仕上村につか って、あきのこない/ 品ちつ

いたインテリアをよ・IJ t した 。

処wi 主111l J の rｾＧＺ＠ｪ し、 ｊｬｬｬＺ 合‘と ｾ Ｇ ｩｬＢｬ 家の協力からっくり

HJ. されたこのユニークな生物r ，'i t' l:科γ' ( i } I 究所は、

今後の( i } f究地設のあり} j ' に弁j する 一つの徒主たで

あり、ここから研究 ｉｊ ｦｉ 発の位かな ｬｩｬ＼Ｚ 見ｾが ｾ ｉ 三 まれ

ることを念願している 。

(安 )1

外装仕 上 外 I:，t :  7 レキベス トコノク リー 卜仙 7 1 リル

ウレタ ノ2字決

h' tJ l  :  R  ｃ ス ラブ 断非 ｾ Ｗ 7，7 アルト |リJ 水

北側からの全豪

所 在 地 兵 庫 県加 東 郡 社 町木 梨 字川 北 山 442 ー 1

敷 地 面 積 36 ，0日目 m'

建 築 面 積 3 ，700 m'  ( うち第 2 研究棟620m' )  

延 床 面 積 8 ，0日目 m' ( うち第 2 研究棟 800 m' )  

情 造 規 模 R C 、 8 1 、 5  F  

工 期 昭 和 57年 5 月~ 昭 和58年 11 月

: e : 寄釈 中国縦貫 自動車道 、滝野社 I Cバ ス 停



桜 井 市 芝 運 動 公 園 総 合 体 育 館

設 計 中川建築設計事務所

監 理 住宅都市整備公団・中川建築設計事務所

施 工 浅沼組・中尾組共同企業体( 建築)

松 田 電 気 工 業( 電気設備) 、 白 鳥 工 業( 機械設備)

アリーナ

正面玄関

撮 影 : フ ォ ト は な お か



外 装 仕上 外壁 。2 丁掛レンガタイノレ及ぴ吹付タイ J レ

軒基ｾ :  ｾ孟ピ鋼板スパンドレ ｊ レ

屋版 。大屋似ーカラーステンレス板横王i

隆屋ffl - アス 7 ア J レト符出防水

篠井市芝巡動公園総合体育館は、わが国土を

お聞きになられた大神さまが鋲ります大事jl 神

社三輪明事j I のふもとにあって、多目的グラン

ド、テニスコート、プール、ミニ体育館等を

{ 耐えたスポーツゾーンとして広〈市民に活用

され親しまれている東南の一角に、その拠点

として位置づけられ企画された 。 また、今年

度、ここは「わかく・さ国体J においてバレー

ポール競技のメイン会場ともなる。

紋あふれるこのすばらしい環境の中にかなり

大きなボリュームを有する建物をいかにとけ

こませるかが課題となったが、深い中干の出

(  4  rn ) をもっ大屋桜は勾配 2 寸 5 分の寄棟

とすることにより軒高をおさえ、自然換気の

ための越屋板を設けるとともに屋線材はカラ

ーステンレス板で働き rtJ 600，%の積五とし、

先端に同市多武峰は談山神社の十三重の塔と

同数のカラーアルミ製の輸をi l l . ねi l l i ! 首針とし

た 。 ｊｦｾ および使用材料、色彩等全体にオーソ

ドy クス、かつシンプルにまとめたことによ

り、務ちついた重量感ある建物となり当初の

目的を達し得たと思う。

平而計画に当たっても、利用と位: 謹! の容易な

プランに重点を置き、管理および共用部分を

中心に l 階にアリーナ、 2 階は 514の固定席

を有する観覧場そして周囲はランニングコー

スとなり、柔剣道場も {!h! lt 、将来をみきわめ

無駄の無し、プランと設備内容とした 。

現在、周辺の環境主制i J も折々と進められてお

り、総12かなすばらしい環境のもと、 やスポ

ーツの場。 コ、れあいの坊γ として大いに活

用されるであろう。

( 泉谷良宏/ 中川建築設計事務所)

剣道場

全 景

1 階平面図

所 在 地 桜 井 市 大 字 三 輸 元 馬 場 方

敷地面積 14 ，007 . 90m'  

建 築 面 積 4 ，568 . 87m'  

延 床 面 積 5 ，735 . 31m'  

構 造 規 模 R  C  ( 一部 5 )、 2  F  

工 期 昭 和57年 2 月~ 昭 和 58年 5 月

最 寄 駅 近 鉄 大 阪 線 桜 井 駅

国鉄桜井線桜井駅

2 階平面図



ホテルフジタ奈良

設計監理 日建設計/ 大阪

施 工 間 組 ・ 漫 沼 組 共 同 企 業 体

正面全景 ( 外装仕上 磁器質担粕モザイクタイル )

レストラン「セエール・ダルジャン」 客室

撮 影 : 高 橋 裕 嗣



所 在 地 奈 良 市 下 三 条 町47 ー 1

敷地面積 2，509m'  

建築面積 1，777 m'  

延床面積 7，761 m'  

構 造 規 模 R C 、S R C、B 1 、7 F 、P 1

工 期 昭 和 57年 4 月~ 昭 和58年 9 月

最 寄 駅 国 鉄 奈 良 駅 、 近 鉄 奈 良 駅

住友生命奈良三条通ビル( ホテルフジタ奈良)

は、住友生命保険相互会社が建設し、，j，品旺i観

光株式会社が全館をホテルとして使用するビ

ルである 。客室数 118室の小担ホテルである

が、ツインルームを主体としてビジネスのみ

でなく観光答にも十分対応できる地設内容と

なっている 。

敷地は、奈良公図のやや問よりで、 li l鉄奈良

駅より束へのひ" る三条通にi t I ffIT し、北側は |洞

化ブ己主|後、間↑ 1111 はその参道に彼する位世にあ

り、見 ｾＱ ＱＡＱ Ｑ はｉ｜ ｊ 2  mの道路をはさんで寺の境内

となっている 。前面道路となっている三条j J 1 i

は、平城京の三粂大路にあたり、今では奈良

rll のメインストリートとして} . i 物名: や観光名:

で! 坂う処である 。

雄物は、 1m口に比べ奥行の深いリj土地形状に合

わせ南北に長〈自己世して、 ￯ＨｾｉＨＧＩ 苦 ｉＱ は、ｊｬ ｕｉｉｉｉ の

平年窓および ｊ ，主上ｼ析の手Ｑｉ食堂よりオミヰ山、ｾｾ布 ｩ

ｾ ｦ［ 、京大寺などの対色を比、四 ＱＱＱＱＱ の約Ｚ宅より

生 ｾＱￆ 山を ｩ 卓盟できるようにした 。 ｻ氏 ｬ 阿部は、

処物の南端より北端に至る三府の l吹抜空間l を

1 ¥' 心としてフロント、ロビー、レストラ ン、

! 丹市I i 、小宴会場、客室などの施設をおく 機 成

とした 。 l次抜書11分の両端には 2 屑の日さの透

明カラスを Ｑ 皮 ｈｉ し、三条ｪｊＱｩより天 ｾｉ 唆の駄を

凡i凶すことができるようにすることで IJfl 政的

な手! 刑公をつくりだした 。

他物の! 日ハmには、広場を設け '1J11の炊い三 条

ｪ 泊に対し氾Ａの坊を与えた 。 また、 ｾｊｘ ｊｴＡＡＮの二 Ｑ ｴＱＱＡＱ Ｑ

には、 7屯と7!<. I( l i を円己しハ ックのuがH火えるよ

うlこがれ1¥した 。

外装は、奈良らしさを表現するために 土渋 色

の無利 Ｑ ＷＧイルを ｩｾ 用した。

( 11111 作 例/ 11 処"ムiI一)

断面図( 1 ・ 700)

1 階ホー ル
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一
一
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品

目
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H 皆平面図

1 階平面図( 1 ・700)
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大 阪 司 法 書 士 会 館

設計監理 泉沢建築設計事務所

施 工 佐 藤 工 業 大 阪 支 庖

万駅

今 回 は 設 計 コ ン べ に よ る も の で 、 放 初 に 示 さ れ た |  をアノレミジュラクロンでまとめ、鈴かな権威ある |  を 泌 脱 し た タ ペ ス ト リ ー ( 明 僻 け ) を も う け 、 北

立 地 は 、 錦 郷 公 園 に 北 と 則1111 が 隣 按 し た 、 ま こ と | も の 、 ま た 、 そ の な か に も 近 代 的 安 紫 の 配 慮 の た I fII lj l: ，tl(jj は 外 明 の 表 裂 を そ の ま ま 内 部 に 持 ち 込 み 、

に め ぐ ま れ た 環 境 で 会 館 立 地 と し て は 申 し 分 の な | め、正而およひ' 角而を IIII I(lj て' ぷ現してみた 。 I ロビー全体に大阪を感じとれるよう円己1直した 。

い 土 地 で あ っ た 。 ま た 設 計 条 件 も か な り 経 理 さ れ | 州:t ! : に統〈パラペ ッ ト上部のスカイラインには、 | 会 館 の 間11を行一う・J q，主主は会只ロビーに I(fj し、収

た 状 態 で の 提 案 で あ っ た 。 I 瓦 を 述 怨 で き る デ ザ イ ン と し て 、 こ れ も ア ル ミ ジ | 府 のfll に配し、日当リ j孔i凶しのよい場所を巡び、

弊 社 の 提 案 は や 大 阪 ら し さ " " 大 阪 を 象 徴 し う る | ュ ラ ク ロ ン の ，IIlJJII 工 でHi IJ 作し枇品! と/ 仏活き を求 I f附 役只宅は」ヒ11111にもうけ、府民相 l:iiR ' i i はロビ

もの ψ 、 そ し て 社 会 の 秩 序 と 刊 日 が 守 ら れ る 司 法 | め 、 21ゃ ぐ ノ レ コ ニ ー に は 鎚 燈 胤 の 外 灯 を 設 け 、 大 | ー に 1Mして門雌し、すべての日11出 が ロ ビ ー を 中心

日 111仙 の 会 館 は いt結 成 あ る も の ゆ と 位 世 づ け 俊 I 1仮 城 の イ メ ー ジ と 制11 させるべくぷ閉会i を 放 出 し | に 歩 行 総 の 税 型 を 行 っ た。 3 J : 符は集会宅として一

笑 し た 。 I てみた 。 I 主 に も 、 ま た 区 画 す れ ば 、 会 議 唱 と し て 3 寄 に 分

大 阪 を テ ー ? と し 、 大 阪 を 代 表 す る 大 阪 減 目御:::t I  また内部にあっては、 2 附 に ロ ビ ー を も う け 会 以 | け ら れ る よ う 巧 服 し た 。 防災 ・削f I ヒにも巧泌を

筋 ・1:U ，¥J11等 か ら ア イ デ ア を 剖11山し、外鋭、とく |キ11立 の 街 綾 な 交 流 の 場 と し た 。 この 1JIS屋 の 床 は 別 | は ら い 、 」 ヒ fllll と荷f I I リに 2 Ｉ［ＱＧ 岨 ｾｦｦ 可能なｼ和止をげ Ｑ

に 外 的 こ あ っ て は 、 大 阪 城 の 布 起 か ら く る 臆 史 あ | 織 り の じ ゅ う た ん 敷 で 、 御 堂 筋 の イ チ ョ ウ を 図 案 1Mさ せ 安 全 |ニにも配慮した 。

る41か な 巡 J引の美しさをイメージし、: r i 短の表現| 化し、衛官! 刊nl nに は 立 f'バIJ における天神祭の! 山;t I  ( 米沢哲史 / ) 江沢処築設J ! - 'F務 所 長 )



itな|品 }); r; 1'; ( 同肝不I"J )

木 斎藤組

木 製 建 具 中原製作所

2霊長主主 セントラル建装

東 南 面 全景

t将.，:i ，l i l dJ ヶ II' 12  9  

T'cl  079純 72 SO(){) 

和 歌 山 市 杭 且 町2 19 

1rcl 0734 4'1 0871 

ｫ 阪市阿 ｉＮＨｾｴｬ 制 ｈｬ 5 2  

Tel 06 ＵｾＸ＠ (附05

内装 大阪装飾 品可J 1 t u t t 1 13 剖

電気 富士電業 抗 J ' T弘北間 1 10  2  

給排水衛生 大 成 温 調 工 業 的 J ai l 民' 1 1 1 1 5

内装 東邦商会 的 f t i V 2 2 V 1 1 4 2 7

金属 林富商庖 高官j U，訂正z z t 1 7 1 1 l9 

雑 西武百貨庖関西 約 J i 叫 l t ; I ; 川5 10 15 

所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

構 造 規 模

工 期

最 寄. 駅

大 阪 市 東 区 和 泉 町 1 - 4 5  

536. 29m・

451 . 4 4 m・

1，369. 64m'  

R C 、 4 F  

昭 和58年 4 月~ 昭 和58年 10 月

地 下 鉄 谷 町 線 谷 町 4 丁 目 駅

撮 影 : 黒 田 育 巌

• 

• 
大 ホ ー ル

• 

• 

2 階ロビー



ジャスコ田原本庖

東畑建築事務所

村本建設

設計監理

施 工

外観正面 ( 北面角)

縁 影 5 5 大 阪
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セン トラルコート航空写真



､ｔ 良ｾｩＮＺ ｊ 也のほぼ ＧＱＧ リと部に位［位する機減 ｪｾＱ UI J京本 IIITの国|主IJ 也'a'i I  

に位Ｚ没した交 ＱＱ 外 ｉｾｴｬ ショ ｹ ピングセンターである 。

J¥i，'I[ 台数 700f i ( 屋 内 、 屋 1: 330f i ) を要し、 IJ，I; 立24号線お

よび県道より IJf J )ei m高等にてリIJI' J 也に彼している 。 またこの娘

道道路ぷiEおよび幹線道路の拡 11I て""" ，施設処設により' セずる

交辿 IPJU- を緩和 l させている 。

佐江主Ilij の敷地は、幹線道路よりもかなり 01 <、 - lI tτ年には大

fll 川 ( トJJi 粉 11 Ｉ の＿ｌ ＡＮ ｭｩ により以ノ ｫ の被ゾｾＺをＧ支・けた ｊ 也域である

が、- 1 ' 組物は、以下の .1，¥を巧! 伝し、またち::71くの I!}j " '.等 | 分 検

Mしたがi 米、 地|滑に売場を設けている 。

• ?i1 2  f.ft  r' ，':j JJ 1 地区の rl'での! ! ; i : 'Ji .fi 数附似のための処物の立( 4 :

化の必裂性

Ｎ Ｑ 也官 Ｚｾｌｾ ｾ を利 ｭ することにより 、 地 Ｑ［ 作法ぷの ， 注え ｬ ｕｾ のコスト

ダウンがはかれること

. hl 外から 1{(. J?lj 也1; 皆先場へという米1，1( 符のスムーズな! l i1J 線 が

ｗｦｾ できること

等である

他物は、， 'i nJ i  {，'モ良のイメージの' ) ，に郎会 (I(J なシンフルで係ち

l"f いた外7I: l I. 、 1111線を多く取り入れたやさしい. KW、1' 1とクレ

ーを ｊ ，ｾ ， ｾｉ ， Ｑ とした色彩でまとめた 。 ｌ ｩＡＮ ｉｉＧｊ は、 ｬ リ ｬ るくコンパクト

な吹抜宅川の '1' にエスカレータ一、) i ! . 1λl スロープを設け、身

ドiF者対策も卜分に地し来月11干与の fl J f 必性を巧 l伝した 。

( 今村山二 点知I l 処築 'F務所)

!E週 盟 ・

戸ー-圃・・E・・・圃圃・・・E

1 階平面図

エントランスデ ィテール

2 階売場

所 在 地 奈 良 県 磯 城 郡 田 原 本 町 大 字 阪手 745番 地

敷 地 面 積 25 ，274 . 14m'  

建 築面 積 6，268. 89m'  

延 床 面 積 21 ，493 . 91 m'  

構 造 規 模 R C 、 8 1 、 3 F 、 P 2  

工 期 昭 和 57::1手 11 月~ 昭 和 58年 目 月

最 寄 駅 近 鉄 恒 原 線 田 原 本 駅



倉敷駅ビル

日本国有鉄道大阪工事局

安井建築設計事務所

安井建築設計事務所

鉄建建設・大本組建築共同企業体

設 計

監 理

施 工

外観正面
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外装仕上 外i担、 ニ r l J トタイル i治、 P C版吹( . j . 7 イJ レ

ハラベ ソトアルミハネル (二次1正解消色)

アルミカーテンウオール (二次，正解消色)

合リｾｾ駅ビルは、国鉄および台数ステーション

開 発( 怖が，総長止する駅合 、ホテ ル 、jsj 業 施 設 か

らなる HH干ビルである 。

! . I ] ( ビルのデザインについては介放の伝統的な

持 ｬ 味を現代的な下法で 、表 現するこ とが ｾＮＮｬＭ体的

な要1 ' 1: である 。

自民ピルの｛ｩ ｬ ， ｪｦｬｬｬＩ には ￜｾｊｾ ､￭ の駅前 ｉｊｪ Ｚ ｪＩ ｦｭιｊＧ［ｾ の

点 ビル 〈 三越斤 ＱＧ ｴｊＮｬ ｩ ＾ 、 ｪｬ Ａｪビル ＼ ＺＨ￬ リｾｾターミ

ナルホテル、ｉＧｦ Ｇ ｊ ｱ Ｚ￭Ｕ ｾＮｩ 、食Ｇ ｾ Ｚ ｾ・ ｬ ｊｩ ＾ と ｬ ム坊の周

l菩|は へ デ ス ト リ ア ン デ ンキ がzijt けられている 。

これらの既存のビルと， ｶ ， ｜ｪｦｬｬ させ、駅 ｬ￬￭ ｩｊＮム ｾｊ ｊｽ ｪ の

j止1iJI. をまとま リあるも の と す る た め 、以ビ ル

に つ い て は 後 令 (I(J な 機 能 を 快fll!. してシンフル

な 立 IflWi l l X : とし、スカイラインには .IJ，¥¥..、小屋

十l{ を設け、 LJ と，I，I，! : の色彩対比により 附'j ｾＭｗｻ なぷ

視 をする こ とにした 。

iI二I(l j 中 央 部の三 i阜のアーチは、 :(y 倣!.I]{と l.t-rの

ぶｼ弘 ＱＱＱ のｊＡＮＺ ｉＨｌￏ 門 Ｎ のぷ 岐 を ｉ［ｔｉ ｾ ， ｾｍ したものである 。

島Hヒルの 1 - 4] : 符は I1レフ' ラン J ( 仏両ff で1' 1

色のむ: ) の愛私、のンヨ y ヒンク古111“l 、 5 - 8

防は良ト会場、レストラン、約 ［ｾ，ｬ (  139 本 ) 等

「ホテルf i ' Ｇｊｪｾｊ のホテル ＺｾｉｉｉＢＩ 、 ＶＱ 桁の、ド分は

サウナ浴場を持つトレーニングヰi 1ヘ ル ス ス

ハ くらしき j の へ j レス古111") 、 2 1併に耳目合と

般紙の ｬＧｉｉｊ ｉ ｪｊｪＩｾ等 で 間 ｬ ぶ されている 。

ｼ人ｾ ;'11) のデザインも 外 観 と1，; ) 般に介! 肢の イ メ ー

ジの 共j J j ) 'I'1ーをボめて Jι 測をシンフルなものと

した

( 安 J I二位築，Ul " ，ll' 事務所)

H 皆レストラ ン

5 階通路

航空写真正面

5 階宴会場 6 - 8 階客室

ベデストリア〆テ y キ

2 階 平面 図

所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

構 造 規 模

工 期

最 寄 駅

倉 敷 市 阿 知 町 5 ー 1 - 7  

23 ，336 . 20 m'  

6 ，664 . 97 m・

18 ，234. 57  m'  

S R C 、 8 1 、 8 F 、 P 2  

昭 和 56年 12 月~ 昭 和 58年 8 月

山陽 本 線倉 敷 駅

三う

0 1 0 2 0( 111 )  



学 校 法 人 聖 公 学 院 聖 公 幼 稚 園

設計監理 光安建築設計事務所

施 工 神 崎 組

全景( 南東面)



所 在 地 神 戸 市 西 区 粍 台 3 丁目 32の 2

敷 地 面 積 3，OOOm'  

建 築 面 積 312. 65m'  

延 床 面 積 723 . 27m'  

機 造 規 模 R C 、 3  F  

工 期 昭 和57年 12 月~ 昭 和 58年 E 月

最 寄 駅 国 鉄 明 石 駅 下 車 神 姫 パ ス 西 神

ニュータウン内、狩場台五丁目

神戸市の新しい町、西村1ニュータウンの ι"心部に .ill て

‘れ た �ｊｊｦｩｾ 闘である 。

多くの ｲＭ ｷ 、が最初に出会う教育 ｾＧｈｉ である幼剥ｴ｛副は、

幼い子供の心の片隅 lこ、いつまでも伐るものであ って

ほしいと願いながら、本設計を iffi めた 。往物の屋上に、

鈴を ｴｦｾ したモニュメントを作り、銭の Ｑ ｜ 日る幻 ｉｊ ＮｦＱ主閣とし

た。 そして色彩は、向を基調 lこオレンジとレ y ドをポ

イントとして 111 い、雄物をゆl るく印象付け、また、| 笠

公になりがちなトイレには、 j!i! ' * とタイルの色を純々

にk: ll み介わせ、リズム! 必を持たせた 。

ｬ 快の， Ｇ ｉ Ｇ， ｾｉｊ｜ に ＱＱＱＱＱ 耐をＡ日い、外部の ｪ 木仕上を一部分 ｬ 人 ｪ 帝 ＱＱ に

まで入り込ませ、エントランスをガラスのトンネルと

し、ｾｬＯｩｊの ｊ 広がりとＮ￬ＡＡｩ ｾ￫ 性をボめｦＭｉ ｊ ｊ［に ｉｊ ｦＮ ｊｊ ￭ｊ＼Ａ必を与え

るように配慮した。 ( 光安JをW)

CD 

運動場

増築予定

既設建物

ーー?

"皆1 :  400 

嫌 影 : 河 野 豊

ガラスのトンネル風のエントランス

保育室



正 面 入 口

撮 影 河 野 墜( カラー)



帝塚山学院泉ヶ正中学校・高等学校

設計監理 A . R. I 建築事務所

施 工 鴻 池 組

外装仕よ レンガタイル 2 ruトワラノス I!I;

Rc. rr J.直し 1ヒ制、ウルトラプ， ' / ( 吹 I，J" 9 イル ・ローラー )11: 1"， 

ンリ t; ，¥' :1吹I，J'9 イル

正 面 立 面 図 1  :  700 

ア プ ロー チ



生徒ホール( オープンスペース)

撮影 : 内田写真

大| 阪仮の伝統ある私学として号蒋寄名なな. ｾ竿 ｦ

6“5周年記念Z卒1"玉業の一環として 、泉北ニュータウンの泉ヶ

丘教育地設地域のー画に、帝塚山学院泉ヶ丘中学校 ・高

等学校を創設された 。この泉ヶ丘校の設立に当 1) 、われ

われに示されたことは、 「力の教育 j を主主学のおtiや11とし

て掲げられ、調和のとれた全人絡がJ教育を目標として、

「知育J I徳育J I体育 j の 3 つの必本理念を住とした 65年

におよぶ伝統を尊重した新設校を設計してほしいという

ことてe あ った。

基本設計は、まず ｩｊ�ｊ 也と道路のレベル ｲｊ ， ｾｩｦｾ に Ｒ 万 ｭ Ｇ の土

を印J 1) 、前前に緑地'Hi 、語らいの広場等を設け、周辺と

税しみを生む環境づくりを図る配世計画からスター卜し

た 。 中央隙に 「 徳育の陳 ｊ ＨＱｾＺｦＱｉｬ諸 室 、図書館、多目的ホ

ール) 、布に 「知育の棟J( 国際科、普通科教室煉) 、左に

「体育の棟J ( 休育館、食堂 ) を配して、伝統ある校風を

生かした重厚で調和あるイ11J 展が希望できる校令建築を表

現するよう、シンメトリ ックなデザイン梢成とした 。

学校ｾＯＱ Ｍ ｜ｊ として、創造性 ・ 人間性泣かな生徒の育成に ｦ を

する文化的なスペース、ゆとりのある充実した学校生活

が送れるように、生徒と教r . i li とのf 1I l jlJ!( と共感を生む対話
、、，

とふれ令いのスペース 、コンビ ュータ一等のげi報機器を

ｦ ＡＧｬ 極的に導入した教育システム、および呼 ＺＺｾｬ 形態に対応

したスペースづくりが大切である 。 さらに、，建物の庇の

造形や壁の色彩、装飾壁、吹抜けなど、これらのティテ

エール柿成から成る学校空間の設計に、学院ｾＡￌ｜向の学風

と教育( i (J 関与l の形成姿勢をf l ' t 極的に取り入れたものであ

る。

外観は、ヒュー7 ンな伝統を継/ f . ; している古典 的 な建築

綴式手法を窓図することによ って、校千子カ苦手Ij件、にその地

成の街並みにとけこみ、 ｌｾ￭ￎ わくは、 ＲＱ 世紀にも通用し、

これを育ててくれるような外部 ｉ［｡ Ｎｲｊｬの創遣をｾ図した 。

しかし単に占典的な様式手法に似るのは、 11寺代針誤があ

る。私は新しい感覚、素材によるネオクラシシズムなデ

ザイン設計によることにしたが、このネオクラシ y ズム

なレンガ般みシリングーアーチ、 H寺計搭 ( 学校のランド

7 ーク ) 、門扉等の姿の印象が、当校を巣立ち行〈生徒の

心の故郷として、氷〈心の中に生き続いていくのではな

いかと思うのである 。

uω|二}以内/ A  R  Ｑ 位 ｾＧｊＧ［ 務所 Ｉ

ｾｗｾ 凶

⑩ 



帝塚山学院泉ヶ正中学校・高等学校

l  グループ F刊主

2  コース教中

3  I干illi 件数R

4  1> 1 際川教干

5  :s術 技 術 教 笥

6  1001'，教主

7  L ・L 教ネ

8  悦聴覚教平

9  1::<1 ，'f'i! 

10  多11( 1' ] ホール

11 作 中

12  n'; s，.!教中

13  iV  l' 相当Z

14  7 ラプ引

H 皆

l  クループ'7:jVli こ

2  ，印刷教引

3  ft-iWH教 主

4  1' .11顎H教千

5  Ihl ' 1'  

6  化学実験不

7  '1 物' J i . 験主

8  教fl 情報センタ-

9 教 IW

10  会品不

11 政 i昌平

12 '1.1，[ 会平

13  7 ラプ引 ， I  

14 7 リ ー 十 ｾ Ｍ

15  ステージ.11(' : ' 球場 J  I  

16 体 f{ ，V倫 f

17  lV 1曲平

n 皆

1  H  附ホール

2  オープンスベス

3  ，11: .辿 件 数1:

<1 1'1際件数千

5  ，ｾＱＧＱＧ数千

6  ｾｉＧ け ｊ､ 制

7  物PI!実験可 7

8  車置) ( 司ε

9  I史1<1'

10  ＧｴＮＺ ｪｾ 干

11 1¥: 他平

12  附必m;

13  ピロティ

14 ft 叩

15  .f， j且J品

16  ｾＱｴｊｪￚ Ｎｴ ＡＡｩ＠

17  ! l !正午

l 絹 'VI耐干

19 ，ｾＢｦ， コーナＭ

20 M込

1  ，昔 1 ・ 1400

所 主E j 也 大 阪 府 堺 市 晴 見 台 4 丁目 2 番 1

敷 地 面 積 33 ，000. 00 m'  

建 築 面 積 5 ，2 8 2 . 7 1 m'  

延 床 面 積 13 ，4 9 3 . 0 1 m'  

構 造 規 模 R C 、 体 育 館 小 屋 組 S 、 3 F  ( 一部 5 F )

工 期 昭 和 何 年 11 月~ 昭 和 58年 1 月

最 寄 駅 南 海 泉 北 高 速 鉄 道 泉 ヶ 丘 駅 よ り パ ス



協 立 温 泉 病 院

設 計 施 工 松 村 組 大 阪 本 庖

J  

J  

♂----ーー-- _ - -_  一一一 F  

_- - 一一 -

配 置 図 ・1 階

1 ・800

外装仕上 コンクリート .tr J.直 しの |今、吹 H :タイル

-rm小 11 ; 1イルI ! li

撮 影 . プ ラ ザ 企 画 水里子好数



所 在 地 兵 庫 県 川 西 市 平 野 字 塩 山 281 番 地 他

敷 地 面 積 4，768 . 95m'  

建 築 面 積 l ，660 . 83 m'  

延 床 面 積 9，039 . 94 m'  

術 造 規 模 R C 、 B 1 、 6  F 、 P 2  

工 期 昭 和 57年 7 月~ 昭 和58年 7 月

最 寄 駅 能 勢 電 気 鉄 道 平 野 駅

ｾ齢化社会 をむ かえ、ｾ人および Ｑ Ｚ［［ＢＨＺ［ｾ［Ｚ Ｎｲ ￎ ) 1] のbι t9:"

が 必 波 で あ る と い う こ と か ら 、 こ の 病 院 は ，J Ii ，lI j さ

れ、 r山 it の :1¥る場所 と し て 当 地 が 選 定 さ れ た 。

ア プ ロ ー チ は 倣 I也の向 111 ; 遂を利 JIJ し 、 ス ロ ー プ を

1: って ll :符lこJ E前五l詰i をも う け 、 サ ー ビ ス 関 係 は

i 1主人路 と ほ ぼr，.J じ レベノレの地| 滑に と分離 し た 。

1  Ｑ 併 は土 Ｚ ｊ 見 ｬ ホーノレ、Ｂ全集部分、 Ｇｬｱ Ｚ￭ ｭｾ ｊｦ品、 ') / 、ビ

リl見H系で、ホールの- 1 ' <11に 吹 tli を も う け 、 イ ン テ

リア に つ い て は 、 従米 の 柄 院 の イ メ ー ジ を や わ り

ｬ ずるようにイＧＩＵめた 。 ＲＱＺ 背はリノ、ビリｼ則 ｦ 品、 ｔｬｾ［￭ 日 ＱＱ

1"1、n .fl lU比11<<<弓i 、 3 1: 符か ら 6 1:符まて' カサ丙弓{ となっ

ている 。 Ｕ Ｑ 府北‘ｼ 土分はｾ人 作 ｊｉｊ の病 械 で、竹Ｇ ＮｦＧ ｉＡ 1  .. 

1::HI : I;I J': ，' 1 e はできるかぎりガラススクリーンとした 。

ＶＱｗｩ は ｦｬ～Ｑ ヰｕｩｩ ｩ 十点お よび イ ｾ Ｍ ｉｉｾ ｦｴｬｬｾ 社 ｬ ｦ 今とな って いる 。

作1: 符' 1 ' 央部分にデイルームをむうけ、. ' . ! . ' ， Ｎｲ ｩ のｾＮ｛Ａい

の ｪＭ ｾｪ とした 。 ｨｬ 1'. に ソ ー ラ ー を Biiti 丘、事合 iJ，)j に 平11川

して 行 エネをはかり 、・ ｉｱ ＺＺＶ Ｑ 見 ｬ 係、， ￟ｴＱｾ ｩｩｬ 則係 には 小

引 屯n シ ス テ ム の 砂 入 を は か ったの '1; イス 1山川 r，.

のため、 lぷの l立i主を鋭ブJ な く す こ と に 務 め た が 、

ノk まわり? ? のディテーノレについては、今後さらに

1: )と す べ き で あ る と 感 じ た 。 また、 相't'l Iサイ レン

トド ア に つ い て し 、。F イ ス 使 川 名 に と って は、 ド

アを Il fl <  ｉｉ Ｎ ｾ に Ｉｪ が入 リ にくい写 、ｉＡ ｊｊ 泌 を伐したこ

とは伐: 念て' あった 。

これからの納品し処徐については、医療 機 伐のj J . f) P

に Tli ，i : . : していくと loiJII ，¥'に、 ，'.!.'. r，.の也; 上品になって，心

川!(I(j な 1Mて詞グ) Tt/，i:.: カ人ノ〈ランス 1ミ< j1l;.Y'Jら H な I t

H Iよ な ら な い ニ と を liri !必した 。

( 久 保 川 i 1主山/ 松 村*Il 大 阪 本 山 )

I'，な |品)) %; 円 (50 ;'; ' 111( 1)

J、肱，("ltl ，(，' 4l、i品:l 7  ， 

電 気 設 備 浅 海 電 気
r E I .  06 :!6l Xi Ol  

サ ッ シ ュ ア ル ケ ン 工 業 山崎 dH仙1 . 5 村 l

r  E  1. nij 129 I りfi !

皇j弘弘九21語三 晃 空 調 f作mmTh引;lfrrトトU川Jト一ι.1花勺l化t

エレベーター

的、 111山ilJli 闘111: l l 純

三 精 輸 送 機 I' E し 06 ＺＱ終日 ＵＶｾＵ

西 本 産 業 t机川究児川‘ .1川'勺刈d山|

病 院 設 備 営 業 部 T E汁lし. ，附}冶6 ‘淵川3州叫N叫2 5耐5附削6引l  

植込ま わり

1階フ ロン ト

1階 ホール吹 抜



第29回工高生デザイ ンコンクール入選作品

設 計 課 題 : 四 季 を 通 じ て 利 用 で き る 「 ビ ー チ ハ ウ ス J

主 催 : 日 本 建 築 協 会

ｕ Ａｬｾ長 ＯＧｉｩｩ 不 ｬ 司 〕

応募作品 114 点のうち、 ニT- 1Alri品代、第 1 ;).くか らti l 6 次

て'の，j I : 干非公を符て、人選作品 10点を決定 し、 うち l af妥秀

作 品 l 点を選定した 。

応 募 校 数 17校 応 募 作 品 数 114点

締 切 日 昭和56年 9 月20 日

審 査 会 昭 和56年1日月15 日

表 彰 式 昭 和56年 11月26 日

審査委員長/ 柑[1 坑山

審査委員/ 大久保久能/ 附山 殺/ 1凋1.U4手次 / JJII 必 )) 

/ 小f!j '/ / 山 11).8行/ E . 川見/ 浜 崎 杉/ 涜1I 1']:1I {l 

/ /);(111 *J; / 桜 Jf，': Ni - / JiHili 閥 lj J / 峰 山 1;長/ 村一l:; eJ; )i

/ 八木俊樹/ 0: UI 日:W

( 50古刊H 敬材、回品)



審査後感

応、ｾＧｦｩ作品は、課題の主旨の解釈によ って ユニークな夢、を姉こうとしたものと、

地味で堅実なものとに分かれ、いずれの傾向のものに拘らず慎重に審査の結

果、独創性、表現力、計画力、努力などの成果を評仰l された 10/Y. が入選作品

としてえらばれた。最初から終始リードして満照に近い石井君の作品が最優

秀賞をえたが、同君は他にもう l 点も入選をよuーたし、定時制に通学しながら

の努力には的手を送りたい 。水上に長くせり出したデ ッキの上に地設を配し、

帆による大きい表現は建築的手法にこた、わらないのびやかなところが評fi Hiさ

れたものであるが、欲をいえばも っと} ! u ¥を受けた布のふくらみの揃写がほし

かった。宮沢君の作品と石井君のもう l 点もほとんど伯仲の評価をえた 。駒

井君の作品はよくまとま った平岡と堅実な立面で好感がもたれた 。 また、滝

沢君の作品は単純でシンポ 1) " クな外観は好評をえておりながら内部の平商

計画の研究がいまひとつで後念だ った。

応募した諸君は皆この一枚の図而の中に精い っぱいの一変の背春を注ぎ込み、

結果の如何を問わず、これからの人生につながる武重な経験にな ったことと

思う 。社会に出られてからも、日々の学科とた ゆまざる努力を忘れずに、大

きく成長し、ご活躍されることを期待いたします。 ( 審査委員長 ・柳 l兵也)

圃諮問踊
e:-. _  .τ 宮町11

• • • •• • 
2
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F ピーチハウス』

? ; J ・胃・ 辛"諒14jぞ52

甘口?!認

可J iL

- - ーーーー- I 、 / 一寸「門「

回目ロロIhl rjJロロE 五一



課題の主旨

近年、レジャーやスポーツの内容が22gになり、かつ多様化してきた。たと

えば、日本ではまれにしか見ることのできなかったサーフィンやウインドサ

ーフィン、 水上スキーなどの水辺のスポーツもこれにともなって煤んになり 、

季節i を越えて楽しまれるようになってきた 。

このような傾向に応じて、各位のレジ ャーやレクリエーションのための施設

も追々 、 tiHilli 充実されてきつつある 。

本諜巡iの 「ビーチノ、ウス」は 、このような時代のニーズに応じた今目的な内

容を期待するもので、四季を通じて利用される施設としてユニークな計四で

あることが望まれる 。

信r 、】， 、戸キ ｾ＠ . .  

J 止1 . : 可沼田回目r t ι

.  

・ー・ . .  

設計条件

1 . 敷 地 海 水 浴 場 に 近 い if，)/C;l または刈IJ J . ; l に自由に主! 定する 。

2  . 建 物 延べ而約400- 450m'. 平家ill. HII 造は自由 とする .

3  所要室 ( 室名) ( l 面械など )

食 事 談 話 室 ハンパーガー ・サンドイ y チ等の軽食を基本として. 簡

lji な厨/ i } と受渡しカウンターを設ける .

近辺にジュースなどの自動販売機内コーナーを設ける .

先 日 ; 通 五

口 y 力一 男女各50ヶ.f :U立のコインロ y カーと各 5 ケ以七のンャワ

ンャワ一室 ーブースを設ける 。

!lI! 所 列 女 名20m' 位JE

'J> 務 宅 15m' 脱皮

機 械 室 20m'

合 1"1 30m'  

救J盟主その他必要と与えられる室

その他 屋外地設: テラス等を，設けるのは自由.

!i.I: 'II場は他的場所に B没けられているむのとし、とくに; : ' ! a . する必要はない.



日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

質疑などの投糾をお待ちしておリます.

1 9 0  

建築士法の改正( その 1 )  

1  ，改正の概要

(1) 建 築 士 資 格 の 整 備 ( 法第 3 条の 3 等関係)

① 一定の木造の主主築物に係る設計または工

事監理! を行うことができる者として、者11道 府

県 知 恨の 免 許 に 係 る 木 造 建 築 士 資 絡 を 設 け る

ものとする。

② 木 造 処 築 士 'J1 . 務所に |羽 す る 規 定 を 悠1I Hiす

る も の と す る 。

(2)  建 築 士 試 験 の 実 施 体 制 の 合 理 化 ( 法第15条

の2から第 15条の 17まで、第16条、第29条第2項等関係)

① 住吉jt大 臣 ま た は 都 道 府 県 知 ' j¥. は 、 そ の 指

定 す る 者 に 、 一 級 処 築 士 試 験 ま た は 二 級 住 築

士試験および木. i 1 ! : ill 築 士 試 験 の 尖 胞 に l弘lする

事 務 を 行 わ せ る こ と が で き る も の と す る 。

② 指定試験機関に| 具j する規定を幣制ii す る も

のとする。

(3)  そ の 他

① 怨 築 士 の 適 正 な 業 務 執 行 のw保

ア 佳 築 士 の 適 正 な 業 務 執 行 の 紙 似 を 図 る た

め 、 懲戒 ・ ｊ ｾ ､ｊ を拡充するものとする。Ｈ法第 Ｑ Ｐ

条 第 1 J1'i 1品l係)

イ 主! ! ; * 士は、大P . J ! ，棋の処築物等の処築設備

に 係 る 設 計 ま た は 工 JJq:抗耳II を 行 う 場 合 に お い

て 、 建 設 大 臣 が 定 め る 資 絡 を イTする者の芯; . ¥止

を聴いたときは、設計図、 I ｾ ＺとすＺにおいて、その

行 を 明 ら か に す る も の と す る 。( 法 t n20条 約 3

tm剥係)

ウ ー往築士は、設計および工・14E;i 坦II に 必 要 な

知 識 お よ び 技 能 の 維 持 [i 'J 上 に 努 め な け れ ば な

ら な い も の と し 、 住 設 大 臣 お よ び 目Ili 立J f . f 県知1

・ ｆ は、必要に応じ、成予＿の ｾｽｪ 血その 他 の ｦｬｦｩｅ

を 講 ず る も の と す る 。( 法首¥22粂 l見l係 )

② 挫築上 ・ ｊ Ｑｾ ＩＵ所に係るＱｉ￬ Ｑｬｊ 度の己主ＭｩｲＧｦ Ｇ ｉ ｈｈｊ ｉＡｊ

アＮ往築 ｉＺＺ Ｇ ｊ ｈｴ 所の登録の有企ｽｊ ｊｾｉ Ｏｩ ｉ ｊ を Ｓ 年間 ｬ

か ら 5 年間Hこ延長するものとする 。( 法 t n23条

第 2m関 係 )

イ ，ill 築 士 目Jc務 所 を f管理する主主築上は、その

ill 築 j ご'Jq Uif"rの 業 務 に 係 る 技 術 的 'J o;: m を 総 折

し、建築士 Ｇ ｊ ， ｾ務所の ｉｾｽｊ 設符に対し、必要な芯Ｚ

} 止をj A べるものとする 。( 法む(¥24条 第2耳'iJ'I，Ji系 )

ウ 処築上 Ｇ ｊ ｈｴ 所のｉｬ ｦＮ ｊ ｾ 止す守は、新たに、その

J佐務に| 品lす る 帳 簿 を 備 え 付 け 、 こ れ を 保 存 し

なければならないものとする。( 法第24条 の 2

l剥係)

エ 佳 築 上 'J1，;{t 所に係る盟i 'l' . t 処分として、新

たに、，建築士 Ｇ ｊ ｾ 務所の ｉｬ ｦＮ ｊ 設ず ｲｊ こ刈して ｪ 反骨を

与えることができるものとする 。 ｕ ｬｾ 第 ＲＶ 条第

2  ti (J県l係 )

③ l庖行 JtJ j U  

こ の 法 律 は 、 公 布 の 日 か ら 起 r): し て 一 年 を 超

えない範J l M内 に お い て 政 令 で 定 め る 日 か ら 施

11' す る も の と す る 。l i D公 ./!i 何 日 IIIH1158i l三5rJ 20n

Ｈ 大阪府 ｩｬｬ ＧｬｦｬＧ￭［草，，Ｊ，ＢｊＮＧ， ｊｾ ，ｾ係 井上正 義Ｉ

2  ，新 旧 対 照表 ( 主 要 項 目 の み 抜 す い )

改 正 法

( 定義)

第二条 この法律で i ill 築士J とは、一級建築士、二級建築士 J止

ぴ木造住築 t をいう。

2 略

3 時

4  この法律で「木造住築七 ｪ とは、 自 ｛Ｑ 道府県知 Ｇ ｉ ｾ の免許を受け、

木造 ｩｬｬ 築 Ｑ Ｚ の 名 ｾｉ ｉ ［ を ｊｈ いて、本 ｩｩｴ の ｩｬｬ 築物に ｼ 見 ｬ し、設 計 、工 目 ｪ ｾ

ｾｾ九四Ａ等の業務を行う将をいう 。

( 一級建築士又はニ級建築士でな ければできない設計又は工事

監理)

第三 条 の 二 時

一 時

ニ 延 べ lfii fl' 1が行千万メ ー ト ル ( 木造の建築にあ っては 、三百平

}j メートル ) を超え、 χ は際数 が三以上の往築物。

( 相対的欠絡事 由)

ｾ［八条 次の各号のーに該当 1 る者には、一級住築上、二級ill tll;

iご又は 木i 1i i l l m1: の免J午を守えないことがある 。

- ｾ完釧以上のｊｦ ｉｊ に処せられたお

こ この法 ｴｬｬ の胤 ￆ に ｩｬ ｬｬｊ 正して、 ｘ は ｩｬｬ 築物の往築に ｼ 品 ｬ し ｾｬｬ を犯

して Hil金の Jfl Jに処せられたおー

三 Ilij 粂第三.J，)-に E該当する者を除き、第卜条約 - t' i l の脱定により

免許を取りげj され、その l収il'[ しの日から起 ilーして五年を絞過し

ない" l ' i

( 懲戒)

首1 卜条 一級i l l ! LI:、 二級ill 築 lごX は木i i 1ill 築士が次の各号のー

に該当する場合においては免許を与えた雄投大臣又は都道府県

知事は、成予［を与え、一年以内の ｊｙ ｊｬ ｈｪ を定めて業務の ｦｾ［ｾ 止を命

じ、又は免許を取り消すことができる。

- ff 罰百l以 t のJfl Jに処せられたとき 。

こ このがミＱｉ Ｑｾ 干しくは主 ｉｉ 築物の主主築にｼ見 ｬ する ｬ 也の法律又はこれに

ｊ ，ｾ づく 命令 ｊ 干しくは条例のｾｊｬＮ ￆ に地反したとき 。

ニ ｾＧｻｊＷにｼ制して不Ｂ成夫な ｪｊ 為をしたとき 。

( 試験の内容)

第卜二 条 略

2  木造，建築上A 験 lま、小胤肢の木造のill 築物に閲する設計 l立ぴ

｛Ｇ ｪ Ｇ［ｾ 左耳 ｊｕ こ必ＺｬＡＡＺーな知ぷ ｊｉｊ ， ぴ伎能について行う 。

( ニ級建築士試験及び木造建築士試験の受験資格)

ｾ卜ＱｩＮ条 二級 挫築上試験 ｊ ｉ［｟ び木造 ｩｬｬｾ 上試験は、次の各号の ー

に該当する行でなけれ Jj ' 、これを受けることができない。

V4 

( 中央指定試験機関の指定 )

m 卜li dhの=- lli 設大臣は、その指定する者 ( 以 F i 'i' 央指定試

Ａ殺機関」という。Ｉに、一級生ｬ｜ ｾ Ｑ コ試 験の尖胞に ｬ 見 ｬ する ι 許 可万 Ｈ 以

下 「一級， 辿ｾ 1:; ，¥験 'j'; A:i5J という 。) を 行わせることができる 。

( 都道府県指定試験機関)

ｾ卜五条のトヒ r . I I 道府県知事は、その指定するずi' ( 以 F i 自Ilj 広

m; q肯定ぷ験機JlI，lJと L 叶。) に、二級住築 l二試験 l土ぴ木造i l l m

上ぷ験 の尖施に ｼ則する ιｪｾ 務 Ｈ以下「一級位築 上等試験 ｍ ｊＷ ｊ と

いう。) を li わせることができる。

王見 干T 5去

( 定義)

第二条 この法律で「建築上」と は. 一級

建築 1: 及び一級ill 築士をいう .

2 時

3  I i¥ 

4  .品

( 一級建築士又は二級建築士でなけ れば

できない設計又は工事監理)

第三条町二 時

一 時

二 延 べ {而111がお平 )i メート ルを こえ、又

は階数が三以上のill 築物

( 相対的欠格事 由)

第八条 lr，向井号のーに該当する者には.

一級主Jt祭 l士又は二級住築士の免併を与え

ないことがある.

一 ! たこ以上のj刊に処せられた者 。

二 この法i I t のJ J i . 定に i主反して、又は ill 築

物の，ill 築に|品l し羽田を犯してI ! ;j 令の Jfll に処

せられた行

( 懲戒)

第卜糸 一級 ｩｬｬｾ 上又は一級 ｩｬｬ 築 ｊ Ｚ がその

業務に l剥して不誠実な行ねをし たとき、

又は第八条の持号のーに，該当するに去っ

たときは、それぞれill 設大臣又は免J午を

与えたr . l 1道府県知 ιJ; は、成作をうえ、 一

年以内向 JYJI:Uを定的て業務の停止を命じ、

X は免れを Jfxil'j すことができる。

( 試験の内容)

第|ー二条略

( ニ級建築士試験の受験資格)

第ト1i 条 二級生II 築土' ^験1;1、 Jxの各号ーの

ーに g該当する何でなければ、これを受け

ること力さできない.
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ｇ ｾｲＡｾｾｾ 舟

病院内での

カビ、締菌の発生源を

シャットアウト. グ

細菌汚染の防止

多くの人が手を触れる手摺は、それだけ多種の悪性菌

が表面を汚染 し、 病気の感染源 とな りうる と心配され

てお ります。

NAKAの手摺には、 これらの細菌汚染か ら細菌の発

同を阻止する、抗菌剤らずイ ナジ‘ ン」を配合。菌の発出

防止、カ ヒずの発生防止に効果を発揮 しま す。

木目タイプも新発売

- シオジ柾・チェリー・チークの3種があります。

宵詳しくはカタ ログをご約求くださ t 、。

笠 木 硬 質 街脂製( 耐衝撃材)

・カラーは6色。( 工ンボスタイプ)

- ・・r 一司・・. . - - - - - - - . ・・「ーーーー冒r m可・ -1<祉 〒100 * 京都千代 凶区内幸町 I I I ( インペ リアルタワー 10階 )1r03( 501) 8211代

創意と良心を大切にする"'.，. ・{ーi 札帆011 ( 662) 7611- ｦｩｬｬ 抑幻伶 ＷＩＲＳＹ Ｑ Ｍ ｾｴｬ 拠点例制臼Ｉ 1461統 制 5( 241 ) 6411

，- JI・r r  ｾ＠ ｾｾｾＮＮＮ＠ r " I，l i l 052( 471) 3191 大阪06 ( 308)  5541 ・/1; [.:'082 ( 246)  9200・板岡092( 451) 1577 

千ＮＡｩＡＱ Ｍ 小 ＱＱＱ ・ ｾｉ 麿 ・ 静 岡 ・ 金 ｩｽＨ - 岡山・向松 ・松山・鹿児向 ・熊本

Ｎ 重 量当日開初 ｅ 偏重謹司 ￣･ 謹頑固措置目標軍司軍軍牒重量言調・・・・・Ｎ ｾ 蓮如朗日 ｩ 百ｈＭｾヨ必要窃 ｅ 働主主遺書 ｩ ｗｬ
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海外工事のワンポイント その6 ( 政 終 回 )

ホマレ ーシアの建築確認申請業

務とローカル・コンサルタント F

加 藤 怖 ー/ 消水主I l 設設計部

シミズ ・ぺレンパ社( 清水建設とマレーシア

のディベロッパー、ペレンパ社との現地法人

・合弁会社) は昭和58年にぺレンパ社の国際

入札に応札し、約4 ，300戸( 141棟) の低層集

合住宅工事を入手した。清水建設は、このシ

ミズ ・ペレンバ社に対し、技術支援を行うと

同H寺に、ペレンパ社のプランニング ・コンサ

ルタントとして、 57年 4 月からホーソンデン

地区( クアラルンプール市の中心地区より東

北東の約l Okm、開発面積約 455 ha) のマスタ

ー ・プラン作りを開始し、事業主体のクアラ

ルンプール市、当局およびディベロツノマーの

ぺレンパ社と協議を重ね、住居地区 10フゃロ ッ

ク、中心商業地区、工業団地地区の 2 ブロ ッ

ク、計12フo ロックから成る全体マスタープラ

ンを 58年 l 月に完成した。

シミズ ・ぺレンパ社が入手した工事はこのう

ちの住居地区 2 地区、約55haである。

この全体7 スタープラン作りから、住棟の笑

施設計に至るー述の設計作業を進める 中で、

我々外国人設計者にと って 、特に問題になる

のは、関係官庁との事前協議および、各種許

可のとりつけである 。マレーシア における申

詰業務は、開発申請 ( PLANNING APPRO-

VAL) と建築申請 ( BUILDI NG APPRO-

VAL) の二段階に分れており、通常、開発

許可 DEVEL OPMENT OROER( 略し

て 0. 0 と呼ばれる) のとりつけに約 2 ヶ月、

建 築 許 可 - BUILDI NG APPROVAL に

約 4 ヶ月、合計約 6 ヶ月が必要とされている。

したがって、 BUI LDI NG APPROV AL が

おりるのを待って着工することは稀で、 0 .0

がおり、 BUILDI NG APPROVAL に関与

する市建築局、下水道局、水道局、消防局、

交通局等との事前協議が終了し、杭 ・基礎

に関する申請図書を構造のローカル ・コン

サルタントを通じ、市当局に提出した段階

で杭工事に若手し、基礎および上部構造の

施工へと許可がおりるタイミングとは無関

係に進めていくのが一般的なやり口てある 。

つまり、 BUI LDI NG APPROV AL に先行し

て工事が進行するため、関係官庁の指示によ

る変更工事のリスクを施主あるいは請負者が

読者の頁

マムのらくがき砂募集

。タイトルを適当におつけくださ L 、. ま たスケ y チ場所などを合的

て2∞手銀皮肉コノントをつけて下さい.

。サイズは 150X200 ミリ脱皮肉白紙に. できるだけ県イ ンキで('f，、

たものとします. ( ハ 庁キ大でも差しっかえありませんJ

。掲載分には規定的稿料をさしあげます . 1f，( "'J としてスケ y チ向原

稿は返却はいたしませんが、返却希望の場合はその行特記下さい.

0 氏名、住所、戦車、年齢を明記してω日本挫築協会編集部先お送

1) 下さい.

R 2 ブロックの宅地造成工事( 清水建設受注分)

負わなければならない。このやり直しによる

リスクをいかに披少限にとどめるかが、ロー

カル ・コンサルタントの最も重要な職務であ

ると言っても良い。関係官庁との折衝をいか

に鍬密に行えるか、事前折衝による確認事項

の反放を如何に少なく抑えられるかは、 (サ

インをかわし合った公式の MI NUTES OF 

MEETINGに明記された{ 確認事項も、その後、

同一官庁からの指示により 、ひっくり返るこ

ともたびたびある) 一重にローカル ・コンサ

ルタントの折衝能力、関係官庁への発言力に

かかっている。

最近、阪に当地での案件が増え、日本を含め

た外国企業同志が、力のあるローカル ・コン

サルタントを競って雇い入れるため、彼等に

支払うフィーは年々上升し、彼等の仕事の質

も、仕事量の増大に伴って低下していく傾向

にある。この実情をふまえ、外国人設計者は

自ら、現地でのライセンスを取得し( 現地で

業級を認められた建築家、カナダ ・オースト

ラリア等の英国圏の大学を卒業した者、およ

びアメリカのいくつかの限られた大学の卒業

者はライセンス取得の有資格者) 法的にも責

任をとれる立場で、関係官庁と直接、折衝し

うる能力、資格を取得することが、今後さら

に外国企業が、現地で発注者の信用を得、仕

事の賀、量供に向上させるための手段として、

設も重要なことであると思われる 。

住築と社会/ 1984年 1 )J り 45 



建 築 と 社 会

創 字 社60周 年 記 念 の 集 い

二L

去る 11 月26 日東京の背山メトロ会館におい て、標

記記念の集い( 主催 : 新建築家技術者集団、協1 1 :

ニュース原稿をお送' ) (  t.: さい。 : 全国建築系学生連絡会議) がもたれた。周知lの

ように、分繰派にっついて、わが国建築illi if.i )J の先

がけとなった自11字社が1923年に結成されて、ちょ

うど60年になる。自11字社は、その詩的立言の一節i

にあるように「綴廃と隙l街とにただれたる現建築

界の党醒を Mす」べ〈、立ちあがった山口文象ら

の若き下積みの建築技術者たちの会て 8 固にわ

たる建築制作展を |湖1i l j し、社会的な市I1作テー 7 、

帆船のイメージで60年 夏 完 成 め ざ す 一神戸海洋博物館一

神戸市が建設中のメリケンパークの目玉施設内I1

戸海洋博物館J ( 仮称) の 外観は、白い帆 をいっ

ぱいに広げた帆船のイメージで形づくられること

になった。パーク 9" うたの池をはさんで、反対1H1)に

は運輸省航海訓練所の帆船判長王丸 ( 2，250 ヘ) を引

退後に誘致、保存する 。60年 8 月のユニバーシア

ード神戸大会前の附館を目指し、 59年 7 月Jf 工す

る。 (柑I R 新J l fJ( 58 ・11 . J1 )よリ 〕

なおメリケンパークの計四については、後仰 のプ

ロジェクト，1'.W11 J ' l を参J ! ( l。

名 古 屋 市 芸 術 創 造 セ ン タ ー 竣 工

( たとえば女工寄宿舎、 協同組合アノマートメント 、

診療所等) を追求し ていったものである。

ｾいには、記念講演として西山骨｛Ｑ三氏による「日

本の建築運動と自1) 字社J 、fi11字社同人の海老原一郎、

竹村新太郎、今泉普ーの三氏によるシンポジウム

や悠談会がもたれた 。 また当J l 寺の縦覧会のポスタ

ーや出品作品の写真が多数展示された 。 ( M )

H下年から「交通安全弁I 策と r_;;i 境柊11mを」と 1"I i 脳 内屋 ［ＱＱ て材、コミュニティ道路安ｾ 3  J，まとして、干

市が実地しているコミュニティ i白日告の第 2 号が58 純区若*1町にあるハンディーキャ ップゾーンの内

「カ y コ良〈途中て匂IJJ阪という場町だけはがi じた 年 Ｑ Ｐ 月 Ｘ 日、岡市端 ｉｾ ｩｾ ｴ 区に完成した 。 の 430 mの工事に、 58年末から泊手する予定てがあ

くなか った」と設計者安泌洋氏は、雑誌社のイン 「グリーンモール頻i回」と名付ーけられたこの道路 る。

タビューに答えている 。 は、瑞椛! 区堀凹 i面りと惣作間Iの11¥1、全長 430 mの

市民参}JJI で公共空間1をつくる会 ( 代表水野宏、中 ものである 。 名 古 屋 市 都 市 美 観 建 築賞 募 集 要 領 発 表

!ゐ一氏) をはじめ、佐築間体等の IJ !11い袈盟により、 第 1 号の東区代宵H汀の Li:屯J也につくられた「にれ

この芸 ｾ ￬ｬＩ センターは Ｒ 段階 ｽｪ 式によるコンペによ

り設計作品を募集し、 129 Ｎ Ｇ Ｎｾ Ｈ におよぶ参 ｽ ｊｊｉ 者 を集

めた 。 このことは 、名 占挺 ';1て・は初めてのことで、

;11民の広〈注目を集めたものである 。

さまざまな困維もあ ったようだが、設計者や|県i係

者のねば 1) ，［ｾ｜い努力によ っ て、去る ｬｬｊｊ Ｓ 日、つ

いに竣工の臼をむかえた 。

い っぽう、 「市民参 ｽ ｊｊｉ で公共 ｾｮ ｜Ｑ をつくる会 ｪ 等

が主催で 、市民竣工式が11 )-j 7 日もたれた 。 この

日は休館日ではあ ったが、センターは、この日の

ために館長はじめ全職員がこれに配慮し、参加者

150 1，にも達した 。 なおこの式場において、名古

屋市長に感謝状、設計者に花束を n台呈され、引き

続き、センターの見学会がもたれた 。

コミュニティ道路第 2 号

「 グ リ ー ン モ ー ル 堀 田J が完成
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のこみち j とは災なり、閥的術にショ ッピングモ 都市匁飢づくり、文化的現段づくりに氏献してい

ールにやや j! i い形でつくられたところが特色とい る挫築物を表彩する i 1， ti 屋市都市美観建築1 ' t J

えよう 。 の必ｾ要領がこのたび発表された 。 必 ＪＲ 回目の

11. 8 mの附只を利用して、 '11のスピード! f J lil Jl Iのた 58年度からは、新たに公共建築物も逃巧・対象に川l

め、半道をジグザグに設定されているが、これに えられている 。

ついては、消防唱の非常進入、出動に問題がある ・対象建築物 昭和53年 4 JJ 1 日以降に完成した

のではないかという意見も出て、 il'il¥占市出動への 民間および公共の辿築物。 ただし、 一 戸処て

配地、をも々l伝された設ff l とな っている 。 1.主主と、l I ;o年度の入11処築物は| 徐〈 。

交差点はわかりやすいように、カラー舗装され、 ・ Ｍｨｾ集方法 Ｎ 市民の彼郎、または処築主、設計者 、

! 照明灯、 111止めなども「楽しい歩道j をめざして、 地工者の肉 Jti 。主! ! ; 築物の4竹林、所イu也、 jifiaJ

デザインが工夫されている 。 さらに、商府街の i萌 理由などをはがきに tli いて、 58年 11 } ) 30 日ま

品総みおろしの平11使をはかり、 30分以内駐 '11可能 でに市建築局指弾諜へ ＱＺｾ ｴ｟ ｈ の こと

な駐l j I 僚を 7 ヵ所設け、今まて市1ij fJjl) I ! U行て4 あった ・審査 : 飯田古川日I¥r，大教授ほか 6 人による選々

.t! Ii 棋を西から来への- } J I ! U行に tJ.l. ilil1 した 。 委員会で、最優ヲ ｾ￮ｬ ・ Ｑ 点、 Ｑ 女子 ｈｴ 2  . ' . ¥を選ぶ。

自治会の90% 以上の賛成を flJ て、 111にコミ ュニテ 発表は 59年 3 川。

ィ道路を申請したのが、 H百平日56年、や っ と完成し 詳しくは、名古 ｾｲｬＱ 主主築ｽ .. j 処築桁導課 ( '1' 区三の

たものである 。 九三丁目 i 番 1 号 ) まで。

グリーンモール堀聞の工 ＱＧＨ は、ギｾ 9 .800 万円。 1'，



第15回中部建築賞

昭和 ＵＸ 年度 Ｈ ｾ Ｑ Ｕ 回 Ｉ 中音 ＱＱ 怨築Ｑｬ の入 ＱＱ 作 品 Ｈ一

般宮I WIl O点 ・住 宅 部門 1 .... ｾ Ｉ および入選作品 Ｈ一

般 部 門 10点 ・住 宅 部 門 l 点) が決まった。 中部主主

築 11ーは、昭和58年 3 月31 日までに中古11凶 で 竣 工 し ①人間博物館リトルワールド本館 犬山市大守ー今井

た 作 品 を 対 象 と し 、 応 募 数 は一般音III][) が71作 品 、

住 毛 部 門 が16作 品 で あ った。

表 彰式は、昨年 12fl 9 日に名鉄 グランド ホ テ ル で

行 わ れ た 。

入 賞 作 品 ( 一 般 部 門 ) 10点

①設計 日建設 計 施工 . 矢作建設工業・戸田建設

②設計・富士工務庖 ・清水建設

施工. 富士工務庖 ・清水建設

③段計. 日 建 設 計 施 工 鹿 島 建段 ・竹中工務l吉

④設計ー瀧光夫建築 ・都市設計事務疏

施工 城東建設 ・白山建設

⑤設 計 ・ 大 谷 幸 夫 施工 池 田 建叡

⑥設計: 芦原建築設計研究所 ・谷口吉郎建築設計研究所

施工ー戸 田建設 ・盤蔵組

⑦設計・ 日建 設 計 施工 大日本土木 ・土屋組

①設計: 国鉄岐阜工事局 ・鉄道会館設計事務所

施工・鉄建建設 ・清水建設

⑨設計: 松田平田坂本設計事務所 施工: 東急建設

⑪設計: 梓設 計 施工 ・大盤建設

入 賞 作 品 ( 住 宅 部 門 ) 1 点

m宣計. ，高木滋生建築設計事務所 施工・宮崎建設

⑪ 大 和 葺 き の 家 ，'jt 附 r!i J . ! !新[1] 1 r 目

入 選 作 品 ( 一般部門 )1 0点

⑬ 養老町総合体育館 岐 Ｈ ｉ｜ Ｇｾ 収集主町

ー-Fーl同 国 国主 ヨ 雪1

⑪大塩市立星和中学校 岐阜県. klIU!i ⑬ 昭和伊南総合病院 l dt M駒 ヶ tu山

⑥金沢市文化ホール 金沢市商岡町

@ 大林組賢島保護所 ニ ，f( ｖ ｉ ｾι ｉ ｉｾ ｭ［＠

入 選 作 品

( 住宅部門) 1 点

伊

ト

匠 二司
⑮ 春江町役場斤書 ti ，¥JH¥¥M1 町 ⑫濃尾平野町家 電知 ｾｉ ，ｾ 一 日山
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降っても

晴れても

園 図 困

がっちりガード

|坊水材に要求されているのは，耐久性。 ただ

雨を防ぐだけでなく ，オゾン ・紫外線 ・熱に

強い防水材こそが求められています。 いま ，

ロンシール工業の，信頼 t 実績で埼われた防

水技術が，塩ピ系初の 1. 3%露出シート防水

材 ホベストプノレーフ。に凝縮されました。耐

候( 光) 性に優れた塩ピが主材ですから，耐久

性は抜群。軽量て¥ しかもジョイン 卜l.:J: i液溶

着でシートを 一体化 ・安全性が一段と高まり

ました。

べ2 ，.，:/0111・3 ωは 東 日 本 ・ 西 日 本 ロ ン ブ ル

ー フ 防 水事 業 協 同 組 合 の 専 用 指 定 防 水 材 で す 。

ベスト ブル ーフの特 長

・耐候( 光) 性/ :JJ' Nt のJ干やオ〆ン劣化に' ; 飢、 Iii ヒ1討IJfi

が木 村。脚" 舟「熱や紫外線 による 材質変化が起 きません 。

E 安 全 性/ ジョ イント のー体化で弘: "F: t ' 1が f止と (，，11 '，。

ウレタン系持者百'H:iiJlIて '.，riの IIJj 水幻J米ー。

・寸法安定性/ 特殊処. f I 1! した低モデュラス のがラ スィ、

織イ ｬＧ をＢＧＡＱ ＱＱｍ に［ｦｬＧｕｲＱ 。 物 Ｙ ＮｦＱ ＱＡ ， Ｈｩ ｾｊ 強 Ｑｦｴ b  ｉｾＧＺ ｪ＠ l  、miil です。

・耐 亀 裂 性/ カ' ラスイ4織イ'1; ，h' lIrH，Yi iil c軟1' i ウレタン系

J主計剤による持. ; ' I ' ) 主眼が卜 I也の ((1裂挙動を緩f針。

・ 改修性 Ｏ ｦ 也」 法の改修にも ｩ 出しており Ｎ 広範 ｉｉｾ の 卜

ｉ 也にｾ主川で きます 。シ ートｊＧｊｦ＼ｦ＾Ｚ の 相 ｬ￬ｦｬ ｾ { ，芥紡。

Ｎ 経済性 Ｏ ｉ ， ＷＶｫｧ Ｏ ｲ げて特 ｦ 止 。 ｦＱ Ｇｾ 刊 Ｎ ｾｊ ｉ コスト の ＱＨｬｩ

からも ｾｉ Ｂ ， Ｚ￯［ に経済 ｮ の ｉｾＢｊ l  、 ｶｾ ｭ ｾ ート ｾＩｪ ｉ ｪＨ ｴｾ です 。

・厚さ 1，3' %、中高 1，230% 長さ 20 m 重量44k9/ 本 色 3色

1. 3%露 出 シ ー ト 防 水 材

べ2 1-7 泌・3 ω

@ロコ己→b工 業 犠 式 会 祉

' " 西日本ロンプルーフ防水事業協同組合

東 京 営 業 所/ 東 京 都 千 代 田 区 神 田 松 永 町 13 n 03 ( 253) . 9. ， 

大阪支庖 大阪市浪川区西中島3 9  13大北ピル7F  n 06( 30. ) 27∞ 代

西 日 本 ロ ン ブ ル ー 7 防 水 事 雛 協 同 組 合 / 大 阪 市 淀 川 区 酋 中 島

3- 9- 13大 北 ピ ル 7 F n 06 ( 30. )  5155 

札 幌n O"( 53' ) 2602 膏 森n O' 77( 77) 1I 55 仙台宮 0222(88)85刷

新 渇宮 0252( ' 3) 379' 大 宮宮 0' 86( ' 5) ' 5" 横浜 宮 0' 5( 662) 7370

帥岡宮 0542( 5' )37 ' 2  壷沢君。762( 44) 587' 名古置台 052( 935)  7063 

岡山 台 ( 086926)432' 高 松宮 0878( 3' )刷77 広島n 082(249) 36∞

偏向台092( ' 72)5857一一一一一 . ｾｬ Ａ＠ L 、、資料は 1記宛ご迎給ト さ、、.



居酒 ｅ 主砲，ｾ画面温掴ＱＺＺＺＺＱＱ彊圃 ＱＺＭ ・ 白仏 市必 ［ ｲＺ 剖正幸司 ｲｾ 砺童 日毎週

指宿真智雄

建築デザイン

1 級建築士事務所

略 歴

聞 き 手 ・ 編 集 委 員 松村孝治( 東畑建 築 事 務 所 )

プ ロフ ィー ル婦 影 島 修一 (STUDI O A .T )  

生 年 月 日 昭 和 7 年 2 月11 日 ( 51歳 ) お も な 受 賞 日本建築学会特別賞 ( T! 園

出 身 地 京 都 市 I  博ホーノレ ・1970)

最 終 学 llt 京都大学工学部建築工学 科 ; 代 表 作 品 万 国 防 ホ ール( 大阪府吹田

II i'H !I 32年卒業 i  市) 朝日新聞社京都支局

場 挫 築デザイン I 級建築士<1'; :  ピノレ( 京都市 ) ホテル嵐

務所代表 :  苧( 京都市 ) 徳1J j 市立内

事務所所荘地 干564 吹田市江坂町ト23- 101 :  町小学校 ( 徳山市 ) ホテ

公 職 日 本 建 築家協会委n J レ伽』世間 ( 静岡県回方/ NI)

ill 築美術工芸協会評議只 : 艇 味 音 楽 旅 行

日本 WHO 協会常務理事 : 好 き な 地 域 紙 間新柄特別保全修器地区

万国↑ 専ホール 徳 島市 立 内 町小 学 校

フリーアーキテクトへの道

「これからは設計から計画の時代だ」と明言する 。ややもすればく計

画〉 と く設計〉と が明確に分離できるか? という論のある中で、

しごく明快簡潔に 「建築設計の 中l床は計図と設計との 2 つに分ける

ことが可能」と語る 。 rひとつは計画としてのセ、ネラルフ。ランニン

グ も う ひ と つ は エ ー ン ー と し て の 設 計 フ リー l  

の建築家のなすべきことはオーナーの代理人として、コンサルタン

ト、およびマネージメントに徹し、ゼネラルプランニングを行なう。

設計としてのエンジニアリングサービスは経済力に裏付けされた 技

術をもっ組織にまカ通せればよいd そして「これが自由業としてフ リ

ーの建築家が将来までも生き残れる道だ」と述べる。 r今日 、オー

ナーがほんとうに求めているのは、土地を含めた資産の将来予 iJIIJ で

あり、これができるのは税理士でも、経理士でも、弁護士でもない 。

建築家だけ J と語る 。すなわち、多種多様な問題をかかえる今日の

建築を取り巻〈状況の中て¥総合的に将来の計画を練り上げ、問題

を指摘、角ヰ決、調整し、笑行に移す、これが建築家の仕事だと説〈。

計画の段階にこそ創造性とノウハウが存在すると主張する 。 したが

って、予備調査、分析、構想、立案とい った基本計画の段階で、じ

っくりと時間を取るという 。このあたりの手法は京都大学の西山叩

三研究室時代の影響を受けており、みずから「オーソドックス J と

圭五 z

口口、以 。

「私には他の人がよくいうように、 パーツ と閃めくという恰好のよ

いことはない」と笑う 。基本計固め段階で、暖めていたものが、発

酔 -MEするごとくじよじよに形を成してくるという 。 1一つひと

つの積み重ねが大切で、その中にオーナーをはじめとして多くの人

々を巻き込み、のめり込ませる」。そのためには「単に 問題 を指摘す

るだけに止まらず、つねに 相手の立場にそった解決案を用意して、

それをプレゼンテーションする 。そして調整、統合する」。

昭和42年、万国博基幹施設の設計において、万国博ホールを担当し、

日本建築学会特別賞を受賞している 。この l時の体験が後の建築に対

する取り組み方や考え方に大きく ;i: 三響する 。とくにプロデ ュサー丹

うろこ

下位三氏との出会いは、計画という観点から 111良から鱗が落ちる思

いであった」と述懐する 。

代表作には京都 ・ホテル嵐苧: や徳島市立内町小学校があるが、いず

れも複雑な条件をかかえたケースで、そ の真髄が最大限、発揮され

ている 。 とくに文化財の保存、再生、利用などの問題のある場合に

独自の手法が展開される 。 ホテル嵐ｾ・は遺跡、保存、風致地区、ある

いは市街化調整地区なとマ〉法的規制のがんじがらめの中で、敷地の

特性をうまく利用して増改築をおし進めた 。徳島市立内町小学校で

も、文化財である旧徳島城壁を新しい建築の 中に巧妙に生き返らせ

ている 。それも市長をはじめ議会、市民、 7 スコミなとを味方に巻

き込んでの話である 。ー

古い建物の保存については「アルコール漬け保存論j という言葉で、

現地保存の考え方を批判する 。残す場合には、その中に新しい機能

と使命とを与えて生き返らす、という「再生保存論」を展開する 。

保存の問題には、もう少し頭を働かさせることが必要であるという 。

その具体例として、博多の商業ヒールを挙げる 。ここでは有名建築リ

ストにも載っている旧建物の保存のために調査団を編成する 。解体、

移転、そして別の機能として再生することで、合意を取り 付け、そこ

ではじめて敷地に新しい建物の建設が可能とな った。まさに総合的

な計画の勝利である 。このようにひとつの建物が計画、設計される

まで‘ の過程を調整し 、統合させる能力こそが、これからの建築家像

として求められると語る 。設計に至るまでの前段階にくい入 って、

自力で解決する 。そこではじめて建築家の自立、精神の自由が得ら

れるともいう 。

大学には 8年間在学した。その後のエピソードにもこと欠かないが 、

しかしそれらが逆に交友関係の拡がりや人間味の厚きとな って、プ

ラスに 転嫁して、今日の幅広い活動に つながっている。

複雑な様相を呈する現代の社会にあ って、今まさに成熟の 11寺を迎え

たという氏の自負が、言築のはしばしから! 感じられた 。

〔次号の登場 者は 寺 本敏 ｈｉｊ 氏Ｚ Ｈ目立 ｊＡｾｩｊｴ計 Ｉ )  

- i l l 築と H 会/ 1984年 1 JJ サ 49 



夕刻に興じる

一一指宿真智雄・設計ホテル嵐亭を見て一一

加 藤 カ

ホテル嵐ｾは、ホテルと ｈ 乎ぶには小じんまり

とまとまりすぎて、宿と H千ぶには荘重すぎる 。

ｬｩｌｴｴｾ＠

料号、旅館とは情緒を異にして、前 j京、風雅

なたたずまいをもっ。峻然として、嵐山に対

置し、目前に保 ￬ｾｴ 川の消流を聴く 。 後方を天

竜寺の境内に接し、 一部、亀山公園の繁みに

身を潜める 。幾重もの歴史の重なりの中で、

か ら い よL ぴ

格別、抵抗もみせずに、さりとて焔たる風情

もない。 ただ淡々として 11寺の流れの厚さを受

け入れている 。

*  *  *  

見学は 411寺からと指定された 。

峻山政野周辺に卓が近づくにつれ、街なかの勝

手とはいささか違った、間のびやかな家並が

通りすぎてゆく 。特別に自に若くものも少な

くなく、巧妙にセーブされたゆるやかなまと

まりに変 ってい った。やがて、観光地特有の

に ぎ

賑わいが始まり、| 恨の前に嵐山があらわれる

と、もう幾度となく比H't れた波月備の椛図が

ＱＱｾ ひ、込んでくる 。

怖のあたりは広告I i や111の維踏て、あふれている

が、怖を見やってそこから一歩奥へと断み込

むと、川べりのi o : は l'ii f / l k ! な、なにか特別な空

気カぜ ｪｊＱ［ い始めているところもあ っ た 。 川の ｩ Ｑｩｾ
せ.

tl は一旦、ここで曜止められて、ゆるやかな

拡がりとなり、河岸には ＩＱＱ 活き場などがｾｲｊｾｾ

されている 。 水面には何 ｴｾ もの苅やボートが

浮遊して、その聞に嵐山の姿を映し出してい

あか

る。 山はその身を朱〈染めて、これから盛り

を比せようとする寸前で、その動きをおし dこ

どめている 。川べりの道は肯いたたずまいを

そのままにして料う王が立ち並び、その、いち

ばんっき当りの奥ま った位置にホテル嵐"J..!・は

ある 。桁ちたふうでもないが、す っかりと木

の匂いを失な った山門カづA と々; 必を下容して、

この奥に建物があるという 。 ホテルらしさ姿

は見えず、わずか立木の間に見え隠れして、

のぞ

瓦屋似が覗かれる 。

この場所は古〈嵯峨上阜の f色山殿跡と推定さ

れ て 、lリli fiには、ある男民家の別荘が怨つ、 r，

Ｑ 除、史跡 。 歴史の ｉｾｉ ? 然との! 擦がりのきわめて

1*いところである 。

今の姿をみせるのは1 I ! : l . f n47年、日本 rt' がうな

されるような熱気の金平の頃て‘ あ った。この

時期、建物を造り出す手法としては、土地の

名残りや白書長の営みなどをい っ さい、御破 ｴｾＺ 、

反件7 として - 1'i a駆除したあげく、大きさと白
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新しさと、そして見掛けだおしの立派さとだ

けを誇るかのようなものが造られるという図

式がまかり通っていた H寺代でもあった 。 自転

車操業よろしく、あわただしさと、先行きの

ない期待感が先行して、 tJ I ' しとどまるところ

もなく、気楽で、浮わついた、訴かしさが蔓

延している季節i でもあった 。充実、手ごたえ、

内的感創! などとは縁遠く、今とな ってみれば、

誰しもがつかの問の悪夢を見たかのような、

後l床の惑い H寺代でもあ った。

*  *  *  

約束の時間] は末だ早〈、波月絡をわた って対

岸に出る 。嵐山のふところを散策すれば落日

は早〈、| 場はすでに上空にはない 。水面は澄

み渡 って、そうそうに舟は応じまいを始めた

ものの、州りを '11r しむボートが数笠、水上に

ノl、さく浮んでいる 。水面を界して向こう岸を

見やれば、松林の並びに、し っかりと似をお

ろした木造家屋が、 15然とそのかまえを帰っ

て、瓦崖似が立木の中に散在している 。かり

に、わずかでも災質なものが混ざろうもの弘

らば、すぐにでも平衡を崩しそうな安定した

風景があ った。 長いことかか って築きあげら

れた自然と人の営みとの張りつめた、しかし

慣れ親しんだ関係があ った。

ホテル嵐う1 のあたりは、街のホテルのように

開口だけがｾＡ｜ｆ， ｩｩｧ 作に並ぶような，建物の ［ｩ 診もな

く、T i 垣と刈込みに固まれたぷ! 径風のかやぶ

さ屋線と、その l処に瓦屋恨の形を 一吉11見せる

だけで、あとは繁みの中である 。hl H{ をうず

めた繁みはそのまま秋の山へと燃がって統〈 。

ちょうど山の呼吸と人の営みの作業とが、，む、

をあわせたような、しごく自然、な様相を示し

ていた 。

上空はまだ幾分1リiかるく、しかし; 拶の対比が

次第に少なくな って、ホテルに戻る 。 門のあ

たりはー而、水が. J " } 1 . よれ、玉石がよ尽く紺れそ

織 影 島 修一

ぽり、光ってみえる 。畳の明かるさの中に晒

らされた表情とは異なって、夜とした静寂な

空気があ った。

門をくぐれば、深い樹木に取り囲まれて 、長

いアプローチが統〈。ゆるやかではあるが、

人の視線は巧みに先導されて、身体と意識と

が追いすがるようにとそれに続〈。狭ばまり、

そして拡がる空間の日謀れの木立ちの競りの

もとで、 t登能の光がはいつくばろうかのよう

に点在しているがの解かる 。灰かなあかるさ

よりもさらに低〈、衡の花の芳香が足元に拡

がっている 。草r{il:) 孔の八1 1 : 苧や、古びた木戸

などを促えながら、アプローチを進むと、視

線は急に右折して、そこで始めて建物の概要

を知ることができる 。

配置は、荘厳、華麗な延命作f I と呼ばれる建物

と、茶室の数寄屋の 2 つをそのまま残し、一

方を) ，i ¥l 山、そして一方を亀山公図の山へと聞

いて、鎚の字型に取り囲んでいる 。 どの{ 立世

からも外部の空間が意識され、視線を自然の

"1-'になげかけている 。屋似と屋似とを界在さ

せて、新しい建物へ、さらに後方の繁みから

上空へと、図と J也を交互に逆転させながら税

総をつなげている 。

設計者は「天の芦を IlfJ <  J ごとくに建物を配

し、造 ったと語る 。 そこには人為などは界在

する余地もなかったと述べる 。一部、山にか

かる数地の微妙な傾斜を巧みに建物の断面に

受け入れて、あるいは保存主主物の機式に学び 、

それを素直に踏襲する 。倒木 1 本までも念入

りに知11) 、それを残す。地に埋もれた歴史の

首長さを計り、それを避けて通る 。外からは、ほ

とんどその変化を気づかせぬ配慮を興じてい

る。繊細、鋭敏なこの環境の表層に対し、全

神経を. J t '-1 ' して造りあげた気配がみえる 。綾

を織るように重な った屋恨の傾斜が建物のス

ケールをおし殺し、表情をやわらげている 。

この状1兄は図面の内ではとても鍛えることが

できずに、全て ｴｾ 型によ っ て考査され、それ

を図面1に決し込んだという 。雄物の間合いが、

人にそれとは気つ'かさせぬ緊燥感を形づく っ

て、機敏に通じているところが解かる 。

内部に入り客室の一つから外を望めば、タ| 持!

の迫りくる主Jj となっていた 。J a の下には、わ

ずかにムクリを付ーけた瓦屋似が複雑、玄妙に

交錯して、光を変え、表情を変え、位置を変

えて拡が っている 。 さらに 一枚一枚の瓦が妙



胞なうねりを集合させて、抽象の趣向を深め

てよ4せる 。 自の働きは、やがて棟から械を結

んで、絵林に捌き、そのまま以山を促えると、

そこで悩まる 。

近、 tl' 、i M と視線が次第に砂ろいゆくにつれ

て、その働きに身を任すかのように立識が身

ＱＴ 王のあいだから抜け逝 っ て、 ｮｲｾ の ｲ ｬＧ に入り

込んでゆく 。タ必れのはずれめいた手囲気の

rl -'で身体だけが、その場ーに取り殺されたよ う

な、一純、 j亡然とした感党に包まれる 。視 線

がタ必h を深めた山の中て噌i まり、それに芯:

識をも 14 る。巧妙に仕組まれたこの空I i r J の装

置の rl' で、どこかしら身を洗い iJI めるような

やすらぎがあ った。立" 裁を il iに浮かせ、身体

から ｪ￭ｩ Ａｦ ｬ 悦せしむ 。 身体をｾＡ｜ｾに制して、染み付

いた世俗の土日をぬぐい泌すような I'ff' まりがあ

った。 J やカゼてJ 1. l 山はいささか 11行さを刑して、

その色を変えつつあ った。

*  *  *  
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中庭越しに嵐山を望む

ア プ ローチから本館をみる

て、その制りを松のMが包む。建物の内の圧力 の7Tがふるえる 。建物の| 人Jfill のあかりが次第

が、外から [i'J うかとちょうど均リ合いを保ち に強まり、内の活力が艶やかさをもって外に

その|品l係が辺転する直前のH寺It r J のをすごして ifiUl はじめた 。やがてまった〈視界をうたなう

いる 。やがて例別の色をうたなって、山は一色、 と、前にさまよ っていたむ織もスー ツと身体

紫色にかすむ。輪郭を汗びあがらしたかと思 に以る 。 半分は充実が、別半分は官石川ＧＱｾ ， Ｈｴ

うと、全体を繊細! な幻色に染めて、 IIf ' i さの山| するような許妙な笑イピ! 必が身体に討す った。 日

に jえんでし、< 0 11十lに身を ffi ける l瞬間、ためら 没のこの ｉｉｉｊ わずか十数分 。 ｕ 本の ｾ￨Ｚ ｮ 日の特質

うかのように幽幻の」量的をみせてはねる 。 11討 は、この短かい夕刻の時にそのＭＱｾ 'l'l をあらわ

さに包まれ、 7干の感党が身にせま って空間の にする。すでに建物の内からは佼の唯やかな

支配を強める 。保 ilt 川の背が聴え、泣くに銚 ! 振わいの気配が伝わり始めていた 。

( かとう っとむ なr.l 11: ;，織紺大'f: !U>! J 立γ:1トJ¥:r.<i i )
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信頼の大きさ・・・近電工の技術です二

あすをめざす都市、あすをつくる技術… 。

活動し、制御する全機能を、きびしく構成する

近電工の総合技術と総合施工体制一。

ｾ三どと百 戸

よ三三ご

ーベミえかが』

』 ζ 仁と土丈と_ -

ε主 自 』

電気・2十滋・空揖・管・防災・土木

。丞竜王

近畿L電急エ幸妹夫令長土

大師同巨大 ，: ; : 巨木庄 :' 2丁目 3番" 号 〒531 U06137引6000

Ｍ・ｾ ｾ ｾ蓮ｬＡｉ園摩書ｾ諸問亘書ＮｾｴＧ ｾ Ｍ . .  亘書畑 ｚ 芸書作ＮＭ田沼ＮＮＭＭ週日目ＮＮ［［ｲＭ｡ ｾト ｬｩＺ ， Ｂ肩書置Ａｪ，ＡｭＡ Ｂｊｾｾｾ｟Ｇ［Ｚ Ｚｬ ｾ 週・・



室内圧についての一考察と風洞実験

日本建築総合試験所だより財団法人

に孔の両端の圧力差の平方根に比例すると仮定した。内圧値は、立

方体内に流入する空気量と立方体から流出する空気量が等しいとい

う条件から求めた 。

Q = α . V ・A . . . .. . . . . . . . . . …. • • • • • • .  • • • . ・(1)

2g 

7 ・川百士P i['・ 0 ・一一. . . .... .. 一(2)

ここで、 Q は流量、 α は流iE係数、 V は孔を通る空気速度、 A は孔

の面積、 g は 重 力 の 加 速 度 、P は空 気密度、 IPo- P iI は 外 部 圧 力

P oと内部圧力 Pi との差をそれぞれ表わす。 (2) 式の符号は P o> Pi の

とき+ 、 P o<Pi のときーを J采る 。

Fi g - 1 の実線は計算他、 プロ ッ トした点が実験値である 。内圧

係数は、風上1ft1J と風下側の孔の組み合わせによって、干しの位置する

外部風圧係数1.0 と一 0. 34の聞の値になっていることが確められた 。

また、計算値と実験値の差は最大でも 0 .05程度で比較的よく合 って

いるといえる 。

+
一

一
一V

 

風下! 日リ

空気流通孔径

d{ mm)  

3  . まとめ

以上をまとめると次のことがいえる 。

1  ) 室内圧は建物のすきまから流通する杢気量のバランスによ って

決まる 。 したがって、室内圧は外部風圧の最大値から最小値まで

の聞の値を採りうるので、室内圧係数に一定値を与えることは建

物によ っては危険な設計となる恐れがある 。

×  

風上fslJ 0  d=l . l mm 

空気流通孔 d d  =  2  

ロ d = 3

• d  =  4  

x  d  =  5  

T'  d  =  0  

Fi g守 l

- 0. 5 

Cr  

0. 5 

。

1  基本的考察

風が当たる建物外部表面はその風によ って風圧を受け、外壁や窓、

等の外装材には風圧に相当する力が作用する 。今、これと同時に外

装材に作用する建物内部表面の圧力を考えてみる 。仮りに、建物外

部表面の圧力の大きさが 50kg f/ m'て・建物外側から内側に向か つて作

用しているとする 。建物内部表面の圧力の大きさがやはり 50kg f/げ

で内側から外側IJ に向かつて作用しているとすると、外装材に作用す

る力の合計はセーロになり、外装材には何の力も加わらない状態と同

じになる 。また、圧力の作用する向きが逆、つまり庄力が外装材を建

物内部に引き寄せる方向に働くならば外装材に作用するカの合計は

100kg f/ Iげになるであ ろう 。 これと同じように、笑際の建物に作用

する風圧力は外部表面の圧力だけでなく建物内部の圧力、すなわち

室内圧をベクトル的に足し合わせたものになる 。

室内圧は、 外部表面の圧力と同様に、速度庄で |徐し 室内圧係数 C r

で表わすのが便利である 。建築物の設計においては、 C r = 士0. 2

のうちいずれか建物にと って不利な荷重になる方を選ぶのが通常ーの

方法である 。 :t 0 .2 とい う値は多くの建物において一般的な値なの

であろうと思われるが、外部表面の圧力分布が風洞実験や実 iMl J等 で

かなり詳しく調べられるのに対してあまりにも粗い値である 。 そこ

で、室内圧をもう少し扱いやすいものとして考えてみたい。

建物に何のすきまもない場合を J7えてみると、建物外部にいかな

る圧力が作用していても室内圧は一定であろうが、実際にはそのよ

うな建物はなく、室内圧は外部圧力 の; ; 診響を受けると思われる 。小

さい孔が 11問ある箱を風に当て 孔を風上に向けると箱内部の圧力

は上昇するであろう 。風を強くすると紅i内部の圧力はさらに閉すと

恩われる 。 また 、風下商に孔をもうひとつ聞けると箱内部の圧力は

少し低下するに違いない。 これと同じように、室内圧は建物のすき

まから流通する空気量のバランスで決まると考えられる 。

建物に入って来る空気の hl が、建物から出ていく空気の量に勝れ

は、室内圧は正圧になり、逆の場合は負圧になるであろう 。 そうであ

れば、すさまが空気の流入する部分に多くあり流出する部分に少な

ければ室内圧は正圧になりやすく、逆の場合には負圧になりやすい。

また、空気の流入する音11分のすきまに加わる外部表面の圧力の大き

さによっても室内圧は左右されるであろう 。 そのように考えるなら

ば、すきまのある場所と空気の通りやすさの度合いによ って、室内

圧の値は外部表面圧力の最大値から最小値まで採りうると考えられ

2  ) 室内圧係数を決定する要因は、外圧係数とその分布、すさまの

大きさとその位置、およびすさまの流量係数 ( 空気流量のしやす

きの程度) である 。ただし、流量係数が風速によ って変化する場

合は、風速も室内係数に; ぷ響を及ぼすひとつの要因になる 。

なお、詳しくは当試験所の機関誌、 GBRC' 第33号を御覧いただ

きたい。

2  . 風洞実験

以上の考えを簡単な風洞笑験で確かめ: てみた 。当所所有のエ ッフ

エル型風洞 ( iftlJ 定断面 1. 2mX 1. 2 m) 内に一辺20cmのアクリル板製

の立方体を置き、風上側と風下側のそれぞれの側面に 5 種類の径 d

=  1. 1、 2 、 3 、 4 、 5 mmの孔を| 捌けて、それぞれの孔の組み合わ

せによる内圧を測定し、計算値と比較した 。 孔 を 開 け た 箇 所 に お

ける外部表面の風圧係数は、風上側、風下側それぞれにおいて 1. 0 、

一0 .34であった 。計算では、 (1) 式に示すように孔を通る流量が孔の

面秘と孔を通る空気速度の秘に比例し、空気速度は (2) 式に示すよう

る。

西村宏昭研究員

本試験所 ・所 在 地ー… 干565 吹 田 市 藤 白 台 5 - 125 ( 阪急北千里駅より北西約 1 km、国立循環器病セ ンター西隣)

・電 話一 (06) 872ー 0391(代)

・営業時間一 平日 . 午前 9 時~午後 5 時、土曜日 . 午前 9 時~正午
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よく似たことは、紀伊半 ｪ 誌の南 ｾ［ｍ 近くに位

位する新日にも凡られる 。同地に最初のi ' l 1i lJ

'1工がや ってきたのは大正 8 年 4 月頃だという

が、而 nいのは、それが市己州航路の船。に

来 ってや ってこなければならなか った点であ

ろう 。 といつのも、当時は 1<1JUIJJI1が走 h る|注

統きの道路がなか ったからである 。 だから、

せ っか〈持ち込んだ rl 亘IJ . t l I も泣くには行けず、

せいぜい「イ ￋｴｾ ｪｊ ｗ に出入りする ｉｬ｢ｾ Ｉｪ I号が、芸

朽; を同来さして無間矢鱈に走 1) 担 ったJ とい

ったところが実情であ ったようだ。

このように見てくると、_ l f ' i : flIJW1の1' 1動 '11は

' XI日的な機能よりも、むしろ吻「しい 11、i 代 の

象徴砂として取り入れられたらしいことがわ

かる 。 このことは 、大 正 -11百平11初期の大阪 di

における 1" 動 '11保イT台数の推移を示した lヌ11  

において、 ホぜいたく品の采刑 '11砂の作& が、

前災川的な i' i:物J.t I " の普及に先行しているこ

とからも例えるであろう 。あるいは、今なお

) l l i 送業を営む$Ir 手? の故之の次のような! 日|忽! に

よ っ て、より雌かｾイメージを結ぶて Ｂ あろう 。

「ちょうど60年ぐらい昔ゃなあ・ はじめ

てビ ュイツクの来J = f j llI を見たんは ・・ -。 そら、

スマートでか っこ良か った。 それで{ 肢も勺 '1

動 '11決り H になりとうな ったんや。A風l Uとハ

ン ドルを jbi って、ノ主 1) 回 って、 11 給 が301-1-J 。

ｉｾ Ｇ ｾ 給取りや 。 や|昭和の芸J ] ) J " いうて、行いも

んが怖れたもんやJ

都 市 一 球刀 ∞ …O∞ω…O∞0 0 0∞O∞ …O∞ω…O∞ω O∞O∞ …O∞ω…O∞ω O∞O∞ …O∞ω…O∞ω O∞O∞ …O∞ω…O∞ω O∞O∞ …O∞ω… O∞ω O∞O∞ …O

叩ヌ烈熟、も(J鵬均燃隠阻i悶3e… 一L門一つ吋叩叩も同悶思恥うことは … L岬判一時附昨…代航U に叶そニ…………ずT引ど口う… 付吋叩結m

U川11凶」 ψ匂|伶、」斗l v ) 8 てれい川、ただろうカ¥というにこと口τで，あ抗る 。徒蝕歩で梓半日帥や 1 日砂川ければ町に出れないといった村々が多

ー ー - Q  いのである 。自動車は町を村に近づけ、そして実際に多 くの物を運び込む役割 を果たした。こうして考 δ

δ  えると自動車は村々に近代化の波を伝える役害時果たしたのて' ある 。 X  

Q  自動車はそうした媒体であると同時に、移動する生活空間でもある 。現在、核家族世帯の平均的な規模 5  

0  がほぼ 4 人だが、これは小型乗用車にゆったり乗れる人員と関係があるという説もある 。自動車が普及 討

包 したおかげて'、家族 4 人でドライブするなどといった機会がずいぶんふえてきた。家庭の崩壊といった R  

Q  ことが喧伝されるが、' 家族だけで閉鎖的になってしま っている現象も一方にはみられるのである 。 δ  

δ  自動車は人間の生活にと って不可欠なものになりつつあり 、ま た予想もしなか った大きな影響をもたら R  

只 L ている 。自動車学の展開を期待 したいものである 。 ( 鳴海邦碩) Q  

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 δ  

自 動 車 学 の 提 唱

る。 そして、このふたつめの点が、わたしを

して自動車学を促ug させる条件のひとつと介

っている 。

自動 車 は * 機 能 的 か か ?

ところで、今円では n動 '11 こそは、近代文

句｝がもたらした最も機能的な迫ｾＭＡＭだというの

が一般的な凡万とな っている 。だが、横浜を

始め 9 つの苦11市の II 動 '11史を l眺めると、少く

とも草創 Jt 1 l に| 刻する| 以り、それは当 つてない

ように，恩われる 。

じっ さい 、! YI ) えば術 j兵には l明治33年に Fl wlJ

'11が初受場しているが、明治39年にな っても、

総延長 558 kmの道路のうち1 ' 1 励 '11が通行可能

であ ったと忠われる道路はわずか 3 % の17km

一一 向 刷 工 は あ っても n山 に術を走りまわる

ことなどできないというのが実的であ った。

だから、交通機関としては、来合! 為41や7E気

鉄道のほうが n動 '11よりも先に作放している 。

では、初期の n1')J '11は、い ったい何のため

に用いられたのか 。 それを A号えるために、九

州の山深い人育f ，r . J 也に ft 場した最初の肉動 'II

に閲する池寓のレポートをづ| 月] してみよう 。

「人有に向通ilJ 'II を導入した人物は、いずれ

も旅館経営脅で、大正末j切のことであ った。

このよj ¥笑は興味深い 。旅自I(にと ってハイカラ

な II 動111で宿泊符を送迎し、. r，所めぐりをす

ること向{ 本が、百 fi; の企)J 米ーをも っていたので

ある j

わたしたちは「向重} J lII と有Ildi の係わり J を

とらえなおすために、チームを組んでいくつ

かの郎市を訪問し、それぞれの都市のや II 動

車史" を発掃する調査を始めることにしたい

この小f，:' ，¥は、そうした調査の参加メンバーの

ひとりによる '1]Ii IHI( j な総括である 。

確定できな い や日本最初の自 動車砂

そこで、まず、日本最初の ( 1動 '11砂が登場

したばiのことを娠り返 ってみよう 。

「徽浜に初めて II !li IJ r与が現れたのは、明治

33年 4 )1 のことである 。 山手に住む J ， W 

トンプソンというアメリカ人が ( 聞品) …

前ロコモビ Ｉ｛ＮＮＮＮＮＢ というＮｲ ， の ＧＱＱ を口 っ た 。 ［ｉＮ ｻｾｴ

II 動 '1土である 。・…・・ ( 田島) "" ，Ｇ ｗ ｩｩｊｾは安政 Ｖ 年

のIJ 自治以求、外凶貿易の表玄関として発1J!l:し

てきたまちである 。従 って、日本の近代技術

のいものの初め。が多いところだが、この地

での n動 '11の登場が 『日本で初めて j かどう

か、よくわか っていない 。… … ( 時) ・・ ( た

だ) トンプソンの口 ったこのぷ公 1'I!li}JII 1が、

日本でも数少い初期の阜のうちの 1 f- i であ っ

たことは是正いない4

この古川のレポートから、ぷ; の 2 点 がlリl ら

かになる 。 ひとつは、日本に II 動 '11が初任 Jお

したのは 20 世紀が昨日目< 1リ] i fi33年 ( 1900年 )

11肝炎であ ったこと、もうひとつは、しかし、

わずか80余年廿のできごとでありながら、そ

の11寺W1 さえ正昨には確定できないこと、であ
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昭和 7 ｾ＠ 8 :年頃、遠野の蔦喜八氏が 100 円で

購入 したシ ボレー 1929年型( 同氏蔵)

昭和初年、遠野の三浦半兵衛氏が愛用した自

動車( 岡市立図書館蔵) 。

いってみれば、ひとえにホスマートなかっ

こ良さかに憧れた、いわばホおっちょこちょ

い。が先導役となって草創 JUI の内勤 '11はJlff 放

の桁についたのであった。そして 、調べてみ

ると、そうした* イノベータ_ " が、 at に Iリl

di 米から大正初'JWI に、 全国の多くの百11市に山

現して、自動車の普及を先導していたことが

改めて明らかになるのである。

3  ホ機能性砂重視の時代を越えて

いずれにしろ、こうして自動卓は大正~昭

和初期にかけて急速に普及した 。だが、Ufj 平日

も 5 年頃を過ぎると Ij 袋11寺色が濃くなってくる。

その結来、自動車はい遊びの道具H から川政

争の道具。へと転換する。つまり、 市新しい

時代の象徴砂としての自動車に、ひたすらい実

用的な機能性' が求められるようにな ってく

るのである。このことは、戦時下の '11極7JII .'l三

産台数の推移を示した図 2 を見れば1リl らかと

なろう。トラックやパスといった笑則的な! " i

動 '11に生産の力点がおかれていることが一日

11決然、だからである 。

そして、こうした{ 頃向は、終 Ij 決後の断絶を

はさんで、昭和30年代の高度成長という名の

「経済戦争」の 11寺期に引きつがれていく 。 つ

まり、図 3 に示すように、昭和144年に至るま

で l 1' t物肉動- 41が釆用向動車を凌犯する J 11寺

JVI があL くのである。

だが、じつは、昭和44年における、この貨

物 '11 と采用阜の比重の逆転こそが、その後の

モータリゼーションの本絡化の契機なのであ

った。そして 、この頃から、来月] ' 11のモテ、ル

・チェンジの周期は加速化し、そのファッシ

ョン性デザイン性が一段と重視されるように

なる。いいかえれば、それは、 nili1J -41の実JTI

(1句機能性がある水準をクリアしたのちに、そ

のl ，1IIII! VI と問機、再び* 象徴性H を色泌〈，HY

びるようになったことの現われであるという

ことができょう。

4  都市は自動車普及にどう対応したか?

ところで、こうした急速なモータリゼーン

ョンの ｩ 品位は都市にさまざまな ［ｪＡｾ 科を及ぼし

た。しかも、それは、都市ごとに lリ]11行いずれ

かの結果: をもたらしているように思われる 。

つまり ， モータリゼーションに上手に適応し

えた有11市と必ずしもそうではなかった都市と

が区別されるのではないかという訳である。

そこで、 4 つの行11，打をとりあげて、その適応

過経の跡をたどってみることにしよう。

長岡( 新潟) の場合… 近世以来、信波川

の J1J - 巡の rl' 心として商業が胤んであ った城下

町。近代以降は、ょRJ;{ と直結する 三国街道が

冬期i通行不能となるため、モータリゼーショ

ンに来り遅れるかにみえた 。 だが、戦災で1 I ' i

街の8 0 %を焼失したことによってかえって市

街地盤備が巡んだほか、三同街道がオールシ

ズンの国道17
1

，まとして完成したI 1?H1142年以米、

改めて商業部市としての j副主を取り戻すこと

に成功した。

人有( 熊本) の場今 一山々に| 泊まれて附

絶された山間金地。 木村生産で栄えた{ 針。道

路状態が悪かったため、 l，'[.fillJ 引の ri !fi) J  '11はふ

るわなかったし、 Ｇｪ 財産も典 ｉ ｦ，ｾ ( ! ( J な過疎地のひ

とつであった 。 だが、 U?l和42年に八代との n¥1

に国道が、 |古J 471' j 三にはは l崎県えびの市との 11¥1

にトンネルが、それぞれ完成。 その結袋、木

村資源と観光資源が賦柄fじされ、過疎化が人

口 ｗｩ に転じると共に、所相 ｪ ノ Ｇｋｩｖ ーも全悶平 ｪｾｊ 、

県平均を上まわるようにな った。

新宮( 和歌山) の場合 近世以米、大阪

と東京とを結ぶ航路の '1' 継泌として、また、

熊野山地で1. l i : 保され、 ific i . 益された木村の! . l Hl'l

・Hl 出港として栄えた。だがU?lf1130年代の -;12

imi 開発に伴う道路燃やmが illl んだ結来、木材輸

送がトラックによる| 控送に転換したため、集

約地としての地位が急速に低下。 その問、南

ｾ［｣ 観光の拠点として同治性化されるかにみえ

たが、大有11rl11羽との断絶が抗: しいため、結}"J 、

モータリゼーションの波に采りj ! 到した 。

遠野( 岩手) の場千ト … .fi 手県の '1-'位者11と

海岸部を結ぶ北上山 '1' の陸路の1 ' 1' 継 J也として、

かつまた、その輸送に用いる馬鹿の中心とし

て栄えた 。だが、昭和30年代の n1i }J ll1持及に

反比例して潟産が点退。周辺の道路箆1liii はi並

行したが、! ち産という J也助産業の低迷はいか

んともしがたく、モータリゼーションは、人

有のように j欧柄化の必 i王| となるよりは、若年

j習の布IId1古11への if，UL¥の 1"1目指として機能するよ

うになった 。

5  自動車と都市、 自動車と人 間生活

このように都市ごとの向動 '11史を眺めてみ

ると、それが行11市と人びとの生活に、いかに

きな ［ｪ￭ ｪＮｾ平を及ぼしてきたかが見えてこよう。

だから、ここらで、自動車と行II'm、 n動車と

人びとの生前といった視点から、それが，;if び

る社会文化的な立 l床を問いなおしてみること

は不もではあるまい。

しかも今日、内動 '11は普及率で 2 人に l h 、

保イT本 で 1 i ! l : 併に l 台の水本に近づきつつ、

その行 ＱＱ ，打とＧ主治への［必科力をいっそう ｾｲｴＡ めつ

つある 。

じっさい、身近な現象をとらえても、 i1動

'11の持及で人びとが歩かなくなった 。 同窓会

など、さまざまな会合に向動 '11でやってくる

人が刷え、
j
阿を飲むことができないので、雰

1Tt-1気が峨りあがらなくなった 。 n動 '11交辿に

; @さない，
l j

い市街地の商業がぷ退するように

なった 。 人命t.¥i 互の傾 li'J とそれを金銭に換算

して巧える与え ) i がふたつながらにm大した 。

人川の空川訟議の形態が変存した 。オ守年 II"iを

小心にし て、セックス ・ライフのありょうを

変化させた ーー などなど、 n動 '11の将校が及

ぼしたと忠われるｲＮｉｉ市と生活への ［［ＡｾｾＮｾｴ こは、

4文
J
停にいとまカぜない 。

たしかに、これまでも情工業裂 lUソ と し て

の n動 '11を対象とする 1( 1動 '11工学」は、多

くの業制を分泌してきた 。 だが、 n動 '11 とそ

の作/ 止を社会文化的現象として捉えて、それ

が自IId1や人間の生活に及ぽしてきた、あるい

は現に l止ぽしつつある，j! j . 粋をつぶさにとらえ

なおす知的常ゐは必ずしも充分であるとはい

い日lい、のがJJL状ではあるまいか一一一ここにわ

たしたちが 1n!fi}J '11学を従附する」所以が存

イl' している 。

tt ( l )この，JI
，
lft のチーム メンバーは今のところ次の 6

人て・ある。

J1 川余生( . f J l . f¥: 文化研究所) 、池宮 J.U ' 、J¥IoH，.fN千件、

刈悦ーリ) (以上、学科院大マ大小l沈) 、，:'Ij
/l l公旦1¥(本

文市計)

なお、そのぷ，11t 結来の洋割IIli rクルマがまちにあら

われた ｕｊ と足 ｬｩ する述。 ｼ在 記 ・ ｉ ｾ として、官 ｌ 必 ｲ i'I Jf i)J 'Ic 

とその世界J ( トヨタ LI 動 'Ii ( 株) Iム相l ml ) の 196

3J 以降に- n: " I&rJ 'である。

また本小" 命の|人nj : は、その多くを他のチーム ・メン

バーの， ｪ ， ｜ＱＱｗＺ 米ーに ￭ｾ っているが、本文の ｉｾ 、 ｲ ｡Ｚ 1二の tt

ff，は市民にある 。

( たかた まさとし 愛知' 下以大ザニ" 品。'Ii)
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可 能 性 を も っ た 環 境 と 実効 性 の あ る 環 境

も う だ い ぶ 前 の こ と に な る が 、 イ ギ リ ス の あ る 社 会 学 者 が 、 「機能主義の建築 J に い ち ゃ も ん を つ け た

こ と が あ る 。 機 能 主 義 の 建 築 と い う わ り に は 、 そ の 設 計 手 法 が ず さ ん に 過 ぎ る と い う の で あ る 。 彼 の 主

張 は 、 心 理 学 や 社 会 学 な ど の 分 野 で 空 間 と 生 活 行 動 に |剥わりのある研究の成果を集大成し、その' i ) ' I 報を

建 築 設 計 ー の 基 礎 的 な デ ー タ に す る 必 要 が あ る 、 と い う も の で あ った 。

「 機 能 主 義 の 建 築 」 と 「 機 能 的 な 建 築 」 の 違 い に 彼 は 気 付 い て い な い の だ が 、 こ の 社 会 学 者 に 限 ら ず 、

建築に| 刻する社会学の分野からの発 言 は 最 近 ふ え て き て い る 。 ア メ リ カ の 社 会 学 者 の ガ ン ス も そ の 一 人

で 、 彼 は 、 建 築 家 は 「 可 能 性 を も っ た 環 境 」 を 提 供 す る が 、 そ れ が 「 実 効 性 の あ る 環 境 」 で あ る か ど う

か は 、 利 用 さ れ て み な い と わ か ら な い 、 と い う の で あ る 。 彼 は 、 建 築 家 は 本 当 に 笑 効 性 を 目 指 し て 「 可

能 性 を も った 建 築J をつく って い る の だ ろ う か 、 と い う こ と を い い た い わ け だ。 建 設 活 動 が 低 迷 し て い

る 昨 今 と は い え 、 毎 年 お び た だ し い 数 の 建 物 が 生 ま れ て い る 。 そ う し た 建 物 は ど の よ う な 理 念 で 設 計 さ |  

れ 建 設 さ れ て い る の だ ろ う か 、 と ふ と 思 う こ と が あ る 。 ( K .  N )  

街ー そ の 領 域 感一

神 戸 が 好 き で あ る 。 好 き な 理 由 の ひ と つ に 街 の か た ち が あ る 。 なかでも瀬戸内海と六甲の山なみで| 浪ら

れ る 南 北 の 「 街 は ば 」 が と て も い い 。 人口 130 万 を 超 す 大 都 市 が 地 形 の 制 約 か ら こ の よ う な 街 は ば し か

と り え な い 。 そ れ が 都 市 計 画 上 い ろ ん な マ イ ナ ス の 面 を も って い る こ と は よ く わ か って い る の だ が 、 そ

れ で も な お 、 じ つ に い い 。祝賀; 的にも心型的にもほどよい領域! 惑がある 。 人 間 が そ こ に 住 ん で ふ に お ち

る 街 の 大 き さ が あ る 。 そ し て こ の 領 域 感 と い う こ と ば は 「 い い 街 」 で あ る た め の 相 当 、 大 事 な 条 件 で あ

るし、ある領域! 惑をも ってはじめて街は忠、づ き 、 例 性 的 に な る と 日 ご ろ 思 っている 。

た だ し 、 街 の 領 域 感 を き め る 要 素 は な に も 神 戸 の よ う に 瀬 戸 内 海 と 六 甲 山 系 と い ったドラスティ ッ クな

存 在 で な く て も い い 、 ひ と つ の 川 が 、 公 園 が 十 分 そ の 役 割l り を に な い う る は ず で あ る 。 ひ と つ の 街 に ひ

と つ の 公 園 を つ く る と き 、 そ れ が た ん に 公 図 で あ る だ け で な く 、 そ の 街 自 身 に こ こ ろ よ い 領 域 感 と い う

「 け じ め 」 を あ た え ら れ る よ う な 公 園 で あ って ほ し い と 思 う 。都 市 計 画 の 発 想 は 公 図 と い う も の に そ こ

ま で 要 求 す る し た た か さ が あ っ て い い 。 と り と め の な い 街 が 、 す ぐ と め ど な く ひ ろ が って ゆ こ う と す る 。

領 域 感一一一 こ れ か ら の 街 づ く り に あ って は 、 い つ も 意 識 し て お き た い 言 葉 で あ る 。 ( T .  S)  

無 題 - 1  

昨 年 11 月 私 た ち が 手 が け た 目 崎 真 珠 本 社 ビ ル が 、 ポー トアイラ ン ドのファ ッシ ョ ン 街 区 に 完 成 し た 。 先

に で き た 〈キムラタ ン〉 の ビ ル 、 こ の 春 に は 〈ジ ャヴ ァ) <ワ ー ル ド〉の 両 ビ ル が 完 成 し 、 新 し い 道 路 ノ マ

ター ン を も っ 街 路 と と も に い よ い よ 今 年 は フ ァ ッシ ョン街 区 # あ け の 年 と な っ た 。

い ま 市 民 広 場 に 立 って 見 る と 、 こ れ ら の ビ ル が 来 側 に 新 し く 顔 を だ し た 。 56年 広 場 完 成 時 は 北 側IJ に 国 際

父 流 会 館 、 西 側 に ポ ー ト ピ ア ホ テ ル だ け で あ っ た が 、 今 度 末 側 に も 広 場 を 囲 む シ ル エ ッ トができ、広場

に よ り 厚 み が で た こ と は た い へ ん 喜 こ ば し い こ と で あ る 。 将 来 の 建 築 の 姿 を イ メ ー ジし者11市 の コ ア を 先

取 り し て 、 実 現 さ せ る 縦 か し さ が こ の 広 場 計 画 に は あ っ た。 し か し そ の 仕 組 み の 提 案 者 で あ る 阪 大の上

回篤教授と 具 現化にリ ー ダー シップ を取られた前神 戸 市開発局 長毛 利治氏、両氏の強制な伊 ｉＧｉ ｾ ｉ Ｚ があ っ て

こそこの臣官聞を解くことが で きたといえるし、また者 Ｑｉ 市 ＩｪｾＧ ｗｴ形成の 具 体的な好事例としてあげることが

できると思う 。 I建 築 屋 さ ん は い ろ ん な こ と を つ ぎつ ぎ々 え る か ら、 将 来 広 場 が 負 け な い よ う し っかり

造 って お か ね ば ー 」 と 広 場 の 設 計 当 H寺 私 た ち と の 打 令 せ の l防 で な に と は な し に 語 ら れ た 前 局 長 の 言葉

は 11l ｾ、印象として残 っ ている 。 ファ ッ シ ョン 街区の歩行者道も都市去観に対する氏の思 ｦｅｩｬ のあらわれと

考 え て 良 い と 思 う 。 ( H .  T )  

街 の 引 越 し

大 阪 を 活 性 化 し よ う と 21世紀計画を打ち出し、大| 仮築城 400 年祭りをかわ切りに種々のイmしが華々しく

Ｑｾ ｦＮ ｊ かれている 。 新空港建設がこの核とな っ て、これに凶Ｎ￬Ａｬｩする事業が建設業界に活力として波及するの

が 期 待 さ れ る 。 各 地 区 の 再 開 発 も 21世 紀 に 向 け 、 は ず み を つ け て 欲 し い と こ ろ だ が 街 の 整 備 や 再 ー 開 発 は

利害や得失、! 恐怖が入るため、目白押しの計画があ っ て も そ の 進 行 は 遅 々 と し て い る 。 きたる 2000年 を

迎 え た 時 に 、 ど こ ま で 変 って い る の か ち ょ っ と 見 当 も つ か な い 。

こ の 再 開 発 に 属 す る も の に 国 鉄 の 貨 物 用 地 の 活 用 が あ る 。 こ の 活 用 を め ぐ って い ろ い ろ の 案 が で て い る

が 、 こ れ に 国 鉄 は ど こ ま で 関 与 し て い る の だ ろ う か 。 交 通 に 便 利 な 、 ま と ま っ た 土 地 を 利 用 し 、 他 の 再

開発を希望している街を総ぐるみ引越しさせ、その湖、をまたつぎの街づくりに活用してし、〈 。 こ れ を 広

げ て い け ば 、 や が て は 新 し い 大 阪 の 街 づ く り のEおとな っ て 広 が っていく 。駅 前 立 地 を 生 か し た 多 角 経 営

に 乗 り 出 し て い る 国 鉄 の こ と 、 人 や 荷 物 の 輸 送 だ け で な く 、 大 き く 街 の 引 越 し ま で 手 を 伸 ば さ れ て は ど

うか 。 昔 、 京 阪 奈 聞 で 壮 大 な 選 者 日 が 行 わ れ た こ と を 考 え る と 、 街 の 引 越 し く ら い 夢 で な い 気 が す る 。

( T  .  0)  
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安 恒 夫部

株 式 会 社 青 山 建 築 積 算 事 務 所 代 表 取 締 役 安 部 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 550 大阪市西区京町繍1- 10- 19江市ピル電話06( 443) 0430 唖 559 ) c 阪市住之江区西住之江2 f 臼 7需5号 電 話06( 678) 3212- 4

e 6 1O - I 1 自宅・京郎市西京区大原野上里勝山町14- 6 唖 559 自宅 大阪市住之江IK西住之江 2 r 日7 需 5 号

電 話075( 331】8682

電話06 ( 671)  7774 

浅 井 泰

株 式 会 社 笠 谷 工 務 底 専 務 取 締 役

事 659 芦 屋 市 業 平 町 4 ー 1 11絡 0797( 22) 0703

唖 659 自宅 ー芦 屋 市 翠 ケ 丘 町 13 - 5  電話0797(22)  5291 

浅
盲

こD

I l 孟野

井 JII 栄

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 京 部 支 部 支 部 長

株 式 会 社 熊 倉 工 務 底 常 務 取 締 役

骨 604 京郎市中京区押小路通柳喝崎東入建般会館分室

電信075( 211) 2857 ・2877

- ω 5 京郁市東山区五条通東大路西入株式会社熊倉工務底

電話075(551)  1141代

，ω 6 自宅・京郷市左京区吉田二本松57 電路075( 771) 3572

井 秋 次上

株 式 会 社 浅 野 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 弁 上 黛 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

骨 543 大阪市天王寺区城南寺町 5 - 3 5  電話06( 768) 0201代 哩 543 大阪市天王寺区生玉町1 I 1 1 ' f 28号 電緒的( 771) 2825代

署 572 自宅・寝屋川市成田西町 4 - 21 電話0720( 31) 1750 骨 659 自宅・芦屋市川西町 4 調書 23号 電180798( 22) 5930

j菱 茂 夫沼

株 式 会 社 浅 沼 組 取 締 役 社 長

唖 543 大阪市天王寺区東高浄町121i1' 6 号 電oVi06( 768) 5222

j菱 誠 夫沼

株 式 会 社 浅 沼 組 取 締 役 副 社 長

愚 543 大阪市天王寺区東高得町 12祢 6 号 電 話06 ( 768)  5222 

代 表 取 締 役 会 長 浅 海 正 雄

代 表 取 締 役 社 長 森 川 幸 豊 次 郎

浅 海 電 気 株 式 会 社

暑 臼0 大阪市北区西天満 3 丁目 7 昏 4 号 電 路06 (362)  8701 

串 665 自 宅 宝 塚 市 御 殿 山 2 丁目 31昏50ー 109勾ー

官置結0797 ( 85) 0745 

骨 565 自宅里中市新千里北町 2 丁目 32l11' 3 号

電路06 (831)  2732 
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昭 和 59 年 元 旦 (50音順)

ヘンリー・ ムア の素描と

版 画 7 点、

紫描 Recl i ni ng Nude 1980 

飯 田 精 次 郎

共 同 設 計 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

諌 早 夫

フ ド ウ 建 研 株 式 会 社 相 談 役

. 110 東京都台東区台東1 - 2 - 1 日本地所第二ピル

官11803( 835) 2661

愚 541 大阪市東区平野町5 - 3 0 不動ピル 電話06( 201 ) 3737 

. 157 東京都世田谷区南烏山 2 - 1 8 - 4  電信03( 300) 3705

泉 哲 史沢

株 式 会 社 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所 代 表取 締 役

唖 530 大阪市北区西天満 4 丁目 12番 2 号 オオシマピル

電 銘06 ( 364)  9071代

石義 武
山

一

羽

大 機 建 材 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

. 666 兵庫県川西市久代6丁目 1番16号 電 話0727( 70) 8563

骨 665 自宅・宝塚市中山台 2 丁目 18番 9 号

電信0797伶8) 3698

市 繁 雄

E

・
E

・-

-------

E

E

，
，
 

日 本 管 工 業 株 式 会 社 取 締 役社 長

愚 601 京郡市南区西九条E豊田町20 電話075( 681) 510 1 - 6  

，ω 6 自宅・京都市左京区下鴨芝本町37 1電話075( 781)  0289 

市

E

・
E

・-I

 

E
a
'
'
 

宏

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

骨 541 大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 ー 19 電話06( 202)  0391 

愚 658 自宅・神戸市東灘区住吉山手 4 丁目 4 - 3 2  

官軍総078( 811) 0216

指 宿 真 智 雄

ー530 大阪市北区西天満5丁目 10番14号 電 話06( 364)  5836代 、

骨 105 東京事務所・東京部渋谷区渋谷卜 10-1 八千代的レ6 F 株 式 会 社 建 築 プ サ イ ン 1級 建 築 士 事 務 所 代 表

1I d803( 407) 0912代

串 520 大i1 t 事務所大治市浜大i.ll 4 ＭＴＭＴ 電 ｾＦＰＷＷＵ (23)  0388 . . . 564 欧 間 市 江 坂 町 1 丁目 23番 101号 電 話06( 386) 1311

哩 620 摘知山事務所・京邸府福知山市末広町6丁目4昏地借電ピル

結 0773 (23)  5208 骨 606 京都市左京区下鴨北野々神町8 - 5 電 信075( 781)  6573 

，0... 

7  
井 臣生 島 春

由

ｉｾ 、

イ マ ヰ 建 設 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

骨 547 大阪市平野区加美北5丁目 JJ 1I'f 12号 電 話06 ( 792) 4425 

e 547 大 阪 市 平 野 区 平 野 北 2 - 9 ー 15 電信06 ( 792) 4404 

57 

道

日 積 工 務 株 式 会 社 代 表 取 締 役

骨 542 大阪市南区島之内 1 r g l 4昏27乃宇野ピル

電 結06( 251) 3195

. . . 460 名古郎支所名古忠市中区錦2 f 目9- 25 量 島 第2 ピル

電話052( 221) 7561代

署 602 車回窃揮所事居市上車区今出川過重町車人今出川町お3番地

高二高僧ピル 電話075( 44 1) 5690
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..0.. 

i  
茂 雄西

株式会社今西建築デザインルーム代表取締役

骨 5臼50 大阪市西区南縄江1丁目 22番 1η7号由電I U括舌0ω6(541り川3ω05日1 - 3

取 締 役 会 長 今 村

取 締 役 社 長 平 木

騰

寛

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

愚 530 大阪市北区太融寺町 3 番24号

電 話06( 312) 8881 代表

..0.. 

i  村 祐 三 郎

社 団 法 人 大 阪 建 設 業 協 会 専 務 理 事

事務局長

. 5 4 0 大 阪 市 東 区 京 繍 3 丁 目 70 電 話06( 941 ) 3651 

専 務 取 締 役 岩 崎 弘

常務取締役所長 寺 西 櫨

株 式 会 社 教 育 施 設 研 究 所 大 阪 事 務 所

. 5 5 0 大阪市西区立売堀1丁目 13番 1号 電 話 06( 531) 0913

大信ピル 電 話 06 (541)  7301 

串 630 自 宅 ・ 奈 良 市 法 遂 立 花 町 1046 1lt結0742( 22) 2217 

唇 661 自宅・尼崎市常吉字赤田 9 の 5 官官官君 06 ( 431)  2101 

上 宇田

株 式 会 社 日 匠 設 計 代 表 取 締 役

・580 本 社 回大阪事務所・大阪府松原市西大塚1 - 5 - 6

電 信 仰23( 31) 3857代

串 520- 32 滋賀事務所・滋賀県甲賀郡甲西町中央 2 丁目 15

電 結07487( 2) 1114代

骨 580 自宅・大阪府松原市西大塚1 - 5 - 6 電 話0723( 31) 1554 

上 圭

ミｾ
J ロ西

株式会社 大 気 社 取締役社長

. 5 3 0 大阪市北区中之島 3 - 2 ー 18 住友中之島ピル 7 階

司直結06 ( 448)  5871 

. 6 5 9 自 宅 兵 庫 県 芦 屋 市 浜 町12- 14 1lt飴0797 (22)  5949 

植 寿 雄野

株 式 会 社 寿 建 築 積 算 事 務 所 所 長

骨 542 大阪市南区東清水町48つるのすピル電話06 ( 244)  1561 

唖 犯8 自 宅 ・ 塀 市 大 美 野 5 - 9  1lt鱈0722 (37)  1162 
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株 式 会 社 竹 中 工 務 底

愚 541 大 阪 市 東 区 本 町 4 - 2  7 電 話06( 252) 1201

. 5 6 0 自宅 ・車 中 市 上 野 西 2 ー 12- 47 1電話06( 852) 3478

尾 亀 清 四 郎

株 式 会 社 三 晃 空 調 取 締 役 会 長

骨 530 大阪市北区西天満 3 丁目 13番20号 電 話 06 ( 363)  1371 

骨 573 自 宅 ・ 枚 方 市 岡 山 手 町 1 5 - 4 電 路0720( 41) 3427

大 井 弘 治 郎

株式会社大井建築設計事務所代表取締役

暦 550 大阪市西区京町姻 1 丁目 1 0 - 8 福岡ピル

電 話06( 444) 4521- 2

唖 562 自 宅 箕 面 市 首 楽 荘 4 丁目 4 ー 11 電 話0727 (21)  4113 

大 槻 秋園

日本電設工業株式会社大阪支庖 常務取締役支底長

暑 531 大 阪 市 大 淀 区 豊 崎 3 丁 目 17- 15 電 話06( 372) 3531

唇 658 神 戸 市 東 灘 区 西 岡 本 6 - 5 - 2 3 電 話078( 411) 1673

大 孝夫西

株 式 会 社 日 建 設 計 支23J 寝袋

署 541 大 阪 市 東 区 備 楓 2 丁 目 指 番 地 電 話06( 203) 2361

昭 和 59 年 元 旦 ( 50音順)

岡 橋 作 太 郎

事 659 自宅・芦屋市打出春日町156ー 1 電 話0797( 22) 4500 

岡 本 行
差

E ヨ

株 式 会 社 昭 和 設 計 代 表 取 締 役 社 長

串 550 大阪市西区新町 1 丁目 5 番 7 号 四 ツ 儲 ピ J レ

司u舌06 ( 532)  3421代

哩 659 自宅・芦屋市岩園町3 5 - 7 電 話0797 (31)  3201 

岡 山竹 雄

株 式 会 社 岡 山 設 計 代表取締役

，ω 4 京都市中京区烏丸通錦角 京 都 7 7 トクピル 7 F

電 話075( 255) 0537- 8

唖 612 自宅・京都市伏見区深草平田町18 電 鰭075( 641 ) 0536 

奥 紘 fT 村

奥 村 重 兵 衛 株 式 会 社 取 締 役 社 長

骨 530 大 阪 市 北 区 西 天 満5丁目 3番7号 電 話06( 312) 4131f¥:

. 6 2 0 自 宅 西 宮 市 南 郷 町 14 番 34号 電 話0798 (71) ∞11 

加 藤 忠 三 郎

株 式 会 社 平 田 タ イ ル 代 表 取 締 役 会 長

唖 550 大阪市西区阿波座 1 丁目 l 番 10号

電 話06( 日 2) 1231代

署 601 自宅・京都市南区東九条北烏丸町24電 脂075 (691)  1334 

数 井 美
手。

株 式 会 社 西 村 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

骨 652 神戸市兵庫区荒田町2丁目 1- 8 楠 六 パ レ ス ピ ル

電 話078 ( 521) O205- 0207 

唇 654 自宅・神戸市須磨区白川台 2 丁目 39- 13

電 話078( 792) 5862

兼
官

同
勇

有 限 会 社 兼 高 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

愚 590 幌市北花田口町3丁1需 15号 東 洋 ピ ル

電 話0722( 22) 1643

1648 

唇 590- 01 自宅. l f I . 市御池台 3 丁14ー I 電 話0722( 99) 2677



謹 賀

亀 井 晃
ごム

J ロ

量級生築土F Z AI 建 築 事 務 所 代表取締役

愚 542 本祉事務所・大阪市南区谷町7丁目 3番4- 203

新谷町第 3 ピル 2 F

電話06( 768) 1771代

唇 631 自宅・奈良市中町 1 帯地の 4 7  9 電路0742( 43) 1226

亀 夫田
-'ー
ノ、

株 式 会 社 噌 島 製 作 所 大 阪 営 業 所 所 長

・530 大阪市北区西天満 3 丁目 13番18号 島 犠 ピ ル

電信06( 364) 1951

!I!o560 自宅・豊中市刀恨山元町 8 - 1 2 電信06( 855) 5356

鎌 秀 男谷

修 成 建 設 専 門 学 校 理 事 長

書 555 大阪市西淀川区大和田5丁目 19- 30 電話06 ( 474) 1似 4

串 665 自宅 ・宝板市千穆 3 丁同 8 111' 23号 電 話0797(72)  1380 

柄 順 一 郎谷

株 式 会 社 柄 谷 工 務 底 取 締 役 社 長

愚 660 尼 崎 市 玄 番 南 之 町 4 電路 06( 411) 1451

愚 663 自宅・西宮市甲子園浦風町9 - 1 4 電信0798( 41) 07∞

E

E

E

-

-

-
-
E
E
-
-
-

E

E

E

，

 

岸 夫繁

株 式 会 社 川 岸 窯 業 商 底 代 表 取 締 役 社 長

骨 550 大阪市西区西本町 1 了El 13- 33 電話O喧( 532) 0461代

署 563 自宅・池岡市天神 1 丁目 10- 10 電話 0727( 61) 8598

E

E

E

・
E

a

E

・

E

・---

-

E

E

，

 

崎 敬

株 式 会 社 近 畿 建 設 代 表 取 締 役

唖 550 大 阪 市 西 区 江 之 子 島1丁目 2番2号 電 路06( 448) 5601

e 556 自宅大阪和腿区霞i帥 3丁目 9番3-407 電話06( 632) 7369

川 瀬 甲 子 雄

扶 桑 管 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

愚 616 京鶴市右京区太務相泉式部町12暑地 電話075( 861) 1157 

大阪支底電話06( 353) 0222 東京支信電: 503( 263) 0501

8565 自宅・吹回市 i' l l 望書台 6 - 7 - 2 電結06( 834)1734

新 年 昭和 59 年 元 豆 (50音順)

河 井 弘 ‘
、

，
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，
，
 

北 博
覚

繰 式 会 社 ジ ャ ス 代 表 取 締 役

株 式 会 社 河 弁 建 築 事 務 所 取 締 役 所 長 . 565 大阪府吹闇市古江台 6 丁目 3 番 1 号 健 康 の 森

暑 631 奈 良 市 登 美 ケ 丘 4 丁目 8 - 1 0  
電話06( 833) 6611代

電話0742( 45) 4378 ・( 43) 7507 骨 565 自宅・量中市新千里北町 1 ー 1 C5 - 2 0 9  

唾 631 奈 良 市 登 美 ケ 丘 4 丁目 8 ー 11 電信0742( 44) 81∞ 電緒的( 872) 6461

河 裾 和 夫 ‘
、

'

E

・
J，

，
 

氷

蛍 光 産 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

骨 531 大阪市大淀区本庄東1丁目 9番9号 電 信06( 371) 5146代

オヒ j畢
a  

玉呈

阪

大 信 印 刷 株 式 会 社 代 表 取 締 役

唖 531 大阪市大淀区大淀中 4 丁目 13ー11 ・2舌06 ( 451)  7631 

. 5 5 3 大 阪 市 福 島 区 福 島 6 丁目 20- 10 電 路06( 451)  5346 

島 勝 巴

常 務 取 締 役

高 砂 熱 学 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 底 大 阪 支 底 長

愚 530 大阪市北区芝田 1 丁目 4 番 8 号北阪急ピル

電億06 ( 372)  2511 

唇 561 自宅・豊中市城山町 1- 8- 1 曽線ロイヤJレハイツ 202号

電話06( お4) 0162

木 園 男

有 限 会 社 小 島 勝 巳 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

・541 大阪事務所・大阪市東区南本町 4 丁目 41番地

イヨピル 8 階 電 信06( 252) 80朗代

骨 103 東京事務所・東京都中央区日本稿本町 4 丁目 14番 地

山本ピル 7 階 電 信03( 661) 0768代

. 166 自宅 ー東京榔杉並区成田西 1 丁目 16ー17

電 信03( 315) 5435

正

西

本

小

橋

岬

畠
早

下

株 式 会 社 小

内 外 パ ー キ ン グ 施 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

事 550 大阪市西区京町場1丁目 8番5号 明 皐 ピ ル

1It1li 06( 441 ) 0477代

署 665 自宅・: i : ほ市逆瀬台6丁目 15番11号 電 話0797( 73) 3228

汲
i

 

E
-
-
-
-
-
-

E

-

E

，

 

圭 司

西 ;生

社 団 法 人 全 国 鍛 格 工 業 連 合 会 顧 問

大 阪 鉄 構 建 設 業 協 同 組 合 理 事 長

大 阪 鉄 精 建 設 業 協 同 組 合

愚 543 大阪市天玉寺区生玉前町 1，書21号小山ピル 電鱈06( 772) 0182

迎合会$ 務所

愚 103 東京都中央区京締2丁目 10番2号 第2ぬり彦ピル9 F

電話03( 564) 3711代

. 550 大阪市西区立売堀 1 丁目 1 2 - 1 6 電 信06( 532) 4051

‘
、

盲

目

目

』，
，
 

林

ご重三

J 同

株 式 会 社 新 住 宅 社 代 表 取 締 役

愚 530 大阪市北区中之島4丁目 3番25号 電 話06( 443) 6641代

署 545 自宅・大阪市阿倍野区北畠3丁目 1番7号 電 信06( 654)  0584 

取 締 役 会 長 小 林 四 郎

取 締 役 社 長 代 谷 正 元

太 陽 工 藤 工 事 株 式 会 社

事 553 大阪市梅島区福島7丁目22番8号 電 路06( 452) 1151大代

. 662 自 宅 西 宮 市 西 平 町 19 - 11 電 結0798( 74) 6621

・665 自宅・宝塚市仁川北 3 - 1 3 - 2 0 電 結0798( 52) 5971

林

マ ｾｂ

T守 志

株 式 会 社 小 林 得 志 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 所 長

唖 530 大阪市北区堂島2- 4- 17 藤 田 ピ ル 電 館06( 341) 5658代

. 662 自 宅 ・ 西 宮 市 丸 鷹 町 6 ー 16 電館0798( 66) お94

59 



謹 賀

河 内 就義

有限会社河内義就設計事務所代表取締役

骨 130 広島市中区上織町 2 番 43号 栗 原 広 島 ピ ル

電 話082( 228) 2211代

愚 139- 11 自宅 ・広島市安佐北区高崎町大字軍光台1- 231

電 話082( 842) 5330( 呼)

海恵 池 藤

株 式 会 社 鴻 池 組 代 表 取 締 役 社 長

唇 541 大阪市東区北久宝寺町 4 丁目 21番 地

ダイヤルイン電信06( 244) 35oo( 受付台)

膏 603 自宅・京郡市北区平野鳥居前町86 電 話015( 461) 1526

近 藤 徹

新 年

斉 藤 義園

株 式 会 社 斉 藤 工 業 所 代 表 取 締 役

骨 551 大阪市阿成区I官室 2 J TJ  6 1ff 5 号 電 招06( 661 ) 3325代

串 551 内宅 ー大阪市商成 J>{J ￥唱点 1 r 目21 1ff 3 月ー

電 話06 ( 652)  0208 

雑 賀 幸夫

株式会社大阪雑賀建築事務所代表取締役

愚 543 大阪市天王寺区上本町 8 丁目 3 番23号

電 話06( 112) 4426 ・4436

愚 513 自宅・枚j 宮市香里ケ丘7丁目 11- 16 電 話0120( 54) 0004

堺 徳
五

口

不 二 熱 学 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

骨 542 大阪市南区南船喝 2 丁目 1 番 I 号 電 話06( 261 ) 4321 西 日 本 建 設 業 保 証 株 式 会 社 取 締 役 社 長

愚 658 自宅 ー神戸市東灘区森北町 4 丁目 11番 10号

官軍総078( 451)  3361 唖 550 大阪市西区立光縮 2 丁目 1 番 Z 号 電 話06( 543) 2553

佐 々 木 森

株 式 会 社 佐 々 木 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

愚 550 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 3  - 2 2 電 話06( 443) 0615

愚 611 京 都 府 向 日 市 上 織 野 浄 徳11- 19 電 話075 (921 ) 0128 

佐 藤 康

大 鍛 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唇 532 大阪市淀川区宮原 4 丁目 4 番44 号

電 信06( 394) 1281大代表

愚 562 箕 面 市 箕 面 6 丁 目 9 需 36 号 電 話0727( 22) 3608

佐 野 正

株式会社安弁建築設計事務所代表取締役社長

愚 540 大阪市東区島町 2 丁目 7 番 地 電 話06( 943) 1371代

骨 662 自 宅 西 宮 市 雲 井 町 4 の 9 1電話0798( 12) 1569 

佐 春
士

口野

森 弁 電 業 株 式 会 社 員 表 者 締 袋

署 530 大阪市北区中之島4丁目 3番 28号 三 井 ピ ル 別 館

電 話06( 443) 8381代

電 話06( 441) 0502直 通

愚 661 自宅・尼崎市東周回町3γ 目85番 地 電 結06( 491) 9402
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唖

骨

四 方 靖 良B

ご'J.t:.

J 、，
，、 幸雄谷

渋 谷 金 属 産 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

骨 542 大 阪 市 南 区 島 之 内 昌 一 12- 21 電 話06( 2J l ) 7333代

替 581 自 宅 八 尾 市 二 俣 2 5 2 ー 7 電 話0129( 22) 86判

名 誉 正 会 員

白 石 登 喜 男

株 式 会 社 藤 木 工 務 底 常 務 理 事

事 540 大 阪 市 東 区 両 符 町 1 丁目 13番 地 電 話06( 944) 1468 

愚 558 自宅・大阪市住吉区鍋江 1ー 1- 39 電 話06( 671 ) 3792 

城 庸 平口

株 式 会 社 大 阪 城 口 研 究 所 取 締 役 社 長

唇 530 大 阪 市 北 区 角 田 町 2 llI' 15 号 電 結06( 372) 1151代

須 賀 寿氏

須 賀 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

愚 550 本庖 大阪市西区土佐繍 l 丁目 2 番30号

電 話06( 441) 5111

唇 105 本 社 東京初港区新編 6 丁目 17番19号

電 話03( 434)  1111 

須 賀 好

出

回

国

近 畿 大 学 理 工 学 部 建 築 学 科 助 教 授

唇 577 東 大 阪 市 小 若 江 3 - 4  - 1  電 話06( 121 ) 2332 

内 線271

骨 577 n 宅 ー東大阪市小阪 3 - ｾ＠ - 6911  

官官，m06( 789) 8114 

菅 健谷
I目

ノし

大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

愚 550 大阪市西区江戸堀 1 丁目 9 1lI' 25号 電 お06 ( 441)  8231 

哩 158 円宅ー4 t 京郎世田谷区等々力 6 了日 24 1l1'・ 6 吟

電. ! I; 03 ( 701)  3535 

杉 浦 敏 良B

四方設計工務株式会社 三 機 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 聖 書 室

一級建築士事務所代表取締役社長

骨 612 京郎市伏見区深幕開嵐敷町32- 2 電 話015( 642) 9516 署 541 大阪市東区北浜 2 - 2 2 電 話06( 202) 3051代3011代

串 612 自宅・京都1市伏見区深草関屋敷町3 2 - 2  愚 560 盟中市岡町南 1 ー 1 - 7 電 話06 ( 855)  5995 



謹 賀

鈴 木 仙 吉 郎

常務取締役

京 海 興 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 支 底 長

530 大阪市北区堂島浜 2 - 2 - 8 J I t 洋紡ピル

電 話06( 348) 5611代

田 中 優

株式会社ユソニアン一級建築設計事務所代表取締役

530 大阪市北区東天満 2 丁目 1 111' 26号 領 山 ピ ル

電 話06( 354 ) 2781- 4 

536 大阪市城東区成育 4 丁目 20111' 2 号 電 締06( 931 ) 8857 

田 村
盲

株 式 会 社 竹 中 工 務 庖 常 務 取 締 役

愚 541 大 阪 市 点 区 本 町 4 - 27 1It U; 06( 252)  1  201 

e 6 6 3 丙 宮 市 浜 甲 子 園 2 丁目 5 ー 19 電 話0798( 41) 43∞

取締役社長 高 橋 慶 夫

鞠 取 締 役 上 田 宏 二

株式会社 高 橋 上 回 設 計 事 務 所

事 550 本社・大阪市西区新町 1 - 4 - 2 1 大事ピル

電 話06( 533) 0971- 3

愚 110 東 京 支 所 東 京 郎 台 東 反 上 野 5 - 3 ー 7

- g 代ピル3 F 電 話03( 831) 6108

橘 泰
ごム

J 口

東 邦 パ ー ラ イ ト 株 式 会 社 取 締 役 社 長

哩 540 .k阪市車民権ノ宮中央H I'I 7俳 l s n 電 話06( 941) 9445- 9

哩 590- 01 fl 宅・幌市若位台3 ] ' 261制 η 電 話0722( 91) 2267 

ーι ー

ムL 田
ご; 主

J 同

有限会社 柳 々 堂 ( 健 策 ¥'J. 門聖書庖)

新 年 昭 和 59 年 元 旦 ( 50音}I民)

名誉正会員

玉 置 豊 次 郎

制 大 阪 住 宅 セ ン タ 一 理 事 長

大 阪 工 業 大 学 名誉教綬

530 大阪市北f i { 中之島3 - 2 - 1 8 住友中之島ピル

電 話06( 447) 0615- 6

串 557 自宅・大阪市西成I司天神森ト19- 15 電 話06 ( 661) 7680 

知 義 夫

イ専 馬 正 明

見

ム ツ ミ 産 業 株 式 会 社 代表取締役

哩 550 大阪市両院靭本町 1 r 日171l1' 15号

官E結 06( 441) 0378大代

串 558 (1'1: . 大阪市住吉医長桝l I ! : 3  f f 114 111' 22- 515  

.1li06( 699) 5326 

名誉会長ー名楼i E 会n

東 畑 謙

春 日 設 備 工 業 株 式 会 社 取締役会長 株 式 会 社 東 畑 建 築 併 務 所 取 締 役 会 長

骨 601 h( / i I ! 市南区西九条伊円町4811H也電，1孟075( 671) 5377代 唖 541 大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 ー 19 電，1/; 06( 202) 0391

串 601 r I 宅. Ｉ［ＨＯ［ｦｓＮ ｬ￯ｬｾￎ 区丙九条春日町 ＴＸ 電 話075( 691) 3860 唖 658 I i 宅 神1-; 市東根区住吉山科←35 1世話078( 851 ) 5043 

津 村 芳

名 誉 会 長

塚 本 次
ｾｅＳ＠

T守 益田 男5孟

株 式 会 社 円 建 設 計 最 高 顧 問

541 大阪r / i l l ! : [ >{ 償制 2 r  11 38l f i l 也 電 話06( 203) 2361

愚 665 (1宅・宝塚市清荒神 2 - 6  - 2 7  1電話0797( 87) 1940 

版画 Recl i ni ng Woman ]] 1980/81 

辻
量豊

.!i%.. 

f尋 田 電 気 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 ω 1 京都市南区東九条河辺町21 11¥'地 電 脱075( 661) 2727

愚 印6 n 宅 京都市左京区北( l J l IJ I t 伊織町10111' 1也の 3

1It J孟075( 722) 3231

宮

田家 宏 泰

本

株式会社ツジモトユタカ設計事務所代表取締役

株 式 会 社 宮 家 建 築 事 務 所 代表取締役

，ω 4  J;( 郎市中京1>( 抑小路通点洞院内入ル

電お075( 231 ) 6357代

骨 603 自宅・ Jif / i 6市北l亮平野八 r 柳 町68ー l ー 704 ｾｽ＠

電 話075( 463) ∞50

同
昌岡 久 男

株 式 会 社 吉 田 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

串 550 大阪市西[ ) ( 北細江 2 丁目 3 需 3 号 電 話06( 538) 2991

骨 577 u ' lS. } 巨 大 阪 市 荒 本 北 30 電 話06( 744) 2976 

内 克藤 正

株式会社内線建築設 Jr 事 務 所 代 JA取締役所長

串 550 大 阪 市 西 区 京 町 線 1 ー 1 2 - 3  電 話06( 443) 0167- 8 "!'>640 利 :1" 山市庶民側f '1' の r 1 2 - 3  '11!，180734( 26) 2030代 骨 675. 13 兵胤県小野市上本町240 小野ピル 電話07946 ( 2) 4757代

常 業 所 鴻 池 ピ Jレ ? 宮脇06( 251) 8233 唖 640 ( 1 宅・制欣山市収録闘T'I' のf J 2- 3屯 J吊0734( 26) 2030代 署 675 13 自主回兵雌県小野市久保本町10臼1It. 1l i 07946( 2) 4688

- ' -

J L  野 良B

株 式 会 社 ユ ニ オ ン 代表取締役社長

唇 550 大阪市西区南堀江 2 丁目 13需22号

電 話06( 532) 3731- 8

オリエンタルメタル製造株式会社 代表取締役社長

暦 660 尼 崎 市 昭 和 市 通 3 丁目 26番 地 電 話06( 412) 5131代

署 ＳＳＰ 自宅ー崎玉県大宮市高 ｾＮｔＳ 丁目 ＵＸ 番地

電 話 倒86( 41) 0204

内 薫 男藤

社団法人日本建築積算協会関西支部支部長

542 大阪市南医鰻谷中之町62111' 1也 市 川 ピ ル 2 F

電 話06 ( 245)  6645 

618 自宅 大阪府 三島1 l I l 島本町広瀬 4 丁目 11許 3 号

Z孟075( 961 ) 5092 

61 



謹 賀

中 英原 雄

株 式 会 社 創 美 設 計 代 表 取 締 役

事 530 大阪市北区末広町 3 番21号 星 和 地 所 扇 町 ピ ル6階

電 話06( 312) 3587代

唖 659 自宅・芦屋市打出小錦町 1 番 地405

氷 井 城賢

株 式 会 社 久 米 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

愚 106 東京都港区西麻布 1丁目 13番11号 電 話03 ( 403)  0251大代

事 251 自宅・藤沢市鵠沼海岸2丁目 8の26 電 話0466 (36)  7706 

長 ;畢 孝行

日本住宅パネル工業協同組合大阪支所支所長

愚 530 大阪市北区西天満 5 丁目 6 番 10号 寓 閏 町 パ ー ク ピ ル

電 話06( 313) 3321

唖 598 自宅・大阪府泉佐野市佐野台20- 52 11H舌072M63) 1260 

野 村 文 英

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 541 大阪市東区湖周締 2 丁目 9 番 地 電話06( 202) 4791代

橋 晃 芳本

株 式 会 社 鴻 池 組 専 務 取 締 役

骨 541 大阪市東区北久宝寺町4丁目 27番 地 電 話06( 244) 3545

串 659 自 宅 ・ 戸 屡 市 精 道 町 4 - 1  電 話0797( 31) 6766

長 谷 部 利 夫

代表取締役

株式会社長谷部建築設計事務所社 長

唖 460 名 古 屋 市 中 区 錦 3 丁目 2 番 4 号 電 話052( 951) 8391

・1&460 自 宅 名 古 屋 市 中 区 新 栄 3 丁目 1 番 1 号

新栄町ハイツ 1201 号 電 路052( 261 ) 3646 

名 誉 正 会 員

浜 口 幹 三 郎

株 式 会 社 浅 沼 組 長 査 役

骨 543 大阪市天王寺区東; ! ! i i ' 1 l 町 12番 6 号 電 話06 ( 768)  5222 

愚 631 自宅・奈良市 二名町南賛美ケ丘3336ー 7

電 話0742 (43)  1091 

62 
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林 唯 夫 平 城 勧

株 式 会 社 昭 和 設 計 代 表 取 締 役 副 社 長

骨 550 大阪市西区新町 1 丁目 5 番 7 号 四ツ縫ピル

旬結06 ( 532)  3421 

骨 565 自宅・吹田市青山古 3 丁目 41- 11 電 話06( 872) 36ω 

林 ) ¥ 良B

唯

長

↓

附

帯

主

n

w

N

取

支

四

回

務

阪

叫

炉

常

大

附

伽

社

蜘

電

k

k

a

a

宅

配

時

ト

大

相

叫

↓

ム
工

日

4

A

d

，

ョ

4

4

-

-

a

t

A

m

悦

1

島

山

日

加

中

朝

岬

崎

市

社

制

到

ム

E

市

ペ

式

阪

宅

最

大

白。
，
u

p

b

q

a

p

。

5

6

 

愚

母

会 長

福 朝 生昭 田

株 式 会 社 双 星 設 計 代 表 取 締 役 社 長

唇 530 大阪市北区茶屋町18- 21 盟主崎ピル電話06( 373) 2281

愚 663 自宅 ー西宮市甲子園砂田町2番8号 電 話0798 (48)  0989 

福 氷 薫

菱 和 調 温 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 底 雲 注 2

串 530 大 阪 市 北 区 天 満 2 丁目 7 番 3 号 電 話06 ( 352)  4881 

哩 663 自 宅 ・ 西 宮 市 高 木 東 町19需 14号 電 話0798俗的 0324

原 精

株式会社建設技術センター 取締役社長

骨 532 大阪市淀川区西中島 5 丁目 7 番 17- 602号

ヴイ y プ 第2新 大 阪 電 話06( 304) 1148代

署 542 自宅・大阪市南区南船地 4 丁目 7 - 3

電 路06( 251) 3102

藤 井 稔

甲 南 建 設 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

愚 532 大阪市淀川区十三本町2丁目 4番 28号 電 話06( 308) 1551 

愚 662 自 宅 西 宮 市 名 次 町 12 111' 9 月ー 電 話0798 (72)  1504 

2表取締2原 田 重 信

2表取締2原 田 孝 太 郎

原 因 セ メ ン ト 化 工 株 式 会 社

大 統 商 事 K K . 泉 州 生 コ ン 工 業 K K

.a554 大阪市此花区西九条4丁目 3 - 3 4 電 話06( 465)1212代

哩 661 自宅・尼崎市塚口町 3 丁目 4 1 - 8 電 3806( 421 ) 4518 

イ半 郎

阪 神 不 動 産 株 式 会 社 専 務 取 締 役

愚 530 大 阪 市 北 区 縛 回 2 丁目 2 番25号 電 話06( 346) 1173 

藤 銭

株式会社西原衛生工業所大阪1; 5 代表取締役社長

骨 531 大阪市大淀区中 i: l t 六丁目 8 番 4 号電話06 (458)  3531代

. 5 6 3 自宅ー池回市右縫 3 - 1 1ー 14 電 話0727 ( 61) 8652 

木

株 式 会 社 藤 木 工 務 底 取 締 役 社 長

唇 540 大阪市東区両替町 1 丁目 13番 地 電 話06( 944) 1468代

淵 保 夫上

常務取締役

三 井 プ レ コ ン 株 式 会 社 大 阪 支 底 支 底 長

事 530 大阪市北区中之島 3丁目 4番 18号 三 井 ピ ル2号 館

電 結06( 判 4) 4231代

愚 595 自宅・大阪府泉大海市虫取51- 1 楠 木 団 地2- 311

細 松 雄野

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 芸 務 伊 安

署 550 大阪市西区南堀江 1 丁目 19番 8 号 電 話06( 541) 1922

愚 631 奈良市二名町市登美ケ丘3336- 27 電 信0742( 45) 6233



謹 賀

堀 冗 也

神 戸 材 料 株 式 会 社 代 表 取 締 役

_ 651 神戸市中央区熊内町 2 丁目 H 昏37号

電話078( 222) 2251

署 657 臼宅・神戸市灘区篠原北町 2 丁目 1 番 9 号

電話07制882) 0755

堀 内 史 良B

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 取 締 役 支 庖 長

唖 530 大阪市北区西天満3丁目6番14号 電 話06( 364) “ 61代

串 573 自宅・大阪府枚方市朝日丘町12- 18電話0720( 41) 5396

日リ 敏 男田

財団法人 日 本 建 築 総 合 試 験 所 理 事 長

骨 565 本所 大阪府耽田市藤白台 5 丁臼 125暑地

電 結06( 872) 0391 

_ 531 大淀分室・大阪市大淀区長柄西 2 丁目 1 11¥' 18丹

電 信06( 351) 7217 

骨 592 塀分室・大阪府塀市浜寺石湖町丙 2 T 1 11' 34 号

電 結0722( 44) 3912

唇 612 Ji(/i1S分m- ・京郷市伏見区中島前山町24 陸地の 2

電話075( 622) 0713

骨 675- 01 加古川分室・加古川市別府町新野辺宇畑下 1311- 3

電 時0794 ( 35) 5811 

前 田 平 一 郎

ゼ ネ ラ ル 事 務 機 株 式 会 社 社 長

ＵＵＰ 大阪市西区靭本町 Ｓ 丁目 Ｒ 番 Ｗ 号第 Ｑ 繍 ｊｾ ピ ｊ レ

1It J l i 06( 441) 1462{¥;  

e 5 6 0 内宅・豊中市上野東 1 丁目 16- 21 電話06( 849) 5764

松 恒 彦田

株 式 会 社 A R T建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 所 長

唖 530 大阪市北区東天満 2 丁目 3 - 1 0 田中ピル

電 I l i 06( 357) 5351代

唖 546 大阪市東住吉区西今川 2 了 8 ー 7 電話06( 702) 6738

松 村 雄

株 式 会 社 松 村 組 取 締 役 会 長

串 530 大 阪 市 北 区 天 満 2 丁目 1 昏 3 号 電 話06( 353) 1131

名常正会員

松 本 与 作

第 一 生 命 保 険 相 互 会 社 顧 問 技 師

号 1∞東京都千代田区有議町 1 - 1 3ー 1 電話03( 216) 1211 

e 145 自主・東京郎大悶区国間調布3- 17- 3 電源03 ( 721 ) 4723 

株 式 会 社 地 域 計 画 ・ 建 築 研 究 所 代 表 取 締 役 所 長

骨 6∞京官官市下京区四条通高倉西入ル立売西町82暑地

大和銀行京郎ピル 電 話075( 221) 5132代

代 表 取 締 役
唖 540 大阪市東区石町1丁目 I番地天満崎千代田ピル2号館 サ ン エ ス 石 膏 株 式 会 社

電話06( 942) 5732 社 長

愚 460 名古屋市中区丸の内 3 丁目 18需 30号ツポウチピル 唖 530 大阪市北! 買堂島2丁目 4 ｾＱＷ＠ f } 雌悶ピル本館

電話052( 962) 1224 旬 結06 ( 344)  6526- 9 

哩 612 自宅 J;r/;s rn伏見I電桃山市大島町95- 45 唖 565 内宅・吹田市千里山西3 了伺 7 待s n 電 話06 ( 384)  1002 

，lIi 075( 601) 3962 

新 年 昭 和 59 年 元 旦 ( 50音順)

松 本 重 太 郎

松 本 金 物 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 建 築 金 物 卸 商 協 同 組 合 理 事 長

骨 543 大阪市天王寺区四天王寺 1 丁目 5 11¥' 47号

電話06( 774) 22∞

受付案内台

暦 542 組合事務所・大阪市南区島之内 1 丁目 22需20 i }

大和ピル本館 5 階 602号室 電話06( 245) 3187

谷 義

鍔222 道 回 泰 治 郎

取 締 役 社 長 道 回 泰 平

株 式 会 社 道 田 工 務 庖

愚 660- 01 川西市向陽台 3 丁目 6 砕地の216

電 話0727( 93) 3456代

署 660- 01 自 宅 川 西 市 向 陽 台 3 r l=l 6  11¥' 地の216

官軍結0727( 93) 3456代

村 石 全

由

I U ;、

株 式 会 社 三 谷 設 計 代 表 取 締 役

唇 694 島恨県大田市久手町i直線西777の l

電話08548( 2) 8121代

e694 自宅・島徹県大田市久手町法被西225の 2

電話08548( 5) 832ゆ

輪 泰 司

浪 速 合 板 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

居 556 大阪市浪速区幸町2丁目 5番3号 電 話06( 568) 3671

骨 659 自宅・芦屋市岩園町25番目号 電話0797 ( 34) ω35 

村 上 良R

薬 袋 公 明

村 秀 夫

株 式 会 社 日 建 設 計 取 締 役 社 長

哩 ＵＴＱ 大阪市東区被堀 Ｒ 丁目 ＳＸｾ 陸地電話 ＰＶＨＲＰＳＩＲＳＶＱ

水 義 雄

上

新 日 本 製 織 株 式 会 社 大 阪 営 業 所 部 長

唖 530 大阪市北区中之島3丁目 2番4号 朝 口 新 聞 ピ ル12F

電話06( 202) 2201

畢 666- 01 自宅・兵庫県川西市清和台西 1 r 日 6 - 2 3  

電 話0727( 9め0438

名智正会員

村 藤野 吾

間

株 式 会 社 水 間 組 代 表 取 締 役 社 長

暗 534 大阪市術品[ > r ! l l 野旧町 1 T I'l 1 待 4 乃

l l i06 ( 352)  3121代

署 538 内宅・大阪市鶴見区今山市4- 10- 15 電路06 ( 961)  0785 

村 野 ， 森 建 築 事 務 所

545 大阪市阿倍野区阿倍野筋2 - 3 - 8 電 話 06( 624 )  0926 

665 白宅・主主縁市清荒神 2 丁目 18- 27 電 源0797( 86) 2559

......... 

主 山谷 水

室 谷 商 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

骨 650 神戸市中央区北長狭通 4 丁目 2 - 4 英和ピル

電 信078( 331) 0881

骨 650 自宅 ー神戸市中央区山本通 4 丁目 17- 17

E首078( 221) 5050 

両 角 保

専 務 取 締 役

浦 安 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 長

130 本社・東京都島国区錦糸2丁目 8ー 7 需 給03( 624) 2441

e 5 3 0 大阪支庖・大阪市北区天満2丁目 3 - 5

電話06( 351 ) 7502 代

63 



謹 賀

森

、.... 田.

、C I

J 守巴

三 和 電 気 土 木 工 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

骨 530 大阪市北区南森町1丁目 4帯 19号 官置結06( 361) 6451代

署 596 自宅 ・大阪府岸和田市別所町2丁目 3番5 号

官官，150724( 22) 7710

森
由

I u，'、

村 里 子， 森 建 築 事 務 所

署 545 大阪市阿倍野区阿倍野筋2 - 3 - 8 電 話 06( 624) ω26

骨 665 自宅・宝塚市武庫山 1丁目 1 0 - 8 電 話0797( 72) 4461
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特 集 ・

21 世 紀 へ の 関 西

- 魅力あるまちづくりを問う

口 座 談 会 ・21世 紀 へ の 関 西 一 魅 力 あ る ま ち づ く り を 問 う 一

口 ア ン ケ ー ト ・ 関 西 の21世 紀 へ 向 け て の プ ロ ジ ェ ク ト と ま ち づ く り を 考 え る

口 資 料 ・21世 紀 を め ざ す 関 西 の プ ロ ジ ェ ク ト 24例 紹 介

西 暦2000年 ( 昭 和75年 ) ま で 、 あ と 16年。

速 い 未 来 で あ っ た 21世紀が近い未来になってきた。

これまでの都市と社会をめぐる変化や、

21世 紀 へ 向 け て の 計 画 が 、 盛 ん に 議 論 さ れ る よ う に な っ た 。

戦後、日本経済発展の原動力だった大都市闘はいずれも、

技 術 革 新 の 波 、 人 口 の 伸 び 率 の 低 下 、 過 密 、 公 害 と い っ た 都 市 衰 退 化 現 象 の 中 で 、

再生の道を模索している。

「アーバン・

ル ネ サ ン ス J ( 都市復興) ということがきけばれるのもこうした背長を物語っている。

都市再生のために各方面から多くの提言がなされているが、

来 た る べ き 超 工 業 社 会 、 高 齢 化 社 会 、

国 際 ・情 報 化 社 会 へ 向 け て 、 今 や 社 会 的 な コ ンセンサスを新しくっくり 出すべ 〈 、 自

然 や 歴 史 環 境 等 の 風 土 、 文 化 へ の 価 値 観 、 意 味 の 再 確 認 を は じ め 、 新 し い 都 市 の ア メ ニ

テ イ の 創 出 や 、 新 し い 都 市 の 魅 力 づ く り の 原 点 を 探 る べ き 時 期 が 来 て い る よ う で あ る 。

そ し て 部 分 的 で は あ る が 、 碓 笑 に 都 市 の 表 情 は 変 わ り 始 め て い る の で は な い だ ろ う か 。

より人間的で緑と

ゆ と り あ る 生 活 空 間 を 保 持 、 創 出 し て い こ う と す る 笑 践 例 等 が 各 所 で 現 れ 始 め て い る 。

本 特 集 は 、 メ ガ ロ ポ リ ス と 呼 ば れ る

一つの巨大な都市にまで膨張し、多くの都市 問 題 に 悩 む よ う に な った三大都市圏の中で、

とりわけ長い歴史的伝統と多様な文化的背景をもち、それぞれに特色をもっ、

京都、大阪、神戸という三都市を核とする関西圏について、

来たるべき 21世紀に向けて、

ど の よ う な ビ ジ ョ ン の も と で 、 都 市 の 再 生 と 活 力 の 浮 揚 を 図 ろ う と し て い る の か 、

射 程 距 離 に 入 っ た 西 暦2000年に向けての、

各地域のまちづくりのプロジェクトを紹介しながら、 21世 紀 へ の 関 西 に 向 け て 、 魅 力 あ

るまちづくりをいかに具現化していくかを探り、その展望を試みようとするものである。

いわば孫子の代につなぐロマンへの序曲でもある。( 編集幹事/ 問中直人)
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座 談 会

21世 紀 へ の 関 西- 魅力あるまちづくりを問う

出 席 者

赤 羽 徳 雄 ( 朝 日 新 聞記者)

仙 石 泰輔 ( 大 阪 市 総 合 計 画 局企 画 課長 )

端 信 行 ( 国 立 民 族 学博 物 館 助 教 授 )

吉 田あこ ( 内 藤 建築 事務 所 社長 室 主任 研 究員)

司 会

鳴 海 邦 碩 ( 大 阪 大学 助 教 授 )

鳴海(司会) まず私の方から簡単に今日の出席者のご紹介をしたい

と思います。吉田さんと私と、建築の側からの人間が二人おります。

「建築と社会J ですから、あとの三人は、社会H というわけでもご

ざいませんが( 笑) 。端さんは良博でアフリカのご研究をや ってら っ

しゃいます。民族学には広い視野が必要といわれますが、そうした

経験をふまえて現代の日本の社会を考えるうえにおいてもずいぶん

活躍されておられます。広い視野からのコメント、ご意見がいただ

けるんじゃないかと思Lいます。

仙石さんは大阪市のほうで、たしか土木のご出身だと伺 ってますが、

大阪にこだわらず 、広い視野でお話しを願えそうだということで、

お願いしたわけでございます。

赤羽さんは朝日新聞の記者です。社会の代表というとや っぱりジ ャ

ーナリストというのがあげられるわけで、赤羽さんはとくに近畿の

三つの都市とかそういうものに非常にご関心があるということで、

社の方からご紹介していただいたわけです。

それではまず吉田さんのほうから、今度のこうい った企画に対して、

最初の印象、コメントを簡単に ・

加 齢 住 宅の概 念 導 入

吉田 京都大学の西山州三先生のもとで婦人問題のほうで一生懸命

やっておりましたが、その折、婦人建築家の小さな集まりをつくり

ました 。

国際婦人建築家協会の創立20周年がフランスであり、日本の代表団

長として私が参りましたが、驚いたことに、 パ リの市長さんの横に

座らされましてフラ ッシュを浴びたわけです。その原因が、耳元で

割れるばかりのフランス語でや っとわか ったのですけれども、その

婦人建築家の組織というのは国際組織では 20周年になるけれども、

その20周年をつくろうとい ったときに駆けつけてくれた日本ではす

でに婦人建築家の組織をも っていたのだ、というふうにお っしゃ っ

てくださ って、思わぬところで昔学生時代にまいた種が地球の裏側

でこの〉うに評価 されてたのかと思 って、首を縮めてまい ったわけ

なんです。そういうようなことで、女性建築家が非常に少なかった
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時代から皆様とご一緒に何とか過ごしつつ少しずつふくらましてき

たというふうなことで、女性問題もしゃべろうと思います。

大学院では、保育所とか幼稚園とか子供のほうの施設の研究をや っ

ておりました 。女性が社会に出るためにはやはり子供をいかにちゃ

んと育てるかということが非常に大事なことであ って、子供は社会

の子供であるから、それをどのように受けとめればいいか、という

ふうなことを考えたわけでございます。

学校を出ましてからいろいろ一般的な設計と研究をしてたんですけ

れども、このところは障害者のことをや っております。国立のリハ

ビリテーションなどを設計したりいたしておりますけれど、ごく最

近は大阪府・の身障住宅を " 7 イ ( M AI ) ハウスグというキャ ッチフ

レーズても ってある理念をお出しいたしましたり、去年は老人用に

住宅をどうしたらいいかというお話を伺いまして、その折、加齢住

宅という概念を導入して指針をつく ったわけでございます。ただい

まは、大阪府の既存住宅に障害者の手帳を持 った方が 3 ，000人も住

んでいら っしゃることがわかったわけで、この既存の住宅をも障害

者の人が住みやすくするには最低何 をして差し上げたらよいかとい

う指針をつくるのが目下の課題というわけでございます 。

生活者にとって の集 積 効 果

鳴海 端さん、お願いします。

端 文化施設はもちろんそうなんですけれど 、私どもの横に美術館

があ って、いま児童文学館をつく っておりますけれども、ああして

一つひとつ出来上がっていくことによるあの部分だけの集積効果と

いうのは、目に見えて大きくな ってくるように私自身は思 っており

ます。何事につけいろんな要素をも ったものが集積されるとい 7 こ

との定、味合いという問題は、いろんなプロジェクトが出てくるとき

に、相当重要にな ってくるんじゃないか ・・、というのが私、民博

をや っておりまして一番大きい印象ですね。都市というものは、お

そらくそういういろんなやつが集積効果を持 ってるというふうに思

うのですけれども、現実に生活者として見ると、大阪ぐらいのサイ

ズにな ってくると 、なかなか集積効果という部分を生活者として笑



感できるのはきわめて限られた場所でしかない。だからある施設に

何十億投入されたという話があ っても、生活者にとって一般的な意

味で、それがどれぐらい効果があるものかということを考えたとき

に、その横に何があるかといっ組み合わせ、あるいは集積効果とい

うものが、きわめて深い意味合いをもって迫ってくるんだろうと思

います。

それともう一つそれにかかわる問題として、私ヨーロ ッパの都市な

んかを見にいっていろいろ思つんですけれども、少なくとも都市的

な空間における公と私というんですか、あるいは建築で考えれば公

建築と私建築という、その公と私というものの組み合わせが、日本

て' はやっぱりきわめて日本的特色の中に取り巻かれている。おそら

くそしてそれが地面の所有という問題ともからんで、公と私という

ものについての将来像をうまく設計しないと、この将来の都市づく

りという問題もいろんなネックになるんじゃないかなということを

常々考える機会が多いんです。

ほんとの都市の日寺代へ

鳴海 それでは仙石さんお願いします。

仙石 私が大阪市へ入 った 昭和30年代後半から日本は高度成長期へ

入り、都市部へ人口がどんどん集中し工業力が上がってきたという

時代でございまして、仕事は主として道路、交通、再開発など、都

市のインフラストラクチュア整備に四苦八苦してきたということで

す。当時はそれの締めくくりのようなかたちとして 1970年の万博が

あったわけですが、こうした流れに対しまして 70年代には、環境面

からのフィードパック系が強烈に働いてきて、大阪市においても大

気をはじめとする環境対策や交通事故などの安全対策がその後の重

点的な課題になりました 。そして住宅あるいは住環境整備、それか

ら交通につきましても総合交通体系の確立という仕事が進められて

いる状況です。

こうした都市の骨格となるインフラに肉づけをする卒業、すなわち

サービス水準全体を上げてくる事業とい うのは 、これは都市が工業

化社会として成長期から成熟期に 至る手当てということができます。

一方、現在日進月歩の状態にある情報通信技術の発達を考えると、

21世紀には都市はおそらく新たな情報化社会あるいは情報社会とい

一一私は土木工学の出身でござい

ます。学生時代に都市計画に興味

をもったわけですが、突のところ

は工学部というところは専門分野

が非常に狭〈しぼられてまして

( 笑) 、どうも幸4にはなじまない。

いろいろ快索しているうちに一番

非科学的な妥紫をもっている都市

計画という分野にたどりついたと

いうわけです。幸い、多くの友達

に Ａｬｾ まれたこともあって、建築や

造園の友人とグループをつくり研

究会を闘いたり、文科の iili 中をつ

かまえてくるとい った形で、若い

ころに総合性ということに問題意

識をも ったように思います。いず

れにしてもまちづくりという問題

カf テー7 だったものですから、そ

の笑践ということで大阪市へ入り、

仙石泰輔 氏 いまに至っている次第です。

いますか、そういった時代に入ってくるだろう。しかし 、現時点で

世界を見まわしてみても、情報化の進展に対して都市構造を変革す

るような大きな試みというのは見られないようにみえる。同じスタ

ートラインに立って模索している状況で、情報化に対しては、まさ

にお手本のない時代に入ってきた。

これに対してわれわれまちづくり側というのは何を基盤としてつく

るべきか。何と申しましても行政のまちづくりというのは、市民あ

るいは企業の活動そのものを規定するものではないんで、自由に活

動していただくような場やシステムをつくることといえます。

鳴海 赤羽さんお願いします。

赤羽 ぽくらはいろんな計画に対してそれが持っている光の部分、

あるいは影の部分、まあみなさんから見れば意地悪〈と見えるかも

しれませんが、いろんな角度から見てそれを論じてる立場なもので

すから、そういう観点からきょういくつかの提言ができたらと思っ

ております。

鳴海 簡単にコメントをいただいたところで、まず私の方から、一

般的な話になるかもしれませんが、いまの状況をどういうふうにと

らえたらいいだろうかということを一つの問題提起ということで話

させていただきます。

私も行政にしばらくおりまして、そのときに決定されることが非常

に重要なことであっても、必ずしも自信をもって未来を見通して決

定されてるわけじゃないという、そういうことを行二政にいた当時か

ら笑感しているわけですが、それにせよ、われわれが生きている限

りまちをつくっていくといいますか、少しずつでもいいからレベル

ア ップ させていきたいという、そういうことが常に要求されている

んじゃないかと思うわけです。

戦後を振り返ってみると、まず第一にいえるのはとくに昭和35年ぐ

らいからなんですが、日本の者11市化が非常に急激に進んだというこ

とです。これは世界的な視野で見ても非常に特異な現象であったわ

けです。これと併行してたとえば新幹線であるとか名神高速道路で

あるとか、あるいは香里団地や千里ニュータウンといった大規模な

住宅開発であるとか、あるいは万博、そういった先導的な大規模な

プ ロジェクトがこの時代に目白 押しに並んでレいるわけであります。

そういうプロジェクトがこの都市化の背景にあったわけなんですけ

れども、一方で、歴史の中でかつてない人口が密集した地域を非常

に広大な規模でつくり出したという事実があるわけです。

つぎは経済のことです。 最近、発展途上国の追い上げなどがあ って

経済の成長がだんだん安定といいますか、下火になってきたとか、

そういったことがよく言われます。 そういった状況で、これからの

経済なり産業なりがどう変わっていくだろうかということがありま

す。 もちろんこれは都市のあり方に大きくかかわってくるわけです

けれども、一方で新しい三次産業といいますか、サービス産業とい

いますか、そういったものがたくさん生まれることが期待されてい

ます。塾の産業化も一つのヒントかもわかりません。これからの都

市ではサービス的な産業であるとかそういうものがどんどん広いネ

ッ トワークを張っていくのではないだろうかと考えられているわけ

です。

それからこれもよく言われることですけれども、子供の少ない時代

と高齢化の社会とに同時にさしかかっているわけです。そういった

問題が先ほどの加齢住宅であるとか、あるいは福祉の問題だとか、

そういったことにつながるのですが、かつてなかった局面を迎える

可能性が非常に強いわけです。

もう一つ、情報化ということがあります。新しい情報機器の開発が

進んで、それが者11市的なネットワークを持つようになりつつあるわ
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けですけれども、道具のほうはたくさん開発されたけれども使い道

がまだわからないという状態があります。マイコンを買って活用し

てるというのがあ ったんだけれど それが漬物石のかわりに活用し

てるという、そういう漫画がありまして( 笑) 、機器は非常に発達し

たんだけれどもまだそれが生活の中に組み込まれていない、ですけ

れどもそれが近い将来組み込まれれば新しい生活をっくり出す可能

性があるだろうということです。

こういったことを考えてきますと、戦後のこれまでの時期というの

は都市化の時代であったというふうに言い換えることができると恩

うのです。 しかし、これからはあまり拡大しないんですね。拡大し

ないという非常にスタティ ックな状態て¥中で使い方が変わったり

あるいは配置がえがあったり、スクラ ップ ・アンド・ビノレドになっ

たり、そういうことでこれからほんとに都市のあり方が問われる時

代じゃないかと思うわけです。 いままではつくられていく発展途上

都市みたいなものでありますから、それがやっといまからほんとの

都市の時代になるんじゃないかと思います。

最近こうい った都市化の時代で新しく育 ってきた人たち、とくに若

い人たちで、遊びとかぜいたくな環境、遊びに出られるような街へ

の願望とかがふえているような気がするんです。

それでは都市の魅力は一体どこにあるのだろうか ・・・・ー といったこと

について、まず最初に端先生から-

人工的な自然への回帰

端 いま現に大阪でも神戸でも. . 一京都はあんまりないかもしれな

いけれども、都市に緑を、緑の中に快適な都会を、という信州のあ

あいう感じね、つまり山の上へ行ってもおいしいコーヒーが飲める

という ( 笑) 、そういうものの組み合わせがものすごく進行してるん

ですね。信チトドで二、三日ペ ンシ ョンにという、そういうものも一方

であるかと思えば、アクティ大阪なんていうのにワ ッと人が集まる

という、あれはあれで都会人としてはや っぱりここやというような

・・・・・・。私、学生時代よく山登りへ行きましたんですけど、おりてき

て地下鉄のある者日会まで帰 ってくると、それはそれでまたなんかホ

ッとするという部分もあ って、大都会の哀愁というのかな ( 笑) 、そ

ういうものも 一方ではあるんで・一- 一。

しかし、いままで経済優先に走り過ぎたために、都心部ではきれい

な水であるとかあるいは緑だとか、そういう都心部における人工的

な自然への回帰が非常に強くな った。そういう定、味では確かに自然

- 者11市のあり方というのは、同時にわれわれが自然というものを

どう々えるかという問題と密接にかかわ ってくる 。

ノ¥レとケのリズム

端 それともう一つ、都市の魅力という問題で、ちょ っ と自然、から

離れますが、われわれが農村型の生活から都市型の人間にな ったと

きに生活のリズムが狂 ってしま ったというかね。農村型の生活のリ

ズム fごと、よく 言われますように* ハレ。と前ケかというのでリズ

ムが生きてたんですよ 。つまり毎日の生産情動と、そしてみんなで

村の人が寄 ってとにかく収税の然りだとか、ゃれ結婚式だ葬式だと、

とにかく村の人が寄 って何かHII れの行事に参加するというそういう
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、

一一私も大阪育ちで、大学は京都

で、いまは京都に住んでますが、

勤務は大阪で、ということで、こ

れは完全な関西在住のJl1!.!l'1的な人

間なんです。

私自身は民博におりまして、しか

も民博をつくり始めるときからお

りましたものですか ら、民陣とい

う日本最大の文化施設をつく って

いくプロセスをずいぶん勉強いた

しまして、とくに単なる主主物でな

くて文化施設として位世づけられ

る施設の出来上がっていく プロセ

スというものの中で、正直い って

私自身も大分勉強させ られたとい

うか成長したというか、そ ういう

面が非常に多か ったと思っており

ます。

端 信 行氏

ノマターンですが、われわれの生活の中で都市的な部分が大きくな っ

てきたために、 り、レ H と、、ケ。のリズムではもう生活できない ・・・

あるいはわれわれの暮らしを考えることができなくなってきた 。 わ

れわれは家を一歩出るときにもうネクタイをしめて背広を着て、そ

れこそ明治の時代に見たら、 一体あの人はどこへお出かけになるん

だろうというような格好でまちへ向か つて来るわけですけれども、

ファ ッションとかいろんな生活の側面の中でホケ。の音11分がきわめ

てあいまいとい ったらいいんですか、あるいはホケ砂の部分が家の

中に押し込められてしまい、そして *ハレ H は従来の冠婚葬祭を中

心にしたノ、レというものが残 っていて、その聞に、都会で暮らす、

都心てそt らす、都市の中で若手らす部分が、ハレでもない、ケでもな

い、非常に中途半端なそういうふつなものにな ってきている 。 その

音11分を、われわれ生活者は都会の中に求めているわけでね、その音11

分の充足を 。だから主婦が街へショ ッピングに来るのもわれわれが

街の中でいろんな人と出会 って仕事を進めるのもそういう一面のあ

らわれでしょう 。

いろんな人々のノ、レでもなくて、ケでもないと H乎びうるようなそう

いう部分は、おそらくこれからの都市が請け負わなくちゃいけない

ill 要な部分、空間になるだろう、と 。 そこへおそらくイベントとか

いろんな問題がからんでくるんですね、あるいはいろんな施設とい

うものが。 それが日本人にと っては遊びということになるのか、余

暇ということになるのか、何になるのか知りませんけれども、おそ

らくわれわれの生活のリズムの中でもはやハレでもなく、ケでもな

くまちの中で暮らす部分を十分に受けとめてくれるまちといつのが、

おそらくこれからのまちということになるんじゃないか、というふ

うに私は思うんですけれども 。

多様なチャンネルを用意する

仙石 自然、に帰るということですが、私の周りのたとえば陶器屋さ

んとか絵かきさんというのが丹後半島の過疎地域なとe へ移り住むと

いう例があります 。 こうしたケースをみると、完全に都市から隔離

されてはないんですね、過に 2 日か 3 日はあちらで、残りはこちら

でと、そのアクセシビリティがない| 浪り生活が成り立 っていないと

いう感じです。やはりそこには住み、働き、楽しむという生活機能



に対して、いろんな経験を得る機会と場をできるだけ多くしたい、

多様なチャンネルをい っぱい用意しておくという志向がすて、に働い

ている 。

したがって従来のように都市と自然というふうに分け対立的にとら

えるんじゃなくて、都市の中にも自然の要素をもってくる、同様に、

そこからまた逃れていくのかあるいは一つの創造活動の組を得るょ

っな場を自然の中にまたつくっていかないかんと 。結局自然、に帰 っ

ているようでも、一つの生活圏の中での動きであ って、その生活圏

がどんどん広がってるんですね。それにいまの所得とか生活水準が

かなり上がってきたこと、また交通通信手段が発達したことによ っ

てそれが可能にな ってきた、というふうに考えているわけです。

それを先ほどのお手本のない時代という視点から考えますと、工業

化、機械の時代から↑ 百報化、通信技術の時代に入ると、ますます人

聞は夢のような技術を使 ってとんでもないことをやると考えられま

すけれど、一面では、人間が社会的存在として、より本来的に生き

ることができる、という歴史上未曽有な時代がいまきているわけで

すね。

これまで人聞はパンを得るために生活時聞の大部分を費やしてきた

わけですが、機械の導入によ って余暇時聞が増大してきた 。 さらに

今後、情報通信技術の導入によ って人聞の大脳や神経系機能が代替

されると、一層余暇時間が増大してくる 。機械が生産性をも ってい

る時代は、工業力で食べていくことができましたが、これからは情

報とか、サービスとか、かたちのないものを中心に食べていかなく

てはならない。一人ひとりの人聞の個性が生産性そのものになる 。

情報化時代はヒ卜の時代なり、というわけで、こうした時代の到来

を市民が無意識のうちに感じとり、そのための場づくりが求められ

ているんじゃないか。 まちの魅力、美しい景観、あるいは文化志向

といつことがまちづくりの重要な要素にな ってきた 。私は文化とい

うものはむしろ情報化社会への飛躍のためにいま必要な都市基盤だ

と、こういう考え方をしている 。 それによ って自己開発をする機会

をつく っていく 。 そこで、だれのだれべえでないと飯が食えない、

と、こういう社会を一面から見ると非常に厳しい社会になるんじゃ

ないかという気がしてるのですけれどね。

鳴海 確かに生活の水準とい うのはひと昔前の王様みたいなものじ

ゃないですか、すごい水準で。

激しく都市に近づく人は

吉田 2，000年にな ってしまうと、もう欧米諸国を追い越して日本

がもしかしたら 20%近くまで高齢者でおおわれてしまうのじゃない

かというふうな推計値が出ていて、それでみんな大あわてをしてい

るわけですけれども、でも大あわてをしているけれども 2，000年に

なってから考えたらいいんじゃないかというふうに、もしかしたら

自分は生きていないから、というふうな形で( 笑 ) 、わりとのんびり

しているわけなんでございます。

老人が都市から去っていかないというよりも、もともと都心にあ っ

た魅力を十分吸収して、一向に去らず、都市は高齢者にと っていろ

いろな情報とか機械とかを駆使することによ ってまことに住みよく

なっている 。 とくに医療を適礁に補給していくことによ って寝たき

り老人には絶対になくてはならないものとな っている 。死ぬ寸前ま

であらゆる機能を開発すれば、人聞の頭脳は 100歳までもつのです。

それから女性なんですけれども、現在は郊外団地の中で子育てをや

って、役割分担をしている女性が非常に多いわけですけれども、ひ

とりの女性が一生に産むのが 2. 1 ないと人口はもたないんですけれ

ども、それをもうすでに 5 年ほど前から 1. 98 とかに割 ってしま って

るわけですね。この挽回は非常に長期化してしまうと 言 われていま

す。 まあそういうふうになりますと、子育て期間は長くて 15年、短

くて 5 年ぐらいの期間だけの問題で、現時点では80歳まで女性が生

きるということになりますと、郊外の団地でも ってたとえ子育てを

していたとしても、人生の子育て期間よりもも っ と長い期間を女性

が何とか生きがいを見つけないといけないことになります。ですか

ら女性は子育てがすんだあと、帰 ってきて働かないといけないとい

う心構えを持つことになりますが、それには情報から遅れないこと

が必要です、つぎに織を得ることにしても 。やはり都市の情報が魅

力です。先ほどの絵かきさんじゃないけれども、ともかく都市に絶

えず近づきたいという激しい意欲、やがてほうり出され、未亡人に

なり、やがて子供から捨てられたときに、という気持ちでもって、

激しく都市に近つ‘ いてくるんじゃないかということになるわけでご

ざいます。

ですから都市の魅力というのが意外に、生産性のある個性的な背年

過半の男性によるというふうなイメージから、かなりなノ f 一セント

て¥社会復帰を求める女性と、それから現在築いた地位を失いたく

ないという高齢者とでもって変容していくんじゃないかなという気

がするわけでございます。

鳴海 いまの御三方のお話があ ったわけですが、赤羽さんのほうか

ら、こうした現象の影の部分でも結構ですから 。

都市の魅力一 三 つ の 柱

赤羽 ぼくらは去年大阪、京都、神戸をテーマに、三都物語。とい

う連救企画をやりまして都市比較論をや ったわけですが、だんだん

や っていくうちに、 100 万を超すような巨大都市というのは将来ど

つなるんだろうと、そういうこともいろいろ考えてみたくな ったわ

けです。

大阪の現状は仙石さんがよくご存じですけれども、もうかなり衰退

しつつある部分があるわけですね。都心の空洞化だとか、水道施設

などの社会資本の老朽化だとか。 それでこれらの一歩先をいって、

， 

， 

、

一一朝日新聞の社会部の記者をや

っております。57年 1年l旬、ぼく

らのイ中間 で* 三都物語' という企

画をやったわけですが、その企画

で、呼ばれたと思 うのです。社会

部といいましても事件飽当から行

政担当からいろんなものがおりま

して、専門家的な存ぷはないわけ

ですが、たまたまぽ くが都市問題

について比較的多〈 記4): を住いて

いるということで、 じゃ お前行っ

てこい、とい うことで来たわけで

すが、ちょ っと場i率いなところへ

来たよ うな感 じもして仕方がない

のです(笑)。

赤羽徳雄 氏
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もういま死にかけていると言われているニューヨ ー クを見てみよう

じゃないか 、そこに 都市の将来への教訓|があるんじゃないか、とい

うことで、 明三都物語。と並行してニューヨーク研究もやってきた

わけなんです。

当初ぼくらが考えたのは 、 メヵ・ロポリスの行く先はネクロポリス、

21世紀は都市にとってはヤミの時代ではないかと。そんな問題意識

で調べていったわけです。ところが実際ルポしてみると結構再生と

いうか、再活性化 している部分があるわけですね。ニューヨークの

再生に日本の都市もいろいろ学ぶべきことがあるんじゃないか、と

いうことで「よみがえる破産都市J と題して番外編の連載もや った

わけです。

そこでぽくらが一番感じたのは、都市には魅力がなければいけない

んだと 。ぼくらの先輩たちは日本の工業化時代に農村部で食えずに、

駆り出されるように都市に集まってきたわけですね、安い労働力と

して悪環境のもとであくせく働かされた。理想、に燃えてとか魅力を

求めて都市にやってきたわけじゃ決してなかったわけですね。とこ

ろがニューヨークでぼくらが見たものは、何とも言えぬ都市の魅力

なんです 。先ほどおっしゃった文化的集積の魅力とでも言いますか

ね。都市にとっては文化的な芸術的な吸引力が一つの大きな柱では

ないのかと 。

これまで都市づくりというのはハードなものをつくって、あとは使

う人たちにまかして、それなりに機能させていった。こういったも

のがこれからの街にとっては必要だろうということで、文化会館な

ど、いろんな施設をつくっていった。都市の発達段階ではそれでい

いんだろうが、都市が成熟してくると、ソフト面が必要にな ってく

るわけですね。

それでは何が必要かというと、都市の魅力をつくること 。 まず経済

的な基盤は欠かせない 。都市に行けば能力さえあればいまよりもい

い水準の生活がで、きるんだという仕事の供給面ですね。 そしてもう

一つは、そこにいけばより魅力的で自己啓発的な生活を送れるんだ

という文化的な魅力ですか、さらにもう一つは、都市というのは人

聞が過宮、な状態で住んでいる非常に不自然な空間である、だから過

密の中でも快適さのある、アメニティの高い環境が必要だと 。この

三つの柱が都市にとって魅力じゃないのかと。これを点検していく

と、現状の大阪では非常に欠けているところがあるんです。
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変わってしまった人聞の関係

田中( 編集委員) 先ほど吉図先生がおっしゃった、女性とか老人とかいわ

ゆるほっておけば田舎ではとうてい .. .. / ! ; 人でも生きていけるとかそうい

う訴はありますけれども、そういう万がかえって都市の魅力、都市の機能

の恩必をこうむるというお話がありますね。先ほどの経済的基盤て¥とに

かく都会へ出てくれば生活できるという荷をもっと深〈見ていきますと、

とくに女性ですけれども、女性自身がいわゆる管の男と女の関係の女性じ

ゃなくて、何か一つの人間として独立した存在にな りつつある のじゃない

か。たとえば、全然話は: i t t ! いますが、夜のちまたへ行きますと、仔でした

ら巡くまで若い女性が制歩して歩くという姿は見られなか ったんですけれ

ども、そういうところでも: hl : 1: l と縦l歩できるような生活を実際行っている、

これは大きな変化じゃないかと，思うのです。

それから結婚のパターンといいますか そういう中でも非常ーに変化がある

んじゃないかという気がするのです。とにかく男性よりはるかにいい金も

うけをしてい る女性がた くさんいますから、その辺で都市に対する位置Eづ

け方が菅と全< j主ってるんじゃないかという気がするわけです。

そういった意味において、従米通りの男と女の関係、人聞の精進をもって

々えるよりも、全〈別例の女性とか怠人というものについても概念を変え

る必要があるんじゃないかという気がするわけです。

吉田 おそろしい話になりましたね。( 笑)

母子家庭ばっかり

端 ぽくはそういう意味て¥前からちょっと ・- … 1I.!d7毎さんには話し

たことがあるんだけれども. ... 気になってるのは、関西では非常に

私鉄が発達して、とにかく郊外にどんどん家がふえていって、結局

皆そっちへ向かつて居住というものが広が っていく、その結果実は

三宮、まあ大阪でもそうですが、いま 9 時、 10s寺までと言ったけれ

ども、 9 時、 10時というのは早過ぎるのでね。

田中 まだ宵の口だとね。

端 うん。そういうことからいうと、私は 21世紀ぐらいになったら、

いまの水準で、低成長とはいえ、生活水準がもう少し上がれば 、い

まのままの郊外の枚方の 7 イホームはそのままおいといて家族で都

心に住めるという、そういう二重居住の構造というものが出てくる

ことがより望ましいんではないかと ・・・・

つまり都心に週 5 日ぐらい家族一緒に住んで、子供は学校へ行って、

奥さんは都心の中をウロウロして、旦那は仕事をして、それで週末

はやや緑の多い枚方へ帰るというような、そういう居住構造へ少し

変わらないと、いまここで新しい都市の魅力というものを論じよう

とするときに、なかなかうまくフィックスしないと思うのです。

家庭を単位に見たときは、母子家庭ばっかりが周辺音11にウジャウジ

ャと出てくる( 笑) 。 だから女性像も変わりつつある、当然男性像も

変わる、あるいは老人像も変わってくる。いまわれわれが言う老人

でなくて、そのころの高齢者というのは、いまの高齢者とひょっと

したら違うかもしれん、アクティビティとかそういういろんな意味

で。そういうことを考えたときにぼくは、確かに吉田さんのおっし

ゃるように都心に向かうというか、都心に居住するという要素がい

まよりもっと高まることをむしろ少し考えないと、魅力ある都市づ

くりというのはほんとに生きてくるというふうには思えないんだ。

鳴海 住宅が二つ要るようにな ったら、建設業界もまだ大丈夫です

ね。( 笑)

田中 いわゆる回合から都会へ出てきて、一級上げるぞという話がありま

すね、東京で銭もうけをして、お盆とお正月に悶舎へ帰るというサイク J レ

た' ったわけですね、日ーは。先ほど端先生がおっしゃったように最近は、 1  

週間、まあこれは将来のが物語も込めてですけれども、 E 邪はどこか都心

の小さなレンタル ・7 ンションみたいなところに居を締えて、せいぜい残

業してがんばるわけですね、で土日になると女房と子供が待っている縁多

いニュータウンみたいなところにゆっくり帰る。あるいはちょっと余裕の

ある人は信州とかそういう別荘地を持っとってそっちでレジャーを楽しむ

とか、昔とちょっとイメージがiSいますけれども、生活サイク J レを短くし

て同じようなことになってくるんじゃないかという気もするんです。

鳴海 最近の帰省というのは昔みたいに親元へというんじゃなくて、

別荘地へ行くみたいな雰囲気だものね。

田中 レジャーですね、一つの。

仙 石 いまの端先生のお話、もう現実にあるのです。私も都心のマ

ンション居住なんて併すが、私の隣の人は盟中のおじいさんとおばあ

さん、で時々来て泊まってられるんです。豊中のかなり奥のほうに

おられるということで、そういう形が、もうすでにあらわれている

んです。

ですからこれからの都心型住宅を考えた場合、従来のように商業ベ

ースにのせてギリギリの分譲コストのものをつくったら、これは一

般の標準世帯が入居すると家庭の成長過程からみて 5 年もたないん



ですよ。せめて 10年居住に耐えられるような住宅の提供が必要だと

思う。そうすると現在の分譲コストの 2 倍ぐらいのところのものを

ねらって、良質な住宅をつくっていきませんと、それに対応できな

いわけです。一方、デベ ロッパーのほうは、こうした良質住宅を大

阪市内で建設するときにはリスクがありますから、なかなかできな

い事情がある 。そこで大阪市の公社で建設した例があるのですが、

その結果は百何十倍という競争率で与非常に人気があった 。 ですから、

こういう傾向は今後積極的に考えていかなくてはいけないし、やっ

ていかなくてはならない 。

都 市 の 魅 力 の 基 盤

赤羽 先ほど都市の魅力の基盤は経済と文化と環境ではないかと言

った経済は、大阪にはかつてから商都として栄えた商業のノーハウ

があるわけですね、戦前から東南アジアへ出ていってやってきた。

それを何か重工業にかわる都市型産業に転換して、働〈場を新しく

っくり出していく。そうしないと高度なハイ ・テ ック時イ℃に、いま

ブルーカラーとして働いている人たちが将来職場を失ってスラム化

しかねない要素があるわけですね、でこれを吸収するものが一方で

何か必要だと 。

そして文化の面、これが非常に大阪の場合は欠けてるわけですね。

かつて道傾堀かいわいを中心に文楽、上方歌舞伎、お笑い文化、と

いった上方の芸能文化があったわけだけれども、先ほどおっしゃっ

たように住宅の郊外化で、仕事のあと自宅に帰って夕食を食べて奥

さんと一緒に着飾って見に行くという生活ノ f ターンがとれなくなっ

たために い しかも生活の貧しさがありますよね、そんなのに家族そ

ろっていくと 何千円何万円も取られてしまう、そ のため客足が遠の

いてどんどん衰退してい ってるわけですね。今度国立文楽劇場がで

きますね、それまでは朝日座を借りとったわけですが、朝日座は文

楽が使わなくなったらやっていけなくなって、 59年の春には閉館す

る。角座という浸オをやっとったところも、漫才ブームが過ぎたら

お客さんがガラカラで、これも 59年の春に閉鎖する 。肝心な、都市

の吸引力たる文化というものが大阪の場合はどんどん衰退していっ

てる、これは何とかしなくちゃいけない。

そして環境の問題はご存じのように木はない、緑はない、川は埋め

立ててしまった、て'}II の上を高速道路が走って、歩いても不快きわ

まるような磁境がありますね、これも何とかしなければいけない、

これを何とかしない限り 21世紀の展望は聞けてこないのではないか、

というのがぼくの問題提起です。

鳴海 いまいろんなお話が出てきました 。赤羽さんのお話のなかに、

いまの現笑の大都市が持っている環境そのものが笑際未来的なのか

どうかということがありました 。 これは非常に卑近な例ですけれど

も、大阪の新世界は昔はすごい盛り場だったんですが現在の機能は

だいぶ変化しました。学生たちに聞きますと、行くと怖いという感

じのところだと言います。 神戸でもそ うですね、新聞地、昔の一大

盛り場ですが、ここには最近の若者は寄りつかないという・ 一・だか

ら' ME り場はもう二極化しているわけですね。いまの大都市の環境が

未来的なのかということもありますが、このような二極化現象が都

市のし、たるところで起きてるのかもわからないというそういう問題

もあります。

プロジェクトは言平イ面できるカ瓦

鳴海 いま大阪および近畿の各地域をざっと見てみますと、いろん

なプロジェクトがあります。 たとえば梅料先生が提唱されている千

盟国際文化都市構想て。あるとか、それから一方で京阪奈のほうで関

西文化学術研究都市といっか、それから一方で神戸のほうでも研究

学園都市ですか 、そういうも のも構想されていますし、それからも

う少し建設事業的な話ですと、たとえば関西国際空港の計画が進行

しておりますし、それから大阪湾のフェニ ック ス計画とか、あるい

は湾岸道路の計画でありますとか、実際21世紀に向けて先導的な役

割l を果たすだろうと思われるプロジェクトが目白押しにあるわけで

す。

こういうビ ッグ ・プ ロジェクトがある一方で、大阪とかあるいは京

都なんかの既成市街地の環境をもっと改善していくために制度的な

拡充も少しずつながら行われているわけです。非常にきめの細かい

まちつ' くりとこういうビ y グ ・プロジェクトとの両方を両手にもっ

て地域づくりを進めていく必要があるわけであります。先ほど皆さ

んにそれなりに都市の魅力とは何か、そういう観点からお話しをい

ただいたわけですが、いまわれわれの周りにあるいろんなプロジェ

クトがそういったまちの魅力つa くりの上でどういう点から評価でき

るだろうかとか、こういう点を気をつけたほうがいいんじゃないだ

ろうかとか、そういう点につ いて皆さん のご意見をお 聞きしたいと

思うわけです。

それでは仙石さんからお願いいたします。

仙布 大阪市という守備範囲を雌れてはじめに広域的なお話をした

いと思うのです。都市というものを大阪、京都、神戸という見方を

するのも、これも従来からの一つの考え方て¥それぞれの都市が A

律性をもつことは必要ですが、すでにもうそれでは制御しきれない

問題が出てきている 。 それは一つの都市圏域という見方に立って、

圏域構造を今後どのように再編成していくかという問題。

それに対して先ほどからお話が出てますように、われわれ土木屋の

仕事からいけば圏域の骨格となる交通基盤をどうやってつくるかと

二代 自の通天閣が

見おろす新世界 いうことになるわけです、またこの都市圏と外部環境を結ぶ門戸と

( 柑1日新聞社会部制「三都物路j から) して国際空港という問題があるでしょうし、港という問題がある 。
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われわれがいままで交通基盤をつく ってきたというのは、急速に増

加してきた交通需要量に追いかけられてつく ってきたんですが、こ

れからの交通基盤というのは、圏域構造を誘導するための戦略手段

でなくてはいかんわけです。これまでお話に出ました京阪奈とか、

千里とか、あるいは空港を中心として泉州地域とか、圏域の新しい

核となる拠点開発計画が出ていますが、京阪奈を早くやろうと思え

ば、そのためには大阪や京都の都心と鉄道や道路で結び、そこにポ

テンシャルを実現化するベースをつく っていくことがまず必要にな

るということです。

一方、こ うした新しい核の整備に対して既成の都心部はどうかとい

うと、神戸市にしてもポートアイラ ン ドの開発があるし、大阪にと

っても臨海部のテクノポート構想というのをいま出しているわけで、

既成都市部においても将来のために都市構造の再編成を推進してい

くことが重要な課題です。従来の都心の集積のアクセシビリテ ィが

高い、 10分ないし 15分というところに新たな用地ができて、先ほど

の再開発のスクラ ップ ・アン ド・ピルドに伴ういろいろなしがらみ

のないところがある、これを既成都市部においても十分に活かして

圏域の中の一つの中心核にしていくという考え方が出てきます。

私ども、テクノポート大阪。 という大阪市の構恕を申し上げますと、

大阪湾というのは立重な海ですから、今後大規模な埋立地造成は期

待できないし、それを埋めたところは武重な土地として大切に利用

しなくてはならない。それを単にいま困 っているか らという理由で

安易に土地利用を決めるべきではない。 これは最初に申し上げた ん

ですが、明治時代の築港卒業が戦前の大大阪の繁栄の礎とな ったよ

うに、 21世紀の大阪を背負 ってたつようなリーデイ ンク ・インダス

トリーであるとか、学術 ・文化を中心とした情報機能など の立地を

図るべきであると考えています。

第二点目としては、現在まちづ くりに求められている視点、文化と

か国際化に今後どのように対応していくか、と 。大阪市の例で申し

上げますと、大阪の都市の骨格をみたとき近代大阪というのはキタ

からミナミまで御堂筋を中心にした南北軌を形成しここに業務商業

が張りついたということでございます。 しかし近世の大阪は大阪城

を起点に酋への流れをもっ束西取hのまちであ ったわけで、近代化以

降、交通手段が海運から市f丘、地下鉄、自動車へかわ ったこともあ

って、東西軸は工場や倉庫を中心とした土地利用に移 ってきました 。

そこで再びこの東西軸を文化、情報、国際化の軸に復活して、水と

紋や、歴史的集積を生かした再開発を進めようと考えています。い

ま大阪城にホールをつく ったり、 OB Pの開発で東の拠点をつくり、

その延長線上に餓見緑地、さらに、京阪奈へと述統させていく 。西

側IJ につきましては、中之島をいかにしてうまく使うか。それから川

口から港までの安治川ぞいの川筋の活用、そして未来 ゾー ンとして

南港と北港というところに西の端をも ってい ったらどっか、そこに

それぞれの施設をどうや って配置するか、ということが課題にな っ

ています。

大阪市の市11)1] 100周年事業においても、国立文楽劇場とか大阪城ホ

ールとかつく ってきましたが、これからは海洋博物館でありますと

か科学技術館あるいは近代美術館や国際交流セ ンターというも の を

考えてます。 そうい ったものをこれから整備をしていきたい、と 。

こうしたものが全部できますと大阪を訪れる人達にと っても、 1 週

間l ぐらいのトリ ップは十分大阪市内でもしていただけるんじゃない

かと 。( 笑 )

端 施設はわかるんです、いまお っしゃる施設配備はわかるんだけ

れども、や っぱり都市居住というもののもう 一歩進んだ考え方がほ

しいなという気がするんですな 。 もしそれや ったら、や っぱり 5 時
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に閉館して一家そろ って枚方まで帰るという話になるんでね ( 笑)。

そういうのでなくて、そのあと港をグル ッと回 って近くのどこやら

で飯食 って、それで歩いたら家に帰れるという、そういう パ ター ン

を相当強引に夢としてっくり上げないと、なんか市全体の魅力ある

まちづくりという ・・・・・ ・だから都市居住という問題をそこへどうから

めるかというのがね。それでぼく最初に申し上げた公と私という問

題がどこかでからんでくるんですね。

ジエントリフィケーション

赤羽 いま大阪市は市内に市民を取り戻そうとリバーサイドとか、

南港に住宅をつく ってますね、ところが実際これを見にいくと、従

来の郊外型の住宅をより近くに持 ってきただけであ って、者[1心住宅

では決してないわけですね。

ニューヨークの再活性化の一つの現象としてジエ ン トリフィケーシ

ヨン ( Gentri ficati on) と言われている現象があるんです。 これはか

なりスラム化したとこ ろにいわゆる第四次産業ですか、画家とか芸

術家だとかあるいはジ ャーナリストもそうかな、テレビの| 剣係者と

か、比較的人種差別とか低所得者を差別しない人たちが、地価の安

さにひかれて帰 ってきて、家を修復して住み始める 。そうするとそ

の周辺が少しよくなるものだから、同じよ うな人たちが集ま って く

る、そうすると 一つの通りがきれいな通りに変わるわけて'すね。 そ

うなると不動産業者も目をつけて、その辺一帯の再開発がすすむ。

街をつくり直すんじゃなくて、リハビリテーションされていく 。そ

ういう形で都心に良好な住宅がどんどんできて、そこに郊外から都

心で住み働きたい述中が帰 ってくるわけですね。そういうふうなジ

エン トリフィケーショ ンを大阪市内でもおこして、でリハビリテー

ション された良好な住宅を供給していく、そういうのを行政なりが

一つの誘導策としてとれないかと 。ニューヨークでそれが成功して

いる 一つの要因としては税金面の優遇策がありますね。者[1市に帰 っ

てきた場合に何年か不動産税を免除するとか。

三都複眼構造

鳴海 先ほど仙石さんのほうから、近畿の三つの都市というのはも

はや三者11 として与え られない 。 もう少し圏域的な考え方をする必要

があるだろ うというお話があ ったんですが、いまの状況ではあちこ

ちで同 じことを同時多発的にやっているわけです。 どこが勝っかと

い うそんな状況もあるわけですけれども、一つの考え方をすれば、

たとえば各府県に公社とか企業局とかあるわけですから、それが全

部出資して近畿企業局みたいなのをつく って、そこの経営・的判断で

そ ういう仕事をや っていくとか、そういう発想が必要かもわかりま

せん。 いま のところ、近畿圏整備本部があるとい ってもまとめきれ

ないのが笑怖のよ うに思うわけです。そこで 、三都物語。 を担当さ

れた赤羽さんとしてはこういう三つの都市というか三つの地域の構

図てeすね、そういうものについてお話しいただければと思いますが。

赤羽 ぽくら ‘ 三都物語H をや ったときに、対抗意識 としてはやは

り東京を見たわけです。東京というのは江戸 H寺代は江戸城、明治維

新以後は宮城、戦後は昆が関、あそこを中心に同心円状に広が って

て、横tI : 兵や千葉も全音11それにのみ込まれてしま っている 。
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一方、関西の三都市の場合はそれぞれに独立した都市であ って、必

ずしも仲がよか ったとは 言 えない歴史もあるわけですが、それぞれ

に帰り合 ってまちをつく ってきた 。 その結呆、全国的な画一化が進

む中てもぼくら企画で書いたような地域の特性とい ったものがいま

だに残 っている、これはこれで一つの財産なんではないか 。複眼的

な椛造のおかげでそれぞれの都市の気質や風イ谷がそこなわれず、東

京に比べればまだ良好な住環境も保 っている 。 だからこの絞 11艮構造

のよさというのは残し続けなければいけないんじゃないかと 。 それ

があの企画の結論なんですね。で、そこから先どうするかというの

はみんな怠見がわかれるんだけれども 。

ただ、複版的な構造だけでい った場合、新空港の問題のように大阪

は泉南沖が、 兵庫県は神戸沖がいい んだとい う格好でh行政同士がに

らみあ ってしまう 。 だから独立した都市としての機能を保ちながら

有機的に関西都市圏全体としてものを考えていく必要があるんじゃ

ないか。大阪市であれば大阪府下の衛星都市とも っ と有機的にゃれ

ないか、さらには関西都市圏全体として何かゃれないか、というの

が問題として出てくるんですがね。

吉 田 お正月号だということで、 21世紀のためには 20兆使 って当た

り前とい うお話がありまして ・・・・・・。

仙 石 いやいや、も っと大きい…・・ 。( 笑)

アジアセンターを起爆剤に

吉 田 私は大して大きくないと思うんですけれどもー ・。

この問、大総航空の撃墜事件がありました折に、ニューヨークの国

速に入ろうとしたソ速を地元が拒育し、国i A をアメリカに置くべき

でない云々をめぐ って、市長さんも別に外国移転に反対しない、で

も、いてほしいという 。なせ。かとい つのを伺 ってびっ くりしたんで

すけれども、落ちるお金が年間約 7 億ドル務ちているというんです

ね。 それで維持に使 っているお金は 1， 500 - 1  ， 600万ドルだといつわ

けなんです。ですから直すと 2，000億円と 40億円支出でございます

か。 それなら百年の大計でいただいてかせいでも、十分先行投資し

て平IJ のあるものと思うんですけれども 。

その国連がニューヨークから動く、動かないという話の関連で、総

会は 10月の初めから 1 月まであるわけなんですけれども、国連の本

部は実は部分的にウィーンにすでに 3 年前にい ってるわけなんでご

ざいます。 ウィーンが1957年に国際原子力機関というのをみずから

設置したわけですね、そのつぎに ' 67年に国連工業開発機関というの

を誘致したわけなんです。そのころから国連の本部の一部を移そう

というふうな運動をいたしまして、それとそれからベイルートにあ

った国連西アジア救済機関というのは、世情不安定だからウィーン

へ来てくださいというふうに移して、それをもとにして国連本部に

あった社会開発人事問題センターを 一番に移し、それから法制l局を

移し、国連機関調整事務所を移しユニセフを移してるわけなんです。

国連ファミリーというのはジュネーブに 1 L  0 とか WH O とかとい

うふうにそもそも各国にあるわけでございまして、日本にもないわ

けではないわけです。情報部もありますし、国連大学もあるわけな

んですが。

ですから、いろいろなイベントに対してある軸を与えたらどうかと

いうふうなことで、その三つの個性的な焦点に対して一つの国際性

というふうなイベントを与えて、 一一それは東京と対抗する意味じ

ゃなく、日本国を代表した近畿、もともとこれは 1，500年前から日

本の代表でありましたところなんでまことに自然な話でございます

ので一 一、たとえば淡路島の地上権というふうなものを取ってそう

して国連を誘致するというふうなことを 21世紀のためにやることが、

これほど国際的にな ってきた日本に、たとえば情報センターを最初

にし、国際センターを設置して、そしてアジア難民の ・・・・・・ベイルー

トにあ ったのはそもそもパレスチナ難民のためにつくった機関なん

ですよ 。ですからアジアの 中心は大阪でございますので、そういう

ふうなところをやっていくということにすれば¥先ほど皆さんも欧

米でもうお手本がなくなってしまったということを言っておられま

したけれども、よそへ行って見るんじゃなくて、みんな呼びつけて、

そしてつらつらわが自で国連を見て、日本人というのは非常にいろ

んな文化をうまく吸収するところがございますので、それらを吸収

しながらしかももうけるということをやるのはどうかなというふう

に、チラ ッと思いましたんですけれども 。 まだ15年先がありますの

で、し っかりいまからや っても可能性があるんじゃないかと思いま

すが・… 。

一一私、阪神間に生まれ育ち、中

学 ・高校を神戸のミツンヨン スク

ーJ レを出まして、京都大学を出た

わけでございます。大学院は 3巨大

で、その後、東京のほうで仕Iji-を

いたしておりますが、現在勤めて

おります内総建築事務所の東京の

支社にいるというわけですが、細

かく申し上げますと、笑l立本社勤

務でありながら東京に座っている

という矛盾にな っているわけて・ご

ざいます。今回の三都の問題に関

しては非常に深い附心と愛情と熱

いまな ざしをも っているつもりで

す。

吉田あこ 氏

、
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鳴 海 いまの話に関連してもいいし、端先生のほうから ー

端 少なくとも国際機関ということに関しては大休日本は東京が全

部それをいままで引き受けて何とかやってきたんですが・・・一。

吉田 でも、国連の中で臼本が引き受けられるのは、アジアのセン

ターなんですよ。ところがアジアにうまくっき合いができるという

のは、東京人というのは全くだめなわけですね。アプローチも発想

も対応も全くなじめないわけなんです。 そういうほうにはもともと

向いていないものだから困っている。ところが私なんか神戸なもの

ですから、全然抵抗なく、国際というのは何も欧米ではなく、イン

ターナショナルというのはもっとミックスしたものであると思うの

です。そういう意味で私は東京はむしろ不適格。それはウィーンの

ものを日本へ移すというんだったら東京はいいかもしれませんよ、

だけどそうじゃなくて国連のアジアセンターをつくるというのなら、

大阪は適格だと思いますけれどね。

田中 その点については大阪のほうも、神戸のほうもそうですし、京都の

ほうでもそうですけれど、いわゆるコンベンション・シティーということ

ですね。とにかく国際情報化社会に備えてこれから羽ばたこうというのは

関西はとくに強いというふうに感じているわけですが、とりわけ関西につ

いては歴史的にいいましても中国との文化の交流をはじめ、かなりアジア

に対して、より聞かれた門戸であ った と思うのです。そういう意味 fて・は一

つの起爆剤としてそういったもので、より社会的な展望を試みるというの

も一つのアイデアじゃないかと思うのですが、仙石課長いかがですか。

仙石 それはおっしゃる通りですけれど、それだけではいけないん

でい、やはり何でも東京を見て大阪がどうだと比較をしてる発恕から

は出てこないので、大阪が世界の中心だという発想、までいかないと

いかんわけですね。

吉田 もちろんその通りでございます。

箱づくり、人づくり

赤羽 新空港の計画にしてもコンペンション ・シティーの構想にし

ても、一方では、箱づくりばかり先行してて中身がともな って いな

いじゃないか、空港をつくったってどんだけお客さんがくるんだ、

会場をつくっても実際どれだけ国際会議で埋まるんだ、という問題

があるわけですね。だからそういう国際センターの誘致を並行して

行っていけば、かなり説得力のあるビジョンとなりますね。

吉岡 日本へ皆勉強に来る・・・企業の研究所なんかをもって勉強に

来ていただいて、というようにしてもいいと思います。

それから国際会議場はとってもいいと思うのです。東京には国際会

議場がないんですよ。ないと言いながらやってるじゃないかという

と、あれはみんなホテルがやってるんです。ところが国際会議の登

録賞ってすごく安いんですよね。ホテル代は各自が払うからいいん

ですが、会議場の収支は東京ではほんとにゃれないんです。 それで

私もこちらのポートアイランドの国際会議場を借りたら、エ ッと 思

うほど安いので、それが魅力で神戸で国際会議を聞いたんです。東

京では小さな国際会議をやっても、部屋だけで 1 日 100万円要るわ

けですよ。こちらは 13万円でいいというので … … 。( 笑)

芳、羽 その国際会談、コ ンペンション ・シティー構想というのは一

つのアイデアだと思うのです。ただ、そういうふうな椛恕を進める

段階で、学術研究者11市を京阪奈の丘陵の何もないところにもってい

って果たしていいんだろ 7 かと。大阪の場合阪大が千里の竹やぶの

はうに追わやられたり、市内からどんどん大学は追い出されている

わけでしょう。で本来知的な情報産業である大学というものが、大
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阪市内には国公立では大阪市立大学しかなくなっていますね。

吉田 外国では大学は皆遠くにあるじゃないの。

赤羽 いや都市型の大学と、そうじゃない大学があると思うんです 。

生産技術だとかいったものであれば山間でもいいんだろうし、一方

情報処理だとかファッションだとか商業とか、そういう都市と連動

するような研究機| 剥なり大学であれば、やっぱり都心にあったほう

がいいわけなんです。 そういった意味て¥もう少しそういうふうな

機能を都心部に張りつけることが大事なんじゃないかと思うんです

がね。プロジェクトといっとあちこちに総花的にばらまかれてしま

っている。

、

一一出身は背森県の弘前市で、京

都大学へ行って、 それから兵庫県

庁へ勤めまして、それからいろい

ろしましていまの職におります。

( 笑) 大学卒業後京郷 ・大阪 ・神戸

という三つの者11市に 3 年半ぐらい

ずつ住んでまして、今では関西で

の居住Jij J l 聞の方が長くなってまい

りました。出身地の弘前というの

はずいぶん管から京都なんかとの

つながりが深いところだったらし

くて、いまだに古い京言葉が残っ

てるんです。そういう意味では生

まれたときから関西と関係がある

んじゃないかしらんと、多少こじ

つけて' はありますが …・。( 笑)

鳴海邦碩氏

鳴 海 私はこの春、ヨーロ ッノザ〉いろんな国際会議場を見てきたん

ですけれども、そこでびっくりしたのは、会議を誘致するのが大変

なんですね。会議場利用のセールスをするのが非常に大変です 。 ど

この会議場でも大変な苦労をしているわけですね。 それでその最大

の秘訣は何かと聞きましたら、会議を引っ張って これる 顔のある人

を館長に据えんと絶対に不可能だと 。( 笑)

それはどういうことかといったら、大体国際会議というのは例人的

なパイプで決まっちゃうというわけですね。あいつがいるからあそ

こでやったろかという、そういう話になってしまうわけです。 だか

らそういうことがありまして、いろんなハードの箱をたくさんつく

っていくのは金があればできることですけれども、人をつくってい

くというのはなかなか大変なことです。 21世紀とい うのを目指して

箱づくりも非常に大事なわけだけれども、それに並行して情報のネ

ッ トワークなり創造力とか能力をもった人がどれだけここに生まれ

るかということが地域づくりの見えない基盤だと思うわけです 。い

まのところいろんなプロジェクトカずばら lまらにあるというのは、そ

れを取りまとめるといったらおかしいんですが、そういう役割l を果

たすような人的な仕組みがまだできあがっていないのでは・- 。 多

分ここらがこれからの近畿にとって非常に大事なんじゃないかとい

う気がします。

イベント ー 夢 - 仕掛け

回中 ぼくは一言t . : I t 従裟したいんですが、 21世紀ですから、やはリここ



にいらっしゃる方はおそらくおじいちゃん、おばあちゃんになってしまう

方もいらっしゃいますけれども、とにかく子供を大切にするというか、ぽ

くなんかもよく感じるんですけれども、年々人聞が皆逃うようになってき

てるんじゃないかという気がすごくするわけです。あと 20年たったときに、

いまの子供が何を考え、どういう社会になっているか 、とくに教育附係、

何を文化として伝承するかとか、生活感党とか、それから先ほどの間際的

な点で言いますと、とにかく小さな子供のときからアジアの小さなお友迷

が、ぼくはf 1 f . 国の何とか君を知ってるんだとかし寸感覚で育っておれば、

大きくなったら絶対に逃うと思うのです。そういった意味で、いわゆる大

人の施設としてのコンペンション云々じゃなくて、その小さな世界の: 窓口

となるべき子供のための仕働けづくり、それは単に施設じゃないんですけ

れども、そういう交流とか、なんかその場として関西というのが機能でき

るようなものを一つのイベントでも何でもいいんですけれども企画できな

いかなというのが少なんです。これは新春放談ですから

鳴海 子供じゃないけれども、ユニパシアードをやるじゃないです

か。( 笑)

田中 あれはちょっと老けたずf年ですけれどー 。( 笑) まあそういうたぐ

いでどんどん、イベントでもいいですから、やはり将来性のあるチ供の夢

を育てることも大事にするようなそういう仕掛けが、一般的な教育E:命じゃ

なくて、なんかあればと思うのですけれど。

鳴海 最近イベントがいろいろとあちこちにあります。イベントと

いうのに非常に批判的な人もなかにはいるんですけれども、とにか

くまちづくりというのはある極のイベントだと思うんです。日常的

な生活の中でまちが自然にできていくかと思うと、決してそういう

ことはないんで、なんかアクションがそこで起こらなければまちは

変わらないわけです。私はまちづくりのように実際何かがアクティ

ブに動くということ自体が非常にイベントに近いものであると常々

思ってるわけですですから、これからどのような効果的なイベント

を仕組んでいけるかということが重要なのではないでしょうか。お

祭りのあとが寂しいというだけじゃ困りますので、祭りのあとが一

番楽しいというそういうまちづくりがうまく進んでいけば非常に面

白いんじゃないだろうかと。そんなふうに思ってるわけです。

それでは、大分話が広がりましたが、最後に一言ずつ発言をお願い

します。端さんどうぞ・一。

都 市 の サ イ ズ

端 都市居住というか、都心居住というか、家族で都心に住むとい

うことが、おそらくこれからできる文化施設なんかを大いに利用す

るということを考えれば、ぼくは欠かせない要素になってくると思

うのです。これが一つ非常に大きなポイントとして出てくる。

それから三都市の話については、ぼくはいまたまたまと言っておき

ますが、京都にいま住んでますけれども、住んでる生活的便利さか

らいったら、 100 万ぐらいというのはちょうどいいんですね、サイ

ズとして。少々まちの端っこて酬何かやってても、千何百円で家まで

タクシーで帰れるとかね。サイズとしての 100 万というのは魅力な

んですよ。そういう意味では、正直言って大阪・神戸というのには、

100 万としての自立的諸機能というのかな ー・・・・ 、それはぼくは当然

あっていいと思う。それがコンペンションという言い方になろうと

何になろうと 。だけど大 阪はもうそのサイズを超えてるから・・・・ 。

吉田 それではまとめにならない… … 。( 笑)

端 大阪はサイズを超えてるというところは仙石さん、しっかり考

えんならん問題になるんじゃないか。( 笑) ぽくは常々そう思ってる

んですよ。 100 万の大台をーパツ超したら、つぎは ・・・・・・ まあニュー

ヨークと比較するとかなんかは別にして、このサイズはちょ っとね。

同じように京者自でいってるじゃないか、 神戸でいってるじゃないか

という意味はぼくは逃う、と。

赤羽 ぼくらは大阪を関西の母都市と呼んでいるんですが。

端 母都市というんですか? 少なくとも 500 万にふさわしいそう

いう構造というのかな。あるいは、ぼくはさっき都市居住と言った

けれども、少なくとも環状線周辺から内側ぐらいは高層住宅でどん

どん人が住んだらいいと思うぐらいの感じなんですよ。

まちづくりの理念

鳴海 吉田さんのほうから故後に

吉田 いえ、私は勝手に大きなことだけを言っていたんですけれど

も、私、こちらの端さんがおっしゃった奥さんも子供も一緒に都心

に住んでいくという方向は、いままで言われている能率、効率とい

うのと違う方向でありながら能率をむしろ高めるということなので 、

非常に新しい点と思います。やっぱりそれを中心にして都市構造や

生産性までも考えないと荒廃してしまっと思います。それを中心に

すれば、どのような方法も生きていくんじゃないかと実は私は思っ

てるわけです。先ほどの離婚の問題だとか子供の教育の問題だとか、

まあ家庭内暴力というのもお父さんの働〈姿を見ないのが一原因で

すから、都心に家族で住み、ウィークエンド 3 日間は他へ行くとい

う組み合わせの違う生活スタイルであっても可能にしたいと思いま

す。

端 単身赴任はあかんで¥( 笑)

鳴海 赤羽さん、どうぞ… ー

赤羽 文化にもっと金を投じる必要があるんじゃないかと思います

ね。梅梓先生あたりが中之島芸能センターという構想を出してます

ね、あれは構恕を出しただけで、全然動こうともしてない。何でか

というと、世界の一流の芸術家たちを引っ張ってきてそこで' 演じた

ところで、あと椴づくものが周辺にないわけでしょう。それを見に

いく人が要るし、見にいけ l;r . ... . . さらにそこで跡を継いで舞台に立

とうというふうな芸術家を志望する人たちも要るし、その人が住み

鍛錬しあう環境も要るわけですが、そういったものが大阪の場合は

全然備わってない。これはだれの役割かというと、行政でもあり、

経済界の役割でもあるんではないか。大阪の公会堂だとか図書館だ

とかああいったものはかつて財界が寄付してつくったものなんです

ね、いまはその話をしますと、いや、いまは税金で全部持っていか

れてるから、そんなんできないんだ、という答えが経済界から返っ

てくるんだけれども、税制を改めるなりして、もう少し金が文化へ

流れるようにできないかと。そうでないと中之島芸能センターとい

うのは決して自の自を見ないだろう。

それからまちづくりの進め方がてんでんばらば、らであるということ

ですね。府と市がそれぞれ別個に・ ・ー・ まあ一応事務局レベルでは連

絡をとりあってるんでしょ 7 けれども、なかなかっまく連動しない。

今度の大阪築城 400 年まつりにしたって、スタートするまで l 年 ほ

どすったもんだがあったんですが、さらに新空港の問題では兵庫県

とすてったもんだでしょう。そのあたりをもっと有機的に結ぶもの、

その結ぶのはだれかというと、市民、住民だと思うのです。そうい

った意味でのもっと住民が参加する形でのまちづく りというのがで

きないか。いまは専門家にまかせっき りの都市計画にな ってますね。

もう一つは都市の税制の問題ですね。優良な多額納税者がみんな外

へ出ていってしまって 、こ ういう言い方をするとあとで問題にな る
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かもしれないけれども、福祉的な経費のかかる人たちが都心に残っ

てしまっている、で一人当たりの市の市民税の収入がどんどん低下

している。これは税制が住民主義をうたってるからそうなるのであ

って、 都市にや ってきて活動をすることによって付加価値の高い収

益を得ている人たちがいるわけでしょう 、都市を利用することによ

ってもうけ た分を取り戻して都市に還元するという、そういう ふう

な税制の手直しも絶対に必要なんじゃないか。

最後にまちづくりの理念となりますが、都市は人聞の文明が指し示

している方向を具現化する場でなければいけないと思うのです。だ

からそこでは弱者であってもある一定の保障は得られる、と 。先ほ

どお年寄りが住みやすいから都市から離れない、と 。 それは非常に

いい傾向なんです。そういうふうな一つの文明の理念的なものを都

市は持っていかなければいけないんじゃないか。

鳴海 仙石さん、最後に

仙石 昭和64年に市制 100 周年がくるんですが、、人 ・魅力 ・賎動砂

という言葉を選びました。人を一番目に出してきたということは、

これからは人の時代だろうという一つの大きな認識、これが産業 ・

文化あらゆるものにかかわってくる 。 そして先導性という観点で事

業を選んだわけです。

先導性というのは、新しいものをやるということで活性化をしよう

というもくろみもありますが、オールジャノ マンの視点で考えたとき

に、これは関西が持っている責務であるという考え方もできるんじ

ゃないか。都市が一つの新しい時代に入ったときにそれを支えてい

くものが生まれるというのは、おそらく歴史的集積、文明の集積の

きさと深さがあってはじめて可能になるのだろう、と 。ですから

いまの新素材といわれるものにしてもコンビュータにしても、精密

で洗練された技術というのは、京都のも っている伝統工芸のワザが

見事に生かされているというふうにも考えられるし、: そうな ってく

ると大阪を含めて関西、この畿内とい 7 ところが一番古い歴史をも

って日本の新しい文化をつくっていかなくてはいけない 。 こうした

創造性のほかにも、よいものを見分ける審美限とか、大阪の笑利性

から生まれる笑践力といった特質を活かすことが、まちづくりの大

きな前提になっていると思っています。

そのときにいろいろご指摘がありました三都の問題というのは、こ

れはやはり非常に大きな問題があるんですけれども、むしろこれは

圏域全体を一つのものと考えて、日本にとって、あるいは世界にと

っての畿内であるという感覚でまず共通ビジョンを持つということ

だろうと思います。 これをいかにして早〈形成をするか、しかる後

それぞれの主体が実施するということは、これは緊張的協調関係と

いうか、そこに競争の原理を働かしていく 。首都圏の場合、東京が

こけたら皆こけたというような状況が起こりうるかもしれない 、こ

うした都市が本来もっている脆弱性が関西の場合には緊張的バラン

スでむしろ支えられとるのじゃないかと、そんな気がしてるので、

これは少し言い訳になりますけれども、これからのまちづくりの考

え方を述べた次第でございます。

鳴海 今日は熱心な議論、どうもありがとうございました。

とき昭和 ＵＸｾ 手 ＱＰ 月 ＱＴ 日

ところ 日本建築協会会機室

傍 聴 者 編 集 委 員
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アンケート

関西の21世紀ヘ向けての

プロジェクトとまちづくりを考える

お り し も 、 大 阪21世 紀 計 阿 の 端 絡 で あ る 大 阪 築 械 400年

ま つ り が オ ー プ ン し 、 今 、 関 西 で は 21 世 紀 へ 向 け て の 都

市づくり・地域づくりプロジェクトがめじろおしですが、

こ の よ う な プ ロ ジ ェ ク ト は 附 図 の ま ち づ く り に と ってど

う い う 役 割 を 来 た し う る の で し ょ う か 。

これをモチーフに、 i 21世紀への| 共J j)gー 魅 力 あ る ま ち づ

くりを問う ー 」 特 集 を 正 月 号 に 企 画 い た し ま し た 。

特 集 は 、 座 談 会 と 、 こ の ア ンケー トと、建築・都市計画

に 大 き く か か わ って い く と 忠 わ れ る プ ロ ジ ェ ク ト を 選 び

出 し グ ラ フ イ カ ル に 紹 介 す る 瓦 、 の三 って村L成 さ れ ま す 。

アンケートでは、関西. ( t i主の姐! - Wi ・布11市 計 lil 可に携わる万

々を含め、いろんな分野・年申告j務の方々がこれらプロ ジ

ェクトをどのように考えているかご凪答いただき、 21世

紀 へ 向 け て の ま ち づ く り の 第一 歩 を し る し て お き た い と

々 え ま し た 。 そこにいろんな々え万・ J Ui が 出 て く れ ば

な お 結 構 だ と 存 じ ま す 。

下 記 の よ う な 設 聞 を さ せ て い た だ き ま す の で 、 あ な た の

ご 意 見 を お 聞 か せ い た だ き た い と 存 じ ま す 。

関 西 に は 21 世 紀 へ 向 け て い ろ い ろ な イ ベ ン ト や

プ ロ ジ ェ ク ト が 計 画 さ れ て い ま す 。 あ な た に と

っ て 関 心 の あ る プ ロ ジ ェ ク ト は 何 で し ょ う か。

あ る い は 、 「 関 西 の こ れ か ら の 発 展J や 「 魅 力

あ る ま ち づ く り 」 の 観 点 か ら 、 あ な た な ら ど ん

な こ と を 考 え ら れ る で し ょ う か。 ア イ デ ア で も 、

夢 物 語 で も 結 構 で す 。 500 字 程 度 で お 書 き 下 さ

い 。 ( ス ケ ッ チ で 回 答 し て い た だ い て も 結 構 で

す)

上記設問でアンケートをしましたところ、予処! を上まわ

る33人 の 方 か ら 玉 析 を お 得 せ い た だ き ま し た 。 そ れ ぞ れ

に 21世 紀 へ 向 け て の ま ち づ くりの第一 歩をしるすj ，ll 屯な

ご: ' i t 見です。 以下に、回答をお谷ーせいただいた )1闘にぬ，1貰

い た し ま す 。 ( 凡出しは、制集でつけたものもあります )

ア ン ケ ー ト を 寄 せ ら れ た 方 々 に 、 誌 面 を か り ま し て 厚 〈

感 謝 い た し ま す。

都 市意 識ー そ の ゴ ジ ラ 症 状

デ ザ イ ナ ー チ ュ ニ ッ ク 社 長 鴨 居 羊 子

大 き な プ ロ ジ ェ ク ト に 自 を う ば わ れ る と い う よ り も 、 百 目 的 、 習

↑ 1 ' t 的に過ぎてゆく、おちこぼれ生徒のような、大阪府市民の都市意

殺 の 保 点 、 批 判 を し ま す。

一 地下鉄の、あの進入、発車時に、狂気のごとく鳴りわたる軍事

報、答笛の厳守ーは、何事でしょう/ 大 阪 市 民 は 、 あ ん な も の に お

ど か さ れ な い と 、 安 全 自 律 で き な い 市 民 で し ょ う か ? 大阪市と、

大阪市民の戸を l!fJ きたいものです 。

こ ん な 紐 l時代的な、ゴジラ症状が、 21世 紀 へ の 7 ・ロジェクトにまぎ

れ こ ま な い こ と を 祈 り ま す 。

一. いま、まぎれこまないことを祈りますと自: きましたが、御堂

筋j 堺 筋 な ど に 新 し く 設 也 さ れ つ つ あ る 前 世 紀 的 な 街 燈 は 、 私 に と

って は 、 ゴ ジ ラ 症 状 で す。 あ の 般 の も の は 、 と り の ぞ き 、 都 市 に 視

覚 的 に も 総 理 す べ き は ず の も の。 その街燈に、 21世 紀 計 画 の 旗 が ひ

るがえ って い る な ど 、 ま さ に ポ ン チ 絵 の モ チ ー フ で す 。 そ の 伎 に 寄

進者のコマーシャルネームが無神経にビス留めしてあるなど、 3佳が

計 画 し 、 維 が O Kサ イ ン を 出 し た の か ? その名を 聞 きたくなりま

す 。 ( か も い ようこ )

本 当 の 21世 紀 へ の 課 題

京 都 大 学 名 誉 教 授 西 山 知

資 本 主 義 的 国 土 構 造 の 中 で 、 大 阪 の 束 京 に 対 す る 巨 大 都 市 闘 の 伎

と し て の 機 能 低 下 を 「 地 盤 沈 下 」 と み 、 そ の カ サ 上 げ を ね ら う 関 西

の 「 復 権 」 の た め の さ ま ざ ま な イ ベ ン ト や プ ロ ジ ェ ク ト が 持 ち 出 さ

れている 。 そ の 本 質 は 、 国 際 環 境 や 資 本 主 義 のl脆弱性を抜きにして、

幻先日、的な発展成長像にうかれてきた高度経済成長が崩壊し、不況局

面に入 って い る 事 態 を 何 と か 引 き あ げ た い と い う 願 望 を か け ら れ た

さまざまな「目玉事業」に、 21世 紀 と い う 無 安 任 な 目 標 時 点 を か か

げ た 「 勢 ぞ ろ い 」 に す ぎ な い 。 ア ン ケ ー ト に 挙 げ ら れ て い る 名 目 だ

け を き く と 結 構 な プ ロ ジ ェ ク ト の よ う だ が 、 内 容 に は 疑 わ し い も の

も多い 。

夜、はそうした目玉事業の愛 51 力 に 望 み を か け る こ と よ り も 、 今 日

の 日 本 の 現 状一一一高 度 成 長 の 中 で 荒 廃 し た 日 本 の 自 然 や 環 境 、 国 土

運営のシステムをどうとり戻すか、: i l . J也 ・形 状 ・規 侠 ・ 内 容 か ら い

ってほとんど不良資産の若手秘ともいえそうな都市の構造や住宅の実

態 を 直 視 し 、 人 間 性 の 全 面 的 発 達 を 保 障 し 、 経 済 大 国 に ふ さ わ し い

本 当 に 泣 か な 生 活 を さ さ え て い く よ う な 地 域 構 造 改 善 へ の 民 主 的 構

想をうちたてることこそ、 i 21世 紀 」 を か か げ る 中 長 期 展 望 の 中 で

とりあぐぺきテーマだと思う。 ( にしやま うぞう )
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- アンケート

海 を 借 景 に し た 空 港

日 本 航 空 大 阪 支 庖 長 細 川 彰 彦

旅 行 の 最 初 に 到 茄 し た 空 港 の 第一 印 象 は 、 大 変 、 大 切 で あ る 。 そ

の 印 象 が 旅 行 全 体 に 影 響 す る こ と が 多 い 。最 初 が 良 け れ ば 、 途 中 で

多 少 の ト ラ ブ ル が あ って も 、 帰 国 し て か ら 楽 し い 旅 行 で あ ったと、

お褒めを総〈 。

昔、海外勤務を終えて羽田に渚| 盗したとき、飛行機の空気取入口

か ら 、 く さ い 央 い が ふ っ と出てきた 。 当 時 、 羽 田 周 辺 の 空 気 汚 染 の

ひ ど さ は 、 わ れ わ れ 日 本 人 に は 周 知 の こ と で あ っ た の で 、 あ あ 、 や

っ と 日 本 に 帰 っ て き た の だ な と 、 妙 な 感 心 を し た も の で あ る 。 これ

が外国からのお若手さんであれば、印象は惑い 。 そ の 点 、 成 田 は ア ク

セス等の問題は残るが、広大でい紋の多いことは気分がよい 。

| 掲西新空港について、その機能性も大切であるが、無駄の効用で

余 り 、 こ せ こ せ し な い 、 ゆ っ た り し た 部 分 を 、 ぜ ひ 、 残 し て 欲 し い

ものである 。 海 上 の 空 港 と な る の で あ れ ば 、 お 寺 の 庭 で は な い が 、

海 を 借 訟 に し た 美 し い 空 港 、 降 り て く る 飛 行 機 の 窓 か ら 見 て も 美 し

い 空 港 が 作 ら れ 、 海 外 か ら の お 客 さ ん の 日 本 と い う 国 の 第 一 印 象 が 、

よ く な れ ば 似 し い 。 そ の 美 し い 空 港 が 、 大 阪 に あ る と い う こ と で 、

大 阪 の 名 前 が さ ら に 、 海 外 に 広 が る 。 ( は そ か わ て るひ こ)

地 味 な 仕 事 だ け れ ど

奈 良 教 育 大 学 助 教 授 田 中 4宣 子

大 阪 に 生 ま れ 、 大 阪 で 官一ち、奈良に勤め、京都に若手らしている者

として、あと 20年 足 ら ず 先 の 関 西 の ま ち づ くりを巧一えてみると…・・・ 。

ビ ッ グ ・ プ ロ ジ ェ ク ト 主 義 を 続 け て い て い い の で し ょ う か 。建 造

物 は 残 り ま す か ら 、 卒 業 を し た と い う 手 応 え は あ る で し ょ う が 、 既

存 の 都 市 の i lUi しは j次官立されたままです 。

地味なイ土 's.t.ご け れ ど 、 下 水 道 の 完 全 務 備 や 歩 け る 範 囲 内 で の 都 市

公園 ・ 地域図 ｦ 書館 ・ スポ ー ツ施設などの ｾｉ 設、」主人のデイケア施設

の 設 置 な ど に こ そ 取 り 組 ん で ほ し い 。

も っ と地味な仕4 だ け れ ど 、 住 居 の 氷 準 を 上 げ る こ と が 同 時 に 必

要 で す。 住 み 方 調 査 で い ろ い ろ な 家 庭 を 訪 問 し て い る と 、 家 族 何 人

か で 一室や 二 室 に 居 住 し て い る 悲 惨 さ を 前 に し て 、 時 と し て 言葉 を

失 って し ま い ま す。 住居は人聞をf :rむ 場 所 で す。 関 西 百 年 の 計 と し

て 居 住 水 準 の 向 上 に 取 り 組 ん で ほ し い も の で す。 ( た な か っ ね ニ)

新 し い 都 市 交 通

M K グループ会長 青 木 定 雄

私 は 京 都 市 の タ ク シ 一 事 業 者 で す か ら 、 21世 紀 と い う よ り 現 に 芭

面 し て い る 都 市 交 通 へ の 対 策 、 な か で も 街 に 氾 滋 す る マ イ カ ー を い

か に 減 少 さ せ る か と い う こ と に い ち ば ん 関 心 が あ り ま す 。

私 は 過 去 に 数 回 、 都 市 交 通 改 革 案 を 運 輸 省 、 京 都 市 長 、 交 通 局 な

ど に 徒 梁 し て き ま し た が 、 マ イ カ ー を 減 ら し 、 街 か ら 公 害 や 停 滞 を

な く す る に は 、 公 共 交 通 機 関 が も っ と 便 利 で 、 快 適 で 、 経 済 的 な も

の で な け れ ば な ら な い と 思 う の で す 。 し た が っ て 都 市 内 に お け る 交
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通 機 関 は 、 鉄 道 も パ ス も タ ク シ ー も 一 体 と な っ て 、 利 用 者 は 1 枚 の

切 符 で ど う 乗 り 換 え て も 市 内 は 均 一 料 金 で ど こ へ で も 行 け る よ う に

な る の が 理 想 で す 。

そうなればノぐスは今のように複雑な系統は不要になり、乗客のす

くない l時 間 帯 の 路 線 は 来 合 タ ク シ ー で 代 行 す る こ と も で き ま す 。 タ

ク シ ー か ら パ ス に 自 由 に 来 り 継 げ る こ と で パ ス の 釆 答 はmえ 公 営 交

通 の 赤 字 も 解 消 し ま す 。 タ ク シ ー も 乗 合 化 し 、 路 線 化 し 、 低 料 金 に

す れ ば 今 の 数 倍 の 人 只 を 輸 送 す る よ つ に な り 、 市 内 に マ イ カ ー に 采

ら な く て も す む 交 通 網 が 他 立 す る で し ょ う 。

そ の た め に は タ ク シ一 運 転 者 のu金 を 歩 合 制 か ら 完 全 月 給 制 に 変

え 、 安 全 と サ ー ビ ス を 高 め る な ど 、 や ら な け れ ば な ら な い こ と は た

い へ ん 多 い の で す。 ( あおき さだ お )

2 4時 間 、 人 が い き い き と 活 動

す る 街

大阪市立大学教綬( 経済学部) 磯 村 隆 文

① ユニークな抑止上国際空港としての新空港を期待しています 。

陵地へのアクセスも、海中ノ マイ プ ( 透 明 ) の 中 を 走 る ケ ー プ ル に し

た り 、 空 港 の モ ニ ュ メ ン 卜 は も ち ろ ん 、 全 体 の デ ザ イ ン を 未 来 S F

的なものにして、空港比学者がよt ま る よ う に す べ き で す 。

② 大 阪 駅 周 辺 再 開 発 計 画 は 、 夜 も 人 が 集 ま る 仕 掛 け に す る べ き

です。 ホ テ ル 鮮 と 問 11寺 に 、 快 適 な 柴 田 住 宅 群 を 組 み 入 れ る こ と が 必

要四です 。

③ 御 盆 筋 沿 線 の 建 物 の一 階 部 分 を シ ョ ー ウ イ ン ド に し て 、 ブ ロ

ッ クごとに特長のある、消費財のｾＺＭｴｾ設凡本市をつくるのが、いいと

思し、ます。 あるブロ ッ ヌ は 北 米 ゾ ー ン 、 つ ぎ は ア フ リ カ ・ゾ ー ン と

い う よ う に 割 り 当 て て 、 そ れ ぞ れ の 地 域 の 最 高 の 商 品 群 を 展示 する

のです 。 商社がぞのｾ｜になれば、世界中のバイヤーを集めて、見本

に よ る 商 談 を 集 中 的 に で き る こ と で し ょ っ し 、 日 常 的 に は 小 売 も で

き る 仕 掛 け に す る と 人 が 集 ま り ま す 。 昔の大阪のように、世: 界の商

品をよt め て 、 情 報 化 し て 、 付 加 価 値 を つ く る の で す 。

ユ ニ ー ク な 空 港 と ユ ニ ー クなショ ッパ ー ズ ・コスモス ( 御 掌 筋 ) 、

それに多くの人が住む者11心 が 形 成 さ れ れ ば 、 大 阪 は 一 日 24時 間 、 人

が い き い き と 活 動 す る 街 に 生 ま れ か わ る は ず で す。( い そむ 句 た かふ み )

夢 づ くりから町づくりへ

わらべ苧 ・北 条 児 童 美 術 研 究 所 ::t t 条 カ ツ 昭

「チどもの絵それはチどもの心のt世界からの手紙である J

し か し 紋 近 の 子 ど も の 拙 〈 絵 は 、 な ん と も 単 純 で 無 感 動 に 仕 上 が

って し ま う 絵 が 多 い 。工 'J} 現 場 で 大 人 の 目 を 盗 ん で 遊 ぶ と き の チ ど

も の イ キ イ キ と し た 表 情 、 き ぴ ん な 動 作 、 そ の子 らしさ ( 独創J 'fIJ: )  

とい っ たものが、l ! ! i i 用紙を li 可にすると子どもの体の 中 か ら 消 え て ど

こかへい ってしまう 。

，与えてみれば、チども n身が生活の中で絵を- t iuき た く な る よ う な

生 前 体 験 ( 心 の 感 動 ) が な い の で は し か た の な い こ と で あ る 。 そん

な 子 ど も た ち を 仰 に し て ね た ち 大 人 は 、 彼 ら が 絵 を Jffi きたくなる ε

ｴ 希硫 ￞ｊｾ を準イ ｬ ｬￏｩしてやればいいのだが ー ー・ 。

*  

私たちはまず、 -f どもの住む市、悶Tの 年 齢 別 人 口 表 を 用 意 し た 。



そ し て 京 阪 沿 線 の 各 市 の 人 口 の 約 4 ;!IJ J を 子 ど も た ち が 占 め て い る こ

とを知る 。 そ し て 子 ど も に も あ る は ず の 市 民 と し て の 役 割 に つ い て

考 え て み た 。金 も 力 も 持 た な い チ ど も の で き る こ と 、 そ れ は 自 分 の

意 見 を 持 ち 、 で き る こ と な ら 大 人 に そ の こ と が わ か る よ う に 表 現 す

ることが、市民としての子どもの役 ［ｬｾｊ ではないかと々えた 。

子 ど も た ち は 学 校 ・道 路 ・公 園 ・生 活 ・淀 川 等 が 将 来 こ の よ う に

な ってほしいと、 言築 で 、 文 章 て ¥ そ し て 絵 で と 表 現 し た 。 多くの

子どもたちは淀川に深い| 謝心を 示 した 。 な ぜ な ら 、 人 聞 の 作 っ た 都

市 と 巡 って、淀川には 子 どもたちの思いを受けとめてくれる自然、が

あるからて・ある 。 そこて酬のイ乍品J洋て. ￭ 自 ｲｾ こそカ吋 言 用て Ｇ きるほ・くた

ちの友だちである / J と子どもたちは主仮した 。 と り わ け 小 さ な 子

どもたちにと っ て、太陽、緑、 ｾｈ ｜ｊは生物としての本能のところで

求 め て い る よ う に さ え 思 え た 。

大 人 が 々 え る 町 づ く り に は 大 き く 地 域 IJf.J発 が あ る が 、 そ こ に 住 む

一 人ひとりの人 It¥j にと っては、自分の々え、未来に対するi ! ' 、その

夢 を は ぐ く ん で く れ る 生 活 、 そ し て そ の 少 を 表 現 で き る 時 と 所 の 保

証 、 そ の よ う な も の こ そ 、 こ れ か ら の 町づ くりの中で忘れてはなら

な い こ と で は な い だ ろ う か ? { ほ うじょう か つ あ き)

伝統文化の上に築くまちづくり

大林組顧問 山 本 康 雄

関 西 は 古 く か ら 、 ① 瀬 戸 内 海 の 束 の 行 き ど ま り の 地 て ¥ 気 候 は iKi

l段、 ② 日本列島の中央官11で 、 太 平 洋 と 日 本 海 の 聞 の 最 も 狭 い 位 也 を

市め、 ③ 平 地 は 少 な い が 、 琵 琶 湖lや河川の水に，I! I . まれていた 。 その

ため、 ④ 古くから閣の政治経済の中心として栄え、 ⑤ 中 国 や 東 南 ア

ジアなどと交流交易を進め、 ⑥ 政治倫力がJ l ミへ砂 っ た 後 も 、 商 工 業

を中心に発展を続け、 ⑦ 常 に 最 も 先 端 的 文 化 の 地 と し て 、 そ の 遺 産

や遺品埋も多い 。

最 近 に な って人 ・物 ・ 情 報 ・文化の流れが、 i! it から空へ大きくや1
1

び て き た た め 、 関 西 は 今 そ れへ の 対 応 を せ ま ら れ て い る 。 関 西 新 国

際 空 港 を は じ め 、 今 進 め ら れ て い る プ ロ ジェ ク ト の 多 く は そ の た め

であるが、 21世 紀 の 関 西 の 発 展 は 、 や は り こ れ ま で の 歴 史 や 伝 統 の

延 長 線 上 に 築 か れ な け れ ば な ら な い 。 l湖 西 で は こ の 地 の 利 や 伝 統 文

化 の カ を 土 台 に 、 新 し い 国 際 化 し た 地 域 づ く り や ま ち づ く り を 進 め

て い く こ と が 、 東 京 に は な い ユ ニ ー ク な 関 西 の 魅 力 あ る ま ち つ・くり

の基本であると考える 。

私 は か ね て か ら 吋 主 み た く な る ま ち づ くり H をH呂えてきた 。 住み

た く な る ま ち は 与 え ら れ る も の で は な く 、 住 民 自 体 が つ く る も の で

ある 。 関 西 人 は や芦 屋 マ ダ ム 。 の ま ち づ くりのi . ' l ・mな 経 験 を 持 って

い る し 、 従 来 か ら 民 間 主 導 の 精 力 も 必 い 。 とはいえ、これからはま

ちづ くりの専門家として、地域の建築家が先頭に立たなければ、 ‘ 住

み た く な る ま ち ゅ は 育 た な い 。 ( や まも と や す お )

何 か 一 つ キ ラ リ と 光 る ま ち

づくり

F I T 総 合 研 究 所 代 表 春 井 秀 雄

私 が 地 元 の 人 々 と 一 緒 に 考 え て い る ま ち に 西 脇 が あ る 。 この小さ

な ま ち も マ イ カ 一 時 代 の 到 来 と と も に 、 今 も っ とも大きく変貌しよ

うとしている 。 そ れ は 小 さ い な が ら も 西 脇 を 中 心 と し て 周 辺 の 多 可

関西の21世紀へ向けてのプロジェクトとまちづくりを考える・

郡 を 含 ん だ 商 圏 を 形 成 し て い た の が 、 事 で 1 時間から 1 時 間 半 で 大

阪 、 神 戸 の 大 都 会 に 簡 単 に 行 け る よ う に な っ た こ と だ 。 そ の た め 西

脇 の 商 庖 街 の 地 盤 沈 下 が 起 こ ってきた 。 さ ら に 繊 維 の 不 況 で 、 か つ

て は 若 者 で い っぱ い だ った ま ち か ら 、 若 者 の い な い ま ち に 変 わ っ て

しまった 。

酋 l協 の ま ち の 再 生 を つ ぎ の三 つの観点から考えてみよう 。

I  JJl. m，-$豆白

今 進 ん で い る 中 心 部 の 空 洞 化 は 、 ま ち づ く り を 行 う 上 で 一 番 ま ず

い 方 向 に 向 か っている 。 郵 便 局 、 市 役 所 、 病 院 等 の 市 民 の 日 常 生 活

に 必 要 な 施 設 が 、 次 々 に 市 の 中 心 部 か ら 、 は ず れ て い く た め 車 が な

い と 何 も で き な い ま ち に な り つ つ あ る こ と 。 そ し て ま ち の 中 心 に は

人 通 り が あ ま り み ら れ な い 状 況 に あ る 。 よ っ て 庖 も 幹 線 道 路 沿 い の

阜 の 止 め ら れ る 庖 づ く り を 、 個 人 個 人 が 勝 手 に 行 っ て い る 。 しかし

今 な ら ま だ 、 西 脇 の ま ち は 徒 歩 あ る い は 、 自 転 車 で 必 要 な 施 設 ( 市

役所、郵便局、望書察、病院、商庖街、スーパ一、レストラン、娯楽

施 設 、 学 校 等 ) に 行 け る コ ン パ ク ト に ま と ま っ た 都 市 軌 を 形 成 す る

ことはで?きる 。

1 具 体 的 な 改 普 点 |

どうすれば現状の都市機能を最大限に利用できるか。

・駅 前 商 庖 街 、 セ ン ター街やスーパ ー が 協 力 し 、 一 体 化 し て 、 他 都

市 の 商 圏 に 負 け な い ま ち づ く り を め ざ す。 ( e x 織 物 工 場 跡 を オ ー

プ ンマ ー ケ ッ トや手作りの庖等にするなどの活用によって一体化)

・今 後 は ま す ま す 大 き な 商 圏 の 勝 負 と な る か ら 、 そ の た め に も 何 か

一 つ は キ ラ リ と 光 る 魅 力 あ る ま ち づ く り が 必 要 。 ( ま ち 全 体 が 自 然

を 生 か し た 、 便 利 で 楽 し い他 都 市 で は 絶 対 真 似 の で き な い フ リー マ

ー ケ ッ ト)

・そ の た め に は 、 車 、 パ ス 、 自 転 車 や 徒 歩 、 ど ん な 交 通 手 段 に も フ

ィ ッ トするまちづくりをめざす。

具体的には、

i  !j I の 道J ( 翠もスムーズに走れ、パーキングからはいろんな施政

に行ける)

「人の道J (  )11の流れる近、ショ ッピ ン グの楽しめる道)

「自転車の道J ( まち- 1 ¥¥: にはりめぐらされる 、 さわやかなサイク

リング道)

「パ ス の 道J ( 公 図 の i立の中を走るパス)

そ し て 道 路 を 一 本一 本見直し、「一 方 通 行J i 大 型 車 規 制 J i 時 間

帯によ って 阜 の 進 入 祭 止J と か い ろ ん な 工 夫 を し て 、 ゾ ー ン 全 体 で

卓 を ど う 走 ら せ る か を 考 え る 。

・また作文、シンポジウムでみんなの意見を聞くことも大切で弘、絵

画 展 や 子 供 の ま ち づ く り シ ン ポ 等 も 聞 い て い く 。

口歪E

f主 み た く な る ま ち 、 行 って み た く な る ま ち と は ど ん な 条 件 を 備 え

て い る か 。 生 活 す る の に 便 利 で 、 ま ち 全 体 に 活 気 が あ り 、 若 者 が 集

まり、老人が恕える 。 そ し て 子 供 が 走 り 回 れ る ま ち 。そのためには、

ま ち に 緑 が 多 く 水 が 流 れ 、 そ し て 卓 と 人 の 道 が あ る 。時 代 を 超 越 し

た 落 ち 着 き が あ る 。 そのために必要なことといえば、 「まちに必要

な も の が す べ て 揃 っている J ということになり、目玉として若者を

集めるために、工芸芸短 大 ( デザイ ン関 係 ) を 考 え る 。そ し て 西 脇 の

魅 力 は 、 他 の 都 市 に は み ら れ な く な っ てしまった「自然」がある。

こ れ を ま ち づ く り の 原 点 と し て 大 い に 生 か す 。 そ し て 西 脇 に し か で

き な い ま ち づ く り を 行 九

|湖西のこれからの発展には、このように独自の長所を活かした、

ユ ニ ー ク な ま ち が い ろ い ろ で き る こ と が 、 必 要 不 可 欠 で あ る 。

{ は る い ひ で お )
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- アンケート

大 阪 に 21世 紀 の 森 を ノ

都 市 環 境 計 画 研 究 所 長 谷 川 弘 直

21世 紀 を め ざ す 今 、 大 阪 に 何 が 必 要 か を 問 う 場 合 に 、 こ れ ま で の

大 阪 の 街 づ く り の な か に 何 を つ く ろ っ と し て き た の か を 、 現 実 の も

の を 通 し て 問 わ な け れ ば な ら な い 。

関西の玄関口と 言 わ れ る 大 阪 駅 周 辺 の 再 開 発 に は 、 こ の 十 数 年 興

味をも ってみてきた 。 し か し 関 西 の 玄 関 口 と し て 魅 力 あ る 街 に な っ

ていないのではと思う 。 大阪らしさがない平凡な建築施設物の自己誼

の な か に 、 も う し わ け 程 度 の オ ー プ ン ス ペ ー ス と 緑 が 存 在 し て い る

に す ぎ な い 。 さ ら に 伎 の 低 い 業 材 と デ ザ イ ン に よ って 構 成 さ れ た 広

場 は 、 横 浜 や 神 戸 に み る よ う な 都 市 広 場 と し て の 魅 力 を 少 な い 。 つ

ま り 大 阪 を 諮 る と き に 街 の 空 間 と し て の 個 性 を イ メ ー ジ で き る 綜 や 、

広 場 や 、 く つ ろ げ る 場 所 が な い の で あ る 。

東京で与の神宮の謀長やニューヨークのセントラルノマークのように、

大阪の駅周辺にも緑泣かな森が街の中心にあって、この森によ ってう

け つ が れ て き て い る 日 本 古 来 の 森 林 文 化 の 基 盤 づ く り を ま ず 大 阪 の

街 づ く り の な か 柱 と し て 都 市 の 骨 格 を 形 成 す る こ と が、関 西 の か な

め 大 阪 の 21世 紀 に 向 け た 活 気 あ る プ ロ ジ ェ ク ト で あ ろ う と 感 じ る 。

20世 紀 に お い て は 、 造 る こ と に よ って 瓜 土 も 人 の 心 も 破 駿 と 退 廃

の 世 界 に 追 い こ ん で き た と 言 えよう 。 21t1b%己を身近にみる今、大阪

に は 紋12かな = 心 の 利 益= を 生 む 「 採J こ そ 、 大 阪 を 生 成 さ せ る 宝

で与あると 言 えよう 。 ( はせ がわ υ ろ なお )

ニ ュ ー タ ウ ン づ く り と 伝 統 的

な 美 し き

YK村 デ ザ イ ン 研 究 所 岩 井 珠 恵

いま、| 長1西 各 地 で は さ ま ざ ま な ニ ュ ー タ ウ ン 構 想 が 提 案 さ れ て い

る。私 は こ れ ら の ニ ュー タウ ン づ 〈 り に 対 し て 、 ヴ ィ ジ ュ ア ル デ ザ

イ ン 商 か ら 強 い 懸 念 を い だ い て い る 。 と い う の は 、 こ れ ら 新 し く つ

くられるニ ュー タウ ンが、王見ど匡あ る ニ ュー タ ウ ン と 同 じ よ う に 、 マ

ッチ 箱 風 建 物 の 行 列 に な って し ま う の で は な い か と 思 う か ら で あ る 。

こ ん 日 、 全 国 ど こ の ニ ュー タ ウ ンへ 行 っても閉じ風景¥すなわち、

マ γ チ車 ｃｩ 建物の行亨 ｊｪ がおよき、 ｩｬｬｬ 市 ｾ ｉ 聞 の拡がりのおもしろさもなけ

れ ば 、 風 土 性 も 感 じ ら れ な い 。 そ う し た 面 で は 、 設 近 の パ リ や ロ ン

ドンのニ ュー タウ ン づ く り は 、 処 築 物 の 形 や 外 壁 の 色 彩 な ど に 、 お

の お の の 街 の 色 あ い を 強 〈 打 ち 出 し て い て 個 性 的 で あ り 、訪 れ る 者

へ の 印 象 も 強 い 。

日 本 に は 永 年 に わ た って気候 ・風 土 に 謄 か れ た 美 し い 建 物 が 伝 え

られている 。 と こ ろ が 、 ニ ュー タ ウ ン に お い て は 、建 築 物 へ の 風 土

性 や 伝 統 的 造 形 美 の 取 り 入 れ が な お ざ り に さ れ て い る よ う に 思 う 。

こ れ ら の 造 形 的 美 し さ を 、 こ れ か ら の ニ ュ ー タ ウ ン の 建 築 群 に う ま

く 生 か せ な い も の だ ろ う か 。

建築物は、人々に者11市 の 印 象 ( イ メ ー ジ ) を 直 接 的 に 伝 え る も の

であるだけに、個性的な美しい主主物による新しい都市空間の創出を

願 わ ず に は い ら れ な い 。 ( い わ い たまえ)
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視 力 障 害 者 の 夢

社会福祉法人日本ライトハウス理事長 岩 橋 英 行

21世 紀 に 向 か い 、 障 害 者 た ち も 希 望 に 11旬おどらせている 。三共産圏

・自由閤を問わず、視力障害に| 悩むものの苦しみは同ー である 。社

会 生 活 、 家 庭 生 活 、 職 業 、 教 育 に 、 大 な り 小 な り の 偏 比 と 差別 がと

も な い 、 自 由 な る 選 択 や 行 動 は 、 な か な か ゆ る さ れ な い 。

もし、 21世 紀 に 向 か い 、 大 阪 を 中 心 に し た 近 畿 凶 に お い て 、 盲 人

たちが先端産業の恩恵を受け、白銀 ｾｾｉｉ の逆転がて Ｂ きるようになり、

健 常 者 と と も に 、 乗 馬 ・テニス ・射増産 ・絵が拙けるようになれば、

どれだけ楽しいか 。 また、美術館に行 っ て、 ｊｾｉ ［ 五 ｊｪ Ｎ 絵画が位協者問

機 に 理 解 で き た ら 。交 通 機 関 ・公共，建物・道路上で、障害者とい

う 気 が ね な し に 行jfr)りができ、百貨庖で自由にものが選べたり、先天

￬ￏリょたちが色を ｉｾｌｙ 記によることなく認識でき、また手を拡げて「お

空 は 、 こ れ の 何 倍 ? J と い っ 質 問 に 、 と ま ど う こ と な く 教 え ら れ る

であ ろ う世紀に、 dlEは拡がる 。 そ こ に 、 兵 の 文 化 の 灯 が と も る 。

文 化 と は 、 明 る い と こ ろ に 灯 を と も す の で は な く 、 H計さに枚.lX を

あ て る こ と こ そ 、 点 の 文 化 で は な か ろ う か 。 ( いわ は し ひでゆき)

21世 紀 、 大 阪 の 研 究 都 市 構 想

大高デザイン・プロダクション 大 高 猛

こ れ ま で 発 表 さ れ た 21世 紀 へ の 「 大 阪 計 画 J な る も の を 丹 見 し て

も 、 ス ケ ー ル が小 さ く 、 拡 が り が な い よ う に 忠 わ れ る 。 た と え ば 北

大 阪 の 設 計 を 凡 て も 、実験者11市 筑 波 の 学 園 都 市 の 焼 き 直 し に 過 ぎ な

い よ う に 凡 え る の は ど う し た こ と か 。 これは、 一定 の地 域 だ け の 開

発 で 、 伸 び や か な 村L氾! ではなく、発展は考えられない。

関 西 は 、 大 阪 、京 都 、 神 戸 、 奈 良 と 大 都 市 が 隣 接 し て 、 相 互 の個

性 が 反 発 し あ って い る と こ ろ に 特 色 が あ る 。

そ こ で 、 大|仮計画を術くとき、大阪府全域の者11市 単 位 で 、 特 色 あ

るゾー ン を 作 り あ げ る 企 画 は い か な る も の だ ろ う か 。た と え ば 、 茨

木 、 吹 田 各 市 は 、 文 教 、 学 園 ゾ ー ン。 12中 、 池 田 市 は バ イ オ テ ク ノ

ロ ジー 研 究 ゾーン。 岐律、門点、枚万、交野、凶条目立市は ハ イテク

ノロ ジー 研 究 ゾ ー ン。 箕 l師 、 守 口 、 八 尾 市 は ソ フ ト 産 業 ゾ ー ン。 大

阪 市 は 情 報 集 約 研 究 ゾ ー ンなどと、名都市を{ 附性あるゾーン に作り

あげるのである 。 市民も誇りをも っ て地域の文化地殺を ｼ 斗慨し、 ｟ ｽｉｾ

びを! 必じ、育てようとする住民意識の向似向党がもてるのではない

だ ろ う か 。 ( おお た か た けし )

第三プロジェクトの展開もノ

神 戸 大 学 助 教 授 ・建 築 学 科 嶋 田 勝 次

関 西 は こ れ ま で 、 京 都 ・ 大 阪 ・神 戸 というイl母性ある大都市を中心

に発展してきたし、今後もそれぞれの特色を発邸しつつ展 ｉｾｾｪ をとげ

るべきだと考える 。

「京都は5 trだおれ、大阪は食いだおれ、事11戸 は 住 み だ お れJ とい

われたり、 「京高11は 学 者 が え ら い 、 大 阪 は 財 界 が え ら い 、 神 戸 は 行

政 が え ら い J と い わ れ た り も し て い る 。何も 三 泌 ぱ な し を す る つ も



り は な い が 、 他 の 大 都

市 圏 と 呉 な る の は 、 関

西 は 一点集中ではなく 、

こ れ か ら も 三 都 市 と も

各 性 格 を 尊 重 し な が ら

役 割 を 分 担 し 、 関 西 全

体 と し て の 調 和 あ る 発

展 が さ ら に 求 め ら れ る

のである。

ところで現在、 21世

紀 に 向 け て の ビ ッ グ プ ロ ジ ェ ク ト が 目 白 押 し で あ る が 、 都 市 や 府 県

単 独 の も の を 含 み 、 共 同 の4 業 や 国 の 計 画 に 対 し て 、 こ れ ら を 関 西

の み ん な の も の と し て 位 置 付 け 、 全 体 の 均 衡 体 制l を は か る こ と が 大

切であろう。

そ の た め に は 、 各 プ ロ ジ ェ ク ト の 立 地 条 件 に も 大 き く か か わ る の

で 、 た と え ば 京 阪 奈 研 究 学 園 都 市 、 大 阪 湾 関 西 新 空 港 の 建 設 に 加 え

て 、 も う ひ と つ 北 摂 丹 波 に お け る 内 陸 都 市 の プ ロ ジ ェ ク ト ( 例 と し

て 芸 術 文 化 教 育 都 市 ) を 検 討 に 加 え る べ き で は な い か と 考 え る 。

( しまだかつじ)

千里国際文化都市構想に寄せて

阪 急 電 鉄 取 締 役 副 社 長 小 本 本 公 平

千 皇 ニ ュ ー タ ウ ン は 、 活 工 か ら す で に 20年 を 絞 て 、 成 熟 し た 都 市

と し て の 風 格 を 最 近 と み に 備 え て き て い る 。 し か し 、 国 立 民 族 学 博

物 館 長 の 梅 料 忠 夫 先 生 は 、 こ の 地 域 の も つ 、 未 来 に む か つ て の 潜 在

的 な ポ テ ン シ ャ リ テ ィ に 箔 目 さ れ 、 千 里 は 未 完 成 で あ り 、 国 際 文 化

都 市 を め ざ し て 脱 皮 す べ き だ と し て 、 昭 和 54年 に 「 千 皇 国 際 文 化 都

市株主目、J を 提 陥 さ れ た 。 椛 怨 そ の も の は ご ゑ 知 の こ と と 思 う の で 省

略 す る が 、 千 里 を 広 域 千 里 と し て 捉 え 直 し た 場 合 、 「そのポテンシ

ャ リティというのは、 lji に こ の一 地 域 共 同 体 の 運 命 と い う よ う な レ

ベ ル の 話 で は な く て 、 全 関 西 、 あ る い は 全 日 本 の 未 来 に 対 し て 重 要

な意味をもってくる種類のもの」であるというこ' 指摘は、まことに

卓見であると思う。

千里は、万国博の| 井H佳 以 降 、 国 際 化 の 洗 礼 を う け 、 住 民 の 文 化 意

識 も 非 常 に 高 〈 、 ま た 国 際 関 係 の 仕 事 に 従 事 し て お ら れ る 方 も 多 い

と聞く。

関西は、今、 21世 紀 に む け て 国 際 化 の 道 を 選 択 し 、 そ の 実 現 の 方

途 を 模 索 し て い る が 、 京 都 ・大 阪 ・神 戸 の 重 心 に 位 置 す る 千 里 の 国

際化がすすめば、硲かに| 刻西全体の国際文化者[1市 化 を 促 進 す る こ と

になるであろう。この榊悲Ａのすみやかな笑現をＡｾｪＧｪってやまない。

( こばやし こヲへい)

ア マ チ ュ ア 文 化 育 成 の ス テ ー

ン ョ ン

宇 津 木 文 化 研 究 所 主 宰 宇 津 木 秀 甫

今の都市では、「地域」という概念でものごとをやっても時代をリ

ー ド す る こ と は で き な い 。 け れ ど も 、 密 度 の 高 い 地 域 型 コ ミ ニ ケ ー

シ ョ ン を 復 活 さ せ て 、 そ の 核 に は 21世 紀 ら し い 地 域 文 化 を 燃 や し て

お か な い と 都 市 は 冷 え き っ て し ま う で し ょ う 。 21世 紀 の 文 化 主 流 は

関西の21世紀へ向けてのプロジェクトとまちづくりを考える・

ア マ チ ュ ア が 創 造 し て い く と 考 え ら れ ま す か ら 、 ア 7 チ ュ ア 文 化 創

造のステーションが必要です。

た と え ば 、 淀 川 両 岸 に 大 阪 府 営 の セ ミ ナ ー ハ ウ ス 群 を つ く る 。 淀

防 に く っ つ い た 建 物 群 は 相 互 に 関 係 す る 必 要 は あ ま り な い 。 各 建 物

から独自な道路的設備によって; 吸をこえて河川敷につながる。川と

河川敷が交流とだ! いの場。建物群は全体としては雑居アトリエ群。

ギ 前 に 申 請 し て 認 め ら れ た 個 人 、 グ ル ー プ は 、 半 月 ぐ ら い な ら 最

低の飲食費でレ宿泊できる。

執鋒。美術製作。音楽・舞踊の完成。映画や演1 I 11 の完成ができる。

科 学 技 術 の 進 歩 が す ぐ 利 用 で き る 設 備 が あ っ て 、 事 前 審 査 を 経 て 製

作用具の経費に補助金も出る。

両 i主 に 設 け る の は 、 森 屋 川 市 付 近 の も の は 河 内 型 で 集 約 型 菩 桜 裂

の 文 化 創 造 を 主 と し て 、 高 槻 市 付 近 の も の は 摂 津 型 で 諸 文 化 の 激 し

い 通 過 を う け と め て こ な す 型 の 文 化 創 造 を 主 と す る 。 双 方 を 母 な る

淀 川 に 船 を 浮 か べ て 結 ぱ せ 、 大 阪 ら し い も の と す る た め 。

こ こ は あ く ま で 創 造 の 場 で 、 発 表 は 地 域 に も ち か え る か 、 都 心 に

も ち だ す 。 ち ょ っ と 無 駄 な よ う で も っ と も 活 力 の あ る 場 。 こ う い う

発 想 を ど こ か で 生 か し て ほ し い と 思 い ま す 。 ( う っ き しゅう，: 1. )

、まちづくりグにイベントの

イ ンノマクトを

愛 知 学 泉 大 学 講 師 高 田 公 玉 里

「京都国体」を愛称に、 「新しい歴史に向かつて走ろう J を 合 言

葉 に 、 昭 和 63年 、 京 都 で 第43回 国 民 体 育 大 会 が 開 催 さ れ る こ と に な

った。この大会は、 昭 和21年 に 第 1 回 大 会 が 閉 じ 京 都 で 開 催 さ れ て

以 降 、 す べ て の 都 道 府 県 を 一 巡 し た 後 に 開 催 さ れ る 「 第 2 巡 ・第 1

回 目 の 大 会J である。それが、、合言ー葉。の所以なのであろう。

で は 、 そ の 具 体 的 は 中 味 は 、 ど の よ う に デ ザ イ ン さ れ る べ き か 。

そ れ を 私 な り に 整 理 し た の が 、 つ ぎ の 3 点である。

① 草 の 綴 の ス ポーツを生かす国体・・・・・・一部のスポーツエリートの

会からの脱皮をはかる。

② 第 l 図国民文化祭の同時開催を・・ ・・ ・・ i 2 巡 回 の 国 体 」 は 、 ス ポ

ー ツ の ほ か に 、 国 民 の あ ら ゆ る 文化 活 動 を 集 約 す る 場 を 併 せ て 設 け

てはどうか。

③ エ レ ク トロニクス団体・・ ー1 N  S な ど の 笑 践 的 な 実 験 フ ィ ー ル

ドとして国体のインベントを位置づける。

こ う し た コ ン セ プ ト を ホ 国 体H と い う イ ベ ン ト に う め こ む こ と に

成 功 す る な ら ば 、 そ れ は 、 た と え ば 「 建 都 千 二 百 年 祭 」 な ど の イ ベ

ン ト の 齢制II 作 業 と し て も 貢 献 し う る と と も に 、 あ ま た あ る V 也域開

発 プ ロ ジ ェ ク ド の 推 進 に 実 質 的 て ' 有 効 な イ ン パ ク 卜 を 与 え る こ と

カずできるのではなかろうか。 tた か だ ま さ と し )

提 案 一 成 熟 し た 都 市 づ く り

黒 田 建 築 設 計 事 務 所 永 福 よ り 子

ヨ ー ロ ッ パ の 都 市 を 日 本 の 都 市 と 比 較 し て 、 第 一 に 都 市 の 住 宅 の

多 さ に 驚 〈 。 パ リ と か ウ ィ ー ン の 都 心 に は 笑 に 沢 山 の 人 々 が 生 活 し

て い る 。 オ フ ィ ス や 商 庖 と 住 宅 と が 立 体 的 に 海 然 と し た 活 気 を つ く

り出している 。

夜 に な る と ゴ ー ス ト タ ウ ン 化 す る 日 本 の 都 心 へ も 一 度 人 々 を H乎び
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- アンケート

戻 す こ と は で き な い だ ろ う か 。 た と え ば 神 戸 の 中 心 三 宮 周 辺 は 現 在

高 層 の オ フ ィ ス ビ ル や 再 開 発 商 業 ビ ル が 多 〈 建 て ら れ て い る が 、 3

階 以 上 の 高 層 部 分 を 住 宅 ス ペ ー ス に と れ な い だ ろ う か 。 職 場 が 近 け

れ ば 、昼 食 時 に は 家 ま で い っ た ん 帰 り 、 レ コ ー ド の 1 枚 も 聴 け る 。

ア フ タ ー フ ァ イ ブ の 過 ご し 方 も 随 分 ち が っ て く る 。 シ ャ ワ ー を 浴 び

て か ら 夜 の パ ー テ ィ ー へ 出 か け る 余 裕 も で き る 。 終 電 車 を 気 に す る

こ と も な い 。 図 岱 館 、 美 術 館 、 コ ン サ ー ト ホ ー ル な ど の 都 市 施 設 も

身近になる 。

神 戸 は 山 と 海 に は さ ま れ た 傾 斜 地 に 発 達 し た 都 市 だ け に 自 然 の 変

化に 13ん だ 景 観 が 素 晴 ら し い 。 六 叩 山 が 迫 っ て い る の で 、 居 な が ら

に し て 容 の 新 緑 、 秋 の 紅 築 が 楽 し め る 。 神 戸 港 沖 に は は る か 大 阪 湾 、

淡 路 ぬ が 一 望 で き る 。 ま だ ヨ ー ロ ツ ノ 切3 ら学ぶものがあるとすれば、

都 市 で の 住 ま い 方 で は な い だ ろ う か。金も 夜 も 活 気 に 溢 れ た 街 づ く

りこそ、成熟した魅力ある 21世 紀 の 都 市 の 姿 で は な い だ ろ う か 。

( なカeふく よリこ )

夢 を 京 都 に 実 現 し て い く

京都商工会議所会頭 ・ワ コ ー ル 社 長 塚 本 幸 一

大 阪 21世 紀 計 画 は 、 大 阪 の 精 力 化 に 創 造 的 な 役 割 を 果 た し て い る

が、京都と科l 戸 に 同 様 の 計 画 と 委 貝 会 が 出 来 て 、 将 来 そ れ を つ な ぐ

関 西 21世 紀 計 画 と な れ ば 、 復 権 が- J !'l 円滑となる。

私 の 立 場 と し て 最 も 関 心 の 強 い の は 京 都 で あ る が 、 な ベ; としてゐ

「文化首都構想J を 推 進 し な け れ ば な ら ぬ と 考 え て い る 。 新 旧 の 文

化 が 艶 然 と 共 存 で き る 素 地 を 持 つ 京 都 は 、 日 本 の 世 界 に 誇 る 文 化 者11

市である。

1  .  ' 86年 の 先 進 国 首 脳 会 議 ( サ ミ y 卜) の誘致。

2  国 際 会 議 場 の 整 備 ・ 強 化 と 国 際 的 宿 泊 施 設 の 建 設 。

3 .  10年 後 の 1994年には、平安注者111200年 祭 と 種 々 の イ ベ ントの実

施で、世界の耳目を集める。

4  さらに塑 ' 95年には、京阪奈丘陵の学術文化研究者11市において、

学術、文化の万国博覧会の開催等々。

このほかにも、 「 国 立 歌 舞 伎 劇 場 」 の 誘 致 、 市 民 ホ ー ル 、 常 設 美

術 館 、 市 役 所 の 新 築 移 転 、 さ ら に は 、 皇 太 子 殿 下 の 主 催 さ れ る 公 式

園 遊 会 の 定 期 的 開 催 と 新 離 宮 、 迎3当館の整備など32Zは ふ く ら ん で い

〈。

ま た 、 も う ひ と つ は 、 京 都 が プ ロ 野 球 チ ー ム を 持 ち 、 全 天 候 型 3

万人、 3 千 台 収 容 の 球 場 を 持 ち 、 プ ロ ス ポ ー ツ の 面 か ら も 全 国 か ら

の注目を集めてみたい。 ( っかもと こういち)

地 文 、 水 分 、 人 文 、 天 文 の 有 機

的; 舌↑ 生イ七

大 阪 府 立 大 学 態 学 部 教 授 久 f呆 貞

21世紀へ向けて、、、国際化。、 * 高齢化。、* 情報化砂の時代がくる

と 考 え ら れ る 中 で 、 関 西 地 域 が こ れ ま で に 育 ん で き た 活 力 を 基 盤 に 、

人!日l性 泣 か な 地 域 づ く り 、 心 身 と も に 健 康 に 生 活 を 営 み 得 る 域 廃づ

く り が 望 ま れ る 。 そ の た め に は 、 大 阪 ・京 都 ・ 奈 良 ・兵 庫 ・和 歌 山

• i.滋ti の そ れ ぞ れ が 保 有 す るJ 也文 ・水 文 ・人 文 ・ 天 文 資 源 等 を 有 機

的 に 活 性 化 あ る い は 再 活 性 化 す る 知 必 の 開 発 が 鍵 と な っ て こ よ う 。

い い 意 味 で の 関 西 気 質 で 、 自 ら の 力 で 築 き あ げ て き た さ ま ざ ま な
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文化を、来るべき国際化、情報化社会の中てー新しい環境の創造とい

った 視 点 で 開 花 さ す 契 機 と し て の 関 西 新 空 港 緋 恕 、 京 阪 奈 文 化 学 術

研 究 都 市 構 想 の 国 家 的 プ ロ ジ ェ ク ト の 推 進 が 持 つ 意 義 は 大 な る も の

で あ る 。 関 西 新 空 港 は 、 世 界 各 都 市 の 文 化 と 直 結 す る イ ン タ ー ナ シ

ョナル ・カ ル チ ュ ア ポ ー ト と も い う べ き わ が 国 の 空 の 玄 関 と し て 、

ま た 京 阪 奈 文 化 学 術 研 究 都 市 は 、 関 西 地 域 の 泣 か な 風 土 性 を 基 盤 と

し た 人 悶 生 活 文 化 の 創 造 と 保 全 の 英 知 を 探 究 す る 場 と し て の 役 割j を

来 た し 得 る 能 動 的 、 啓 発 的 機 関 と し た い も の で あ る 。

し か し 、 グ ロ ー パ ル な H寺 代 へ 向 け て の イ ベ ン ト や プ ロ ジ ェ ク ト の

底 流 に は 、 こ れ ま で 以 上 に 柔 軟 な 頭 脳 と 辺 か な 心 を も ち あ わ せ た 人

聞を育てあげていく哲学を娘宣伝していくことが必要である 。

(  <  LI " た f ! し)

水辺を市民にとりもどしたい

市浦都市開発建築コ ンサルタンツ社長 富 安 秀 雄

大阪に| 浪らず、都市の多くは水辺に育 って き た が 、 こ の 100 年、

海 辺 、 河 辺 は 、 産 業 用 地 と し て 使 用 さ れ て き た 。 20世紀を支えたーの

は 、 工 業 で あ り 、 そ れ を 支 え た JH. 運 ・倉 庫 ・工 場 が 水 辺 に 立 地 し た 。

お か げ で わ れ わ れ の 生 活 水 準 は 向 上 し 、 芥 ら し も 12か に な ったが、

者11市 環 境 と い う 点 か ら は 、 最 も 広 々 と し た オ ー プン ・ス ペ ー ス で あ

っ た 海 や 河 、 都 市 と し て 放 も 身 近 に あ った大自然の水、それに触れ、

陽 光 の 反 射 を 眺 め 、 匂 い を l吸いこみ、人々が群がり、: 巴! う水辺がi l ' l

失 し て し ま っ た 。

21世 紀 は 、 脱 工 業 社 会 と い わ れ る 。 的 報 化 社 会 と い わ れ る 。 そん

な む つ か し い こ と を 言 わ な く て も 、 す で に 都 市 の 水 辺 の 相 当 部 分 を

占 め て い た 港 湾 ・ 流 通 機 能 ・工 場 の 多 く は 、 自 動 車 輸 送 の 増 大 に f ド

って 、 か つ て の 水 辺 立 地 の 必 然 性 を 失 い つ つ あ る 。 ま た 都 心 部 の 水

辺 の 評 価 も 高 く な っ て い る 。

何とか、者11市 の 水 辺 を 幅 広 く 市 民 ス ペ ー ス と し て 、 美 し い 怨 築 と 、

緑地をめぐらし、* - 辺を楽しみ、だ! う場所として級生させ、 21世 紀

にふさわしい姿としたし、 。 これは別に関西に| 恨 った こ と で は な い か

も し れ な い が 、 瀬 戸 内 悔 や 、 淀 川 と い っ た 美 し い 水 辺 を 持 つ わ れ わ

れ の 取 り 組 ま な く て は な ら な い プ ロ ジ ェ ク ト で あ る 。

( とみやす ひでお)

変 身 を 楽 しめるまち

地 域 活 動 研 究 所 代 表 藤 田 敬 一 郎

10年前までは、 100i 止' 常にも満たなか った集務が、 4000世帯、 5000

世 併 の ニ ュ ー タ ウ ンになる 。 そこに集まり、そこを人生の、、ついの

す み かみ と

ものてで"あろうカか、?

通 勤 に 往 復 411寺Il fl を つ い や し 、 帰 宅 途 中 の 縦 の れ ん と 帰 宅 後 の テ

レ ビ と ビ ー ル で一 日を終える苧- 主は、なんのために生きているだろ

っ? 尻を町l く だ け の 女 房 は 、 人 11¥1の12か さ や 明 る さ を ど う 考 え て い

るグコ丈ごろう?

ロジェ ・カイヨウは、人間が人| 切らしさをとりもどすホあそび仰

の也: 界を 、① 競うこと、 ② 似 然 を 楽 し む こ と 、 ③ 変 身 す る こ と 、 @

め く る め き に 身 を 委 ね る こ と 、 に 分 け て み せ た 。



カ ラ オ ケ を 伴 炎 に 目 を 閉 じ て 、 己 が 美 声 に 酔 う 人 は 、 森 進 ー に 、

背 江 美 奈 に 変 身 し て い る の で あ ろ う 。 そ の よ う な 変 身。 タ ー ザ ン や

立婦人、自j [rjJLII 修 理 工 や 良 夫 、 自 然 科 学 者 や 芸 術 家 、 一 流 の ア ス リ

ート 。 少 年 少 女 へ の タ イ ム ト ン ネ ル。 そ ん な * ご っ こ' を楽しめる

、場 。 の あ る ま ち が で き な い も の か ?

UIJ るf仰 の 人 々 に 純 粋 な * あ そ び ご こ ろ か が あ っ た と き 、 私 た ち は

変 身 の 楽 し さ を l味 わ え る ま ち に 住 め る だ ろ う 。( かじ たけいいち ろヲ)

関 西 文 化 学 術 研 究 都 市 に 託 す

主主台・
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国土庁大都市圏盤備局大阪事務所長 上 本 仁 士

京阪奈文化学術研究者1I 市 の 構 想 づ く り に 直 接 関 与 し て い ま す の で 、

こ の 都 市 づ く り に 託 す る 夢 に つ い て 触 れ て み ま す 。 こ れ は 、 夢 と い

うよりは 、 将 来 の 日 本全 体 の た め に も 実 現 し て い か な け れ ば な ら な

い回線ですし、永年月かかるにしても、{ l ! J : というには、切実な課題

であると. / 5- え手す 。

ご 存 知 の と お り 、 日 本 は 世 界 の 中 で も 経 済 大 国 と い わ れ る ま で に

なりましたが、これからは、 21易 摩 擦 や 、 文 化 摩 擦 が 大 き く な り

国 際 社 会 の 中 で の カ ジ と り が 縦 し く な って き そ う で す 。今 ま で 欧 米

先進岡が ｈ 日発した技術をコピーして自動 ｾｉｉ や電機製品などの量産化

で 緩 い で き た と も い え る の で す が 、 こ の 方 向 に か げ り が 見 え て き た

と 思 い ま す 。

今 か ら 必 要 な こ と は 、 日 本 の 文 化 や も の の 考 え 方 を 他 の 国 々 の 人

々にも理解してもらうこと、また、瓦にｾｾＮｨ ｴ￬ｬｪ 的な知見に基づいた学

問 や そ れ か ら 得 ら れ る 科 学 技 術 の 成 果 を 生 か し た 商 品 や 生 活 シ ス テ

ム を 開 発 し て 人 々 の 生 活 を 泣 か に す る こ と 、 こ れ ら の こ と で 日 本 が

間 際 社 会 に 貢 献 す る こ と だ と 巧 え ま す 。

関西文化学術研究者1I 市 は 、 そ の た め の 文 化 、 学 術 研 究 、 産 業 、 者1I

市 の 拠 点 に な って 欲 し い と 願 って い ま す。 (う えもと ひとし )

大 阪 の ま ち づ く り 一 二 つ の ポ

イント

竹 中工 務 庖開発計画本部本部長補佐 佐 々 木 康 年

魅 力 あ る 関 西 を つ く る た め に は 、 そ の 中 心 的 存 在 で あ る 大 阪 を 魅

力 あ る ま ち と す る こ と が 有 効 な は ず で す。 そ の 意 味 で 府 や 市 で ぬ げ

ら れ て い る プ ロ ジ ェ ク ト は ど れ も 意 義 深 〈 、 大 阪 の ま ち づ く り に 貢

献 す る こ と は 明 ら か で す。 し か し こ れ ら の プ ロ ジ ェ ク ト の 実 現 が す

べ て で は な く 、 並 行 し て さ ま ざ ま な 活 動 が な さ れ て は じ め て 都 市 の

計 画 、 建 設 、 運 営害事 の 総 林 と し て の ‘ ま ち づ く り 。 が 進 行 す る は ず

で す。 そ こ で 大 阪 の ま ち づ く り で 比 較 的 等 閑 視 さ れ て い て 、 今 後 重

要 性 が 町lす と 思 わ れ る 二 つの側IJ 商 に つ い て ふ れ て み た い と 思 い ま す。

一 つ は 都 市 経 営 と い う 側 面 で す。 最 近 話 題 の 、 民 間 活 力 の 導 入 と

い う 現 象 は 都 市 経 営 の 表 出 と し て 捉 え ら れ ま す 。 と こ ろ で 地 方 自 治

体 の 相 手 は 民IHJ 企 業 だ け で な く 国 や 他 の 自 治 体 、 あ る い は 住 民 で あ

り 、 こ れ ら 幅 広 い 対 象 と の や り と り で い か に 都 市 全 体 と し て プ ラ ス

を 生 み 出 す 選 択 を す る か が 都 市 経 営 の 基 本 だ と 思 い ま す 。 大 阪 は 過

去にいくつか後れた笑* i 'l を 持 ち な が ら 近 年 は そ の 冴 え を 見 せ て い ま

せ ん 。 肥 大 化 が 迅 速 な 対 応 力 を 失 わ せ て い る に し て も 、 都 市 経 営 の

感 覚 を 官 民 と も に 研 ぎ す ま し 長 期 IHJ そ れ を 持 続 す る こ と が 大 切 だ と

思 い ま す。

関西の21世紀へ向けてのプロジェクトとまちづくりを考える・

も う 一 つ は 都 市 デ ザ イ ン と い う 側 面 で す。 者1I 市 の 魅 力 と は 、 つ ま

る と こ ろ 行 って 楽 し い を 問 、 気 持 ち の よ い 空 間 が あ る か ど う か に か

か っ て い ま す 。 大 阪 の 都 市 空 間 を 再 評 価 し 、 具 体 的 な 方 策 を 探 り 出

し 実 行 す る こ と 、 そ し て こ れ も 長 期 間 そ の 姿 勢 を 保 持 し 続 け る こ と

が 大 切 で す 。

都 市 経 営 と 都 市 デ ザ イ ンとは一見矛盾する 概 念 の よ う で す が 、 こ

れ を 両 立 さ せ る こ と が 、 大 阪 を 魅 力 あ る ま ち と す る た め に 霊 安 な ポ

イントだと，¥! } ，います。
( さ さき υ ろとし )

大 阪 こ ど も 村 構 想

生野こどもの家園長 細 川 速 見

こ ど も た ち の 生 活 を 点 数 評 価 で 点 検 す る 「 生 活 し ら べ 表J という

調 査 が 今 学 校 で は や って います 。 た と え ば 、 朝 ウ ン コ が で る と 2 点、

そ の 日 の う ち に で る と 1 点、でないと O 点 。 また、朝 7 JI寺までに起

きると 2 点、 7 JI寺半までだと 1 点 、 そ れ 以 後 だ と O 点とい った 具 合

に 点 数 を つ け 、 合 計 し て き め ら れ た 令 絡 点 と 比 べ る も の で す 。 この

ような表は他にも、「本読みがんばり表J r忘 れ も の し ら べ 表 」 な ど

数 多 く あ り ま す 。 こ れ ら は い ず れ も 、 こ ど も た ち の た め に 、 と い う

名 目 で 学 校 の lJ1i J が 彼 ら に 押 し つ け て い る も の で す 。 家に帰れば帰っ

た で 塾 や 習 い ご と が 待 っています 。就学前て' さえ、ピアノ、スイミ

ン グ、公文、体操をj ! . ' j ! l 固から 2 図 轡 い に 、 毎 日 ど こ か へ 通 って い

る こ ど も も い ま す。親 と 学 校 の 両 方 か ら 追 い つ め ら れ て い る こ ど も

た ち の 姿 が は っ き り 見 え ま す。

こ ん な こ ど も た ち に と って 、 大 人 か ら 管 理 さ れ な い 、 こ ど も 一 人

ひ と り が 自 分 の 主 人 公 に な れ る 自 由 空 間 が 、 今 ど う し て も 必 要 で す 。

そ こ は 大 人 の 指 図 が 一 切 な く 、 こ ど も た ち が や り た い こ と を 自 分 で

決 め 、 自 分 で や る 場 で す。紫 材 と し て の 自 然 、 援 助 者 と し て の 最 低

の 数 の 大 人 、 そ し て 雨 風 が し の げ る 家 や テ ン ト さ え ま ず あ れ ば 、 あ

と は こ ど も た ち が 必 要 な 物 を 要 求 す る で し ょ う 。 そ こ で 繰 り 広 げ ら

れ る こ ど も た ち の ド ラ ? を 大 人 は 黙 って 見 る だ け で い い 。 そして、

私 た ち 大 人 は 追 い つ め て し ま った こ ど も た ち に 謝 ら な け れ ば な り ま

せ ん 。 ( は そ か わ は や み )

魅 力 あ る ま ち づ く り は 住 ま い

づ く り か ら

群 設 計 一 級 建 築 士 事 務 所 王 柏 群

!j 成後の住宅困窮 JI;I Iか ら は よ う や く 脱 し た と は 言 え、者1I 市 に お け る

住 ま い の あ り 方 に は ま だ ま だ 多 く の 謀 組 が 残 さ れ て い る 。

・旧 市 街 地 で は 「 狭 」 に 悩 み 、 新 興 の 郊 外 地 て'I ;l: r遠」にあえき' つ

つ 日 常 の 生 活 が 送 ら れ る 。

・加 え て 、 ロ ー ン 返償 に 行 き 詰 ま る よ う な 不 測 の 事 態 で も 起 こ ろ う

ものなら、我' M k はその限界を越え、往々にして家庭不和や号 |いては

少 年 非 行 と い っ た不幸な結栄を招〈 。

・思い過ごしかも知れないが、老人が家庭内でとかく家族との車しれ

き を 生 じ 勝 ち な の も 、 若 者 が 喫 茶 庖 や ゴ ー ゴ ー ク ラ プ に 入 り授るの

も 、 も と を た だ せ ば 居 住 空 間 の 貧 困 に 端 を 発 し て い る の で は な い か

とさえ思、う 。

.  r衣食足って礼節を知る」は、現代風にはさしつ' め、 「住足って

入手口む J とでもいう べきだろうか。

83 



- アンケート

• 21世 紀 へ 向 け て の ま ち づ く り で は 、 と く に こ の 点 に 注 目 し て 、 さ

ら に 一 段 と 泣 か な 住 ま い づ く り に カ を 傾 注 し た い も の で あ る 。

・ま ち の 基 本 的 な 構 成 単 位 で あ る 家 族 の あ り 方 が 、 そ の ま ち の 、 引

い て は そ の 固 め 泣 か さ を 示 す バ ロ メ ー タ で あ る と 考 え る か ら で あ る 。

. 幸い大阪市内における都住t J lJ による ー i阜 の コ ー ポ ラ テ ィ プ 住 居 の

例 に 見 ら れ る よ う に 、 解 決 へ の 糸 口 は つ か め る よ う に 思 う 。

・住 み 手 の 積 極 性 と 協 調 性 に プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム の 熱 意 と 創 意 工 夫 、

そ し て 公 的 機 関 の パ ッ クア ップという 三 つの要件が備われば、 12か

な 住 ま い づ く り は あ な が ち 夢 で は な い と 思 う 。 ( おう は< <・ん)

神 戸 ポ ー ト ア イ ラ ン ド

神 戸 市 市 長 室 参 事 高 寄 昇

神戸の海上者11市 ポ ー ト ア イ ラ ン ドは、現実に動き出している 21世

紀都市として、 21世 紀 へ の 関 西 の一 つ の 筆 引 率 と な る こ と は 間 違 い

ない 。 な ぜ な ら 多 く の 計 画 が 構 想 段 階 の ユ ニ ー ク さ に も か か わ ら ず 、

実現に手間1どるのみでなく、実現後は必ずしも当初の構想、どおりに

は い か な い 。 そ の 点 、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド は 予 想 ど お り の 展 開 を み せ

ている 。

そ の 一 つ は 、 コ ン ペ ン シ ョ ン ス ク エ ア と し て の ポ ー ト ピ ア ホ テ ル 、

国 際 交 流 会 館 、 国 際 展 示 場 な ど 、 い わ ゆ る コ ン ペ ン シ ョ ン 3 点 セ ッ

トの盛況ぷりである 。 多くの都市がコ ンベ ン シ ョ ン シ テ ィ と し て 名

の り を あ げ て い る が 、 空 間l 設計、施設配訟、者11市 経 営 な ど の 点 に お

い て 見 る べ き 成 来 は 上 が っ て い な い 。 その点、これら 3 点 セ ッ トを

1 ヵ 所 に 立 地 さ せ た 先 見 性 は 高 〈 評 価 さ れ 、 関 西 の 将 来 に 一 つ の 刺

激斉IJ と な る こ と は 間 違 い な い 。

二 つ は 、 フ 7 " ション ・タウ ンである 。 ワールド、ジャワ、 ucc、

アシ ック ス 、 風 月 堂 、 キ ム ラ タ ン な ど 、 神 戸 市 内 の フ ァ ッシ ョ ン 関

連企業が、 l ヵ 所 に 立 地 し た 都 市 空 間 は 、 従 来 の ビ ジ ネ ス 街 の イ メ

ー ジ を 変 え る の み で な く 、 新 し い 都 市 魅 力 を 創 り 出 し て い く 。 さ ら

に 、 同 じ フ ァ シ ョ ン 関 連 企 業 問 の 呉 業 者E相 互 交 流 を つ う じ て 、 よ り

高 い 水 単 の フ ァ シ ョ ン 機 能 を 生 み 出 す こ と に な ろ う 。

三 つ は 、 そ の 都 市 空 間 の も つ 魅 力 で あ る 。 人工島、コンテナー、

新 交 通 、 超 高 層 住 宅 、 フ ァ シ ョン タ ウ ン の 現 代 建 築 群 か ら な る 21也:

紀 の 都 市 美 は 、 都 心 か ら の 近 接 性 も 加 わ り 、 関 西 の 新 し い 魅 力 の一

つ に な る で あ ろ う 。

以 上 の よ う な 点 か ら 考 え て 、 ポー トアイランドは 21 世 紀 の 側 面 を

考 え る 上 に あ って 、 先 見 的 実 践 と し て 常 に 注 目 さ れ て し か る べ き で

あろう 。 ( たかょせ しよ うぞ う)

施 設 の 充 実 に 期 待 す る

大阪市都市整備局阿倍野再開発事務所所長 石 浦 英 郎

昨 今 「 大 都 市 の 衰 退 」 と か 「 大 都 市 の 再 生J とかいう言築をよく

耳 に す る が 、 大 阪 市 も 例 外 で な く 、 者11市 の 活 力 を 示 す バ ロ メ ー タ の

一 つ で あ る 常 住 人 口 も 昭 和40年 の 315万人をピークに減少し、現在約

262万 人 と 推 計 さ れ て い る 。 企 業 に し て も 本 社 機 能 を 東 京 に 移 す ケ

ー ス が 多 く 、 産 業 構 造 の 変 化 も 加 わ り 、 経 済 の 地 盤 地 下 も い わ れ て

いる 。

こうした状況の中で、「大阪築城400年」、「大阪市制 100周 年J をー
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つ の 契 機 と し て 、 大 都 市 大 阪 の 再 生 、 さ ら に 関 西 の 復 権 を め さf し、

世 界 に 開 か れ た 国 際 都 市 に 変 貌 さ せ よ う と す る 努 力 は 意 義 深 い も の

と思う 。 とくに 21世 紀 ま で20年 近 い Jtll 聞 に わ た り 、 毎 年 多 彩 な 国 際

的 な イ ベ ン ト を 繰 り 広 げ る 「 大 阪21世 紀 計 画 」 は 、 行 政 、 財 界 、 そ

れに 一 般 市 民 が 一 体 と な っ て 述 ;M干し令い計画を推進し、参加すると

い う こ と は 、 あ ら ゆ る 分 野 に は か り 知 れ な い イ ン パ ク ト を 与 え る に

i t . l いない 。

イ ベ ン ト と い う ソ フ ト 面 を 成 功 さ せ る た め に も 、 ハ ー ド な 施 設 而

で の 充 実 が 必 要 で あ り 、 関 西 新 空 港 の 建 設 を は じ め と し て 、 大 阪 市

制 百 周 年 記 念 事 業 で の 国 際 交 流 セ ン タ 一 、 近 代 美 術 館 の 建 設 、 ま た

大 阪 ビ ジ ネ ス パ ー ク 内 の 国 際 会 議 場 の 建 設 と 、 注 目 す べ き も の が 多

い。 ま た 大 阪 経 済 の 地 盤 沈 下 を く い 止 め 、 そ の 切 り 札 と し て 北 港 地

区 で 計 画 さ れ て い る 先 端 技 術 と 情 報 通 信 の 集 積 を 目 指 す 「 テ ク ノ ポ

ー ト 建 設 計 画 」 は 大 い に 期 待 し た い と 思 う 。

私 が 担 当 し て い る 阿 倍 野 地 区 市 街 地 再 開 発 事 業 も 南 大 阪 地 域 発 展

へ の か な め と し て 、 副 都 心 づ く り と 市 街 地 住 宅 め 整 備 を 進 め て い る

が 、 地 元 住 民 有 志 に よ る 計 画 案 も 提 案 さ れ て お り 、 良 い 点 は ど ん ど

ん 取 り 入 れ 、 関 係 住 民 と の 述 惜 の も と に 21世 紀 に 向 け て 、 よ り よ い

街 づ く り を 目 指 し て い き た い と 考 え て い る 。 ( い しうら ひ て・お )

21世 紀 に お け る 生 活 環 境 の

魅 力 と は

奈 良 女 子 大 学 教 授 近 藤 公 夫

設 問 に は 「 魅 力 あ る ま ち づ く り を 問 う J とある 。 そ れ で は そ の 魅

力 と は 何 な の か 、 を 訓与 え る こ と が 課 題 の 前 提 と し て 必 要 と 恩 わ れ る 。

1984年 を 迎 え て 21世 紀 ま で16年、その陥l に生活の環境が者11市を中

心 と し て い か ほ ど ま で 変 化 す る か 。 それが遠いようで案外と近〈、

大 き い 変 化 が あ る よ う で 本 当 に そ う な の か 疑 わ し い こ と は 、 16年 前

の 昭 和 40年 代 前 半 の 生 活 環 境 と 今 日 の そ れ を 比 較 し て い え よ っ 。

とはい っても問題視されねばならない謀長Eは 、 そ の 社 会 に お け る

生 活 欲 求 の 多 様 化 や 社 会 構 成 只 の 老 紛 化 を は じ め 、 近 未 来 の 「 ま ち

づ く り 」 が 対 応 す べ き 事 態 の 数 々 を 考 え る と 、 笑 は 、 デ メ リ ッ トサ

イ ド に お い て 著 し い の か も 知 れ な い 。

な か で も 注 目 を 要 す る の は 、 市 民 平 均 の 杭 学 年 数 が13年 か ら 14年

に 迫 り つ つ あ る 高 学 歴 社 会 の 、 市 民 が 持 つ 生 活 欲 求 の 発 展 と 、 そ れ

へ の 社 会 的 対 応 と の ア ンバ ラ ン ス の 期 大 い わ ば 社 会 的 な 欲 求 不 満

の拡大であろう 。

と す れ ば 、 魅 力 あ る 生 活 環 境 の 鐙 怖1 ( まちづくり) とは、これに

対 応 す る 可 能 性 を 持 つ パ ッフ ァ ー の 些 か な フ レ キ シ ピ リ テ ィ に お む

計画といえよう 。そ の バ ッフ ァ ー に は 「 み ど り 」 の 問 題 が 中 心 に な

るのて吋立、といえば我田引水に過ぎようが。 ( こんどう さみお )

プ ラ ス に 伸 ば す 住 民 の 動 き

大阪大学大学院( 工学研究科) 土 肥 絵 理 子

21世 紀 に 向 け て 、 数 々 の プ ロ ジ ェ ク ト が 計 函 さ れ て お り 、 そ れ ぞ

れ が 、 関 西 の 新 し い 顔 を 形 づ く る も の と し て 興 味 深 い も の で あ り 、

と て も 楽 し み で あ る 。

と こ ろ で 、 そ れ ら の プ ロ ジ ェ ク ト が 、 い か に そ の 周 辺 の 居 住 者 や 、

そ の 彩 響 を 受 け る 人 々 と 、 う ま く な じ み う る か が 、 私 の 最 大 の 関 心



事 で あ り 、 そ う い う 意 味 て ¥ 関 西 新 空 港 計 画 に 合 わ せ て 、 地 元 商 庖

主 ら が 中 心 と な り 縫 突 き れ て い る 阿 倍 野 再 開 発 事 業 が 、 私 の 最 も 関

心 あ る プ ロ ジ ェ ク ト で あ る 。 計 画 さ れ た プ ロ ジ ェ ク ト は 、 と も す れ

ば、受け入れ倒IJ と 対 立 状 態 に あ った り 、 計 画 地 域 内 だ け の も の に 終

わりがちである 。 阿 倍 野 は 、 必 ず し も 関 西 新 空 港 に よ る 7 イ ナ ス の

影響を直接受ける場所: ではないが、進行中の計画に対して、住民側

か ら も 進 ん で 、 そ の プ ラ ス 而 を 伸 ば し て い こ う と す る 動 き は 新 し い

ものであり、たい へ ん 興 味 深 い も の で あ る 。

私 は こ の よ う な 、 計 画 さ れ た プ ロ ジ ェ ク 卜 に 触 発 さ れ て 生 ま れ て

く る 、 半 自 然 発 生 的 な 住 民 の 動 き が あ って こ そ 、 そ の プ ロ ジ ェ ク ト

を そ の 地 に 笑 施 す る 意 味 も 高 ま る も の で あ る と 思 う 。 大 阪 の 21世 紀

は 、 外 か ら の 新 し い 風 で は な く 、 地 元 か ら 湧 き 上 が る 新 し い 風 に よ

って 、 初 め て 魅 力 あ る も の に な る と 思 う 。 ( どυ えり こ)

エ リ ア イ メ ー ジ ア イ デ ン テ ィ

テ ィ の 構 築

大丸本社デザイン室長 堀 田 昭 二

大 阪21世紀計画は、 58年 10月 に 開 幕 し 、 御 堂 筋 パ レ ー ド 、 世 界 帆

船 ま つ り 、 国 際 デ ザ イ ン ・フェスティ パ ル な ど が 行 わ れ て 、 議 や か

な イ ベ ン ト に 耳 目 を 奪 わ れ 勝 ち で あ る が 、 こ れ ら を 、 グ ロ ー パ ル な

視点に立ちつつ、 「人 聞 の 住 む 街J を 基 本 に 、 中 長 期 的 な 展 望 の も

とに、ダイナミ ッ ク な 再 開 発 計 画 を 推 進 し て も ら い た い も の だ と 考

えている 。

い ま 、 中 央 集 権 か ら 地 方 分 権 へ 、 地 方 の 時 代 と い わ れ て い る が 、

政 府 、 公 共 機 関 等の事 業 も 、 東 京へ の 過 度 な 集 中 を さ け 、 関 西 に お

いても、も っ と 展 開 さ れ る で あ ろ う。

こ の よ う な 地 域 再 開 発 に 当 た って 、 私 は 、 今 後 の 各 地 域 の 調 和 あ

る発展のためのキイ ・ワー ドは「地域イメ ー ジ の 統 合 と 、 そ れ に ふ

さ わ し い 環 境 、 地 設 」 で あ る べ き だ と 思 う 。個 性 化 、 多 様 化 、 価 値

多 元 化 の 成 熟 社 会 の 進 展 と と も に 、 よ り 感 性 ゆ た か な 人 々 の 心 を 怒

き つ け る に は 、 そ の 地 域 の 特 色 を ア イ デ ンテ ィ フ ァ イ し 、 そ れ を 遺

憾 な く 発 揮 さ せ る に ふ さ わ し い 街づ くり一一一ハードウェアがあるべ

きで、そうでないとどこの固なのか、 3佐が住むかもわからなくなる

だろう 。

地 域 の ア イ デ ンテ ィ テ ィ が 集 ま って 、 地 方 の 、 そ し て 国 の イ メ ー

ジ が 磁 成 さ れ る よ う な イ メ ー ジ ・ ミ ッ クスも大事で、 21世 紀 計 画 推

進 団 体 の な か に 、 そ う し た デ ィ レ ク シ ョン を す る 組 織 が い る の で は

ないかと考える 。 ( は 勺 た し ょうじ)

日 本 文 化 研 究 所 の 創 設

京 都 市 計 画 局 企 画 室 長 大 西 国 太 郎

国 際 化 時 代 へ の 的 確 な 対 応一 一 こ れ が 、 関 西 を 飛 躍 発 展 さ せ る た

め の 大 き な 要 件 で あ る と 思 う 。 関 西 国 際 空 港 の 建 設 を は じ め と す る

海 ・空 の 交 通 施 設 や 新H寺 代 に 対 応 し た 情 報 通 信 シ ス テ ム の 務 備 を 進

め 、 経 済 、 文 化 な ど の あ ら ゆ る 而 て ' の 交 流 を 活 発 に し て い く 必 要 が

ある 。

し か し 、 そ の 前 に 、 日 本 へ の 正 し い 国 際 的 理 解 を 獲 得 し て お く 必

要 が あ る が 、 残 念 な が ら 、 日 本 へ の 理 解 の 不 足 か ら 貿 易 摩 擦 や さ ま

ざ ま な 誤 解 、 不 信 な ど を 引 き 起 こ し て い る 状 況 に あ る 。 諸外国は、

関西の21世紀へ向けてのプロジェクトとまちづくりを考える・

日 本 や 日 本 文 化 に つ い て ほ と ん ど 知 る こ と な く 、 日 本 は た だ 勤 勉 と

幸運によ って 呉 常 な 経 済 発 展 を と げ た 不 思 議 な 国 と み な さ れ て い る 。

「日本、日本文化とは何か」、「日本は世界においていかなる意味

を も ち 、 い か な る 役 割l を 呆 た す べ き な の か 」 と 問 わ れ た 場 合 、 今 の

日 本 は 、 十 分 に よ く 答 え る こ と は で き な い 。 日 本 お よ び 日 本 文 化 を

総 合 的 に 深 〈 研 究 す る 機 構 が 欠 如 し て い る か ら で あ る 。

日 本 へ の 正 し い 国 際 的 理 解 を 得 る た め に 、 日 本 文 化 の 積 極 的 な 移

出 を 行 う 必 要 が あ る が 、 そ の ベ ー ス と な る 日 本 お よ び 日 本 文 化 の 総

合 的 研 究 を 組 織 的 に 進 め る 必 要 が あ る 。

京 都 市 は 、 昭 和 55年に、「世界文化自由都市宣言に基づく提案」の

大きな柱として、「国立日本文化研究所」の創設を提言 し 、 日 本 文化

の 替 桜 並 か な 京 都 の 地 に 、 そ の 設 誼 が な さ れ る よ う 、 そ の 推 進 に 努

め て い る と こ ろ で酬ある 。 ( お担にし くにたろう)

身近な大プロ ン/ コニ クト

日建設計社長 薬 袋 公 明

関 西 に は 大 き な プ ロ ジ ェ ク ト が 、 長 い 間 の 研 究 談 題 と し て 話 題 に

な っ て か ら 久 し い 。

そ の ほ と ん ど は 長 い 時 間 を 要 す る も の ば か り で 、 当 社 も そ れ ぞ れ

に つ い て そ の 時 々 に お 手 伝 い を し て き て い ま す が 、 そ れ は そ れ と し

て 置 い て 、 一 方 で 、 私 は 個 人 的 に 、 機 会 あ る ご と に 唱 え て い る こ と

が一 つ あ り ま す 。 そ れ は 、 公 園 の 分 散 再 配 備 と い う こ と で す。

大 阪 市 の 人 口 が よ う や く θ 方 向 か ら @ に 転 じ て き ま し た 。 仮 住 ま

いの@ か 、 定 住 と い う 形 で 今 後 も 増 え て ゆ く の か ? と い う 時 点 に

大 阪 市 は 立 た さ れ た と 私 は 見 て い ま す 。 こ の 機 会 に 、 定 住 方 向 で の

年々の地力nを 誘 導 さ せ る こ と が 肝 心 で す 。 そ の た め の 施 策 は 数 え れ

ば た く さ ん あ り ま す が 、 私 は 公 園 ( 1 0 0 MX  1 0 0 Mとか 7 0 MX 7 0 M と

い っ たいわゆる 〈スクェア> ) 、小さな公園を沢 山つ く る こ と を 、 街

づ く り の 大 方 針 の 施 策 の ー っ と し て 市 で や っ て い た だ き た い 、 つ ま

り 〈スクェア〉を作るための土地を公が確保して、そのくスクェア〉

を 取 り 聞 む 低 層 高 密 度 で ゆ っ た り と し た 住 厨 ( 平 均 1 棟 20戸 程 度 )

を、利益還元的な意味を持つ特別! な規制のもとで、住宅デベロッパ

ー に 任 せ て ゆ く こ と で す。

倉庫地帯f や 繁 華 街 に 忽 然 と 7 ン シ ョ ン が 無 計 画 に 建 ってゆくよう

で は 、 と て も 定 住 人 口 の 増 は あ り 得 な い で し ょ う 。 ま た 郊 外 型 の 大

団 地 、 一 点 集 中 的 な 開 発 を 新 た に す る こ と は 、 手 の つ け ら れ な い ス

ラム地帯を 21世 紀 に 遺 産 と し て 残 す こ と に な り ま す。

現 在 大 阪 市 の 市 域 の4 0 %が幸い住居地域であることに私は着目し、

そ の 可 能 性 に 向 か つて 努 力 す る こ と も 21世 紀 へ 向 け て の 一 つ の 身 近

な 手 の と ど く 大 プ ロ ジ ェ ク ト と な る と 思 い ま す が 、 い か が な も の で

しょう 。 ( み な い き み あ き )
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21 世 紀 を め ざ す

関 西 の プ ロ ジ ェ ク ト 紹 介

21世紀へ向けて、関西地方でも、多くのプロジェクトが企画

されている。本特集のひとつの柱として、大阪府、兵庫県、

京都府、滋賀県、奈良県、和歌山県の二府四県下の地域で構

想されているプロジェクトを洗いざらい拾ってみた 。

いわゆるビ ッグプ ロジェクトと呼ばれるものがほとんどであ

るのはいうまでもない。 その数は、およそ 200 例以上にのぼ

る。打ちあげ段階の具体性のないものもあるし、逆に予算化

されて実行段階のものもあり、さまざまではあるが、すべて

を網緩することはむつかしい。 そこで、原則として、単体建

物、交通土木だけのものははずし、面的構想を中心としたも

のを追ってみたが、それでもかなりの数にのぼる。

とりあえず、右記のマットにプロットした事例は、大阪府下

(大阪市を含めて) で21例、兵庫県下 ( 神戸市を含めて ) で

17例、 京都府下で 5 例、滋賀県下で 3 例、奈良県下で 2 例、

和歌山県下で 3 例で、計51事例になる 。なかには、府県の境

界域に位置して、複数府県にまたがる事例( 関西文化学術研

究者11市構想) もあるが、主体性の強い府県に入れた。

これらの51事例のうち、それぞれの府県の関係者より紹介記

事をいただいたプロジェクトは 24事例になり、以下に記事と

して掲載したが、これらの24事例は. 印で地図にプロ ッ トし

た。 そのほかの紹介記事のない( また何らの理由で往けない)

プ ロ ジェクト Ｒｮｾ 例は Ｎ 印で地図にプロ ッ トした 。

これらのプロジェクトを通じて、 21世紀をめざしての関西の

プロジェクトの方向性はおよそ浮きぼりにできるのではない

かと考えている 。魅力あるまちづくりをめざすために、批判

の材料にされてもよし、推進のモメントにされてもよし、何

らの参考になれば幸いである。

最後に、原稿資料をお寄せいただいた関係各位に厚〈お礼申

しあげる。

86 挫築と社会/ 印刷年 l 月号

;2i 番号( プロジェクト名称

j 四 : 国際文化ゾーン構想

j 目 東大阪新都心整備構想、

: e : こどもの城

:大 : 0 : 和泉丘陵ニュータウ ン

: 0  : サイエンスラ ンド

j 阪 : 0 : ネイティプランド奥水問地区構想

: 8 : 二色の浜

i  府! 回 ! 関西国際空港構想

。 ; 前島構想

⑪ j エネルギーラ ンド

圃 i フェ ニ ックス計画

:  CD : 芦屋沖レクレー ション開発計画

兵: CD : 名塩ニュータウ ン

! 国 i 北摂三国ニュータウ ン

Ｚ庫Ｚ ｾ Ｚ 社町内陸工業団地

i 回 ; 兵庫アジア・ポート構想

(県 i 国 : 西播磨テクノポリス

'  

:  tID : 母と子の島

: 回 ; 緑の回廊

，ｾ， 回 ｩ 関西文化学術研究都市構想

; 尽 j 回 j 丹波レクリ エー ション都市構想

ｩ 者ｾ Ｚ 0 : 綾部工業団地 ( 60ha)  

: 府! fl) !  :京都駅周辺地区再開発

:  tD :  : 京滋奈空港構想

: 滋: f )  : ぴわ湖文化公園都市構想

( ユートピア・シティ精惣)

; 賀: 困 ; 環ひ' わ湖保全修景公園化構想

j 県: 0 : 長浜工業団地 ( 23ha)

: ! : 困 j 国営飛鳥歴史公園盤備事業

:扉 i fD i  j有大和田園都市( 州. ) 阿国峯工業団地(87ha) :  

i和 j 回 ; 和泉かつらぎ研究学園ゾー ン

iヰi 園 i 御坊団関テク ノタウン

川 ・ l  

j 県! 0 ! 紀淡トンネル

困 i 大阪ビジネスパーク ( 0 ・B . P )

図 i 大阪北港の開発構想 ( 600ha)

: スポーツランド (1∞h. ) テ7 ノポート大阪( 120+130h. )  

回 i 大阪南港国際文化ゾーン

i大， ，多目的ホール、ドーム、国際見本市会場

: 悶 ! 大阪駅周辺地区整備計画

j阪 梅 田 貨 物 駅 再 開 発計画

:  O)  ! 淀川いj ノ〈ーサイ ド計画 ( 35ha )

; 市: @I : ベルパーク シティー ( 16ha )

ｾ Ｚ 花の万国博

⑪ j 淀川貨物駅跡地

$ : 国際交流センター

国 : 阿倍野地区第 2 種市街地再開発事業

困 i 六甲アイランド

a :  [ " 第三の鳥J

神: Gg : 神戸 j中新空港

i 回 ! 都市林、こう べの森。

: 戸! 国 : メリケンパーク

i 困 ! 神戸研究学園都市

!市 i 回 i 総会福祉ゾーンしあわせの村

Ｚ ｾ Ｚ 北神ニュータウ ン

ｾ Ｚ西神インダスト ＱＩＷ ルパー夕、西神ニュータウン

ρ 峨 ｾ｜Ｉ
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国 際 文 化 ゾ ー ン 構 想

所 在 地 北 大 阪 地 域 ( 7 市 3 町)

計 画 ・ 事 鎌 主 体

計 画 ・ 事 機 年 度

用 途 ・ 規 模

大阪府では、文化開発を地域整備の基本においた文化ゾーン憐恕

のーっとして、国際文化ゾーン構想( 北大阪地域が対象) を推進

している 。

千里丘陵に述 J1} する北大阪地域一帯は、京阪神三都の重心 ・要衝

に位置するという忠まれた立地条件にあり、千里地域研究グルー

プ( 代表 ・悔やド忠夫民博館長 ) が地域からの発怨として「千里国

際文化都市構想J を縫言しており、国際文化ゾーン構想は、これ

をとり入れながら、すでによIH点がすすみつつある教育 ・研究 ・文

化機能を生かす方向で、関西リサーチコンプレ ックスのー認を担

う国際的な学術 ・文化 ・情報拠点の形成をめざすものである 。

構想、内容としては、下記の 4 つの中心伎とその周辺部の小風紋伎

とで構成されている 。

(1) 新都心文化プラザ : 千里中央と船場センイシティーを結ぶ地域

は、市民交流 ・情報 ・文化 ・商業の拠点として北大阪における新

都心の形成をめざす。

(2) 文化学術エリア : 万博記念公園と大阪大学周辺地区は、既存築

績を生かしつつ文化 ・学術研究拠点の形成をすすめる 。

(3) 国際文化エリア ・茨木北部丘陵から箕面市東部丘陵地区は、新

しいまちづくりとあわせ国際交流 ・生物科学系学術研究拠点の形

成をめざす。

(4) 学園文化エリア : 箕面北部から盟能町南部は、レクリェーショ

ン機能と調和した定住魅力ある経由1 i J をめざす。

( 文責 ・四宮伊智郎/ 大阪府企画室)

国際文化ゾーン・北大阪

88 強築と社会/ 印刷年 l 月号

2日東大阪新都心整備構想

所 在 地 東 大 阪 市 荒 本

計画・事重量主体

計 画 ・ 事 業 年 度

用 途 ・ 規 模 142ha( 計 画 区 繊 )

大阪府では、一点集中型の都市構造から、多くの拠点をもっ多核

心型の都市精進へ転換させ、府械の均衡ある発展を図るため、大

阪市周辺の主要交通結節点であり、開発の可能性を有する千車 中

央地区、東大阪市長田 ・荒本地区、場l r行中F i 青烏地区において、

都心機能を受け入れるとともに、文化 ・商業 ・業務機能などをも

っ新都心の形成をめざしている 。

なかでも、東大阪市長田 ・荒本地区は、東西と南北の幹線道路に

加えて、阪神高速道路大阪東大阪線、近畿 ( 1動車道天理l次回線、

地下鉄 4 号線、* 大阪生駒電鉄東大阪線の主主備が進行中であり、

大阪モノレール柿怨と併せて、文化・情報 ・産業等の結節点とし

て重要な位置を占める地区である 。

東大阪新都心盤11mの推進を図るため、挫設符近畿地方建設局、大

阪府、地元東大阪市において実地した名問の基礎的調盆結果を踏

まえるとともに、昭和58年 9 月に設置した「東大阪新都心主主備推

進懇談会J ( 学識経験者、関係行政機関、民間団体等で、構成) の

意見をもうかがいながら、東大阪新都心盤1/11! 構想、を策定すること

としている。 ( 文責 . { r j I 谷淵滋/ 大阪府企画室)

駅

東大阪新都心整備のマスタープラン ( 太阪府新榔心事置備計画調査よリ )



関 西 国 際 空 港 と 地 域 整 備

所 在 地 泉 州 沖 約 5 kmの 海 上

計 画 ・ 事 喋 主 体 計 画 主 体 で あ る 還 輸 省 が 、 公 団 と 第 三 セ ク タ ー か ら な

る 事 業 主 体 案 を 公表

計 画 ・ 事 機 年 度 第 1 期 計 画 と し て は 60'年度着工、 67年 度 開 港 が 目 標

用 途 ・規 模 面 積1，230ha、滑走路 2 本 、 補 助 滑 走 路1本 ( 幹細は胃液問)

口世界に聞かれた 24時間空港

海上に空港をつくることによって、周辺地域に公害を及ぼさずに

時間制限や便数規制なしに航空機を離発着させることは、大阪 ・

関西の長年のｾＨであった。そのｾが昭和 ＴＳ 年の運輸省の調盗開始

以来 、15年に及ぶ調査、地元協議を経て現実のものになろうとし

ている 。58年 7 月に運輸省は、公団と第三セクターからなる半業

主体案を公表し、これをもとに 59年度予算を要求中で、順調にい

けば59年度に 4';. 業主体設置、 60年度消工、 67年度第 1 WI 開港の運

びとなる 。

口国際空港と共存共栄の地域づくり

空港機能を活かした地域の発展を与ーえる場合、まず何よりも重要

なことは、道路 ・鉄道等のアクセス交通体系の整備である 。道路

としては近畿自動車道和歌山線、阪神高速道路大阪湾岸線の 2 本

の高速道路、鉄道としては南海本線および国鉄阪和線の空港采り

入れが計画されている 。神戸方面からの海上アクセスや、将来構

知、としての大阪外環状鉄道なども検討されている 。 こういったア

クセス交通体系の盤備によって、これまで開発の遅れていた大阪

南部は大きな発展の可能性を持つこととなるので、大阪府や地元

市町では、沿倖音11の埋め立て、土とり跡地の有効利用、丘陵部の

整lnil 開発、市街地再開発、さらには地場産業の振興など総合的な

地域型左側i を推進すべ〈準備中である 。

( 文賢 ・米 吉 徹/ 大阪府企画室)

4 . 0 0 0 m滑 走 路 2 本、 3 . 4 0 0 m補

助すf1定 路 1 - 4豆、面積 1 . 230haの 会

体榊怨のうち、 ml J 切として、

4 . 0 0 0 m計 走 路 1 本、節機約

'令。 540ha の 空 港 経 仰 を め ざ

大阪湾広域処理場整備計画

フ ェ ニ ッ ク ス 計 画

所 在 地 大 阪 湾 奥 郵

計 画 ・ 事 集 主 体 大 阪 湾 広 犠 臨 海 環 境 益 備 セ ン タ 一

計 画 ・ 事 難 年 度 現 在、 作 成 中 の 基 本 計 画 に よ る

用 途 ・ 規 模 向 上

大阪湾広域処理場整備計画( フェニ ックス計画) は、大阪湾圏域

の広域処理対象区域において生じた廃棄物の適正な海面埋め立て

による処理およびこれによる港湾の秩序ある整備を図るため、環

境の保全に留意しつつ、大阪湾の広域処理場整備対象港湾におい

て広域処理場の建設、官型等を行うことにより、生活環境の保全

および地域の均衡ある発展に 1をすることを目的としている 。

具体的には、大阪湾広域臨海環境盤備センターは、

(1) 港湾管理者の委託を受けて

廃楽物理立官接俸の建設、改良、維持その他の管理および ｉ ｾￆ 楽物に

よる海商埋め立てにより行う土地の造成

(2) 地方公共団体の委託を受けて

一般廃棄物等の最終処分場の建設、改良、維持その他の管理およ

び一般廃棄物等の海面埋め立て

(3) 独自の事業として

産業廃棄物の最終処分場の建設、改良、維持その他の管理および

産業廃楽物の海面埋め立て

等の，cjO; : 務を行う 。

センターでは、上記の業務に| 謝し、広域処理場の位置、規模、廃

事長物の受け入れ対象区域、依頼、量等の事項を定めた「基本計画J

を作成することにな っており、現在、このために必要な各穏の翻

盆を実施中である 3

( 文責 ・松田善和/ 大阪湾広域臨海環境整備センター)

広域処理対象区域

および広峨処理渇

登備対象港湾図

広域廃棄物埋め立て処分場の想定地
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北摂三田ニュータウン

所 在 地 . 兵 庫 県 三 田 市

計 画 ・ 事 機 主 体 兵 庫 県 、 住 宅 ・ 都 市 登 備 公 団

計 画 ・ 事 喋 年 度 : 昭 和45- 60年 代 後 半

用 途 ・ 規 模 住 宅 団 地 1，101 ha ( 計画人口 10万 人 )

エ 喋 団 地 143 ha  

北摂・北神地域は、神戸 ・大阪の都心か ら25- 35km圏に位置し、

今後、近畿圏の交通の要所として、発展がWJ 待されている地域で

ある。

北摂三回ニュータウンは、これらの 地域に あって、北神 地 域の

開発計画と整合させながら、住宅、産業および学園等の各機能を

備えた総合的なまちづくりをめざし、昭和45年から、新住宅市街

地開発事業 ( 3 地区) および工業団地造成卒業( 1 地区 ) により

整備を進めている大規模開発事業である 。

北領三国ニュータウン計画一覧

地区名 ，面積1 . 1 : 住区数; 計画人口( 刈: Ｇ ｉｾ ［ 監下法 :  '1工業主体: lAii 巧

( 南腿( 叫 4 住区 j 約 制00: 総事長側j 兵 制 ;  

{主 j中央地区: 603:  6  f主区: 約50. 0∞， 11 : (主' も . 1，11市:

宅: :  :  ;  '  ;  ; 型完備公団

Ej 西 雌 ( 叫 2 伎区 j 約 16 ，000: 11 :兵hlML jt 特需品

計 :  1，101:  12住区: 約 100 ，000: 11 :  一 一 一

工 業 団 地 : :  : 一 一 - ，工業同地造成; 住宅: Mrli: 

( 北地区) :  143: 一 一 : ＭＭＺｾ業 ・鐙備公団

これらの地区のうち、兵庫県の施行している南地区は 56年から入

居を開始し、現在約 2，000 人の人達が新しい生活を営むに至 って

いる 。

また、その他の地区についても、 60年頃から本給的な建設が始ま

り、約 10年後には、{ 主み、働き、学び、だ! いの各機能を満喫でき

た、新しい郊外ニュータウンとして完成する見込みである 。

( 文賀 ・寺谷敏行/ 兵庫県都市住宅音1) 新都市建設課長)

北領ニ ュータウン南地区
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兵庫アジア・ポート構想

所 在 地 : 兵 庫 県 津 名 郡 津 名 町

計 画 ・ 事 業 主 体 : 兵 庫 県

計 画 ・ 事 業 年 度 : 一 一 一

用 途 ・ 規 模 : 340ha 

21世紀に向けて、大阪湾城では新空港、 i明石架怖をはじめとして

種々のビ ッグプロジェクトが計画されている 。

兵庫県では大阪湾西部に位置する「津名浴」が新空港、 神戸港、

大阪港、本四連絡僑の| 塗、海、空の交通の接点であると考え、大

阪湾域発展の Ｍｊｊｾ を担うものとして明アジア ・ ポート構恕 ｦ を企

聞した 。

市兵庫アジア ・ポート構想かは、資源の備蓄 ・流通機能を中伎と

した新しい国際的な都市港湾を目指したものであり、つぎの 5 点

を基本テーマにしている 。

① 近畿圏を国際性盟かな圏域にするための一環として、人 ・約

報 ・文化の国際交流ゾーンを形成する 。

② 資源の備蓄配分ゾーンの形成を図り、匡| 際的な資源の流通配

分拠点の形成を図る 。

③ 京阪神大都市圏の者11市的集結と瀬戸内海の }t!: まれた観光資源

を背景とした国際的なリゾート ・エリアとしての淡路インターナ

ショナル ・フレンドリー ・アイランドの中心ゾーンを形成する 。

④ 21世紀に向けての新たな生産空間を創出する 。

⑤ 陸、海、空による交通拠点を形成する 。

以上のテー? を基本に機能配置したものである 。

( 文武 - 束 忠雄/ 兵庫県土木部港湾謀)

)
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西 播 磨 テ ク ノ ポ リ ス

所 在 地 上 郡 町 、 三 日 月 町 、 新 宮 町 に ま た が る 西 矯 熔 丘 陵

計 画 ・ 事 鎌 主 体 兵 庫 県

計 画 ・ 事 幾 年 度 昭 和 60年度骨量手、昭和 65年度概成、昭和 75年 度 熟 成

用 途 ・ 規 模 人 口 4 万人、世帯数 12 ，920世帯帯、従機者数 21 ，800人

製造品出荷額6 ，470億円、造成面積940ha、用水需要5万 t / 日

商嬬l科テクノポリスは、 21世紀大兵wづくりの牽引力となる重要

プロジェク卜として、昭和 ＵＶ 年度の基本構想、 ＵＷ 年度の Ｑｾ ｦＮｊ発構忽

を経て、 58年度には基本計阿の策定と 60年度着工を目指し着実に

進展している 。

西崎! 岩テクノポリスは、 21世紀の地域社会づくりを先導する健康

縞祉社会の創出を理念、とし、 l韮 ・学 . { 主および文化機能を一体化

した ｉＧＺｾ 度技術集約都市の建設を目指すものであるが、その対象地

域である酋措! 砦はつぎのよっな地減特性を備えている 。

(1) 広大な用地をすでに確保しており、計画的、一体的に理想的

なテクノポリスの建設が可能で与あること 。

(2) 臨海部に多種多様な産業集縦、技術基盤があり、新しい技術

開発を推進する活力があること 。

(3) 京阪神大都市閣に近接し、産業および研究開発機能の集秘を

享受できること 。

西橋隣テクノポリスでは、このような優れた地域特性を締まえ、

佳設の理念の実現へ向け、各邸機能の整備を図ることとし、すで

に基幹道路等先行的基盤整備を挑逃している 。

(1) 産業機能一高技術機械産業、医療栃祉産業の育成導入

(2) 学術機能ー姫路工業大学の拡充、健康科学大学 ・大学院、産

業技術娠興機構の創設

(3) 都市機能一新社会システム( 1  N  S 等) の導入、クオリティ

. オブ ・ライフの形成

- 研究開発センター

. 人材育成訓練セン

ター

. j宣術情報サービス

センター

・共同実験宣 ・開放

実験室

・レンタルオフィス

. 金融支! l ンステム

. 健康科学大学 ・大

学院

- 図・館

C A T Vサプキー局

コンペンションセ

ンター

・宿泊滞在施政

. お祭り広場

ゴルフ喝

・エアフィールド

・ハングライダ' - i I 幹也

. 野鳥の森

その他

( 文買 ・中田勝也/ 兵庫県企画参事室)

西矯磨テクノポリス圏域の盤備精想

緑 の 回 廊

所 在 地 兵 庫 県

計 画 ・ 事 業 主 体

計 画 ・ 事 業 年 度

用 途 ・ 規 模

総の回廊は、昭和49年に一帯11開通した中国自動111道の建設に際し

て、この道路を単なる経済道路としてではなく、シルクロードの

ように新しい生活文化が沿道谷地に創造され 、それらが交流しあ

う道づくりにするべく新しい地域社会づくりのための理念として

名づけられたものである 。

この理念を実現するために、沿道各地の土地の先行取得を進め、

|長hili 道路、工場団地造成、上下水道施設等の産業基盤整備はもと

より、教育 ・文化、レクリエーション、健康 ・福祉等の広域的施

設を先導的に整備することにより、新しい地域社会づくりの基鍛

盤備を進めてきたことに、総の回廊構想の特長がある 。

この結果、中国自動 llI i[[ 沿線の東西紋の回廊の舞台には、北mニ

ュータウン、兵庫教育大学、 k与野台生涯教育センタ一 、中小企業

大学校、グリーンピア三木、帰謄中央公園、フラワーセンターな

ど87におよぶ施設が、約 l 兆円の卒業授の投入により、建設また

は計画 ・構想されてきた 。

紋の回廊構先日、は、引き続き本四架織、近畿自動車道舞餓線、国鉄

稲知l 山総複線電化などを契機に、淡路、阪神、丹波、但馬を結J J

南北 ｾｊ の回廊構想、へと拡大し、現在では、この構想を面的に拡げ

た「全県全土公園化情念! J へと発展している 。

( 文責 ・神田栄治/ 兵庫県企画部企磁参事室)
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関西文化学術研究都市構想

所 在 地京阪奈丘陵( 京都府・大阪府・奈良県)

計画・事蝶主体 園、関係府県・自治体、住宅都市整備公団、民間開発事難者

計画・事雛年度 昭 和59年度事喋着手予定

用 途 ・ 規 機 新 規 開 発 区 域 お よ び 計 画 住 宅 地 約2，500ha

関西文化学術研究都市構想は、大阪、京都の都心から 20- 30km圏

内に位置する広大な京阪奈丘陵に、文化、学術、産業の拠点とな

るクラスター型の新都市群を建設し、近畿圏の古IJ 生とわが国の発

展をめざす大規模プロジェクトである 。

固においては、昭和54年度から調査を開始し、 58年度中には国土

庁、建設省など関係 6 省庁による基本計画および総合繋併11計画が

まとめられる予定であり、大阪府、奈良県ではそれに対応した椛

想づくりが進められている 。

京都府では、すでに 56年に基本構想案を発表し、現在、府域に| 刻

する基本計画策定作業を進めているが、この開発が、公的主体が

作成するガイドプランに沿 って、住宅都市整備公団や民間開発事

業者が卒業主体とな って進めていく民間j 活力を最大限に所用した

方式をとることから、これら卒業者と誘致施設用地の硲保に関す

る協力に合意する一方、学術研究中絞機械、大規模文献情報セン

タ一、大学、民間研究 ・産業施設、広域レクリェーショ ン施設等

の誘致を積極的に進めている 。

さらに 、この構想、が、園 、関係府県 ・自治体、学界、経済界等の

さまざまな提唱の積み上げと、開発事業者の協力に基づき、ナシ

ョナルプロジェク卜として推進されるべく、関係者が一体とな っ

た「関西文化学術研究者11市建設推進協議会J (代表委員 : 関経連会

長、 3 府県知事、奥田東元京大総長 ) が設立され、 59年度事業活

手をめざしている 。

回 目

ｩ 詰Ｚ｀ｾ 都 市 馳

鱗 iz:

O 掌句議脚
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( 文責 ・加 藤 隆/ 京都府企画調査室)

丹 後 レ ク リ エ ー シ ョ ン

都 市 構 想

所 在 地京都府丹後地織

計画 ・事* 主体 第三セクター

計画・事業年度未定

用 途 ・ 規 模 レクリエーション開発

京都府の北端に位置する丹後半 j誌は、日本海に爾してひらけ、京

阪神大都市から l OO- 120kmの距雌にある 。 日本三景のひとつ、特

日IJ 1'， 勝天の怖立をはじめ、すぐれた II 然景観や歴史的遺産にも忠

まれ、現{ E でも夏季の海水浴場として、また観光地として知られ

ているが、今後さらに総合的な観光レクリエーショ ンI也として大

きく発展する可能性を絡めている 。現在、この地域を京阪神大石11

rli 閤に結びつける交通網の主主備が急がれており、近畿 n動卓 i立妹

'{(I'J線、国道 9 号バイ パ ス、国鉄山 1; 2 ! 本線の復線屯化、悩知: 1 山市と

富山市を結ぶ官有［ｾ鉄道などの挫設が Ｎ ｻｪ々と進められている 。

丹後レクリエーショ ン都市楠忽 l立、こうした交通網の整備によ っ

て、将来丹後地 )j がわが国有数の観光レクリエーション地となる

ことが期待されるため、この地域にふさわしい観光レクリエーシ

ヨン機能を総合的、体系的に賦与する計画を作りあげようとする

ものである 。

計画では、総合的なレクリエーシ ョン基地の必要性、民間エネル

ギーの活用の観点から建設省の総合的な都市計画制度であるレク

リエーション都市強制lj.i Ji - 業を中心に鍛えて、屋外レクリエーショ

ン情動のための大統悦な都市公園と、それを絞とする休養地設、

宿泊施設および名般のサービス施設等の官民協力万式 ( 第三セク

ター ) による税制I1をめざしている 。

現在、地域の観光レクリエーション開発のあり万について建設省、

運輸省、水産庁、林野庁の Ｔ 省庁で ［￬Ｑ，ｾＱｴ が取り組まれているとこ

ろで' ある 。

( 文賀 ・井上正嗣/ 京都府企画調査室 )

ンター「マリーンピアJ
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環びわ湖保全修景公園化構想

所 在 地 : 琵 琶 湖 周 辺

計 画 ・ 事 業 主 体 :

計 画 ・事 業 年 度 :

用 途 ・ 規 模 : 湖 岸 延 長 235km

比良、鈴鹿、伊 ｬ 次の山並みに ｾｴｬ まれ、 ｬ｜ｬ 土の ｹｳ を， ｉｩ める琵琶湖は、

12かな水をたたえ、多くの人々に大きな Jぷみをあたえ、その iMJjll

に長い ｌｾｦｫ と位かな文化を ｦｦ て、琵琶湖 ｗ ｩＭ イ Ｑ ・の美しい胤 ｪｩｴ を慨し、

滋れの象徴となっている。

しかし近年、急速な産業立地や布111行化等によリ iMJjll の土地平IJ) 日が

大きく変貌し、琵琶湖がこれまて"の水資 il f，l としてのiilliftll のみでな

く、 12かな J j( によって iti リwされる空 lil J( I(J ・)!.UUi ( 的iillii ，![を IJ j . 認識

することが必攻ーとなる 。

すなわち、 ｩｬｾｊ いのある美しい湖岸肢として保全 ・ 修復 Ｎ jl j. ulJi 立を

していくことが重要な行政課題とな った。

このt#?氾! を進める基本的な巧え方は、

(1) Mの似全 ・4事故を J M金に税7 l < 性を，' ，百め、全体的に n然と人 li1J

とのふれあいのある irl' n然の湖岸j を創出する。

(2) J!民放 . } 氏以保全のための公| 羽化領域を設定する 。

(3) iMJ 辺の地域特性を活かした利用法 I也を設ける。

(4) リ ｔ し仁のグリーラチスの ｊ ， ｾＧＺｬｾ として、反則的制点にぶ って 進め

る。

こととして L 、る 。

この公協l化のfft 進には、 iMJjll の改変に対しJ : J ! . Hill . 誘導策を設定す

る、住民参加を求める、ｼ比 ｬ 係行政分野で，ｾ，ｾ ｾＺ仔をはかりながら ｓｐ ｊｬＮ

化する、 25=の取り品11みがなされている 。

t;1びわ iMJ 保全修景公邸化により、 19 然と文化と人々のサービスが

ほどよく品[ l み介わされた新しい地場産業がおこり、県政の j 左本課

題である剛氏休養県をさたいていこうとするものである 。

従前

. 1( 家の袋縫 (1材 11m

. くずれたイ jJ ，[

Ｍ 喋 ｩｊｾ に ｬ 放らばるゴミ

湖岸現況の写真

( 文). 'J .  I資11格辿Mf/ 滋 ti ｾｉ 県内然保設謀長 Ｉ

従 後

-イ I I I ( の修 il.i

. ，佐 J pj 立<1¥1: 策路) の設ifi

. : &陪(I(J .f IJ 川を隠すデザインとして

の '1ミJ，[

修景後のイメ ージ

国営飛鳥歴史公園整備事業

所 在 地 奈 良 県 高 市 郡 明 日 香 村

計 画 ・ 事 業 主 体 . 建 設 省 近 畿地 方建 設 局 飛 鳥 国 営 公 園 出 張 所

計 画 ・ 事 業 年 度 昭 和 46年 4 月~昭和 63年 3 月

用 途 ・ 規 模 4 i 也 区。 面 積 合 計 47 . 1ha 

ｊｉｖＺｾ 地方は、西麻 Ｗ ＱＰ 年に高 ｛Ｑ が奈良に避されるまでの約 ＲＰＰ 年 ｪ Ｑￍ

くの 11l l 、ノ〈主の1J 1がほと んどこの J也に泣かれ、わが凶，1j 代の政治

・文化の中心地であ った。 そして数多くの歴史上' 1 l 裂な文化的資

産を今 1: : 1に( ムえている 。 これらの資産は、山川や 111仰などの H r.-!-¥

ｊ［ｩ Ｎｬ［ｾと一体とな っ て、特色ある飛 ＮＱＳ の歴史的 ｪ 瓜土を ｉｦｾ づく って い

る。

， ｦｾＩ 交続出成長 ｪ 引 の宅地 ｪｪｾｊ 発 の泌が飛 ＮＨ Ｐ ＮＱ也 Ｉｪ をも行み込みかねない

勢いであった ｬ 昭和 ＴＵ 年、 ｊｉｾ 烏地万における歴史的風土 ｬ 土び文化財

の保存等を図るための総合的地策が| 品l議決定された。これを受け

てII f' Hl 146年に市部の歴史的環境が保持できるような公 l刻として終

iJii iが始められたのが、間営11をお歴史公 l岨である 。

凶常 ＱＱｈｾ 歴史公ｼ孟 ｬ は Ｔ 地区からなる 。① 研修宿泊所をとり閤んで

展望台と遊歩道のある机戸地区 7. 4ha。昭和49年供問開始) 、②石

ｐｉｾｦ￬＠ ，lj ] J l をとり問んでい広大な芝生広場のある石狩台地区 ( 5. 3 ha。

ｬｉ ｩＧｈｵＵＱ 年供用開始 Ｉ 、 ③ ＱＱｾ ， ｃｾ Ｎ￬也 ｽｊ を一望できる展望広場のある Ｑ ＱＢ開

li :地区 ( 25 1ha。昭和55年供用 jjf.J始 ) 、④日絵塚古川とその喰阿を

l民1) ，する Z.5松坂 1: 元副館、および、公凶 4 地区全体の利用案内所と

位注目F務所のある高松坂周辺地区 ( 9 .3 ha。強制I i 中 ) がそれであ

る。

いずれも、できるかぎり、既存の地形を生かし、内然の素材を用

いて終11mされている 。 また、公| 事l区械を械などで区分せず、公聞

のみ ｴ 鋭が周凶の歴史的胤土と ｮｾ 件、に溶け込み、公図 利用者がそれ

と気付かずに公 1.:11に出入りするよう配I.&. がされている。

( 文責r .  [!I'I ゐ義!! (1. / 建設省 )
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和 泉 か つ ら ぎ 研 究 学 園 ゾ ー ン

御 坊 田 園 テ ク ノ タ ウ ン

@  @  

所 在 地 岩 出 回T・打図町・粉河町 御 坊 市 、 日 高 郡 10町 村

計 画 ・ 事 機 主 体 県

計 画 ・ 事 機 年 度 昭 和48年 度~

県 ・ 御 坊 周 辺 広 域 市 町 村 圏 組 合

昭 和56年 度~

用 途 ・ 規 模 学 術 研 究 施 設 用 地

45ha 

産・学・住の施設用地

約 320ha

和泉かつらぎ研究学園ゾーンは、大阪市から南へ50km、和歌山市

から束へ15km、関西国際空港の建設地にも近〈、都市的機能への

アクセスが答易で、かつ 、都会のさざめきから離れた自然環境に

も恵まれた位置にある 。

ゾーン 内には、足!いの場砂として「昭和の森J 、「植物公図緑花セ

ンター」等の施設をすでに整備し、すばらしい学園環境を形成し

つつあり、今後、高等教育施設、研究施設、セミナーハウス等の

施設群を配置することにより 関西リサーチコンプレ y クスの一

翼を担っていくものである 。この研究学園ゾーンを核として、周

辺地域の歴史的 ・文化的遺産と自然環境等を活かしながら、関西

国際空港の建設を機に新規産業の導入や国際交流施設の盤備など

を進め、国際的な産業 ・文化都市圏をめざす。

御坊田園テクノタウンは、和歌山市から南へ50kmの御坊市を 中心

とする紀中地域において、産業構造を頭脳集約型に高度化し、県

経済と県土の均衡ある発展を図ろうとするものである 。テクノタ

ウンでは、地域のニーズを活かして、高齢化 ・長寿化が進む中て¥

人々の究極の ｉｾ ｊｬいである「健康 ｊ に関して貢献していこうとして

いる 。すなわち、健康開発をテーマとして、ファインケミカル、

医療 ・福祉、健康食品 、スポーツ、健康文化等、健康開発関連産

業群と 研究開発機能群を形成するとともに、コミュニティの場で

も健康開発を実践し、自然と人間と技術の調和した「まち= きの

くに健康テクノタウン」をめざしている。
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( 文責 ・東山好伸/ 和歌山県企画室)

4 和泉かつらぎ研究学園ゾーン

V 御坊田園テクノタウン土地利用車陣想ー

「きのくに健康テクノタウシJ

卜函

大 阪 ビ ジ ネ ス パ ー ク ( O. B. P)

所 在 地 大 阪 市 東 区 域 見 町

計 画 ・ 事 難 主 体 大阪ビジネスパーク開発協機会( 住友生命、松下奥産・

竹中工務底、鹿島建役、熊谷組、 K D D 、富士通)

計 画 ・ 事 嫌 年 度 昭 和 51年 ~

用 途・規模オフィスピル、ホテル、情報施設、文化施設等、 26ha

大阪ビジネスパーク ( 0 B  P ) は、大阪城公園の北側て¥寝屋川、

第 2 寝屋川および国鉄環状線に困まれた、新宿新都心に匹敵する

約26haの区域で、大阪の東西都市車111の東の拠点としても位置づけ

られている。

この地の、新市街地への構想、は昭和43年より計画され、昭和51年

には民間 5 社( 現在 7 社) の個人施行の土地区画繋理事業として、

スーノマープロ ックの街区とリノ〈ーサイド公園( 約 2 ha) を中心に

昼間 10万人の「公園の中のオフィス街J を目指して事業をすすめ、

すでに区画道路、公園等もほぼ整備され、いよいよ新しい街づく

りの手引; 皆に入ろうとしている 。

この事業には、大阪市当局の協力も得て歩行者専用道、都市計画

道路の建設や大阪城公関駅の設置等交通アクセスも整備され、水

上パスの発着場ともあわせて市民の散策の場としても定着しつつ

ある 。

今後、松下興産のツイ ン21 ( 38階建 2 棟、延約15万 m'、61年 3 月

完成予定 ) 、富士通の情報処理システムラボラトリー、 K D Dの大

阪新中央局の建設が決まり、さらに住友生命用地へのホテルニュ

ーオータニの進出が予定されており、情報産業の集新地になろう

としている 。

これらの建築にあた っては、建築↑ 必定により 6 - 10川セ ッ トパ ッ

クし、水と緑を中心とした調和のある都市空間の形成をはかり、

大阪城ホール、国際会議場桃恕ともあわせて国際 ・情報 ・文化の

者11市機能をもっ24時間都市として 21世紀にむけ大きく展開しよう

としている 。

( 文賀 ・上回隆夫 ・松本敏廃/ 大阪ビジネスパーク開発協議会)



大 阪 北 港 の 開 発 構 想

所 在 地 大 阪 市 此 花 区 地 先

計画・事機主体 大 阪 市

計画・事喋年度 昭 和60年 代 中 期- 21世 紀

周 途 ・ 規 機 スポーツランド、テクノポート、港湾物流施段・約 600 ha 

北港廃築物処分地は、都市活動の結果排出される都市廃棄物処理

と、今後必要になる都市空間の創造とを、一挙に解決するために

計画された 。

北地区は面積約 200haあり、昭和47年に護岸工事に若手、昭和48

年より廃楽物の受け入れを開始している 。一方、面積約 400haの

南地区は昭和52年より護岸工事に若手しており、昭和60年頃より

廃棄物受け入れを開始する予定である 。これらの本格的土地利用

が可能となるのは、北地区は昭和60年代中期、南地区が昭和70年

代前半頃となろう 。跡地利用については、都市部では得られない

広大な面積を有する武重な都市空間であり、 21世紀を見通した将

来の大阪市およびその市民活動の動向を見極めた上で、進めてい

く必要がある 。

具体的な利用計画としては、大阪市爺IJ 100周年事業の一環として、

北地区の一部約 100haにスポーツラ ン ド。北南地区には高度技術

の研究開発施設や関連産業、国際貿易機能ならびに情報通信機能

の集積を図り、情報化H寺代の到来に対応した「まちづくり J ( テ

クノポート ) をめざす。

また、将来の海運界の動向にも留意し、時代に適合した近代的な

港湾施設の盤備もすすめていく 。

( 文責 ・奥田剛章/ 大阪市港湾局 )

テクノポート大阪計画( イメージ図)

〆 A

大 阪 南 港 国 際 文 化 ゾ ー ン

地 大 阪 市 住 之 江 区 南 港

計画・事喋住体 大 阪 市

計画・事喋年度 昭 和 58年 度~

用 途 ・ 規 模 約 100ha

大阪南港は大阪湾岸の国際港湾ゾーンの扇心に位置し、将来は、

高速道路網の整備によ って大阪都心部と関西国際空港を結ぶ要衝

にあり、名神高速道路等の国土幹線道路とも直結されるという国

際交流の場にふさわしい立地条件を有している 。

国際文化ゾー ン構想は、この大阪南港に国際交流の拠点を整備し、

ひと ・もの ・情報の交流を通じて、 21世紀における大阪都市圏の

国際化と文化 ・産業の振興に貢献することを目指すものである 。

口国際文化ゾーン整備の方向

・通商機能の強化

国際港として本来持 っている物流機能に加え、国際見本市会場な

ど取引の場としての機能を持 った貿易の拠点として整備を行う。

. 国際文化交流機能の充実

港をかつての新文明の窓口、文化醸成の拠点として復活させ、新

しい文化創造の拠点とする 。

・研究開発機能の充実

新技術、新製品開発の伝統を強化し 、産業構造の高度化に寄与す

る研究施設や、国際技術交流のための研修施設などの整備を行う 。

・賑わいのある「まち」の創造

新しい港町として、あらゆる世代の人々が多様な出会いを期待し

てつどい、楽しむまちづくりを行う 。

Ｈ文 Ｑｾ ・ 安藤茂男 Ｏ 大阪市港湾局Ｉ
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大阪駅周辺地区整備計画

所 在 地 大 阪 市 北 区 梅 田 、 附 近 一 帯

計 画 ・事 喋 主 体 大 阪 市 、 国 鉄、 民 閉 そ の 他

計画・事難年 度

用 途 ・規 模

将来とも、近畿 ・西日本の中心的機能を来たすべき大| 仮において、大阪駅

周辺地区は、その中心的な交通結節点として重要な位置にあり、大阪市総

合計画を基本として、 21世紀への展望を十分考慮するなかで、この地区の

特性を生かした望ましい諸施設の主主備が必要と考えられる 。

大阪駅を中心とする都心北部地域の将来イメージは、

@ 都心商業業務地の過 j支の不均衡な拡大を tfll 市IJ するとともに、村正団地区で

の立地が適当と考えられる施設の総合的盤備。

@ 文化関連施設を質、盆ともに向上 させ、ターミナルとの有機的一体化 を

図る。

。オーフ。ンスペースや緑のネ ッ トワークの整備により、地区全体の快通性

を高めるとともに、歩行者空間や者11市景観を l向上させ、均衡のとれた市街

地の発展を図る 。

@者11心北部地域の通過交通を処理する幹線道路や、地区内の準幹線道路の

ネ ッ トワークの主主備 ( 国道 2 号線の拡中高等 ) を図る 。

@ 国欽片福連給料{ の笑現による東西方向の鉄道の強化と、南北方向の欽道

( なにわ筋線桃想) の盤11m。

θ 防災に留意した町づくりを行い、あわせて大阪駅周辺の広域避難地の拡

大を図る 。

等の基本方向に基つＧいて、 Ｑ Ｑ ｾ Ｑ 々の務備計画の実現をめざしている 。

( 文責 ・岡田信幸/ 大阪市総合計画局地域計岡部)

大阪周辺地区と大阪駅前地下街の計画
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〈大阪駅周辺にお ける各種整備計画・権想〉

品.

ｩ 尋［強制 ｩ￬ｾｲｦｩｬｩｪ .情念t: ，H- 附の概袋等

:0:大阪駅前 ( ダ! ・ Utl55. ＲＮＲＵ 者 ｉｬｲｬｪｾ Ｇ十両決定 Ｈ 地下街 ｉｦｩｩ ＡｬＧＱ ＲＳＮＰＷＰｭ Ｇ :  

: イヤモンド ) うち照合li 9，360m'  公共歩道12，570m= B 1  F 、

: 地下街計画 :  J数' I l 場由子氏15. 78001' 、組 'Ii 台数 340fr. = B 2  F 、 J  

: 大 阪 駅 前 地 下i且改湾計画を含む ) :  

Ｎ計同 ・ ・ ｉｾ ［ 業主体 Ｏ 大阪市、大阪市街地開発 Ｈ 株 Ｉ :  

:  f ) : 大阪駅前広場: ・大阪駅前広場の歩半分離、歩行者動総の円滑化:

: 地下街計開'j : 等の目的でIJi I鉄が計問中 ( 原案 : 延孤f l ' l 19 ，700m' :  

: うち公共通路8，100m'、l高知i6 ，300m' = B I  F 、そ:

; の他)

: 8 : 地下鉄御堂筋: ・輸送力地強のため l有行きホーム ( 幅13m) のJ干l

: 線機町駅改泣: 設、北行きホームの延伸 ( 延 長201 m) 等

: 計画 : ・主体/ 大阪市交通局 ( S57- 64年 )

Ｚ Ｐ Ｚ 国鉄 Ｉｈ ，Ｎｾ連絡 ｩ ・凶鉄片阿線および福知山総を、国道 ｬ 号 Ｎ 2号

j 総計画 j を経由して直結する ( 延長 12 .2km京僑~尼崎I i 町、

: 駅数 9 駅、含む岡駅 ) 、H召56. 4運輸大臣認、可

Ｚ Ｐ Ｚ 阪神Ｇｩｬ ｕ Ｚｊ＼地下 ［ ・出入紙、首 ｊＧｉｊｾｪ 附 ｪ ＡＺ￭Ｚの Ｖ ヵ所の欽 ｩ 立崎明 ｊ 解消 Ｈ 延Ｚ

: 化( 立体交6 : : ) :  1え1. 3km)

:  ，l hll!i ・主体/ 大阪市 ( 阪神 ) 、事業年度/ 57- 61年 。

: 0 : なにわ筋線計: ・ Utl 57.2鉄道網務備調倉委只会 ( 大阪府 ・市) に :

:  jilij ( 構忽 ) : おいて南北方向の整備機恕路線として徒笑される;

Ｈ 淡町ｾなにわ筋ｾ中之 ， ｾｪＭ 権問ｾ新大阪の ｊ レＭ ， 

トが示される )

D : 商 権111 ( ，有コ : ・図鉄南コンテナヤード跡地を中心とする第一次 ;

ンテナヤード j 区域 ( 約 10ha) は、地区内外の公共施設との悠合 (

およびその周 t 性を図リながら、ターミナル地区の特性を生かし，

j 辺 ) 地区の1m: た、道路、公図、広場等のオープンスペースをは;

: 発，1I 1' 同 Ｚじめとする告 ＱＱ 市 ｊ ，ｉｩ盟主総設の務 Ｑｾｩ￬ を行う 。 また、文

: 化 ・国際 ・情報機能の強化に資する拠点的な地設

: 等の立地を図り、大阪中央郵便局の高層化促進や

。阪神高速道路ランプの砂設により、オープンスペ

: ースはおおむね50% 、谷f i ! 率 500% 程度の線住か

: な優れた都市長観を創出する百十岡とする 。サンケ

: ィなどのある第二次区成 ( 約 3 ha) は公共地設の

， ，倒的が必裂である ( Utl 56. 12. 大阪駅ターミナル問

:  :  1I 1i 悠談会第 l 次答巾 )

: ・昭和58. 6国鉄に用地活用「計両検討委只会」設

， 1丑 ( コンテナ跡地を中心に検討中 )

:0:術開 1 丁目 4 : ・敷地約9，400m' (  1  IYl 約7，00001') 、延床 1( ! I f {! 約

- 8 番地mJ 発 : 12万m' (  1則約87，OOOm')

計阿 ( U Y  D  : ・主婆用途/ 1 JYJ ヒルトンホテル (約 600 宅) 、

計 ｾｨｩ Ｉ :  ｭｾｩｬ￬＠ ( 1 術数地下 4 F 、地上34 F )  

・事業主体/ 1 JYJ : 吉本ビ J レディン グ( 株 )

・事業年 Jif. / I 期 ・58- 61年

。 ; 大阪駅北地区 : . 凶鉄北コンテナヤードを中心とする約26haの併

: の 例 制 忽 : n日発について、相当規般の駅前広場制在保、交通

: センター の設 i丘、広域i ! l i 錐地としての利用等の法

: 本的な主任備万向が出されている 。( U召56. 12. 大阪駅

'  ・7 ーミナル問題悠談会第 l 次答申 ) が、現時点に

: おいては、j : ! j l}止の貨物政策として拠点核保iの }J 針

: で あ リ 、 怖 凹 貨 物 駅 は 拠1湘 で あ る ので、将米の

: 検討 'J'.mとな っている 。



阿 倍 野 地 区 第 2 種

市 街 地 再 開 発 事 業

所 在 地 大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋 1 - 3丁 目 、 旭 町 1 丁 目 の 各 一

部 、 旭 町2- 3丁 目

計画・事業主体 大 阪 市

計画・事業年度 昭 和44年 度~ 昭 和 65年 度

用 途 ・ 規 模 計 画 対 象 区 域 約 28ha ( 都心機能の整備と市街地住宅の整備)

阿倍野地区市街地再開発事業は、大阪市の7 スタープランにのっ

とり、南大阪地域発展のかなめとして都心機能の集約をはかると

ともに、交通至便の立地を生かし、快適な市街地高層住宅地とし

て必備することを目的としている 。

具体的には、計画地区のほぼ中央に南北 ・東西の道路を新設する

ことにより、地区を大きく 4 つのブロック、 2 つのソーンに分け

て考えており、おおむね東側IJ を副都心ゾーン、西側IJ を市街地住宅

ソーンとしている 。

副都心ソーンは、百貨庖、各間専門 l首、地元1苫舗、娯楽、サービ

ス地設を包含した大ショ ッピンクゾーンとし、それに都市型ホテ

ル、オフィス、さらに体育館、多目的ホール等の文教施設を配置

する計画である 。 また、それらの施設に接して大駐卓場ビルを設

iITし、 111社会への対応を考えている 。建築的にもユニークで際立

っ たモニュメンタルなものを建設し、多用途の複令によるＮｪ［ ｉｈｾｬ と

ともに魅力ある副都心づくりを目指している 。

市街地住宅ゾー ンは 、近隣街活街、住区施設を中心に 14階建を主

にした高層住宅を建設し、ウォームな外観と、盟かなオープンス

ペースによ り市街地にありながら回図的な雰囲気を持たせようと

計画している 。

現在、 B 1 地区と C 1  - Ｑ 地区で建築工 Ｇ ｬ ｾ が進められており、そ

の一部、病院練と再開発住毛械が完成している 。

( 文1'f ・石浦英自IV 大阪市都市盤備局阿倍野再開発事務所長 )

- 公共地設の !iHnil

幹線街路 4 路線、区阿l ! i illlIO路線

近隣公園 2 ヵ所、児童公附 l ヵ所

・純i(設処築物のも年備

15街区、 29隙

総延 Ｑｾ ミ ｦｦｬｩ Ｎ ｵＨが ｾＸＱＸＮＱＰＰ Ｑｬｬ Ｇ

六甲アイランド

所 在 地 神 戸 市 東 灘 区 向 洋 町

計 画 ・ 事 業 主 体 神 戸 市 、 第 三 港 湾 建 設 局 、 神 戸 港 埠 頭 公 社

計爾・事業年度 昭 和 46年 ~ 昭 和 60年 ( 予 定 )

用 途 ・ 規 模 港 湾 関 連 用 地 、 産 業 用 地、 都 市 機 能 用 地、 面 積580ha

六 ITI アイランドは、ポートアイランドの束の海而上に建設を進め

ている 21世紀を目指す海上都市である 。 ここには、新しい港湾施

設を必備するほか、産業 ・住宅 ・文化・レクリエーションゾーン

を設け、完結笠j の者[1市経備を図る 。

土地利用の柱は、

① 近代的な港湾を主主備し、新しい産業を育てていき、市民生活

の基盤づくりを進める 。

② 既成市街地では笑現できない市民の夢をかなえ、あわせて神

戸市全体でのより良い生活環境っくりに役立てる 。

③ 神戸の歴史、風土などをふまえ、国際性を活かしながら、 「高

度情報化社会J に対応した新しい街づくりを進める 。

④ 六 甲アイランドが神戸のシ ンボルとなり、市民lこ心 から親し

まれるものにしていく 。

現在の六時i アイラ ンドは、埋立造成が60% 進んだ 段階である 。主主

イ!日iの進んた令区域には 、フェリー埠頭等 10パースがすでに供用を開

始し、 32社の企業が進出し、新しい都市治弱J をはじめている 。

( 文責 ・田村健一郎/ 神戸市開発局計画書I ! . )
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都市林、こうべの森。

( 新・中央森林公園計画)

所 在 地 神 戸 市 西 六 甲 地 区

計 画 ・事 業 主 体 神 戸 市

計画・事* 年度 昭 和 59年 度~ 昭 和 75年 度

用 途 ・ 規 機 約2，300ha

都市林とは、都市近郊にあ って都市の圏域に位置し、豊かな自然

を提供しつつ、多かれ少かれレクリェーション機能を通じて市民

と深いかかわりをもっ森林と定義されているが、都市林、こうべ

の森。は、この定義に沿いながらも、六甲山系を、市街地の背景

としてでなく、都市の一部として把え、発展させようという考え

方である 。

開港 100年記念として昭和42年度に策定された旧 ・中央森林公園

計画の成果を踏まえながら見直し、社会情勢の変化や市民要望の

多様化に対応して、 21世紀への都市林、、こうべの森砂をめざして、

豊かな自然を保全しつつ、 "=/!t 戸らしさ。という風土からくるふ

るさと意識の形成や「森林浴」などレクリェーショ ン機能の充実

を図 っていく 。

そのために、単に、ヨーロ ッパの都市林の模倣でなく、神戸の特

色を生かした都市林の造成を進める必要がある 。都市林 、こうべ

の森。の区域を統一的なイメージのもとに一団の区域として、そ

れぞれの管理者の協力によ って、公園 ・道路 ・ハイキングコース

. 国立公園施設・森林育成および保全など総合的施策体系のもと

に2001年を完成目標に整備を推進する 。

一方、利用者のための管理運営などは、区域全域にわたる全体的

イベントを企画し、できる限り、統一的運営を市民の協力を得な

がら進めていく計画である 。なお、この計画は、神戸市公園緑地

審議会の答申 ( 58年 7 月) に基づくものであり、現在、笑施計画

を立案中である 。( 文賀 ・中井喜一郎/ 神戸市土木局公園緑地部)

霞肪山口エントランスエリア |  神戸市中心市街地 !  

⑧ 

保全と利用の

ゾーニング図

図 利 用 ゾ ー ン 園 保 全 ゾ ー ン 図 常 ぷ44) 争 ZULランス 女 主 要 醐
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メリケンパーク

所 在 地 神 戸 市 中 央 区 波 止 場 町 地 先

計 画 ・ 事 機 主 体 神 戸 市 港 湾 局

計 画 ・ 事 業 年 度 昭 和58年 度~ 昭 和62年 度

用途・規模ウォーターフロント緑地 ( 15 . 6ha)

1868年の開港以来、今日では日本を代表する国際貿易港として発

展してきた神戸港の中で、メリケン波止場は近代神戸港の発祥の

地として、開港当時の雰囲気を持 った記念碑的存在として、広〈

市民に親しまれており、また西隣のポートタワーのある中突堤は

内航旅客船の発着基地として旅客でにぎわいを見せている 。

このメリケン波止場、中突堤地区は、かつては神戸港の中心的役

割を担 ってきたが、近年の港湾荷役の近代化により港湾施設とし

て古くな ってきたため、再開発の必要が生じ、一方、都市サイド

からは市民に親しまれる港づくりの要請も生まれてきた。

ここに、メリケン波止場~中突堤問を思め立て、 「メリケンパー

ク」 を建設することにな った。

計画の基本方針は、学識経験者、各種団体の代表者からなる「神

戸港再開発検討委貝会」で検討され、①海との出合い、 ②歴史 ・

文化とのふれあい、 ③都市生活への貢献、としてまとめられてい

る。

この基本方針に恭ついて、現在具体的な利用計画、空間構成を作

成中である 。

神戸港発祥の地としての歴史的雰囲気を保ちながら小型通船の発

着基地として残すゾー ン、市民が間近に港を眺望しながら散策、

休恕できる緑地ゾー ン、中央に位置するシンボルゾーンでは、織

との出合いを大胞に主張するものとして海洋博物館を設け、この

中に海、船、港に親しみをおぼえ、海事思、恕lの普及に益するもの

を展示していく 。

さらに、広場では世界の珍品ガラクタ市、朝市などの多彩な催し、

既設の古い上屋の再利用により、市民の創作品の表現の場、若者

の各種イベントの実現の場を確保していく 。

また 、この地区周辺の港湾関述業務の集約化を図るための業務施

設ゾーン、駐車ゾー ンも合わせて計画している。

このメリケ ンパークの商秘は、全体で15. 6ha、完成目標年度は、

1987年で、現在、埋め立てを進めている 。

( 文責 ・増川博/ 神戸市港湾局技術部計画課長 )



l回神戸研究学園都市

所 在 地 神 戸 市 西 区 伊 川 谷 町 、 岡 垂 水 区 名 谷 町

計画・事鎌主体 神 戸 市 開 発 局

計画・事難年度 昭 和 55年 度 ~ 昭 和65年 度 ( 1 期 計 画 )

巧 途 ・ 規 模 380ha( 1 期 計 画276ha)

神戸研究学園都市は、大学をはじめとする研究 ・教育施設と、良

好な環境の住宅地を一体的に整備するという目的で¥新住宅市街

地開発卒業を主体に、人口 2 万人の新しいコミュニティーづくり

をめさ' すものである 。

過密化した市街地の大学を受け入れ、より広〈盤ったキャンパス

づくりをめざすとともに、地域社会の発展に結びっく特色ある研

究分野を育てていく 。 さらに研究 ・教育活動がより活発になるよ

う「大学と大学J r大学と研究機関J r市民と大学J といったそれ

ぞれの結びつきをより強くするための共同利用施設の盤備を進め

ていく 。

このように、研究者 ・学生と市民が、自由に交流できるような環

境をつくり、研究 ・教育施設と一般の住宅が一つのまとまりをも

った魅力のあるまちとなるよう土地利用を考えている。

大都市近郊のみどり豊かな神戸研究学園都市は、神戸の知的文化

の核として、発展が期待されている。

なお、 事11戸研究学園都市の東隣の神戸総合運動公園をメイン会場

に昭和60年 8 月にユニバーシアード神戸大会( 世 界100ヵ園 、5 ，000

人の選手役貝が参加予定) が開催される 。神戸研究学園都市の施

設も選手村として 利用されることにな っている 。

( 文武 ・南一郎/ 神戸市開発局庶務課)

土地利用計画褒

用途別土地利用計画図
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総合福祉ゾーンしあわせの村

所 在 地 神 戸 市 北 区 山 田 町 下 谷 上 字 中 ー 里 山

計画・事換主体 神 戸 市

計画・事蝶年度 ＵＵ 年 ｾＶＴ 年

用 途 ・ 規 模 計 画 面 積 : 205ha 

近年、福祉をめぐる情勢は、高齢化社会の急速かつ着実な進行と、

低経済成長時代への移行により大きく変貌している 。こ れに伴い

福祉に対するニーズも変化 し、多様化している 。

しあわせの村は、ハンディキャ ップを 負った人々に、これからの

新しい福祉サービスを提供するため 、各経福祉施設を体系的 ・総

合的に整備するとともに、すべての市民が利用できるスポーツ ・

レクリエーション脇設も一体的に建設し、福祉都市づくりを推進

している 神戸市の福祉の絞となるべく計画されたものである。

機能としては、 (1) 通所あるいは短期滞在利用によるデイケアや筏

産 ・ショートステイを行う在宅街祉サービスの核、 (2) 治療や介護

の場( 病院や施設) から家庭や地成社会に復帰 ・参加する過程で

必要な相談 ・指導 ・機能訓練を行う中間的施設、 (3) 福祉の分野だ

けでなく医療 ・教育 ・労働からスポーツ ・レクリエーションに至

るまで隣接の領域との述携を配慮した福祉サービスの提供、 (4) 文

化 ・スポーツ ・レクリエーション活動を通じて、障害者と 一般市

民の交流を図り、相互理解 ・市民啓発を推進する場としての機能

を有している 。

施設建設にあた っては、それぞれの施設が有機的連携のもとに

十分機能が発揮できるよう計画的に配置 ・整備していく予定であ

る。 ( 文賀 ・吾郷信幸/ 神戸市民生局庶務諜)

「しあわせの村」位置図 問

、

人

テ

育

行

、

一

惚

訟

主

ス

教

体

場

コ

∞

施

、

ト

民

、

球

ス

等

3

療

訟

一

市

一

野

ニ

ト

約

医

施

ヨ

、

夕

、

テ

・・

・

産

シ

設

ン

館

費

設

授

、

指

セ

業

施

者

設

イ

¥

市

中

な

官

官

地

¥

総

主

障

九

¥

・
・

~
号

、

t
y

 

.
、

句

、

・-

J

一一

ん

一

ら

、
A

1

ず

、

J

r

す

99 





じ令今寸

1 1 3  

' AL C構造設計基準」の

改訂( その 2 )  

関西工ー・工ル ・シ ー 卸 協 同 組 合 技 術 委 員 会

E  外壁縦壁掃入筋構法と新規準図

( 1 ) 外壁の関口部補強

(2)  外壁縦壁挿入筋構法図

風 圧 カ (kg 1m)  

開口幅 (mm) 補 強 方 法

80 120 200 300 

mKI 

スミ金物

600 同 左 同 左 同 左

( 旦ー50X 3.2

mr 
U 型金物

1，200 

( II'.. - 50x 6)  

同 左 同 左 同 左

圃

関口部に作用する風圧力を直接構造躯体へ負担させる

1，8∞以上

締法とすること 。

関口幅1，8ωmm以上の持者強部材

風 圧 カ (kg 1m)  

関口幅 (mm) 補 強 方 法 部 材

80 120 200 300 

車車

たて材 L - 6 5X 65X  6  L - 65 X 65X  6  L - 75 X 75X  6  L - 9QX 9QX 7  

1，800 

よこ材 L - 5 0X 50X  6  L - 5 0X 50x  6  L - 6 5 X 65X  6  L - 6 5X 65 X  6  

車置

たて材 L - 65 x 65X  6  L - 7 5X 75 X  6  L - 7 5 X 75X  9  L - 9QX 9QX 7  

2，400 

よこ材 L - 6 5X 65X  6  L - 6 5X 65X  6  L - 75 X 75X  6  L - 7 5X 75X  9  

圃

たて材 L - 7 5X 75X  6  L - 75X 75X  6  L - 9 0 X 90X  7  L - 9QX ω x  10 

3，000 

よこ材 L - 65 X 65 X  6  L - 7 5X 75 X  6  L - 7 5 X75X 9  L - 9 0X 90X 10 

(たて材支点111l 2. 8mで算定)

(2) - 2 一般部分
- ょこ目地は、耐火t構造または防火精進とする場合、ロ y クウ ー J レ等を充て んする 。

，1門、'

l川il川1i い| 目帥I地也糊

出

HA 

岸

ml 

(2)ー 1 パラペ ット部分

D  

。
由
W

同

一-v-

ｾ］ ＱＰ Ｐ＠

唖E |i!

一般的な目安として高さ 18m以下の場合。

フックボルト 12員

(2)- 3  関口部まわりの支持方法 ・例

ii i J l  ，フックボル ト12)1

先』韮金日戸 ⑦3.2

、関口補強錦材

ボルト 12)1

イナズマプレート ｓｾ

ヌ査三三

ii で工ご
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蝋を切り符えるって、タイへンむづかい 、

拭く、と思いこんでいたものを、いきなり

ri光うのがタダシイ」と 言われでも、

ノ、イそうですかとはし、かい 、

今まで・の人生を間違いだとし、うのか土、

いえ、たかがおしりの l活でもで寸ね、

つい感情的になってしまう。でもね。

i令i持に考えると、なるほどタダシイ。

「拭くより洗うほうがきれL、」

その通りですね。

「拭くより洗うほうがやさしし、」

これもその通り。

おしりほど傷つきゃすい場所はなし、って、

日本人ならイタイLl ど知ってL、るものね。

だからi先L、ましょう。

L、し、ことなら 早〈習慣にしてしまL、ましょう。

なんてウワサが広がったら、

。
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温
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. 真下からの γ ャワーで緒実に洗浄. ソフト( 1 シ守ワー感覚

的被歓噴出穴 . 生理中も爽やかなチ守ーム洗浄 ・ffi 機構 2

段伸長オートスライド式ノズルを保問. 安定湯温の貯渇式.

いつもi直j品、 l C暖房{ 虫J l I ! ・ 1ヲチさまにも簡単、" ワノプ y ンユ操

作" ・ほとんどの洋式 fi l ! 誌に取り付け可能、 fil! f'l (l シートタイプ

ｦ 罪棄 ＺｊｾＭＧＺＺ コート γ レ
{ シャワー洗浄、チャーム洗浄、温風乾燥、暖房便座)

シャワートイレFIII :価 格 158.000円{ 取付貸別途)

町、白

伊 奈 製 陶 本 社 干479 … 滑 市 … 3T I'l 6番地
宮 05693- 5-2700
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1 1 2  

大 便 器 の 種 類 と 洗 浄 器

具 ( その 2 )  

近 藤 崎 治

2. 洗浄方式

大使絡を洗浄する方式として、 (1) タンク式、 (2 )

フラ y シュパ l レプ式に大別される 。

タンク式は、( イ) ロータンク式、( ロ) ハイタンク t

に 区 別 さ れ 、 現 在 は ロ ー タ ン ク 式 が 多 く 利 用 さ れ

て いる 。タンク 式洗浄は、もともと水圧の低い所、

給 水 口 径 が 小 さ い 所 で 、 主 に一 般 家 庭 に 多 q 史わ

れている 。

(c) 密結型・・・・・・・・ タ ン ク を 便 器 の 上 に の せ る 方 式

フラ y シュパ Jレプ式はつぎのように分類される。

(a) フラッシユノ{ ) レプ・・ ...・ ・・ ーノ、ンド Jレ掛M乍に

よ る 洗 浄 方 式 ( 写 真 1 )  

(b) リモ コンフラ y シュノ{ ) レプ・・ ーフ ラッシュノ{ ) レ

プ本体 と 操 作 ハ ン ド ル が、別 均 の場 所に設註する

こ と が で き る 遠 隔 操 作 方 式 ( 写 真 2 )

(c )低 圧 フラッシュパルプ・ 一一・・・・低水 圧 に 使 え る

精 進 と な っ て い る が 、 サ イ ホ ン 、 サ イ ホ ン ゼ ッ ト

便 器 に は 適 正 な 流 量 が 縦 保できないので洗い務と

し便器に使う 。

(d)節 水 型 フ ラ ァ シュパ ル プ ・ハ ン ド Jレを抑 し

続 け て も 1 回の吐ノドしか出ない機榊とな って いる

(e)電 気 式 フ ラ ッ シ ュ パ J レプー一・・・ー・ハ ン ド J レの 代わ

りに電気的装置を用いてフラ y シュパ Jレプを 作 動

させる方式

等 が あ る が 、 こ こ で は 、 電 気 式 フ ラ y シ ュ パ ル プ

についで略述する 。

3 . 大 使 器 自 動 洗 浄 方 式

( 1 ) 種類

OK - 1 S B(露 出型センサーイ寸ボタン) (写 真 3 ) 、

ロ ー タ ン ク 式 に も い ろ い ろ 種 類 が あ り 、 つ ぎ の OK - l l OMK V(写 真 4 ) 。

ように分類される 。 セ ン サ ー は 、 こ の ほ か に 埋 込 型 の OK- 3 S ( 写 真

(a) すみ付・・壁のコーナーに取り付ける方式( 図 1 )  5  ) と、センサーのみの OK- 1S( 露 出型) がある。

(b )平 付 ーー・使穏のす ぐ上の墜に取 り 付 け る方式 フ ラ ッ シ ュ パ ル プ は 、 こ の ほ か に 停 電 時 の 操 作

( 図 2 )  ハ ン ド J レ付 きの O K- l l OMK V Eが あ る ( 図 3 ) 。

W.L  

配線取出し穴

吋円

社

4 図 1

図 2 炉

T F・5108 K F・3 0 WY

図 3 大 使 用 自 動 フ ラ ッシ ュ バ ル ブ 露 出 型 ( OK- l l 0 MKVE )

写 真 1 フラッシュバルブ.

写 真 2 リモコンフラッシュバルブ

写 真 3 O K- 1 S B 

( つづく)

(こ んどう みねはる ¥ 

伊奈製陶株式会社f主設事業本部商品計画設計部/

建築と社会/ 1984年 1 月号 103 



施工材料の頁

111 

アクリルゴム系化粧防

水材による外壁改修シ

ステム

野 々 市 過 失

表- 1 アクリルゴム・化粧防水材 (アロ ンウオール)

塗膜の気密性・水蒸気透過性

測定時村厚

1. 0mm 

60mm 

空坑遭遇車

R:cc mhr'  mm Hg 

2. 8XW'  

( 1) 1厳

1. 4  

(5.0∞) 濠

I  '111 I  書J j 値 Rv P  

遺撞低抗 RV 1  30 1  

1  •• 1;石百綿t版E引(“5% 2.44 0. 41 

(m'ι山，川.hr .岨 Hg gω! .I .  ...1 コ〆汀川川7炉州'リl一ト0: 4川淵‘り州川)1川l叩00"" 6ω9.93  0.01 

遭l揖量係監 P町( 1 RV)  I  0.0ω33川| モ1ルレげ7 1ル. (1 :  2幻)10"" 6.4“ 1  0ι.1時56

拠隠 ( ) はア ロンウ オールを l とした場合同比率

|| 工程① 調 進 11
工 程② 下 地 処 理

外壁化粧防水材の必要性

昭和30年以降、わが国における建築物は、高府

化・軽hl 化・プレハプ化工法に移行し、工期の短

縮 ・省力化・経済件. 等の鴻点から、コンク 1) ー卜

打設はポンプア ップが主流となってきた。

その結果、仕上がりコンクリートにひび苦1/れが

発生しやすいとか、柔榊造のため、建物の帰れが

大きくなって、ひび割れを誘発しやすいなどの j京

閃により、築後 10- 20年の建物の外壁からの漏水

Ｏｾ放 が多発するようになり、これが雨漏り事故の

50%以上を占めるまでになってきている 。

さらに外壁の老化や、海砂の使用による鉄筋コ

ンクリー卜の鉄筋腐蝕等に起因するトラブルも後

を絶たず、また、アルカリ骨材の使用によるコン

クリートの劣化 ・ひび害1/れの懸念も出ており、今

や壁面の保護・防水の重要性がとみに高ま ってき

ている 。

コンクリートの劣化自体は化学反応であるので、

その原因になっている外的条件をシャ γ トアウ卜

すれば、劣化のスピードを抑えることができ、鉄

筋コンクリートの機能を維持することが可能であ

る。 アクリルゴム系の外壁向化粧防水材( 塗朕防

水材) は、半永久的にゴム蝉性を有し、かつ、優

れた気密性と水蒸気透過性を有し( 表 ー 1 ) 、J空色

伎とパターンに富む、施工性の良いR欠付型の塗股

防水材であるので、新築のみならず、改修システ

ムに組みこめば、最近IU/題化 しているこれらの1 I J

放を解決し、かつ、建物の寿命を伸ばすための、

最良の手段となるのではなかろうか。

外壁化粧防水材に要求される機能と性能

外壁に使用される化粧防ぷ材は、あ くまでも建

物を強固に保護し、かつ、厳しい内部や外告1I から

の劣化条件、とくにひび割れに対し、どこまで対

応できるかがキーポイ ン卜になる 。 そして、建物

本来の個性をきわだたせるためのファッション性

も持たなければならない。すなわち、防' * 性能に

加え、化粧性と躯体保護機能を合わせもつことが、

この材料の必須条件である 。

加えてこの材料はメーカーから出荷された段階

では、ド製品に過ぎず、責任のある適艇な施工が行

われてはじめて最終製品になり得るわけであり、

「資{ 壬施工体制」が伴わなければ意味をなさない。

さらに施工後の塗肢が、内部や外音1Iからの劣化

条件に長期間燥されながらいかにバランス良〈当

初の基礎性能を維持するかで、その仕上材の評価

が決まるわけである 。特定の機能のみを重視する

とか、設計価格のみを先行させることなく、十分、

商品の性能 ・施工の取り くみ方 ・実績 ・保証のf士

くみ等を l吟味して、取り上げていただきたい。

建築物の掘体保護に対するアクリルゴム系

化粧防水材の役割

外壁化粧防水材に要求されるものは、単に防水

性能だけではなく、建物の総合的な保護機能、す

なわちコンクリートの中性化防止、耐塩害性、鉄

筋鉄板頬の防錆効果、耐凍害性、耐風害性等に優

れたものでなければならない。

円本は島国という条件にあり、雨北に長いこと

もあって、塩害・凍害をはじめ 、厳しい臼然条件

が直接外壁を傷めている 。

こうした厳しい自然条件や外的諸条件から建築

物を美しいままで保護するには「建造物の表面を、

不浸透性の塗覆物で額う」方法しかなく 、 さらに

はすでに老化 ・領傷をきたしている建物について

も同織の方法で改修を行うことが必婆となる 。

アクリルゴム系化粧防水材による改修シス

テム

今や建築業界では品質管理・品質保証が酷しく

論議されている 。蔽近の工事現主坊では、 T Q C (総

合的品質管理) が重視され実践されている。これ

にしても 、材料の品質のみではなく 、施工および

維持管理にわたる建物全体の寿命の中で従えられ

るものである 。 それだけに製品の厳重なる品質管

理はもちろんのこと、システム化された工程に基

づく現場施工によってはじめて婆求される機能と

性能を満足する最終製品となり得るわけで、それ

だけに、「貨任施工体制」の確立が肝要である 。

工程③防水層形成

III m@it l!Ett J :  11 今、アクリルゴム系化粧防水材の、

|工程③化粧仕上 || 改修 システムの一例を 図ー 1 にあげた 。

あとカずき

昭和40年の後半より、伸びのある柔

軟な塗肢を形成し得る とする弾性仕上 .  I  

材料が続身と上市され、今ではメーカ

ー数40社以上、製品銘柄 100以上を数

え、年間 3 万トン以上の市場が形成さ

れているといわれる 。各銘柄により、

性能格差にかなりのバラツキが兄られ

るが、最近は性能基準を設定しようと

の動きも活発である。逐次明確に分類

されてくるであろう 。それによって、

それぞれの性能レベルも明らかとなり、

適材が適所に使用されるようになれば、

適正な価格も維持されるであろうこと

を期待して止まない 。

図- 1 アクリルゴム・化経防水材( アロンウオール) の改修工程図

( ののいち みちお ¥ 

l R ! I I ! 合成化学工業株式会社建材事業部長/
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アクリルゴム・屋上化粧防水材 アクリルゴム・外壁化程防水材

量 Ｗ｝｟ｾｾＧ 孟孟 Ｔ 旦 ｅ と五亘ｩｩｬｊＮ彊
責任施工( 防水保町サ)

外 壁 に 生 じ た 亀 裂 や 剥 れ を 放 置 し て い ま せ ん か 。

大切な建物を守る外壁。その外壁にヒピ割れや剥れが生じると雨水が侵入し、鉄筋

を腐蝕させ、内部から建物の寿命を縮めてしまいます。早期発見、早期改修こそが

建 物 の 健 康 を 守 る の で す。ア ロンウオール改修システムは、単なる塗り替えとは異

主立、〔防 水 + 化 粧 + 躯 体 保 護〕の機能を合わせ持つ優れた特性に加え、材 ・工 一 体

化 し た 責 任 施 工 ( 防水保証付 ) によって 、建物を 美しくよみがえらせ、日本のきびし

い自然条件から、あなたの大切な財産を守ります。

東n g戚仕学

建材事業部

本社東京都港区西新橋1 - 1 4- 1 〒 105 f t 東京03 (日)2) 2311 大代表

大阪支l i S α03) 3171 ・営業所/ 仙台 (91) 5665・名古屋 (541)1181 富山 (42)2311 ・高松 (25)2671 ・広島 ( 228) 5430・福岡 (721) 1902 

金属アロンコート・アロンウオール防水工事業協同組合建股省東E噛 悌35崎源可

| 改修についての小冊子が、用意してありますので、ご請求ください。|

日本建築協会企画・建築技術選書園

若林嘉津雄著

実際に担当する人の立場に立った，すぐに役立つ式典実務の格好の指導書

「祝間奏上」

これは地鎮祭における

もので，左下に滑砂に

立てた五行幣がみえる

〈目録進呈〉 含 075- 343- 0811

式典の意義と種類

式典の形式

式次第

式典用語

式典の計画

式典の準備

主な内容

上棟式

定礎式・定礎銘文の例

修械式

竣工式

落成式 ・竣工披露

直 会

現場係員としての注意事項

手水之儀

火入式 ・点灯式

除幕式

玉串奉実について

地鎮祭

起工式

立柱式

学 芸 出 版 社

古井戸埋鎮式

式典実施要領

司会の要領

挨拶の例・案内状の例

A 5 ・136頁・定価1300円

京都市下京区木津屋橋通商j同院m入

105 



ｾ＠ r建築と社会J 誌パックナンバーのおしらせ

パ ッ ク ナ ン バ ー が そ ろ っ て お り ま す 。 購 入 ご 希 望 の 方 は 日 本 建 築 協 会 ま で ( 電 話0 6 - 3 4 8ー 0635) お申し込み下さい。ノ ( ' l クナンパーは特価以外

￥ 750( 58年 4 月 号 以 降 は Y 950) で す。 な お 、 郵 送 料 は 実 費 い た だ き ま す 。 年 間 購 読 の お 申 し 込 み も 応 じ ま す 。

- 印は欠号

よ¥そ l  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 

.  工事別建築 工事別建築

昭和39年

建築と照明 プ レ ハ プ 外 部 空 間 ホテル建築 鋼 管 憐 造 施 エ

第 11 回

宅 地 開 発

オリンピ ッ

交 通 施 設 材 料 集 成 材 料 集 成

( 45集) 背年建築家 ク続投施設

( 上) ( 中)

工事別建築

第 12 回

.  
中 小 企 業昭和40年

尾 崎 久 助 委 員 会 材 料 集 成 内 部 空 間 人 間 工 学 社 会 開 発 施工の手続 建 物 管 埋 連物と騒音 医 療 施 訟

( 46集)

( 下)

青年建築家 団 地

.  .  
昭和41年

都 市 住 居 地 下 街

空 気 調 和

建 具 金 物 建 築 法 規

国 立 京 都 第 13 回 1970年万国

造

最 近 の

市街地改造
公 害 築と

( 47集) 設 備 国 際 会 館 青年建築家 博会場計画
園 地 下 工 法 都市 Ｎ ｾ

.  日 本 建 築

昭和42年

国 立 劇 場 建 設 機 械 協会50周年 社会と主主築

都 市 と

住宅と設備 生 産 施 設

モントリオ

主主設資金 最近の外装

第 14 回

建築と生命

( 48集)

記 念 号

流 通 空 間 ー ル 万 博 青年建築家

.  .  .  .  
新都市計画

昭和43年

都 市 生 活

都 市 の

50周年記念 幼 児 施 設 教 育 施 設 医 療 施 設

都 市 交 通 都 市 供 給 群としての 都 市 の ア 第 15 回

( 49集) し、こし、グ〉士1;

事業記録号

総 設 処 理 施 設 住 居 クセサリー 青年技術者 法の諸問題

.  鉄筋コンク
計画と住民

建築史の方 建 築 行 政 転 換

.  .  .  .  
昭和44年

建築産業の

ト布陣造

一中音sから

老 人 向ー現代に

に 期 待 しつつある

解決をせま

j毎 j羊 開 発 民家の系譜 第 16 回

九州からの

( 50集)
耐震設計の

と す ま い
よみ古eえる られる公害 報 告

精進と方向 再 検 討
の 報 告

過 去 一
す る も の 住 宅 生 産 問 題

と保存計画 青年技術者

.  
昭和45年 現 代 社 会

建築と安全

日本万国博 設 計 の グッ ドデザ 高 層 建 築 欧 米 に 建 築 家 の

エ 必 計 画

デ ィ ベ 第 17 回 山陽・山陰

( 51集) と は 何 か と技術開発 システムfヒイ ン 運 動 問 題 おける契約 課題と責任
ロ ';1 Ｏ ｾ Ｍ 青年技術者 からの報告

住宅一60年
都市エネル

.  
昭和46年

代の総括と

ギと無公害 建築基準法

都市生活と

企画と設計 解 体 工 学 都市と港湾

転換期のニ 軟 弱 地 盤 変 貌 す る 第 18 回 自 然 と

( 52集) 70 年 代 み ど り ユータウ ン と 震 災 建 築 生 産 青年技術者 レジャｾ間

の 展 望
化 ピ ル のプロセス

冬季オリン
.  都 市 住

昭和47年

ピ ッ クと

600号 インテリア 都 市 交 通

水 利 用

量 産 住 宅

一 般 号 環 境 へ の 都 市 防 災

第 19 回 北 陸 の

( 53集)

キL .晃

記 念 号 デ ザ イ ン 問 題 の 設 備

( 佐中学 ) アプローチ

青年技術者 新 建 築

|泉タ北ウニン σュ〉ーコ

.  .  

昭和48年

建 築 教 育

大阪大林ビ レジャーと 大阪国際ビ 老 人 住宅一建築

新用途地域 情造と施工 仕上と材料

第 20 回 ヨ一 口 γ パ

( 54集)
ミュニアイ ルディ ン グ 施 設 ルディ ング コミーュニアー イ 家のすまい 青年技術者

グ〉

施 設
制 と 環 境 まちづくり

明 日 の 既成市街地 建築生産と 高層プレハ
.  .  

昭和49年 歴 史 的

建 築 は 保養所作品 の 住 宅 地

北烈ニュー

流通峨憾の

ビ ル の 省

プ 住 宅 の み ど リ

屋彼防水工
第 21 図 ビル防災に

( 55集) 環 境 保 全 タウン計画 エネルギ化
事の失敗例

青年技術者 l測する 12章

どうなるか M備の方策 変 容 情 造 設 計
とその対策

.  
p  c 板 を

.  
建築とプレ 生 活 排 水

.  .  
昭和50年

図 書 館

東 海 の

インテリア f車 用 し た

社 会 都市の景観

ストレスト 処 理 施 設

人 間 環 境
騒音対策と 第 22 回

集合住宅の

( 56集) 新 建 築 建 築 ・ 法 と 施 設
と し て の

防 音 材 料 青年技術者

工業化住毛 コンクリート の あ り 方
ターミナル

設 備

証 言 '76 - 集{ 王( 本の 結 露 防 止

.  

昭和51年

建築デザイ

建築基礎槍

医 療 施 設

床 工 法 建築防災と

市街地盤備

工場建築と 鉄骨精進の

ハ ー ドと 対 策 と

第 23 回
設備からみ

( 57集) 造の問題点 と 材 料 法 設 備 ジ ョイ ン ト 青年技術者 問た 建 築 の

ン の 動 向 ソ フ ト 断 熱 材 料
題 点

.  
兵庫県ーそ

- 日本建築協 コンクリー 埋立地におけ
日 本 住 宅 ミニ乱開発 建築におけ

昭和52年
デザインの

の風土と建

全ω周年記念号 トの品質管
日影規制と

身障者施設 照 明 設 備

るｾ造問題 一
公 団 と から計画的 る省エネル

第 24 回

( 58集)
動向一部分 - ニュータ 理と行政指 法

大阪南港と声
背年技術者

と 全 体
築・建築界 ウンの管理 導 の 方 向 屋浜を例として 建 築 作 品 ミニ開発へ ギ ー 化

デ ザ イ ン
医療院施建設一

組合方式に C  A  D ー
.  

昭和53年
の 動 向 一

水

病 築
外 壁 電波障害と

よ る 集 合 住 宅 設 備

新 し い

設 計 と コ 一 般 号

第 25 回

ビ ル 環 境

( 59集)
新 旧 の コ と 情 報

塗 装 材 料 建 築 耐 震 設 計 青年技術者-

ントラスト シ ス テ ム
住 宅 計 画 ンビュー タ

.  ホテル建築

昭和54年

転 換 期 の

大阪南港ポ

商 業 空 間

コンクリート

日 影 規 制l と 情 報

農村施設の 建物の終局 庄 内 の 80 年 代 の 第 26 回 建 設 業 の

( 60集)

再 開 発

ートタウン のひびわれ

シ ス テ ム

変 貌 強度の検討 まち づく り インテリア 青年技術者 労務 ｴ ｬｾ 情

80年代の都
.  .  - 軍幻回膏年控楠

設計のため

昭和55年
市と建築ー - 今後の省エ - 最近の担行蓮華

住 宅 の 建築行政と

最 近 の

都市景観と 屋 内 体 育 水 ぎ わ の 今後の外装
者

の新耐置を

( 61集)
歴まち史づとく展り望の

ネルギーの趨勢 - 安井建築訟計
耐 久 性 法 規 アメニティ 施設の設備 まち づく り 吹付仕上材

- 伝績にたつマン

- 建築金物 事務所作品集 防 水 工 法 ション 畢合住宅 設 計 法

台所まわり 災害と法一 都市住宅 一 - 撞藁物と凪- f
住宅・都市聾慣企

障害者の募

昭和56年

車 豊 能 論

中国の論文
ポートピア

の 計 画

シーリ ング

安全な環境 住 ま い 手 ザイナーのために

団ー関西における 間仕切壁の 第 28 回

らしやすい

( 62集)
一 北 京 の '81 材 の 知 識

都市聾帽を中心t
性 能 評 価 青年技術者

都 市 計 画
と 設 備 をめざして からの発想 - 日建設計作品集 した斬公団の世割

ｉｾｪ 寛と設備

医療施設ー 都市景観ー
- 絵本にみるすま - 第29回背

昭和57年 新たな商業 省エネルギ

地域医療と

近 量 生 め

まちなみ美

大阪市庁舎 音とホール 大 ス パ ン 昭 和 設 計 いとまちづ( ') 年技術者
風土 ・空気

( 63集) 空閉め展開 ーと関口部 地盤と 1也質 ( 第 l 期) 建 築 精 進 作 品 集
- オ一 回エム・ホ - 地方の庁

と 人 間

設 備 計 画 観への誘い テル日航ピル 舎 建 築

昭和58年

関 西 の マイコンの

多織化する 建 築 と

計 画 に 釘ける 大 阪 駅 と
経待管理と

東海の将来 オフィス・ プレストレスト - 事訓B膏年u耐

集 合 住 宅

建 築 へ の

コ ミ 1 ニケー 者

( 64集)

建 築 文 化

運 動 施 設 品 質 管 理
ンョンとプレ

ターミ ナル

設 備 更 新

と 文 化 を インテリア - 鉄筋・コノ 7 ')

- 大阪繊国際文ft
と 生 活 音

を 考 え る 利 用
ゼノテーンヨ J

ピ J l- 考 え る の 変 革 ー ト 情 造 スポーツホール

雄 総同 k きさは! 1 148轟か均は現行伺 A 41同l変 形 . それ以前は日 5 1阿l

106 



日本建築協会

月間の動き

昭和58年11 月分

理 事
A. .  

" l X 

定例理事会

16日 4 時一 51時 於本会会議室

出 席 者 福 岡 会 長 ほ か18名

議事 (1) 議事録署名者 2 名の選出の件

(2) 事務所移転日確認の件

(3 ) 建築工事実務講習会共憾の件 ( 広島)

(4) 建築防災関係法令研究述絡準耐，i会に関する件

(5) 事務局職員下期賞与支給の{ 牛

(6) 入退会者承認、の件

(7) 事務所移転披露祝賀会開催の件

(8 ) 報告事項

企 画 委員

A. .  

" l X 

常設委員会代表との懇絞会

2 日 4 時 - 6  a幸 於本会会議室

出席者稲田会長、三品委員長ほか 8 名

議事 常設各委員会の現況報告後悠談

事 業 委 員
..0‘ 

" l X 

若い会員の集い小委員会

1 日 61時半 - 9 時半 於本会会議室

出IN! 者 山 形 副 委 員 長 ほ か 8 名

議事 (1) 前回の事業委員会の報告

(2) 第 5 回以降の企画及び経過報告

Ｈ Ｓ Ｉ 本会事務所移転に伴う ｍ ｾ 問題に ついて

は) 次同小委員会開催日

広報小委員会

2 日 6 時 - 8 1時半 於本会会議室

出 席 者 原 兄 副 委 員 長 ほ か 8 名

議事 (1) i沼田の事業委員会の報告

(2) 第59回展示写真について

(3) 第60回以降の展示写真について

(4 ) 本年度の研修会tl l J !在に ついて

Ｈ Ｕ Ｉ 本会事務所移転に伴う ｉｾｴｩ 問題について

(6 ) 次回小委員会開催日

見学会小委員会

7 日 6 時 - 7 時半 於本会会浴室

出席者 上出副委員長ほか 8 名

j義司I 山前回の事業委員会の報告

(2)  9 月、 10月の兄学会の実施報告

(3 )  11 月の企画に ついて

(4 )  12月以降の企画について

(5) 本会事務所移転に伴う諸問題に ついて

(6 ) 次回小委員会開催 日

広報小委員会 P R分科会

9 日 61侍- 8 1時半 於本会会J控室

出 席 者 今 野 木 場 両 幹 事 ほ か 2 名

議事( 1 ) 第59回展示写真「文化 ・芸術の拠点ー兵庫」の

展示について

(2) 第60回以降の展示写真について

委員会

10日 01時半 - 2 時 於本会会J瞳室

出席者 三品委員長ほか 7 名

議事 (1) 各小委員会の事業報告及び事業企画について

(2) 本年度の忘年懇親会開催について

(3) 本会事務所移転に伴う諸問題について

(4 ) 次回委只会開催 日

若い会員の集い企画分科会

28日 61時半 - 10時 於本会会J襲室

出席者 山形副委員長ほか 4 名

議事( 1 ) r建築の評価について」の企画について

(2) そのほか

編 集 委 員
A. .  

" l X 

説 明 者 株 式 会 社 東f申

議事 (1) 今後のメインテー 7

(2) 今後の新建材紹介コーナー

(3) その他

デ ザ イ ン コ ン ク ー ル

第29図工高生デザインコンクール表彰式

26日 2 11寺- 3 時半 於本会会議室

出席者 ーの会代表 ・岡崎作太郎氏

多占月教育委員長、柳審査委t : l 長、阿国審査

委員ほか 4 名、入選者 8 名

次第( 1 ) 主催者のあいさつ

(2) 驚査の経過報告

(3) 入選者の表彰( 表彰状、賞品の妓与)

(4) 懇談会( 入選者、審査員そのf也出席者全日)

表彰式終了後、国立文楽劇場を見学 ( 4 時→ 511幸)

見

品. . .  

千

A. .  

" l X 

5 月号「住環境と法」特集編集幹事会

9 日 1  1時半 - 4 時半 於本会会議室

出席 者 坂 幹 事 ほ か 3 名

議 事 昭 和59年 5 月号「住環境と法」特集の企画( テー

7 と執筆者の具体化)

委員会

10日 4 時 - 6 時 於本会会議室

出 席 者 繍 山 委 日 長 ほ か 4 名

議事( 1 ) 11月号「第30回青年技術者」および「大阪城

国際文化スポーツホール」特集経過報告

(2)  12月号「集合住宅と音」特集経過報告

(3)  1 月号 r21世紀への関西一魅力あるまちづく

りを問う」特集経過報告

(4 )  2 月号 rt掲西の超高層ピル J ( 仮体) 特集報告

(5)  3 月号特集の企画一「都市( まち) の活性化と

商業文化空間の可能性J ( (OC祢) 持集と広告企画

小委民会からの提案-

(6)  4 月号特集の企画

(7)  5 月号「住環境と法J ( 仮称) 特集の企画一法令

分科会報告

(8) 収支状況報告、そのほか

昭和59年 1 月号 r21世紀への関西一銘力あるまちづ

くりを闘う 」特集第 6 回編集幹事会

10日 6 時 - 9 時半 於本会会議室

tl:'. 11宮者 田中幹事ほか 5 名

議事( 1 ) 速記録の監理

(2) アンケート回答の報告

(3) プロジェク卜の 7 'J プとフォーマット

作品作風小委員会

22日 3 時- 5 1時半 於本会会J控室

出 席 者 小 野 副 委 員 長 ほ か 1 名

議事( 1 ) 新建築調査表選定

(2)  ; 倍近の P R状 況

(3) その他

広告企画小委員会

22日 4 時- 511寺半 於本会会J聾室

出席者 償山委員長ほか 5 名

J車事( 1 ) 12月号 rm合住宅と音」特集広告収入報告

(2) 正月号 r21世紀への関西一魅力あるまちづく

りを問う」特集広告途中経過報告

(3)  2 月号「関西の超高廓」特集広告企画

(4 )  3 月号「ピ Jレのリフレッシュー内外装補修技

術の現状と発展」特集

(5)  4 月号「都市の活性化と商業空 tll !の可能性」

特集案報告

(6)  5 月号 rt主環唆と法」特集案報告

(7) 収支状況報告

施工材料分科会

30日 4 時- 7 時 於本会会汲ｾ

出 席 者 西 牧 幹 事 ほ か 3 名

殺事 (1) 4 月号施工材料特集の企蘭 ( 特集テーマの選

定)

(2)  r施工材料の頁 J 6 月号以降の企画

(3) そのほか

出 版 委 員

A. .  

" l X 

晩秋に美濃・尾張を訪ねる ・ー( 懇親と見学の旅)

国宝茶室 ミ如 . " と国宝・犬山城、志野・織部・

瀬戸焼の安藤日出武氏の陶舎、関山窯インターセ

ラム、サンゲツのインテリアプラザ、その他の見

学 会

ＱＱ 日 ｾＱＲ 日 ＨＱ治 Ｒ 日Ｉ 於愛知県

議 師 岡悶孝男氏( 工学i草士 ・帝塚山学院大学教授)

参加者 28名

研 修 会 ・ 講 習 会

集合分DI 住宅における品質保証に関する研修会

ーかし補修基準と耐久性能に対する建築技術の果す役

割-

16 日 1  11寺、|主 - 5 時 於建設交流館

科目 - 講師

「公社分線住宅における品質保証」

中居誠之助氏 Ｈｫ 阪府住宅供給公社建設部控 ｉｾ 第 ＱＮＲ 課長Ｉ

「建築技術の果す役割と将来」

稿ｴｉｉｦｾ孝之氏Ｈ側長谷川工務庖 ｫ 阪支社常務取締役技術本部長ｽ

聴講者 114名

建築工事実務鵬習会

29日 911キ- 17時 於広島市中将会館

科目 . J，'Ii師

施工計画 k 林組広島支庖工務部工措課長 古WI B憲氏

仮設見積 k 林制1- i 地主量築工傍期工碑謀長代理安立俊夫氏

積算業務竹中工傍I.!i k 阪本底見慣島民 議川f正一郎氏

聴 j持者 90名

建 築 フ ブ

8 日 411寺- 5 時半 於本会会議室

出席者 小林委員長ほか 7 名、 学芸出版社

議事( 1 ) 建築技術選s<売上経過 ・企画 ・今後の方針

(2) 執録者グルー プ小委員会の件

(3 ) その他

建 材 委員

A. .  

" l X 

ク

朝食会

8 日 811寺下 -1011キ

出席者 69名

方守大阪グランドホテル

17日 4 時 - 5 時半 於本会会J報室

出 席 者 牧 問 委 員 長 ほ か 11名

材料説明 東仲パーキングシステム

当日は、 7 ードサイエンス ・ドクター今井良次氏よ

り、食生活と健康についてのお話を伺った。

建 築 業 務 基 準 委 員 会

30日 2 時 - 411寺 於日本建築士会述合会

出席者 谷委n長ほか椛造団体委n

議事 建築業務基準について( 継続)

|| l m員会

21 日 311幸- 511キ 於大阪建築士事務所協会

出席者 共催 5 団体選出委員及び事務局

議事ＨＱＩ賛助会Ｇ政、寄 ｏｏｾｊ の申込状況と今後の対策

(2) 行事進行案のf牛

(3) 招待者( 来賓) 降定の件

(41その他

忘 年 懇 親

A. .  

" l X 

11 月 の 入 会 者 ( 奇跡時)

〔個人会員 l 名〕

志 村 公 夫

建築と社会 / 19例年 1 月号 107 
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賀 正

1984 

設計事務所有志

A . R . I 建 築 事 務 所

代表取締役 亀 井 晃 治

本社事務所大阪市南区谷町7丁目 3番4-203号新谷町第3ピル 2F  TEL(  06)  768・ 1771 ( 代)

ア ト リ エ 東 大 阪 市 上 石 切 町 2 丁目 1 4  - 3  5  TEL  (0743)  73- 6137 

株式会社東建築設計事務所

代表取締役 東 秀 保

大阪市北区天神橋2丁目 5番18号南森町センターピル 4F 電話 06(358) 5598 ・3497

株式会社井上達明建築事務所

代表取締役 井 よ 透 明

〒530 大阪市北区西天満 1丁目 9番13号パークピル中之島 電話 06-361-1071代表

株式会社伊東建築設計事務所

代表取締役 竹 原 永 一 郎

干556 大阪市浪速区幸町 2 丁目 2番20号( 清光ピル) 電話 (562) 4343- 5 

株式会社伊藤建築設計事務所

取 締 役 会 長 伊 藤

代表取締役社長 鋤 系内

鍍

申 J ム

J じρ t 口

本 社名古屋市中区錦3丁目 3-6( 日 経 錦 別 館 ) 電話 (052) 951・ 111鮒勺

東京事務所 東京都千代田区神田美土代町 7 ( 久保ピル) 電話(03) 294-6061制



の 話 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所

代 表 取 締 役 泉 沢 哲 史

〒530 大阪市北区西天満 4 丁目 12番 2 号( オオシマビル) T E L  ( 06)  364・9 0 7 H伺

株式会社浦辺建築事務所

代 表 取 締 役 浦 辺 鎮 太 郎

代 表 取 締 役 松 村 慶

大 阪 市 北 区 梅 田 1 丁 目 12 按 39 号 ・新 阪 急 ピ J レ

東 京 事 務 所 1舌 03 (263)  9  7  5  8  福 岡 事 務 所

両舌 06 (341)  1 7 2 7  

R苫 092( 761) 2  2  0  6  

@  
抹式会社久米建築事務所

取 締 役 社 長 永 井 賢 城

本 社 東 京 都 港 区 西 麻 布 1 丁 目 13 番 11 号 電 話 03( 403) 0251大代表

大阪事務所大阪市西区江戸堀 1丁目 10番8号帝人殖産ピル 電話 06( 444) 1161代 表

⑥ 
株式会社 小

西

西

本

取締 役 会 長

取 締 役 社 長

小

橋

九

又

岬

ニコ

n

H

言十

正 章

本 社 大 阪 市 西 区 立 売 堀 1 丁目 12 番 16 号 電 話 (532) 4051代表

大阪事務所 大阪市西区阿波座1丁目 15番15号( 第一協業ピル) 電話 (532) 4051代表

東京事務所 東京都千代田区神田鍛冶町 3 - 3  ( 大木ピル内) 電話 (256) 9301代表

広 島 事 務 所 広 島 市 中 区 大 手 町 2 丁目 7 番 1 号( 三 葉 ピ ル ) 電話 (246) 0  1  4  4  

11 
緊 佐 藤 武 夫 設 計 事 務 所

佐 々 木代 表取 締役 社 長

本 社 干 105 東 京 都 港 区 新 編4- 6- 15 ( 日 新 建 物 ピ ル )

東 北 支 所 干 980 仙 台 市 本 町 2 ー 16 - 15 (中 村 ピ ル )

神 奈川 支 所 干 231 俄 浜 市 中 区 曙 町1- 3 ( 伊勢佐木町ハイタウン)

中 部 支 所 干 420 静 岡 市 常 盤町 1 - 4 ー 11 (大 和 杉 徳 ピ J レ)

関 西 支 所 干 550 大 阪 市 西 区 新 町 1 - 2 ー 13 (新 町 ピ ル )

中 国 支 所 干730 広 島 市 中 区 大 手 町 1- 1- 26(大 手 町 1番 ピ J レ)

九 州 支 所 干812 福岡市博多区| 事多駅南 1- 2ー 15(事 務 機 ピ Jレ)

群

円舌東京 (03) 436- 3511間

借 仙 台 (0222) 61ー 7511

2舌干民浜 (045) 252- 5755 

結 静 岡 (0542) 54- 0200 

話 大 阪 (06) 538 - 1256  

結 広 島 (082) 244- 1356 

話 相 同 (092) 451- 2557(1的

株式会社篠田川口建築事務所

株 式 会 社 協 同 設 備 事 務 所

代表取締役社長 川 口 喜 代 枝

名 古 屋 市 東 区 泉 1 丁 目 21 番 2 1 号

T  E  L  962  - 7  5  8  1  ( 代)

T  E  L  971 - 2  2  5  5  (協 同 )
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建築・都市 ・上下水道

湖査計画・ 設 計監理

株式会社 目白 手口

善

夫

四
川
又

=
=
ロ

行

唯

計

代 表 取 締 役 社 長 岡 本

代表取締役副社長 林

本 社 事 務 所 大阪市西区新町 1丁同 5番7号凹ツ橋ピル T E L  代 表 532- 3421

神 戸 事 務 所 神戸市中央区八幡通4丁目2番17号郵船航空ピル T  E  L  078- 251- 0651 

東 京 事 務 所 東京都港区赤坂3丁目 12番5号赤坂田町ピル T  E  L  03- 583- 2086 

額 AJA  A 総 合 設 計

代表取締役社長 浅 井 潤

代表取締役所長 浅 井 謙

大 阪市 南区東清 水町66C朝日 プラ ザ心 斎 橋東 ピル 2 F ) 干542 T  E  L06(245)7300C代)

囚 株式会社 双 星

吾 凡

百又 計

代表取締役社長 福 田 朝 生

w530 大 阪 市 北 区 茶 屋 町 18 番 21号 豊 崎 ピ ル 電 話 (06) 373- 2281附

w 104 東 京 都 中 央 区 銀 座 1 丁目 27 セントラルピル 電 話 (03) 562ー 069鮒勺

w920 金 沢 市 堀 川 町 8 番 20 号 直 江 ピ ル 電 話 (0762) 23- 5424 

園

株 式 会 社 創 美 設 雷十

代表取締役 中 原 英 雄

大阪市北区末広町3番21号星和地所扇町ピル6階 TEL 大阪 (06)312- 3587代表

株式会社大 建 e

x
周

夫

==ロ言十

取 締 役 社 長

常 務 取 締 役

大 阪 事 務 所 長

田

村喬木

東 京 都 港 区 新 編 1 丁 目 10 1!¥' 7 l:;- ( 大和銀行新橋ピ J レ ) 旬 結 03- 572- 4595 (代)

大 阪 市 西 区 江 戸 槻 1丁 目 12 1!¥' 8 月ー安 IE 生 命 大 阪 ピ J レ 電 話 06- 441 - 9351 ( 代)

名 古 屋 市 中 区 栄 4丁 円 6需 15 ｾｽ名古屋日産生命館ピル電話 ＰＵ Ｒ Ｍ ＲＶ ト ＸＵＳＱ ( 代)

九 州 事 務 所 北 九 州 市 小 倉 北 区 紺Ji:l町911';:1 月 l明治生命小倉ピ Jレ6 附 旬 結093- 52ト 4285 (代)

室 蘭 事 務 所 室蘭 市 f中町 12帯 地 電 話 0143- 45- 7910

株 式 会 社 大 建 企 画 設 計

D A I K E N ar c hit ect s &  pl anner s  

代 表 取 締 役 石 中 達 夫

本 社 大 阪 市 岡 区 J;r IIIT 凋 1 丁 目 13 番 20 号

分 室

東 京 事 務 所 東 京 都 新 宿 区 下 宮 比 町 15番 地 飯 田 橋 ハ イ タ ウ ン

百舌 ( 443) 8  2  6  1  

2舌( 448) 2  0  7  0  

1舌( 267) 4  7  1  1  
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株式会社竹内建築事務所

代表取締役
内 藤 真

大 阪 市 南 区 長 堀 橋 筋 2 丁目 35の 1 ( 日亜ビル) 電話 ( 211) 2706( 代)

句9

橡式会社
東 海 設 計

代表取締役社長 小 坂 忠 勝

本 社 名 古 屋 市 中 区 栄3丁目 7番 1号( 伊勢町ビル) 〒460 TEL052- 261- 2651( 代表)

東 京 事 務 所 東 京 都 中 央 区 京 橋 1丁目 14番4号( 東信ビル) 〒 104 T E L  03-561-0815( 代表)

⑨ 

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

本 社

大 阪 事 務 所

東 京 事 務 所

名古屋事務所

九 州 事 務 所

取締役会長

取締役社長

東

市

畑

)1 1  

謙

宏

大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 丁目 1 9 電 話 大 阪 (06)202-0391 

東京都千代田区永田町2(永田町ピル) 電 話 東 京 (03)581-1251

名古屋市中村区名駅3(堀 内 ピ ル ) 電話名古屋 (052)571-8471

北九州市小倉北区魚町 1- 4  - 21 電話 小 倉 (093)541-6531

( 北九州清和ピル)

株式会社内藤建築事務所

代表取締役会長 内 藤 資 忠

代表取締役社長 内 藤 賓

本 社 〒606 京 都 市 左 京 区 田 中大堰 IsT189番 地 電話 075(781)  4111代

事務所 ・出張 所 青 森 ・東京 ・北陸・ 長野 ・静岡・ 名古屋 ・京都 ・奈良 ・大阪 ・高知

福岡

22 長田建築事務所

長 田 正 雄

〒542 大 阪 市 南区 上 汐2丁目 4- 12 ケーエスピル 電話 7 6 8 - 6 121

株式会社日建設計

取 締 役 社 長 薬 袋 公 明

大阪本社代表 大 西 孝 夫

土木業務所代表 松 本 澄

〒541 大阪市東区横堀 2 丁目 3 8

電話 o6- 20 3  - 236 1  ( 大代表)
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有限会社村野森建築事務所

大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋 2 - 3  - 8  電 話 (624) 0  9  2  6代 表

東 京 事 務 所 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 茅 場町 2 - 3 電 話 (669) 5  6  5  1代 表

現4
株式会社安井建築設計事務所

取 締 役 社 長 佐 野 正

本 社 大 阪 市東 区島 町 2 丁目 7 番 地 電話 06(943) 1371(大代)

支 社 東京 ・名古屋 ・大阪 ・神戸 ・福岡

同
株式会社横河建築設計事務所

代 表 取 締 役 社 長

取 締 役 社 長

小 池

j可 村

正 雄

栄 蔵

本 社 東 京 都 目 黒 区 下 白 熱 1 - 2  - 18 T  E  L  (03)  492ー 7441

大阪事務所 大阪市東区伏見町 5- 42(大和生命ピル) T  E  L  (06)  202- 4509 

賀

1984 

建 設 業 者 有 志

。。
株式会社

あ め り か 屋

取 締 役 社 長
前 野 慶 太 郎

〒530 大 阪 市 北 区 中 之 島 四 丁 目 3 番 25号 電 話 (06) 444- 1  5  0  1  

グ了、

にJ

株式

会社 浅 沼 組

取 締 役社長 j菱
刀

口

、

可

J

1 茂夫

実 阪 本 産 大 阪 市 天 王 寺 区 東 高 津町 1 2番 6 号 電 話 大代 表 (768) 5222 

東 京 本 庖 ・東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 5 番 地 電 話 代 表 (357) 0261 

支 庖 ・名 古 屋 ・札 幌 ・仙 台 ・広 島 ・福 岡 ・横 浜
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Q)  

株 式

新
アタラ ン

工 務 所ムZ ス、 社

取 締 役 社 長 新 日召

本 庖 ・大阪市北区曽根崎新地 2 丁目 6番11号 電 話 代 表 大 阪 (347) 0110番

支庖・東京都千代田区猿楽町 2丁目 1番 1 4号 電 話 代 表 東 京 (291) 3741番

支 庖・名古屋市中区大須4丁目 l 番71号( 時計ピル) 電話 名古屋 (262)  1725番

。診 安藤建設株式会社大阪支応

支 庖 長

出

T

田 幸作

大 阪 市 福 島 区 福 島 6 丁目 3 番 2 1 号 電 話 代 表 (453)  2  1  9  0  

本 社 ・ 東 京 都 港 区 芝 浦3丁目 12番 8号 電 話 大 代 表 03 (457)  0  1  1  1  

支 庖 ・ 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 静 岡 ・ 九 州|・ 広 島 ・横 浜 ・ 札 幌

営 業 所 ・千葉・機浜 ・水戸・盛岡・新潟 ・神戸 ・京都 ・沼津 ・札幌・宇都宮 ・北九州 ・熊本

経、3t誌J  

椋式会祉今
西 組

取締役社長 Aフ、
西

古冒τ 室迫す田主ｾ
雄

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 6 丁目 6 番23-309号 電 話06 (779) 3  3  6  1  

支 庖 東 京 都 新 宿 区 内 藤 町 1 番 地 電 話03 (354)  0  5  8  1  

営 業 所 京 都

*' 又

良 西 宮 神 戸 埼 玉

@  

株 式

大 林 組之コエ〉、
社

大 ホ木 芳 良R取締役社長

東 京 本 社 ・東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 町2丁目 3番 地 電 話 大 代 表 (292) 1111番

本 盾 ・大 阪 市 東 区 京 橋 3 丁目 3 7 番 地 電 話 大 代 表 (943) 1131番

支 庖 ・札 幌 ・ 仙 台 ・横 浜 ・北 陸 ・名 古 屋 ・神 戸 ・広 島 ・四国 ・福岡

取 締 役 社 長

輔 組

@  
株 式 会 社 奥

奥 夫

本 社

東京支社

支 庖

大阪市阿倍野区松崎町 2の2の2 電 話 大 阪 (06)621- 1101 ( 大代表)

東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 の 3 の 10 電 話 東 京 (03)404- 8111 ( 大代表)

札幌 ・仙台 ・浦和 ・東京 ・横浜 ・千葉 ・新潟・名古屋・大阪 ・神戸 ・広島 ・高松 ・北九州・福岡

間
鹿 島 建 設 株 式 会 社

取 締 役 社 長 石

常 務 取 締 役 支 眼 奥

J1 1  

村

ム

ハ

吉

郎

朗

本 社 東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 - 2  - 7 電 話 03 (404)  3311 ( 大代)

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 靭 本 町 1 - 11 一 7 電 話 06 (448)  3311 ( 大代)
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〆。、
。 庖務工山金株 式 会 社

彦

T  E  L  ＰＶ Ｍ ＹＴＲ Ｍ ＵＴＶＱ ｾ 切

T  E  L  03- 663ー 784倒切

T  E  L  075- 351- 5841側

T  E  L  ＰＷＸ Ｍ ＳＹＲ Ｍ ＱＷＶＱ ｾ Ｑｪ＠

T  E  L  0722- 22- 3 0 0 3  

T  E  L  0775- 24ー 1816

友

干540

干103

〒600

〒650

〒590

干520

里子

本 社 大 阪 市 東 区 内 淡 路 町 1 丁 目 2 番 地

東京支宿 東京初中央区日本編輯書留町 1 丁目 10 1il' 12号 共 同 ピ ル 6 F  

京郎支庖 京郎市下京区ｴＺｾ丸通り四条下る水銀扇町 ＶＳＵ 番地梓 ピル Ｙｆ
神 戸 支 底 神 戸 市 中 央 区 加 納 町 3 丁 目 1 番 25号 広 瀬 ピ ル 9 F

E界 支 底 排 市 三 国 ケ 丘 御 幸 通 り 8 番 地 三国ケ丘ピル 2 F  

滋 賀 支 庖 滋 賀 県 大 浄 市 島 子 ケ 丘 1 丁 目 2 -1iI' 3 号

出 張 所 備 浜 ・ 吹 田

イ主
代表取締役社長

株式合社桶谷ヱ務怠
⑧

 

良R

尼崎市玄番南之町 4 番地 電話大阪 06 (411)  1  4  5  1  ( 代)

大 阪 ・ 西 宮 ・ 神 戸 ・ 高 砂 ・ 豊 田 ・ 三

}I原

/_、、

Eヨー柄
取締役社長

本 社

営 業 所
田

共立建設株式会社大阪支脂

や
雄

)1原

寅

孝

所

吉

役締取表代

T E L  (03) 461- 6141 

T E L  (06) 942- 2491 

フじ
取締役大阪支庖長

東 京 都 渋 谷 区 道 玄 坂 1 - 16 一 10 新渋谷ピル

大阪市東区内本町 2丁目 45番地大阪内本町電電ピル6 F

本 社

大阪支庖

設建畿近
在

A  

zミ式株

① 

大 阪06 (448)  5601代

0775 (52)  1361- 2  

敬

電話

崎

大阪市西区江之子島1丁目 2番 2号

滋賀県栗太郡栗東町岡 1 9 3 の 1

I

 

l

 

--.
，， 取締役社長

本

滋賀支社

社

電話

⑨ 
組大阪支庖谷株式会社熊

田 甚

谷 太 一 郎

野 晴 彦

電話03 (260) 2111番( 大代表)

電話06(352) 1151番( 大代表)

牧

同色

専 務取締役大阪支庖長 星

東 京 都 新 宿 区 津 久 戸 町 17 番 1

大阪市都島区片町 2 丁目 10番 5 号

長

長

A 、

ヱス

社

役

役

締

締

取

取

本 社

大阪支庖

組井坂
株式会社

⑩ 

正嘉小坂井
取締役社長

電話大阪06 (311)  9331代表

電話京都075(231) 7934 

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 5 番 4 号

京都市中京区河原田T通蛸薬師上ルツルヤピル

本 社

京都支庖
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、週

五洋建設株式会社

代 表 取 締 役 社 長 水 野

取締役大阪支庖長 深 谷

廉 平

林

本 社

支 庖

東 京 都 文 京 区 後 楽 2 - 2  - 8  電 話 03 (816)  7111 ( 代表)

大 阪 市 北 区 梅 田 2 - 2  - 25 電 話 06 (345)  0631 ( 代表)

."， 
甲 南 建 設 工 業 株 式 会 社

代表取締役 原 精

大 阪 市 淀 川 区 卜 三 本 IHT 2 丁 同 4 ([1: 2  8 号 電3舌(06) 308- 1551大 代 表

尼 崎 市 南 武 瓜 工 程 2 丁 目 7 待 2 3 号 電 話 (06) 437- 9631代 表

東 京 都 千 代 田 区 神 間 須 問 問T 1 ー 18 (共 同 ピ J レ ) 電 話 (03)  253- 4455代 表

神 戸 市 中 央 区 磯 上 通 5 丁 目 1 番 24 号 電 話 (078) 221- 6293代 表

福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 前 3 丁 目 2 ([1: 8 号( 住友生命ピル) 電 話 (092) 471ー 7 2 7 1  

寝 屋 川 ・ 高 槻 ・ 吹 田 ・ 西 宮 ・ 宝 塚 ・堺

ｾＸ＠ 株 式 会 社 鴻 池 組

代表取締役社長 鴻 池 藤

実阪本話大阪市東区北久宝寺町 4 - 27 電話大阪( 凶 )3500( ダイ ヤルイ ン受付台)

東京本庖 東京都千代 田区神田駿河台2-3-11 電話東京 (296)7700( ダイヤルイン受付台)

支 底 名古屋 ・広島 ・福岡・鹿児島・松江・仙台・高松 ・札幌・機浜・神戸・京都・金沢

ｾ＠ 株式会社 金 岡。 組

代表取締役
金 岡1 手リ

ｾイ生 久

本 社 〒543 大阪市天王寺区四天王寺 1丁目 14番29号 T E L 大阪06(779)  7731間

関東営業所 〒350-02 埼 玉 県 坂 戸 市 仲 間T 12 番 69 号 T EL 埼玉0492(83) 8030 

命
佐 藤 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 佐 藤 欣 治 ・取締役大阪支底長 梅 木 正 二

本 社 ・東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本 町 4 - 8 電 話 東 京 (661) 1231 ( 大代)

大阪支庖 ・大 阪 市 東 区 瓦 町 4 丁目 15 番 地 電 話 大 阪 (203) 7221 ( 代表)

支 庖 ・札幌・東北・関東・東京・横浜 ・北陸 ・名古屋 ・中国・四国・九州|

清 水 建 設 株 式 会 社

宇土 長
τ 土=

Eコ

社

底

庖

支阪

本

大

支

取 締 役

大 阪 支 庖 長

東 京 都 中 央 区 京 橋 2 - 16 - 1 電 話03 (535) 4111

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 1 - 3  - 37 電 話06 ( 443) 5431

名 古 屋 ・広 島 ・高 松 ・福 岡 ・ 金 沢 ・仙 台 ・札 幌 ・横 浜

宮

野

武

刀

口

h

ロ

μ

ハ

蔵

義イ呆
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イゑえ建設株式令必
‘炉

明

大阪市東区北浜 5 丁目 2 2番地 ( 住友ピル 2 号館) 電話 06(220) 8  7  1  2  

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 13 番 地 電話 03(353) 代表5111番

女子下
l

 

l

 

'
E

』
，

，

常 務取 締役 大阪支 庖 長

大阪支底

本 庖

の 愛人 間 への 愛
. A，.  

大 地

。
大阪市西区西本田T2丁 目2番 II 号

大阪 (06)531-6431

東 京 都 千 代 田 区 一 番 町 31番地

東京 (03) 265 - 4611  

札帆 ・仙台・千葉 ・横浜 ・北陸

名古屋 ・広島 ・四国・福岡

本社 ・大阪支社

ヰ土支京

*  

組

善 雄

古

岡

高

銭

底支

銭社 長

大本えまえ株式会私。

也

大 阪 市 南 区 島 之 内 2 丁同 4 番 10号 電 話 03 (213)  0  5  5  5  ( 大代)

東京 ・福岡 ・名古屋 ・仙台 ・横 浜 ・京都 ・神 戸 ・広島・四国 ・沖 縄

正イ白佐取 締 役 社 長

社

庖

底

本阪

本

大

支

会 社式株設建成大

e  
者締筆 佐 古

美護聖書室 松 岡 照 夫

東京都新宿区西新宿1丁目 25番l号新宿センターピル TEL 東京 (348)1111大代表

大 阪 市 東 区 本 町 4 丁目 2 7 番地 T EL 大 阪 (262) 1131大 代 表

東 京 ・名 古 屋 ・九州| ・札幌 ・東北・ 広 島 ・横 浜 ・北信 越 ・四国

本 社

大阪支庖

支 庖

社
之斗

ヱミ式株設建幸大
@  

博

大 阪 市 西 区 新 町 1 丁 目 4 番 21 号 電 話 06(538)  0881代

大 阪 市 東 区 今 橋 5 丁 目 2 番 地 電 話 06(203) 0373代

東 京 都 渋 谷 区 渋 谷 2 丁 目 14番 15号 電 話 03(407) 7426代

名 古 屋 市 中 村 区 名 駅 南3丁 目 6番 7号 電 話052(581) 7376代

松 江 市 和 多 見 !OJ 1  7  5 電 話0852 ( 21)  3747代

富 山 ・ 仙 台 ・滋 賀 ・ 兵 庫 ・広 島 ・福 岡 ・静 岡

津大取 締 役 社 長

社

室

庖

庖

所

所

分

支

支

業

屋

営

張

キ

h

A
5

古

江

本

本

東

名

松

出

大日本土木株式会社gg 

宋

電話0582(72) 3141 

電話06(341) 5931 

口

〒500 岐 阜 市 宇 佐 南 1 丁 目 6 番 8 号

干530 大阪市北区堂島二丁目 2番2号近鉄堂島ピル

田
取 締 役 社 長

本 庖

大阪支庖
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κ h 

Q: 7 
雲差竹 中 工 務 底

取締役社長 竹 中 統

〒541 大 阪 市 東 区 本 町 4 丁目 2 7  電 話 大 阪 (252) 1201番( 大代表)

⑧ 
鉄建建設株式会社大阪支庖

西 日 本 業 務 担 当

常 務 取 締 役 児

金

島

子 越

章

常務取締役支庖長
良R

大阪市大淀区天神橋 7 丁目 1- 10 ( 天六阪急ピル) 電話 (358) 0321 ( 代表)

本社 ・東京都千代田区三崎町二丁目五番三号 電 話 東 京 (262) 3411 ( 代表)

⑤ 

一ー一一畠

田 建 設 株 式 EZ2h ミ 社戸

取締役社長
P  田 順 之 助

常大務阪取支締底役長 山 口 道 博

本 社 東 京 都 中 央 区 京 橋 1 丁 目 7 番 1 号 T E L東京03 (562)  6111 

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 西 本 町 1 丁 目 13番 47号 T E L大阪06 (531)  6561 

支 庖 東京・関東・横浜・大阪 ・名古屋・札幌・仙台・広島・四国・九州、l

⑪ 
東 淀 興 業 株 式 含 紙 大 阪 支 窓

実車官官室 小松英二 主務E吟 鈴 木仙吉郎

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座 7 - 1 3  - 10 電 話 東 京 (545) 5  1  1  1  

大阪支庖 大阪市北区堂島浜2-2-8 東 洋 紡 ピ ル 電 話 大 阪 (348) 5  6  1  1  

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 福 岡 ・ 横 浜

e  
漉 島 建 設 椋 式 会 祖 大 阪 支 庖

取締役支庖長 熊 谷 良 訓

大 阪 市 東 区 島 町 2 丁目 2 8 番 地 電 話 大 阪 ( 9 4 2 ) 2 4 8 1 ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南2丁目 3番28号 電 話 東 京 (263) 3151 ( 大代表)

支 庖 札 幌 ・ 仙 台 ・ 東 京 ・ 横 浜 ・ 名 古 屋 ・ 北 陸 ・ 四 国 ・ 広 島 ・ 福 岡

命

U

南 海 建 設 株 式 会 社

取締役社長 松 川 義

本 社 大 阪 市 浪 速 区 恵 美 須 西 3 丁目 14 番 22 号 電 話 06(644) 1212番

支庖 東京都千代田区神田須田町 1丁目 5 ( 新須田町ピル) 電話 03(251)  8431番

支 庖 大 阪 府 岸 和 田 市 沼 町 18 番 1 号( 川長ピル) 電話 0724(23)  2881番
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明日をささえる

西 松 建

吾' J ' L

E 又

本 社

関 西 支 庖

東 京 都 港 区 虎 ノ 門 1 - 2 0ー 10

大 阪 市 東 区 釣 鐘 町 2 - 41 

電話 03 (502)  0211 

電話 06 (942) 1131 

日 本 国 土 開 発 顎

取 締 役 社 長 石 上

常務取締役大阪支庖長 北 荘

立 夫

香 也

本 社 東 京 都 港 区 赤 坂 4 丁目 9 番 9 号 電 話 (03) 403- 3  3  1  1  ( 大代表)

大阪支庖 大阪市西区西本町1丁目 10番10号( 西本町全日空ピル) 電話 (06) 538一7351 ( 代)

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 野 村 文 英

本 社 大 阪 市 東 区 高 麗 橋 2 丁目 9 番 地 電 話 (202) 4  7  9  1代表

東京支庖東京都千代田区大手町 2 丁目 1 番 1 号 電 話 (241) 4  1  7  1代表

株 式

会 社
間 組 大 阪 支 底

常務取締役

支 庖 長

オミ

ホ木 隆 雄

大阪市東区瓦 町 5 丁 目20 番 l 号 電 話 (201) 2  7  5  1  (大代表)

本 庖 ・東京都港区北青山 2 丁目 5 番 8 号 電 話 (405) 1  1  1  1  ( 大代表)

支 庖・東京・大阪 ・名古屋 ・福岡 ・仙台 ・北陸 ・札幌 ・広島 ・四国 ・東南アジア

未来をひらく フジタ

専務取締役大阪支庖長 志 賀 修

大 阪 市 北 区 西 天 満 2 丁目 9 番 8 号 電話 06 ( 361) 代表 1 1 3 3  

本 社 ・ 東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ヶ 谷 4 - 6  - 1 5  

支庖・東京・憤浜・ 名古屋 ・ 大 阪 ・ 広 島 ・ 高 松 ・ 福 岡 ・ 札 幌 ・ 仙 台

海外 ・ペルー ・ベネズエラ ・ポリピア・アメリカ・クウェート ・イラク ・カター Jレ

不二建設株式会社

取締役社長 山 口 慎 一 郎

大阪本社大阪市西区西本町 3 丁目 1番 9 号 〒550 電話 06 - 5 4 1 - 5 5 3 4 代表

東京本社東京都新宿区西新宿 4丁目 5番2号 〒160 電話 0 3 - 3 7 7 ー 5 1  7  1代表

支庖・出張所名古屋 ・福岡 ・札幌 ・仙台・静岡・大垣・京都・広畑・広島 ・大分



庖藤 木 工

取締役社長 藤 木 鍛 三

本 社 ・大 阪 市 東 区 両 替 町 1 丁 目 1 3 電 話 06 (944) 1468 (代)

大 阪 本 底 ・大 阪 市 東 区 両 替 町 1 丁 目 1 3  電 話 06 (944)  1461 ( 代)

支 庖 ・東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 2 3 の 4 電 話 03 (357)  1611 ( 代)

倉 敷 市 鶴 形 1 丁 目 1 0 の 3 2 電 話 0864 (22)  3330 ( 代)

高 松 市 丸 ノ 内 1 1 の 1 3 電 話 0878 (51)  7272 ( 代)

京 都 市 右 京 区 西 院 寿 町 1 3 匂 話 075(311) 4131 ( 代)

福岡市博多区博多駅南 4 丁 目 18の 2 電 話 092(441)  6585 ( 代)

営 業 所 ・埼玉・多摩・静岡・名古屋・宇治 ・泉南 ・岡山・徳島・新居浜 ・長 崎

務株式会社@  

会 社株 式設建園豊イき〉

也

大 阪 市 北 区 天 満 橋 2 丁 目 3 番 1 号

東 京 ・京 都 ・ 東 北

北 上 ・盛岡 ・二戸 ・新 弁 ・福 井 ・敦 賀 ・舞 鶴 ・尼崎・加古川・滝 野 ・益田 ・三隅

1 0 0  1  

幸斤

にコ

電 話 06 (353)  

丸松代表取締役社長

本 社

支 庖

営業所

社

a

A
一

向式株設建柄
育

ｾ竜 ｅ。
E力

金 沢 市 彦 三 回T 1  - 13 - 43 電話金沢 (0762) 31一 1 2  6  6  (代)

東京都千代田区刻町 5 - 1  - 6  電話東京 (03) 263一 1 2  1  1  ( 代)

金沢 ・東 京・大阪 ・名 古 屋 ・福井・富山 ・春 日 井 ・大津 ・京都・神戸・福岡

要ネ内真
取締役社長

本 社

東 京 本 社

支庖 ・営業所

業且田

地 域 社 会 に 貢 献 す る

総 合 建 設

株 式

会 社 前

得

敏 彦

(0720)  

田目u取締役社長

2 4 - 1 1 1 1  T E L  1  大 阪 府 寝 屋 川 市 大 成 町 1

蔚田建設工業株式会社大阪支庖

⑧ 
ム
口

、V

4

・

電 話 大 阪 (353) 7  8  9  1  ( 代表)

電 話 東 京 (265) 5  5  5  1  ( 代表)

光西

大阪市都島区東聖子田町 2丁目 4番 20号

ー

l

 

'

E

a

'

'' 

取締役支庖長

庖支

，. 

東京都千代田区富士見 2丁目 10番 26号社本

組村松
株 式 会 社。

雄

社 ・大 阪 市 北 区 天 満 2 丁 目 1 番 33号 電 話 大 代 表 大 阪 (353) 1131 

庖 ・東 京 ・名 古 屋 ・札 幌・仙 台 ・広 島 ・福

ホナ不公取締役会長

本

支

岡
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株式

会 社 水 問組

取締役社長 水 間 義 雄

干534 大 阪市都島区東野田町1丁目 1番 4号 電話大阪06(352) 3121 (代表)

大津営業所 〒520 大津市中央 4 丁目 11の 6 電話大津 (0775) 22- 6400番

⑥ 

三 井 建 設 畿 大 阪 支 底

取締役大阪支庖長 高 尾 清 次

大阪支1苫大阪市北区中之島 3- 4- 18(三井 ピル2号館) T  E  L  06- 446- 1535 

本 底 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 - 10 - 1  T  E  L  03- 863- 3111 

調 村 角 建 設 株 式 会 社

代表取締役 辻 善 仁

本 社 大 阪市住之江区浜口西 2丁目 12番 9号 電 話 06 (672)  3551- 6番

支 庖 東 京 ・神 戸 ・堺 ・札 幌

⑤ 
村 本 建 設 株 式 会 社

代 表取締 役
村 本 豊 嗣

本 底 奈 良県北葛城郡広陵町安部 5 4 7 番 地 電 話 0745 (55)  1  1  5  1  (代表)

大阪本社 大阪市天王寺区上本町9丁目6番15号 電話06(774)2111 ( ダイヤル受付案内台)

支 底 東 京 ・ 東 北 ・ 横 浜 ・ 名 古 屋 ・ 三 重 ・中 国 ・ 九 州

⑮ 
望 月 建 設 株 式

之〉

社
A  

取締役社長
亡三五月

月 太 良巨

本 社 大阪市北区 中崎 西 2 丁目 3 番 12号 電 話 大 阪 (375) 2345 ( 代表)

。
株式会社 森 来且

取締役社長
ホオ木ミ

幸 彦

本 社 大阪市東区横堀 2 丁目 1 4 番地 電 話 2 0 1 - 2 7 6 1 (代)

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 九 州 ・ 奈 良

営 業 所 仙 台 ・新潟 ・横浜 ・甲府・ 京 滋 ・神戸 ・広島 ・熊本 ・高松 ・徳 島
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@  株式舎社米田工務庖

代表取締役
米 田 良 男

本 社 〒543 大阪市天王寺区逢阪1丁目 1番7号 T E L 大 阪 (06) 771- 7771代表

賀 正

1984 

団体・建材・設備工事・報道有志

財団法人大阪建築防災センター

理 長
小 西

悶

附

・

品

川

〒540 大阪市東区常盤町 1 丁目 39(大阪フコク生命ピル 5 階) 電話 06 (943)  7253 

。〉
クリーンエアのコンサルタント

アイエム換気工業株式会社

代表取締役 松 岡 晃 一 郎

大 阪 本 社 大 阪 市 浪 速 区 塩 草 3 丁目 9 番 4 号 T E L (06) 561- 3901代

東 京 本 社 東京都荒川区西日暮里6・42-8 飯田ピル1階 T  E  L  (03)894- 8831 

@  青 盛 建 材 株 式
- d-

ｾ＠ 社

， 
取 締 役 社 長 青 盛

巌

広 島 市 中 区 舟 入 幸 町 1 9 番 1 0 号 電 話 082- 292- 3200

福 岡 ・ 岡 山 ・ 松 江 ・ 下 関 ・ 徳 山 ・ 鳥 取 ・ 福 山

母島

株 式 会 社 梅
彦

取締役社長 松 永 嘉 良B

営 業 所 大 阪 市 北 区 中 崎 西 2 丁目 1 番 3 号 電 話 06 (312)  6  1  7  1 代

茨 木 工 場 茨 木 市 ， 豊 川 3 丁 目 1 番 6 号 電 話0726 (43) 5  1  8  5 代
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陶 業 株 式 会 社
、、、

大塚製薬グループ

大塚オー

唱

E

A

司

E

A

唱

E

A

可

A

n

L

n

u

弓

'

A

U

A

U

ヴ

'

A

u

q

δ

士

T  E  L  06 ( 943)  

T  E  L  03 (292)  

T  E  L  07488 (2)  

正塚

阪 市 東 区 豊 後 回T 10 番 地

東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 田T 2 丁目 9 番 地

滋 賀 県 甲 賀 郡 信 楽 町 大 字 枠 原 字 寿 谷

大代表取締役社長

社

庖

場

本

支

工

。
宮武株飾装阪文

鯵
ち丘二

I ロ

電話 06(444) 1410(代)

電話 03(234)  0551 (代)

智

大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 丁目 13 番 24 号

東 京 都 千 代 田 区 湖 町 6- 6 - 1(松尾ピル)

ー

l

 

'E
』
，

，

虫巻取締役社長

本 社

営業所

ヲリ1 ' t J 株式会祉n、

・. 雄芳山栗代表取締役社長

TEし06- 305・2871大代表

TELEX.523・3908

TEし03・463 ・1841代表

本社一一一一一一 大阪市淀川区西中島1丁目 12番4号〒532

東京支庖一一一 東京都渋谷区南平台町15番13号〒150

社
A 悔

Z 玄式株業工賀3頁

。
来庁

大 阪 市 西 区 土 佐 楓 1 丁 目 2 番 30号 電 話 ( 06) 4  4  1  - 5  1  7  1  

東 京 都 港 区 新 橋 6 丁 目 17番 19号 電 話 ( 03) 4  3  4 ー 7 1 1 1  

東 京 ・ 大 阪 支 唐 名 古 屋 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 福 岡

札 幌 ・ 東 北 ・ 北 関 東 ・ 千 葉 ・ 横 浜 ・ 静 岡 ・ 金 沢 ・ 高 松

賀5頁取締役社長

本 底

本 社

支 社

営 業 所

i Jf 落語株 式 会 社

多
木 内 清 三

取締役社長 和 田 正 八 郎

大阪市南区瓦屋町 2 丁目 11- 16 ( オートセ ンターピル) 電 話 768- 5031拘

束 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁 目 2 番 5 号( 九段ピル) 包 括 262- 3241拘

徳 島 県 日 白 門 市 撫 養 町 小 桑 島 市I浜 28 - 3  ( 西谷ピル) 電 話08868-6- 6794

取締役会長

本 社

東 京 支 I苫

四国営業所

東 西 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

西 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

商 庖シヤ
，、

テタ練式会社
③ 

彦 四 郎キ木舘代表取締役

電話 (075) 681- 7 2 2 1 ( 代 )

〒601 京 都 市 南 区 西 九 条 大 田 町37
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東京営業所 干101 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 - 11 電話 (03) 866- 6101 

大阪営業所 〒550 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 10 - 5  電話 (06) 441- 5951 

w
v

⑮

 

田 島 ル ー フ ィ ン グ 株 式 会 社

東西アスフアルト事業協同組合

東 京 : 〒101 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 - 11 - 13 電話 (03) 862- 8531 

(03)  863- 5631 

大 阪 : 〒550 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 一 10 - 5 電話 (06) 443- 0431 

@  

東亜印ルーフィング

東 亜 工 業 株 式 会 社

建 設 省 計 振 発

第 5 5 号 認 可

東重アスフアルト防水事業協同組合

本 社 〒581 大阪府八尾市南太子堂6丁目 4番27号 電 話 0729- 94 - 5682 

営 業 所 東 京 ・ 名 古 屋

工 場 大 阪 ・ 東 京 ・ 和 歌 山

CD 
東洋シャッター株式会社

本社 〒540 大阪市東区両替町 1 - 12( 日生谷町ピル) 電話 (06) 943- 6571制

支庖 〒106 東京都港区六本木6-3(第一地所麻布ピル) 電話 (03) 497- 2911制

干980 仙 台 市 二 日 町 7 - 9  ( 新光社ピル) 電話 (0222) 62- 524開。

干454 名古屋市中 川 区山王1- 2- 30(時計ピル) 電話 (052) 331- 6171刊

〒733 広 島 市 西 区 小 河 内 2 - 12(山厨ピル) 電話 (082) 291- 377筑間

コ ピ ー の 綜 合 コ ン サ ル タ ン ト

mdgai  株 式 会 社 才 f 指 f

代表取締役社長 木 下 みどり

， 
本 社

御 堂 営 業 所

横 堀 営 業 所

神 戸 営 業 所

新大阪営業所

大阪市北区堂島 2 丁目 1 fB: 18 乃

大阪市東区本田T 4  - 27(御堂ピル)

ι 阪 市 東 区 償 堀 2 丁目 36 - 4  

神戸市中央区磯辺通 4 ー 2 - 26  

大阪市淀川区西中島 5 - 13- 15 

T E し (06) 345- 9  0  5  5  

T  E  L  (06)  252- 3  9  0  6  

T  E  L  (06)  202- 5  2  6  0  

T  E  L  (078)  251ー o 5  9  5  

T  E  L  (06)  308ー 2 6  6  8  

お
芸き西原衛生工業所大阪庖

代表取締役社長
イ半 郎

大 阪 市 大 淀 区 中 津 六 丁 目 8 番 4 号 電 話 大 阪 (458) 3531番( 代)
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逼ζ

大阪で唯一の

株式 D  

会 社 口 刊 建 設 新 聞 社

代 表 取 締 役 中 山 豊 雄

代 表 取 締 役 中 山 敏 夫

大阪本社 大阪市東区高麗橋 1 丁目 3 ( 東洋ピル) 電 話 202- 6861 ( 代表)

役 員 室 大 阪 市 東 区 高 間 橋 詰 町26 ( ユニ高麗橋) 電 話 941- 6847 ( 代表)

4今

建 設 業 界 の 情 報 は ・ ・ ー ・ ・ 日刊建位産量産新聞

近畿圏の工事ニュースは・・ー・・ 日 刊 E量 産 速 報

緊 日 刊 建 設 産 業 新 聞 社

取締役大阪支社長 中 村 勝 則

大阪支社 w 541 大阪市東区淡路町1丁目 14( 八千代ピル) 電話06(231)  8171 ( 代)

神戸支局 iiT651 神 戸 市 中 央 区 八 幡 通 4 丁目 2 - 25 電話078(291)  0541- 2  

京都支局 iiT602 京都市上京区河原町丸太町東入俵屋町460 電話075(211)1 9  1  1  

本 社 ⑤1731東 京 都 板 橋 区 板 橋 1 丁目 48- 9 電話03(961)  1691 ( 代)

9惨

…@闇

f h  

更ｾ

緊日刊建設通信新社関西支社

取締役関西支社長 向 後 定 男

大阪市西区京町堀 1 - 6 - 2 3 エハラピル 電 話 (444) 4  4  5  1代表

本 社 ・東 京 都 港 区 西 新 橋 2 - 1 1 - 4 電 話 (502) 8  5  8  1代表

マルエス印企ルーフィング企シングル企コーピング企不燃シングルS Pベストロン

日新工業赫式会社大阪支唐

本 社 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 23 - 4  f t 東京 (882) 2424 ( 代)

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 新 町 1 丁目 12番 22号 念大阪 (533) 3191大代表

営 業 所 東 京 ・名古屋・福岡 ・札幌

出 張 所 広 島 ・仙台 工場/ 埼玉 ・山形 ・北海道

日本アスフアルト防水工業協同組合

関西支部

大 阪 市 西 区 新 町 1 丁目 12番 22号 日新工業株式会社大阪支庖内

電 話 (533) 3  1  9  1大代表

⑮

 

日 本 写 植 印 刷 株 式 会 社

代 表 取 締 役 神 田 都 義

本 社 〒545 大 阪 市 岡 倍 野 区 阪 南 町 7 - 5  - 30 電 信06 (606) 1111代

広 島 営 割 健 所 〒724 東 広 島 市 八 本 松 町 米 測 1伺 - 5 電 話ω24 (28) 62日

日 本 写 植 セ ン タ ー 〒892 鹿 児 島 市 名 山 町 4 - 7 三 宝 ピ ル 電 信 伺92 (26) 4371 

3・ 山 写 繍 セ ン タ ー 〒708 j・ 山 市 祖 国 1 3 7 2 ー 1 電 話08682(  8  )  4377 

沖 縄 写 植 セ ン タ ー 〒900 荷 風 原 村 謙 械 沖 縄 印 刷 工 機 団 地 電 信0988 (55) 61∞ 
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富 士 造 園 土 木 株 式 会 社

雄日百岡金代表取締役

電話宝塚0797- 88ー 0501- 6  宝 塚 市 山 本 東 2 丁目 6 番 17号

ビニロイド

ア コ シ ー ト

A C::J回P 図

防 熱 工 事 設 計 施 工

プラスオール l

} 製 造 販 売

コ ー キ ン グ J

本土

防 水

防 水

本

責 任 施 工

責 任 施 工

責 任 施 工

三 星 産 業 株 式 会 社

干550 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 ー 10- 8  ( 大栄ピル) T el. (443)  9721  ( 代)

干 101 東京都千代田区神田小川町3-28(三東ピル) T el. (292)  1961 (代)

出 張 所 : 札 幌 (721) 6031 ・ 6307 仙台 (21) 5366 ( 代)

名古屋 (931) 4574 .  3393 福岡 (78) 3361 ( 代)

@  

三繍￯Ｇ Ｑ ＱＮ三こ勺ム工鱒儀式書社代廻庖日 ｪｩＱ じな五議株式合経代理ｾ

P  II-，，; ; " Z • • s.f I!I t I  tr 6 1 6  J 1 i 間相工業様式奮 il1吃E皇后

隻手口工業株式曾語土代E皇 后 近 ・ E恒 輔 鎌 式 会 社 代 理 庖

健闘ヨニ・ｾト ｡ｾａｴｴｦｴＮￆ 住友ゴムヱ策検式会社代理底

ム ツ 三 産 業 様 式 苔 托

囚

営業品目 建築金物、装飾金物、家具金物、

其他諸金物別注設計製作、オリジナル金属製家具

<8> 

所作金 属 製

山 本 正 治

本山
株式会社

T  E  L  (761)  0127 大代

T E  L  (993)  7  1 9 2 代

取締役社長

大 阪市南 区谷 町 6 - 11 - 15 

守 口 市 浜 町 2 - 1  

〒542 本社 ・本社工場

〒570 守 口 工 場

な

に

湿

法

ト

治

防

エ

ク

退

餓

V

エ

リ

防

ム

ン

フ

ア

ビ

テ

ダ

一

口

ク

ス

リ

パ

シ

フ

シ

ア
ｾ＠tN 建1;. tk 

株 式

会記

i Z二主

b 野 d

装 美 建 材

金 属 建 材

No.  2施 工 部

電 話 541- 1861- 8  

電 話 723- 2277- 8  

電 話 541- 2152- 3  

No.  1販 売 部

大阪市西区北堀 江 1 - 1 - 1

東 大 阪 市 金 物 町 3 番 1 号

大阪市西区南堀江 1 ( 立花通)

社

庖

ピ
ソ建

本

東

山

雲52=オン

デザインされた環境づくり

UNION 
郎

干 550 電 話 06 (532)  3731 ( 代)

〒 130 電 話 03 (625)  8131 ( 代)

干 461 電 話052 (935)  6021 ( 代)

〒 105 電 話 03 (508)  2558 ( 代)

野立
取締役社長

本 社 大 阪 市 西 区 南 堀 江2- 13- 22

東 京 営 業 所 東 京 都 星 田 区 石 原 4- 3ー 1

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 東 区 筒 井 町1- 14-9

虎ノ門ショールーム( 17森ビルl F) 東京都港区虎ノ門ト26-5

125 



126 

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市中央区北長狭通4丁目 2番4号( 英和ピル)

電 話 神 戸 ( 331) 0881- 3  

支 庖 大阪市北区西天満2丁目 6番8号 (堂 ピル5階)

電話 大 阪( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市東澱区御影石町 4 丁目( 電話811-3610)

テトカッバー防水

- 防火・防煙シャッター

・ステンレスシャッター

• 

. アルミニュームシャッター

防水専業の研究・経験から生れたすくない資源のパーフェクトな防水層です.

この防水層は ( 一層防水) 施工するだけで、防水は完盤です.

温度変化に伸びがなく、柔軟性に省み、耐酸、耐薬品性に優れ、腐蝕しません.

コーパータイト 新 工 法

カッパー防水帯 オクロン防水帯 プレノテクト吹付工法

選議

奥山化工業献鋭
本 社東京畑中央区銀座8- 4- 9

大阪穆務所大匝市誼川区東三国6- 1- 41

鴻玉骨量所埼玉県桶川市東1- 3一拍

草木出掛所神帯川県草木市金田 259

4古且雌碕 名古屋市南区若草町33

九州出張所 佐賀県佐賀郎関宮町大学路甫樟450

- 軽量シャッター

・クリスタルシャッター

その他特殊シャッターの製造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の24時間態勢完備

ム鈴木シャッター販売株式会社

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 5 番 2 号 電 話 大 阪 ん み 371" "'4151- 6

北陸営業所金沢市長田町l mI ! l 番地電話金沢ぷ 品 65 - 5135- 6  

神戸営業所神戸市長田区大橋8十 7 電話神戸 ぶ 与 I l ml . 1
llIIIl 缶 ・

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区 両 替 町 1- 12 日生ピル 含 (943) 6571代 表

東 京 ・ 横 浜 ・盛 岡 ・仙 台 ・水 戸 ・静 岡 ・岡 崎 ・名 古 屋 ・ 富 山 ・大津・京都 ・神 戸 ・広 島 ・ 高 松 ・福 岡 他全 国 主 要 都 市



空 間 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計 ・施 工

φ 練 武 富 回 目T 告示士

会 社 w l ロームヲ畏凋' . . L

本 社 東 京 都 港 区浜松町 1- 25- 7  電 話 (434) 6171 ( 大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1 - 58- 59 電 話 (302) 2 2  7  1  (代)

支 底 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九州|

営 業 所 釧 路 ・函 館 ・盛 岡 ・ 繍 浜 ・静 岡 ・京 都 ・神 戸

争株式
会 社

震災詞d: 処 童 設 計 施 工

大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局7151( 代 )

京都 市 東 山 区 大 和 大 路正 面 上 ル 電 話 京 都 561局4944( 代)

神 戸 市 中 央 区 下 山 手 通 6 - 2  - 8 電 話 神 戸341局 5 8  9  2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

・国，大阪電気暖房株式会社

本 底 大阪市西区江戸堀1丁目 91i1' 25号 干550 電話 (06) 441-8231 ( 大代)

本 社 東京都中央区銀座2丁目 21i1' 17号 〒104 電話 (03) 535-5251  ( 代袋)

支 社 大阪・東京・名古届 ・相同

支 底 札幌 ・仙台 ・新潟・金沢・天f ! I ! . 岡山 ー広島・高松

営 業 所 帯 広 函 館 ・野森 ー秋田・盛岡 ・前 崎 千 葉 陥 浜 静 岡 盛 田

i: lt ・"Ii'i山 ・長野 ・楠井・ 京都神戸徒、山・怯山 高 知 北 九 州

熊本・鹿児島 ・部商1

出 張 所 地川 福島・徳島長崎

海外支唐 シンガポールホンコン

. 給排水衛生 ・冷暖房

・空気調和段倫 ・その他管工恵一切の股計・施工

⑮ 斎 久 Z 業 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町2-6-2 ( 日本ビル)

電話 03- ( 270) ー741 1(的

大 阪 支 社 大 阪 市 北 区 中 之 島4- 2- 38 電話 06- (443)  5041(-的

支 庖 札 幌 ・ 岡 山

営 業 所 仙台・千葉・繍浜・名古屋・金沢 ・四国 ・広島 ・領岡

出 張 所 福 井 ・ 倉 敷 ・ 松 山 ・ 宇 都 宮 ・静岡 ・苫小牧

空 気 調 和 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 水 道

電 気 設 備

腕 房

/ y 、 ¥ 環 境 衛 生 地 主 主

I I三、 l 荷 役 遵 織 機 械

' - . . . . . J  化 学 鉱 山 織 械

三機工業株式会社

取締役社長 玉 置 純 治 虫11

取締役支庖長 杉 浦 敏 郎

大阪市東区北浜 2 T 目 2 2 帯地 電 話 大 阪 (202) 代表3071

本 l苫 東京 ・日比谷 ・三倍ピル

支 底 名古屋 ・九州・北海道・中国・東北北陸・四国・ シンガポール

営 業 所 繍 浜 ・静岡 ・豊田 ・岡山・金沢 ・新潟・香港

F U T A B A Y A  D E C O R A T O R S ，L T D  

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施工

φ 三建設備工業株ま奮社

大 阪 支 唐 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1  3 1  ( 代 )

本 社 東京 都 中 央 区 日 本 橋 蝋 殺 町 ト35- 8 電 話 ( 667) 3431 ( 大 代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 峡 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・金 沢 ・新 潟・ 横 浜

。格式会桂三晃空調

取締役社長 粛 藤 博

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13訴 20号 電 話 06- 363ー1371

東京本庖 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ ル 電話 03- 344- 1911

大 阪 本 底 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13番 20号 電 話 06- 363- 1371

支 底 仙 台 市 大 胆T 2  r 日 2 lfI: 10 け 電 話0222- 61- 3002

名古屋市中村区名駅南2丁目 14111=19号 電話052- 581- 8571

広 島 市 中 区 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22号 電 話0822- 47- 4535

福 岡 市 中 央 区 大 名 2 丁目 4 番22号 電 話092ー761- 3795

出 張 所 青森・秋田・宇都宮・繊浜・福井京都神戸総江 ・高松・下関・沖縄

. ' -"' 0.  空 調 衛 生 ・ 冷 濠 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

配 町 よりよき環境へ技術て・挑む一 一一一

句P 株式会社落語研

、直V 本 社 大阪市南区瓦屋町2丁目 11番16号( オートセンターピル2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5 ρ 3  1 代表

メ ン テ ナ ン ス 部 大 阪 市 大 淀 区 銀 崎 4 丁 目 5 番 21 号

郵便番号531 電 話 大 阪 (06) 374- 0 5  7  1  代表

東 京 支 庖 東京都千代田区九段南2丁目2番5号( 九段ピJレ2 - 4階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1  代表

$ 新 日 本 空 調 株 式 会 社

大 阪 支 庖 大阪市北区堂島浜 1 丁目 2 番 6 号( 新大ピル)

電話 (06 )  344 - 6  0  3  1  ( 代 )

本 社東 京御中央区日本僑本石 町 Ｔ ＭＲＨ 三井第二 ｾ ｉｊｴ 官 Ｉ

電話 (03 )  279 - 5  6  7  1  ( 大代 )

名 古 屋 ・ 九 州 広 島 ・ 札 悦 ・ 東 海 村 北 陸 ・ 大 分

cl eanOi r  
丸

。護費332業; 捗界全対

建築物自帥自等造作工事、家具建具・室 内 装 備 工 事

内 外 装 飾 織 物 ・ 窓 掛 敷 物 壁 紙 類一 式 / 設 計 施 工

医 圏 ニ 葉 屋 装 備 工 業 株 式 会 社

( 創 業 大 正 7 年 )

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 ω6) 349 - 9 1  9  3 代 表

大阪府知事建築業者許可( 般- 48)第12064号

127 
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空 気 調 和 ノ〆、¥

給排 水 衛生 『 ζ . /

第・・エ索株式会私

大阪支庖

搬 送機設備

設 計 施 工

日愛 ・ 冷房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 韓

日 設 計 施 工

高 砂 警 視

ふ 凶

ー#ー

大 阪 支 l育 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4 - 8 ( 北 阪 急 ビ ル 9 熔)

電 話 大 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  ( 代 表 )

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

ｲ 個咽 ｅ 側骨ｾ
空 気 回 和 敏 備

股計施工

換気・除腫設備

東 洋 娘 工 総 織 式 会 松 大 阪 安 倍

大 阪 市 西 区 初 本 町 3 - 1  - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

2事 後 東京続中央区京. 2 丁目 9 T  E  L  (  562)  1  3  5  1  

支 庖 名 古 屋 ・ 福 岡

ガス位備の段計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガス住般機器特約底

。大晃設備株式会社

本 社 : 1宣備部

大阪営費l P . 庁 大阪 市 北区西天 満 5 - 11 - 12 電 0 6 - 313ー1846

枚 方 営 蝶 所 枚 方 市 甲 斐 国 東 町 9 ー 3 . 0 7 2 0 - 4 9 - 2128 

飛 鳥 野 瓦(意 549771* )  I  

， 1  Ｈ｜ Ｗｾ ｮ＠ ｾ製造販売
渡辺式鰻勾配安定瓦 ( 実用新案登録出願中ii 出訂) I  

各 和洋瓦 全般 ・カラー ベス ト・モ ニエ ル瓦・ セキス イ カワラ U

創業67年 綜 合 施 工 卸

久保田鉄工・松下電工紛・日本モニエル側 積水化学工業側・富士スレ ート側・持約代理底

⑥ 瓦 寅 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 生 野 区 林 寺 1 丁目 5 番 14号 。 544

電 話 06( 71 5) 0  2  0  1 代 表 - 5 番

営 業 所 大 阪市 平 野 区 工 渇 兵 廊 県三 原 郡 ( 淡 路 島)

128 

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

35 22西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電自重大飯 ( 458) 3531香

支 底・ 営 業 所 福岡・ 京 都・ 天 理 ・ 川 西

空調・衛生・防災設備 設計並施工

⑨日本管工業株式会社

本社友京都支庖 京 都 市 南 区 西九条量豊 田 町 2 0 番 地 の 1

司直結 (681) 5  1  0  1  - 5 ・夜間専用 (691) 1045 

大 阪 支 庖 大 阪 市 北区 天満 ト5- 20 電 結 ( 06 ) 352- 3 501側

三 賃 支 底 海 市 栄 町 2 ー 1 1  1 電 舘 (0592) 26- 3 61αf 勺

四日市営拠所 四 日 市 市 西 末 広 町 電話 (0593) 53ー 7431間

滋 賀 営 業 所 大 海 市 中 央 2 丁目 4- 28 電 話 (0775) 22- 9738刊

(1"1'. i舎町震H朝 彦

ーa:電曹司.. . .

③同掛三重橋部

圃 圃 圃E ・F 可: 1: 11: 1: . 1

活字のない印刷

⑮日本写植印刷株式会社

代表取締役 神 田 都 義

本 社 〒545 大阪市阿倍野区阪南町7-5-30 ft 06  (606)  111 1代

日本写舗セ ンヲー 〒 ＸＹＲ 鹿児島市名山町 Ｔ ＭＷ 三 宝ビＩｾ ft ω92 (お) 4371  

津山写舗セ ン7 ー 〒708 ;章山市大手町8番S号 慢艶底会館 g ω682 (4)  1771  

沖縄写樋セン7 ー 〒銃刀南風原村線被 沖縄印刷団地 g ω88 (55)  61∞ 

空気調和設備・給排水衛生設備・上下水道施設

環境衛生施設・公害防止施設 / 設計・施工 ・監理

⑫ 山 国 ヱ 鑓 織 富 倉 紅

‘  
本 社 大阪市西区. I ;r町堀 1 - 6 - 8 電話 06(443) 8)61  ( 大代表)

(環境装置事業部 '.' t llJ ) 電お 06(447) 0831  ( 代表)

分析セ ンヲ一 大阪 市 淀川区 ＮＮＮＺ ｩ ｬＡｬ ｾ ｲ 朝ト ト ＳＵ '1J:.!Ii  06(308)  1491  

支 庖 東京 ・名古I:j)_ ・伺岡

営 業 所 京 都 神 戸 ・姫 路 広 品 ・ffA怯 ・松山

文化庁・宮内庁・各府県庁

量要文化高 社 寺 ・ 天 理 教 教 会 本 部 御 用 達

ｾ諾孟宇工業所
代表取締役 寸、林i 麻 造

〒 630 奈 良 市 西 新 在 家 町 17 番 地

電 話 奈 良 ( 0742) 2 6 - 2  9  0  1 番( 代表)



電 気 位 備 の 頁

設 計 施 工

⑤ 

気 株

電 気 設 備

朝

設 計 施 工

栗 原 工 業 械 式 会 位

電 気 ・ 言 十 装 工 事

ーを
社

ム一

A
式電陽

士

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ピル T E L 大阪06 (385) 1361 ( 代)

大阪営業所 T E L 大阪06ω85) 1361 (代) 京都営業活 T E L 京郎075(311)! 185( 代)

東京営業所 T E L 東京03(574) 0  6  6  5  福岡出張所 T E L 福岡092(771) 6  1  6  8  

賞本山代表取締役

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ビ ル T E L 0 6- 3 1 3- 1101 

支 広 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 踊 ・ 京 都 ・ 天 王 室

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

信原粟取 締 役 社長

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸

社

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社

大阪支社長

大阪市東区高周矯五丁目 二八番地 電話大阪 (202) 0325- 9 番

本 社 東 京 総 千 代 国 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・ 仙 台 ・ 丸 / 内 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営 業 所 出 張 所 全 国 主 要 都 市20ヶ所

キ土

庖

本

支

出 張 所

限 り な き ク リ ー ン に 挑 戦 す る H

電 気 設 備 ・ ク リ ー ン ル ー ム ・ 冷 晦 房 敏 備

給 排 水 衛 生 量 生 傭 ・置十銭栴1) 御 設 備 ・ 立 体 自 動 倉 庫

ヱ ネ ル ギ ー 集 中 監 視 シ ス テ ム ・ 回 転 式 自 転 車 置 渇

設 計 施 工

三室電機株式会社

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

干530 " 阪市北区間天満 2 - 6 - 8 ( 堂ピル) T E L  06(364) 1  4  7  1  

T E L E X  523- 3  2  8  7  

〒 105 車京市』港区新情2-16( ニュー新情ピル) T E L  03( 切 4) 0  2  3  1  

T E L E X  222- 6  7  2  4  

干 462 名 古 凶 市 北 11' : 企雄 三 r 口 12 - 14 T E L  052(991) 5  1  3  1  

〒657 神 戸 市置 区 岩111'1] 町 1-2-9( エピスピル) T E L  078(881)  5  5  7  1  

&  

総合股備工穆〈般昔十・第行〉

建 築 ・ 電 気 ・ ア ン テ ナ ・ 送 電 線 ・プ ラ ン ト .1十裟 ・空関・土木

⑧ 太 陽 工 藤 工 事 椋 式 会

取締役会長 小 林 四 郎

取締役社長 代 谷 正 元

興

代 表 取 締 役 土 井 敏 裕

大 阪 市 北 区 西 天 満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ピ ル7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  (代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 (671) 1  4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 相 模 原 . J:!R. . 滋 賀

社

本 社

東 京 支 底

名古屋宝庫

神 戸 支 底

大 阪 市 福 島 区 福 島 7 - 2 2 - 8  

T E L  (  06) 452ー 1151( 大代 )

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

本土本

事業所

電気・計装・空調工事設計施工

T " i 7 ト町気工: ; ; ; ; 二戸J レ ヲ 噸 式o m

社

支 1苫

事業所

山 本

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 了同 l 番 3 号

T E L  06ー 364- 3056 ( 代)

東 京 ・神 戸 ・ 広 島 ・ 岡 山

名 古 屋 岡 山 ・ 札 餓 ・ 普 小 牧 ・ 浜 松 ・ 滋 賀

京都・高砂・ 三原・徳山・松山・新居浜・福岡・沖縄

、盛巴

1旦氷
取締役社長

企込

本

命

、民ノ

各 種 障 害 撤 去 ・ 砂 磯 層 穿 孔 撤 去 ・ 玉 石 層 穿 孔 撤 去

・岩盤層穿孔撤去・鉄筋、鉄骨コンク

リート穿孔撤去・杭引抜き及び撤去

菱 備 基 礎

登 中 市 宝 山田T 22 番 44 号 〒560 電 話 ( 06) 841ー 7121- 3  

笠 中 市 利 倉 東1丁目 16f f 5号 〒561 電 話 ( 06) 863- 0207 (代)

株式会社

本社

工上場

Standard 

フ タ パナニワ媛匂12ii

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

匝

市

櫨

過

区

元

町

-

T

百

七

四

ニ

電

話

削

ム

O

L
ハ

五

， 

ｭ 巴回目侶ｾｾｾ胎｛｝｀砂ロ ￰ｾＨｊｬ￩ｾｗ

大阪支部言 産 大 号 全 日 本 板 金 工 業 組 合 連 合 会

E般 大 雪 社 団 法 人 日 本 建 築 板 金 協 会

奉 仕 感 謝 の 唐

タ イ ル 工 事 施 工

:= " ) 淳窯* 尚. J S⑪ 

129 

大阪支部

大 阪 府 板 金 工 業 組 合

理 事 長 福 本 大 元

〒 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 4 T 白 2 11¥' 4 骨 電 館 06- 364 - 3774<<1:) 

知 事

認 可

全土 大 阪 市 西 区 西 本 町 1 ー 13- 33( 靭 本 町 パ ス 停 附 )

電 絶 大 阪 06( 532)代 0461 ・550

天 耳E 市 丹 波 市 町 新 町 50

耳匹

天 理 営 業 所



特殊壁装材製造販売和室に最適

回宙定 荷量)
羽曳野市島泉 8 - 173 - 1  

T E L ( 0 7 2 9 ) 3 9 - 3 6 1 0  

工渇 〒580 大阪府松原市三宅中8丁目 I番9号

第一 〒639- 11奈良県大和郡山市小泉町2744

第 二 〒597 大 阪 府 民 塚 市 王 子 5 0 1

営 業 種 目

- 防 水 工 事 後イ'fi I;)j II( ・シート防水 ーモ Jレタ Jレ|坊ぷ

・樹脂注入後着工法 各種樹1 J : ' i i 主人後。補修工事

・ 亀 裂 繍 修 工 事 各傾樹脂 i主 人 充 域 ・コーキング

・ シ ー リ ン ク 工 事 シリコン・チオコール ・ウレタン ・アクリル

・吹 付 工 事 アクリ Jレ・リシン ・5単位タイ Jレ・その他

。建 設 業 許 可 大阪府知事許可( 般ー53) 第 51225号

。日本 シー リンク 工事 業協会々員

大 阪 市 北 区 末 広 町 3 - 2 1  1. ι ¥品.:t:. ' 1: ヨト ..... ←I : J工

!i UlI j血川府側I ピル201 S  ｜Ｎ河 ｾｊ ＮＮ，Ｎ τ ＱＧＭｙ ｾＮＧｲ 可 Ｗ 旬 ｊ I  

T E L  06(3 15)0701 ，. ・/ . . " .  ＣＭ・Ｍ，Ｎ唖ｾ .-<#・

子二. I nCS A T.ニ..nl!:I，ニ.. 1-

セキサンパイル ( 5 M.AC. PC. R C)  

カネライトフォーム ALC. 鋼 材

建 築 材 料 一 式

浜 宗 産 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 j賓 岡 浩

本 社 〒 629- 31 京 郎 府 竹 野 郡 網 野 町 . " 網 野

T  E  L  ( 07727) 2- 2  2  2  0  ( 代)

舞 鶴 首 業 所 〒624 舞 鶴 市 福 米 1 6  0- 1  

T  E  L  (0773)  76 - 0133( 代}

岡田ペーパー株式会社

。大阪市西区北堀江 2 丁目 5 番2 0号

T  E  L  06 - 531 - 4601(1'¥: )  

06- 541- 2305附

フロアーサンデイングシステム関連商品

研 磨 材 料 & 研 磨 機 器

布紙ペーパー& ジスクペーパー

本 社 / 東 京 仰 港 区 六 本 木 3 - 1 6 - 2 6 ・03- 弱 2-8811

大 阪 ・ ほ 業 所 / 大 阪 市 東 区 北 浜 3 ー 7 ・06-20宮- 3294

。 ＮＮ￞Ｑ ｟｜｜ｩｾＭ 横代の断熱用シｾ人
場予ー ＧＧＧｊｾ ヲ令

目0/¥'1イチ11ーシート P

目立バイナリーシート P は，目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ技術で積層した. 二重権造の断熱兼用ニ軍防水シートです。

自主電線株式曾社利融軒佃臥棚汀包 Ｑ ｡Ｒｾｻ千代田ピルＩ

デンカC S Aファミリー製品

.7.，ニJ OC S A … … … … … … … … … … コンクリートのひびわれ防止に

( 膨張性混和材)

.7.，二J O弓ヌヨニJ . . ………・…・………鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

( グラウト用無4又剥首中オ)

・子二 ｊｏ ］ｦＺｬーデ吻 ｉｊｾＮ ……………・コンクリー卜躯体の漏水補修に
( 止水 ・補修用急硬セメント)

・ョーニJ OES . … … … … … … ・… … ・… … 地盤補強用薬液注入

( 土質安定用急硬材)

・寄与011000 ・… … … … … … … ・… コンクリートパイルの早期出荷と

( 製品用超高度混和材) ハイモメント製造用に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東 京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

光 洋 物 産 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 2 5 2 - 6 0 0 0  

小 浦 産 業 株 式
ム

宮本土

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

; ; トーコー/ 本社

T E L 滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  
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電気・空調・衛生など各種般備分野の記事が 1冊の雑憶に/

圏直+ 圏直+ 重量圃 +IIJ 圃+ 圃圏直

議｝ｾｾｾｾｾ回圏直ｾｾ閉圃
~ 充 実 し た 実 務 家 の た め の 内 容 ~

・視点・随筆 業界，学会，社会，文化について，学識経験

者の見解を発表

・新建築・新設備 注目すべき建物の建築と設備を紹介

・ 特 集 業界，社会のニーズにこたえる諸テーマをと

らえて，必要知識を紹介

建築，建築設備，機器，材料に関連し実務上

必要とする基礎知識を連載

・特別講座 業界，社会のニーズにこたえ，時代的テー

マに関し実務上必要とする知識を連載

. ニュース 圏内 ・海外ニュース，機器・文献ニュース

・会社だより，研究所だより その他

座
- 講

|  紙記m1 司 ・l川 川 ) り 川 11込 次 引 け り 叫 -

ず

〒 104 東京都中央区銀座1-6-10( 皆 川 ピル) 宮 03(535) 6690 ・(561) 1765建築設備綜合協会社団法人

ぶlg;
-: : -0 

= 東

) 京

四

一 都

85. 430頁 定 価3 ∞0円 送 料4∞円l-Z

快 適 な 住 環 境 を 造 成 す る た め の 技 術 資 料 l存 区

住宅団地の土木設計に主

小 池 正 次 著 12 宿

8 5 ・113頁 定 価1.600円・送料250円 ! 百二

構造計算資料集1: 人

(全 8 巻) 中 I11 )享 編 著 |京 |

1巻 鉄 筋 コ ン クリ ー ト情造篇(1) 日5・240貰定 価3. 800円 |γ -

2巻 鉄 筋 コ ン クリ ー ト4構造篇(2) 品切れ |七

3巻 鋼 禍 造 篇(1) 自5・225買定 価3. 200円 i二 由

4巻 鋼4構造篇(2) 日5 郡 頁定 価3，500円 | 四宇

5巻 鉄 骨 鉄 筋 コ ンクリー ト術進篇 85・208頁定 価3，200円 |ア Z

6巻 基 礎 例 違 繍 8 5・249頁定 価3，800円，... ｾ＠

7巻 終 局 耐 力 篇 85・247頁定 価3
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ＲＴｊｐ 間ｾｔｦ ｉｊｉ Ａｊｾヨ ｊｬｊＹｊｬ

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品 種・オリエンタルカラースーパーメタル ( CS PM)

・オリエンタルスチールライト ( 5 T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

ア フ タ ー ケ ア ー /

i皮 板 規 格 S小 波 ・S大 波・Vi 皮・ボ ックス i皮・W ジ ャ ン ポ 波 ・V デ ッキ

、

S Vジ ャ ン ポ 波 ・其 の 他

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )  

ホーンタイト( 防音壁) ・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 前 求 下 さ い I  • 

題島 市 ｉｊｉ Ａｊ ｾｊｬ ｊＮ Ｙｊｬ 製造株式会誼 l  

大 阪 本 社 〒660

営 業 部 〒660

支 庖 及 エ 場

東 京 本 社 及 工 渇 〒 335

支 I吉 及 工 場

尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 ー 26 松本ビル 屯話大阪 (06) 412 - 513l ( 代)

尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26 松本ビル 泡話大ｾ反 ＨＰＶＩ 412- 5131 ( 代)

大 阪 ・九州・ 名古屋 ・広角 ・w: 条 ・メIJ 谷

姫路( 東洋建材工業. 株)

厳 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 '，} ｾ立話蕨 Ｈ ＰＴＸＴＩ 42 - 3115  ( 代)

来 北

E沼署圏構造認定( 防火第404号)

モルタルクラックが大幅に減少

工期の短縮が図れる左官用高級スタッコ

シンコ白百四i

地震に強い家をつくるモルタル下地合板

F E亙ヲ; 程調v ト

。

左官作業の近代化

一発で特殊「白モルタル」スタッコ仕上

ヌーハーローヲー

⑧( 株) 新興建材工業所

地吾三' 主

I T色' こコ

l  総合天井システム j自己 |  

耐震・耐火そして軽量化を跨る総合天井システム、J ライン工法、、A L T S工法、| ま当社強自の

照明灯ユニットおよび戸ルミ製T Hーを建物のモジュール| こ配列し、天芥仕上げ材と一体化し

たシステム天井です。空間、照明、防災機器、スピーカー怠どの股備ゾーンとの組み合せ、さらlこ

間仕切、ブラインド 8 0 X怠どの取り柑けも可能lこした多機能を跨っております。 ( PAT. 6件)

奥村重兵衛株式会社

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 3 番 ア 号 干530 ・ 鱈(06) 312- 4131聞

東 京 東 京 鶴 港 区 新 情4丁 目2番 第29森 ピ ル 〒105 電 信(03) 437- 3361間

縄 問 福 岡 市 向 車 多 区 住 吉 2 丁 目 16番 27号 〒812 電 信(092)291ーω5鮒也

名古屋名古屋市西区骨量町 Ｒ 丁目守番 Ｖｾ 干451 電 信( 052) 522- 543鮒匂

仙 台 仙 台 市 本 町2丁 目1番 8号 第1広 瀬 ピ ル 〒980 ・信( 0222) 65- 656&仰

沖 縄 沖 縄 県 都 覇 市 重 量 川 1 1 9香 飽 〒900 ・ 鱈(0988) 53- 685ω 匂
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光公害をシャツト

ENVI ROLI G 

太 陽 が 沈 む と い う こ と は 、 ど ん な に

エ キ サ イ ト し た ゲ ー ム で も 、 昔 は そ れ

ま で で あ っ た 。 し か し 、 い ま の 若 者 は

口をそろえてお日義する 。 i E NV I RO LI  

- GH T  II があるぞ」

光 を 最 大 限 に 利 用 、 エ ネ ル ギ ー 効率

を 高 め る と 同 時 に 、 低 セ ッ ト型で光公

竺k を 最 小 限 に と ど め る よ う に 設 計 / /

の歴史を変えた. ノ

DecoTurf" II 
1978年 か ら U S オ ー プ ン が 行 わ れ る

よ う に な っ た ニ ュ ー ヨ ー ク の フ ラ ッ シ

ン グ メ ド ウ の US T A( 全 米 テ ニ ス 協会 )

ナ シ ョ ナ ル テ ニ ス セ ン タ ー の コ ー ト 36

面 す べ て に ほ 用 さ れ 、 テ ニ ス コ ー ト の

歴 史 を 変 え た と ま で い わ れ る 全天 候 型

の デ コ タ ー フ 11 。 四季 を 通 じ で 快 適 に

プ レ ー で き る と 、 日 本 で も 人気 抜 群 グ

耐摩耗性で勝負する防湿床材

FLI NTI(OT E@  

| 耐久性、耐摩性、またすべり抵抗性

や 危裂 が で き て も 使 用 中 に 元 通 り に な

る復元 |生、 粘着 性を評価され、 倉 庫 や

工 場 、 駐 車 場 に も 使 わ れ て い る だ け で

な く 、 不 燃 性 を 買 わ れ て 方、ス工場 や 爆

薬 工場 の 床 に も 使 用 さ れ て い ま す 。

さらに、 完 全無 毒 無 臭 であるため、

各 種 食 品工 場 、 貯 蔵庫 に も 進 出 グ

部己 ｸｊｌ 眉 ｾｉ 文服喪実商建材施設部門
本 社 〒530 大 阪 市 北 区 堂島; 兵 1 丁 目 2 番 6 号 (新大 ピル 9 階) f i  (06) 343 - 0441 

大阪本部 干 552 大 阪 市 港 区 南 市 岡 | 丁 目 11 ー 11 岱 ( 06) 584- 068 1

東 京 干 |旧 東京都中央区京橋 2 丁 目 9 番 2 号( 等 | ぬり 彦 ピル ) f i  ( 03)  562 - 4676  

福 岡 干810 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 | 丁目 1 :番 5 号 ( 舞 鶴 ビ ル ) f i  (092) 72 1- 6 640 
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湿気の逃げ道をつくりました。. ノ

湿気 グ ロ

三星ベーパス は、防収用 の立 |ゾ)古11から常気抜きを1 i " う、もっとも優れた明丸抜きシ

ステムです。

露出|リJ ノk におけるふくれ|坊J 1: に1[)( *l 1んできた 111 品ルーフィングが、 Iljil 則的な 1"" 法

く絶縁工法一部分接着工法〉 を開発、さらに蕗 11'， 1リj ノド機能を ー段と I(Jj める宅れ抜

き材 〈三- 星ベーパス〉 を登場させました。

| パリボード工法+ 三星ベーパス I I部分接着工法+ 三星ベーパス|

と併用すれば、 ):Trr 氾uドj な空丸抜きシステムが完成します。

露出防水の機能を高める、空気抜き材料

三讐ベ・・パヌ

田島ルーフインクF株式会社

東 京 〒 101 東京都千代田区岩本町3ーl ト 13 電 話 ( 03) 862- 8531

大 阪 干 550 大 阪 市 西 区 京 町 堀 ト 10- 5 電 話 (06) 443- 0431 

札 幌 ・仙 台 ・ 金 沢 ・名 古 屋 ・ 広 島 ・ 高 松 ・ 福 岡

マ

03379一一1雑 誌


